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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「自己紹しよう介かいの必要性を感じませんので単刀直入に、まずは用件だけを申し上げましょう──【特とく命めい生せい徒と会かい】なる謎なぞの組織は存在しません」

　機械じみた無表情で、美しい少女が断言する。

　光の差さぬ深海の水めいた黒髪は長く麗しく癖のひとつもなく、いつだって重力の方向を親切に教えてくれているみたいに、真っ直ぐ垂れ下がっている。

　黒髪の乙女だなんて、前時代的な感じがするのに……。野や暮ぼったくも重たくも感じずに──むしろ華やかに見えるのは、あまりにも髪質が艶やかで、光を天冠めいて幾重にも輝かせているからだ。

　その煌きらめきを助長するように、彼ひ岸がん花ばなを模した紅こう玉ぎよくの髪飾りをつけ、夕ゆう陽ひめいた深しん紅くの瞳が妖しげに揺らめいている。

　吸血鬼もかくやという、とても高校生には思えぬ、非人間的な娟けん容ようであった。

　漆黒と、深紅。高級感のある、あるいは葬式めいた陰鬱な配色の彼女が身にまとう制服は、これもあつらえたように同じ色彩を基調としている。

　黒い布地に、赤いネクタイ。

　瞬まばたきもせずに、一いつ切さいの感情がともなわない平へい淡たんな声こわ音ねで。

　生徒会長──正確に表現すれば、【生せい徒と会かい連れん盟めい】総長・極ごく楽らく院いん錺かざ美みは宣言する。

「なのでご安心ください、などと私がわざわざこの場を借りて公式発表せねばならない状じよう況きように正直うんざりいたします」

　けばけばしい名前に相応ふさわしい傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度で、錺美はただ正面を見み据すえている。

　この全校集会の様子は全国津つ々つ浦うら々うら、【生徒会連盟】の息がかかった小学校・中学校・高等学校──幼よう稚ち園えんや大学に、果てはニュースサイトなどのメディアを通して一いつ般ぱん大衆にも幅はば広ひろく喧けん伝でんされている。

　強国の元首が演説をする光景そのものに、錺美が立つ舞ぶ台たいの正面では有う象ぞう無む象ぞうの人々がごった返して拝はい聴ちようしている。後方では弔ちよう客きやくめいた陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きのＳＰたちが、主あるじを真似まねるみたいに機械めいた無表情で等とう間かん隔かくに並んでいる。

　たかが高校生の、しかもとくに重大な用件が発表される予定もない単なる定例の全校集会とは思えぬ有様だ。報ほう道どう陣じんがフラッシュを焚たきつづけ、錺美の発言のすべてを拾おうと躍やつ起きになってマイクを向けている。

　慣れた素そ振ぶりで気にせずに、錺美は微び動どうだにしないまま語る。

「皆みなさんが不安がるのも、まぁ仕方ありません。あくまで噂うわさ話ばなしですが、【特命生徒会】なる謎の組織は特別に命を奪うことを許可された生徒会──とのことです」

　錺美の話しぶりは流りゆう暢ちようで、澄すんでいて聞き取りやすい。

　内心の読めぬ、あくまで淡々とした、原げん稿こうを読みあげるだけみたいな口調だが。

「嫌いやなやつ、憎にくらしいやつ、邪じや魔まなやつの名前を書いて【生徒会連盟】が配置した目安箱に投書する。あるいはＳＮＳなどで【生徒会連盟】のアカウントへ向けて投とう稿こうすれば、【特命生徒会】がそうして名指ししたやつを殺してくれる」

　傑けつ作さくですね、と錺美はとくに面おも白しろくもなさそうに言った。

「誰だれだって、死んでほしいやつ──というものは、ひとりかふたりはいるでしょう。口くち喧やかましい親や教師、意地悪な同級生、憎らしい恋こい敵がたき、通りすがりに肩かたがぶつかったやつ……。軽いものでも重いものでも殺意を他人に抱いだくというのは、ごく正常な精神活動ですね」

　きわどいことを言っているが、まったく語調が変わらないのでとくに聴ちよう衆しゆうからの反応はない。冗じよう談だんなのか、真面目まじめに語っているのかも判然としない。

　ただ聞き入っている、錺美はそんな人々を無視するように一定のペースで語る。

「【特命生徒会】は、その殺意を肯こう定ていしてくれる。死んでほしいな、とちょっと思っただけで、その名前を書いて投書・投稿するだけで殺してくれる」

　屋外ゆえに吹ふき抜ぬける風が、錺美の長い黒髪をゆったりと揺ゆらしている。

　差しこむ陽光が反射して、夜空の星々めいてその髪を輝かがやかせている。

「便利ですね。恋のおまじないならぬ死のおまじないですか──誰もがもちうる感情を、ちょっとした願いを叶かなえてくれる、けれどそれはあくまで噂話」

　美び麗れいな【生徒会連盟】総長は、いちどだけ瞬きをする。

　たまにそういう仕草をしないと、人間を演じている機械みたいだ。実際、偉い大だいで誇ほこり高く、正確で真面目な生徒会長──という演劇の役やく柄がらに徹てつしているみたいに。

　つくりものみたいに、錺美は語りつづける。

「都市伝説じみた馬ば鹿かげた法ほ螺ら話、いいえ学校の七不思議みたいな怪かい談だんの一種でしょうか。【生徒会連盟】が確かく認にんしたかぎり、その噂話を真にうけたひとが死んでほしいやつの名前を投書・投稿した回数は──この一ヶ月で、十万三千五百二十一回です」

　暗記しているのだろう数字を述べる姿は、ほんとうに一種の演算装置のようだ。

「そして、実際に名前を書かれた人間のなかで死亡したものは、四名です。ひとりは老ろう衰すい、ひとりは病死、残りふたりは交通事故死です」

　ひとの死すらも、何の感情もなく数字として読みあげる。

「ほんとうに死んでいる人間がいる、【特命生徒会】は実在するのだ──と妄もう想そうするのは個人の自由ですが。十万三千五百二十一ぶんの四、という確度では、【特命生徒会】なる組織の実行力に疑いを抱かざるを得ません」

　冗談じみて聞こえたのか、聴衆に笑いが生じる。

【特命生徒会】なる、いかがわしい殺し屋の集団は実在しないのだ──と、はっきり数字で示されて安心したものもおおいのだろう。

　和なごやかな雰囲気になっていく演説の場で、錺美のみは変わらぬ冷れい淡たんな態度である。

「死んでほしいやつの名前を書く、もしかしたらほんとうに死ぬかもと思ってスッキリする……。まぁ、その程度のおまじないとして認識するのが妥だ当とうでしょう」

　錺美は一いつ瞬しゆんだけ、瞳ひとみのみを動かして己おのれの手首に巻かれた腕うで時ど計けいを確認する。

「今回、こうして全校集会の場を借りてまで言げん及きゆうしたのは──【生徒会連盟】の目安箱に大量の投書がされるなどして、通常業務に支障をきたすレベルで迷めい惑わくだからです。もしかしたら、【特命生徒会】なる噂話は……。【生徒会連盟】を快く思わぬものが仕し掛かけた妨ぼう害がい工作、嫌がらせのたぐいなのかもしれませんね」

　ここは笑うところですよ、というように錺美はほんのり口こう端たんを歪ゆがめると。

　刹せつ那なのうちに無表情に戻もどり、演説の終しゆう了りようを示すためゆるやかに両腕を広げる。

「【特命生徒会】など、実在しません。皆さんも馬鹿な噂話に振り回されず──学生らしく、勉学に励はげみましょう。すべての生徒たちに、健すこやかな青春のあらんことを」

　万ばん雷らいの拍はく手しゆが鳴り響ひびき、きつい日差しをいや増すようなフラッシュが焚かれる。

　それらを包みこむように、両腕を戻し、錺美は深々とお辞じ儀ぎをする。

「私からは、以上です。生徒会長、極楽院錺美でした」

　それが彼女の、公式メディアに記録された最さい期ごの言葉となった。




　その日の夜、【生徒会連盟】総長──極楽院錺美は、無残な屍し体たいで発見される。
















「定時連れん絡らく。母さん、応答願います」

『あっグンちゃんだあ！　連絡がちょっと遅おそかったよねえ、何かあったのお？　心配！　まぁグンちゃんなら任務きっちり片付けちゃうんだろうけどお、あたしが自分で動けないんだから仕方ないんだけどお──ただジリジリと待ってるだけのあたしの気持ちも考えて！　心配で退たい屈くつで貧びん乏ぼう揺ゆすりが止まらないっ、身体が崩れちゃいそう！』

「グンちゃんって呼ばないでください、母さん」

『そっちも母さんって呼ばないでよう！　んもう、グンちゃんの意地悪……！』

「念のため、任務中はコードネームで呼ばないでいただけると。いまだに現地の【特とく命めい生せい徒と会かい】メンバーと接触できていません、細心の注意を払はらって行動すべきと判断します」

『コードネームだの偽ぎ名めいだのでややこしいよねえ、今の名前は何だっけえ？』

「生徒手帳を確認します。……渡と刈がり岬みさき、と名乗っています」

『そうそう、みさきちゃん。女の子みたいな名前になっちゃったねえ──まあ、すぐに捨てちゃう偽名だけどお？』

「名前などもろもろ、あなたが設定したのに忘れないでください。というか──今回はもう仕方ないですが、次回からはもうすこし平へい凡ぼんな容姿に設定してほしいのですが」

『え～？　何か不満でもあるのお、せっかくイケメンにつくってあげたのにい？』

「美形は目立ちます。まぁ、この学園では誰もあまり他人に興味がない印象ですが。いらぬことで、躓つまずきたくはありません」

『真面目だなあ、てきとうに育てたのにグンちゃんもあの子も何でそんなに真面目になっちゃったんだろお？　もっと駄だ目めになっちゃっていいよお、お仕事なんかぞんざいに終わらせて早く帰ってきて！　独りぼっちはもう嫌だよお！』

「寂さみしがらせているのは申し訳ないと思いますが、任務中です。何も用件がないなら手短にお願いします、盗とう聴ちようの危険性も捨てきれませんし」

『大だい丈じよう夫ぶだと思うけどなあ、デジタルちゃんもそれは保証してたし。でも今回はちょっと特とく殊しゆな任務だしねえ、石橋を叩たたいて渡わたるのも必要かもお？』

「ええ。ご安心ください、母さん。そつなく、任務を達成します」

『ん～、できるだけ気をつけてねえ、いつものことだけど、同じ【特命生徒会】も味方とは限らないからあ？』

「織りこみ済みです。いつだって、俺の味方は俺自身と母さんだけです」

『うわあい、あたし愛されてるう！　う～ん、あたしのことも信用しすぎるなって言いたかったんだけどなあ……？』




　　　　◆




　溝どぶ鼠ねずみのように暗くら闇やみと同化していた渡刈岬は、ほんのわずかに身じろぎをして自分はここにいるのだと主張する。気づくやつは気づく、その気づくやつに用事がある。

　周囲は真っ暗闇だ。

　夜目の利きく岬でも一いつ寸すん先が見通せない、自身の指先どころか肩のあたりまで見えない。黒一色の空間で、衣きぬ擦ずれや己の呼吸音すら聞こえない。訓練で、それらは消せる。気配を最小限に抑おさえ、闇に潜ひそむ。そして、誰にも気づかれずに他人の命を奪う。

　それが、岬のすべてだ。

「【特命生徒会】だ」

　あまりにも反応がないので、やや焦じれて岬は声をあげる。猶ゆう予よはない。本来、岬たち生徒はこの時間──中庭で、草むしりなどの作業を行っているはずなのだ。ちょっとお手洗いに、などと言って脱けだしてきたが。

　あくまで一いつ般ぱん生徒としてこの豚小屋学園に潜せん入にゆうしたのだ、一般生徒の『当たり前』から外れた行動をしていると目立つ。痕こん跡せきを残す。それは本意ではない。

　常に闇に潜み、動くのは刹那のみ。

　何も残さず、完かん璧ぺきにやり遂とげて、消える。再び、闇に潜む。

　それが【特命生徒会】だし、岬もそういうふうにできている。

「生徒会長を引き取りにきた」

　己の目的を舌にのせて、心のなかでは撤てつ退たいを考えている。

　様子がおかしい。待てど暮らせど、反応がない。この場で接触する手はずだった他ほかの【特命生徒会】メンバーがすでに殺害され、罠わな、あるいは待ち伏ぶせが仕掛けられている。

　そんな可能性がある。ならば、ここは安全を考こう慮りよして退ひく。

　まだ、危ない橋を渡る段階ではない。

「あァ──」

　陰いん気きな声が、響いた。

　変なふうに語ご尾びがのびる、空くう洞どうに反はん響きようするみたいな声だ。

「ごめん、どこにいるのかなァ？」

　奇き妙みようなことに、声は岬の全方位から聞こえる。

　どこに、声の主がいるのか判然としない。岬は身構えて、そして気づく。

「すまない」

　手短に謝ってから、岬は己の腹に、足に、手を添そえる。そして卵の殻からを引っぺがすように、己にまとわりついた漆黒のものを剝はがしていく。

　念のためにと全身にまとわせていた闇が、影かげが、そうとしか形容できない何か禍まが々まがしいものが──岬から、気配を奪うばっていた。これでは、気づくやつとて気づかない。

　影に全身を覆おおわれた岬は、視し認にんが難しいし、機械などにも感知されない。それを忘れていたが、今さら解除していく。

　頭部だけは、闇に包んだまま。こちらの素す性じようを晒さらす、愚ぐは犯おかさない。

　実際、誰だれが敵で誰が味方なのか不ふ明めい瞭りようだ。慎しん重ちように行動しておくに越こしたことはない。臆おく病びようで、強いものが長生きする。

　闇が取り払われ、岬の頭部を除く全身が晒される。無個性で暗あん鬱うつな鼠色の男子制服。背は高くよく鍛きたえられ筋張っていて、よく研がれた刃やいばのようだ。闇に包まれた頭部から、艶つややかな黒くろ髪かみの毛先がほんのわずかに覗のぞく。

　何が起きても対応できるよう、岬は中ちゆう腰ごしで身構えている。

「ここだ」

　ほんのすこし自己主張し、再び気配を消す。闇が、それに反応して蠢うごめいた。

　岬が影を取り払ったことで、ようやくこちらの居場所をちゃんと特定できたのだろうか──安心したのか、岬の眼前に気配が生じる。

「こんばんはァ」

　ギョッとするほど間近に、その少女は立っている。

　岬と同色の、鼠色の女子制服。着古しているせいかサイズがあっていないのか、だらしなく見える。左目のみを長い前まえ髪がみで隠かくし、露ろ出しゆつした右目には隈くまが浮ういている。この豚ぶた小ご屋や学がく園えんの生徒らしい、栄養状態が悪そうな瘦やせっぽち。

　目元の隈と、薄うすく塗ぬられた口紅と、ネイルアートはすべてほの暗い闇色。

　肌はだがやけに白いので（豚小屋学園の生徒はあまり屋外にはでないので、日焼けしないのだ）、彼女の全身に散見する闇色は、むしろ穴があいているみたいに見えた。

　岬よりかなり小こ柄がらなその少女は、こちらを面おも白しろそうに見上げている。

「すっげ」

　軽けい薄はくに拍はく手しゆをして、少女は口元だけで笑った。

「完璧に気配を消してたねェ、それがあんたの『秘術』ってやつ？」

　笑えみを固定したまま、ささやかな膨ふくらみのある胸むな元もとに手を添えて。

「『秘術』が【特命生徒会】の証明──あんたは身の証あかしを立てた、あたしも同じようにすべきだよねェ。あたしは運び屋、この仕事は信用で成り立ってる」

　無警けい戒かいすぎると思うほどに、少女はこちらに顔を擦すり寄せるように迫せまってくる。

　無む臭しゆうだ。近いのに、一いつ切さいの気配がない。生物的な痕跡が……。お化けのような少女だ、彼女もまた気配を消すことに長たけている。あるいは、他に理由でもあるのか。

「自己紹しよう介かいしよっかァ。あたしは【特命生徒会】の一メ般ン会バ員ー、この豚小屋学園での偽名は瀬せ能のう広ひろ綺き。男の子みたいな名前でしょ、でも広くて綺き麗れいって良い感じ♪」

　何が面白いのか、広綺と名乗った少女は口を人形めいて「ぱく、ぱく」と開閉する。

「コードネームも教えとこっか、あたしはタンスっていうの。位階は『Ｔ』で序列は──えっと、何位だっけ？　百八十位とかそんなん、ド底辺でしょ？」

　喉のどの奥で「くくっ」と笑うと、少女は足音もなく不気味に踊おどっている。

「あんたも豚小屋学園なんて辺境に送られてくるってことはさァ、たいして偉えらくもないんでしょ？　落らく伍ご者しやどうし、仲良くしよ～ね──お値段お安く、ご奉ほう仕ししちゃうよ♪」

「タンス、聞いたことがない。『Ｔ』ということは、防ぼう御ぎよ特化か？」

「わはっ、ようやく喋しやべってくれた。い～こい～こ、い～こだねェ──だから底辺なんだってば、あたし。【特命生徒会】で名前が売れてるやつって、名前が、正体がばれても生き残れる強つわ者ものだもん。あたしには無理、みんなのお零こぼれで生きてる下っ端ぱでェす♪」

　広綺は情けないことをやけに明るく言うと、また口を「ぱく、ぱく」とする。

　癖くせなのか。何か意味でもあるのか、考えざるを得ない。同じ【特命生徒会】とはいえ所属する位階が異なれば、利害関係の不ふ一いつ致ちから敵対することもある。

　できるだけ、こちらの情報を与あたえない。同時に、相手の情報を得る。

　生き残るために必要な、腹の探さぐりあいだ。

「だから今回はちょっと張りきっちゃってるんだよねェ、あたし。普ふ段だんはぜんぜん注目もされない、下の下のド底辺──この豚小屋学園にスポットが当てられるなんてさァ。夢にも思ってなかったよォ、うれぴい♪」

　心底、嬉うれしそうに広綺は満面の笑みになる。

「ここで活かつ躍やくできれば、【特命生徒会】の役に立てれば……。あたしもこんな生なま臭ぐさいところから脱だつ出しゆつできる、まぁ何だかんだでこの学園も性にあってるんだけどねェ？」

「無む駄だ口ぐちを叩くな。とりあえず、生徒会長を引き渡してほしい」

　話が逸それてきた気がしたので、岬は刃を突つきつけるように言った。

　広綺は気にせず、お花畑にいるみたいに軽かろやかに舞まっている。

「んふ。ずうっと、この牢ろう獄ごくみたいなところで息を殺していくのかと思うと『ぞっ』とするよォ。たしかに、あたしには目立った『秘術』はない。殺しの技術で評価される【特命生徒会】じゃ役立たずの能なし、でもあたしだって幸せになりたァい♪」

「大声をだすな。豚小屋学園は警備だけはしっかりしている、あまり目立つと騒さわぎになって仕事がしづらくなる。おまえも、それは本意ではないだろう？」

「あァ、まだその程度の認識？　大丈夫だよォ、怒おこらない怒らない──どれだけ大声をだしたって誰もこないよ、怖こわい顔しないで……って顔が見えないじゃんっ♪」

　あっけらかんと言うと、広綺は忙せわしく開閉していた口を閉じる。

　やけに陽気な態度だったのが噓うそみたいに、唐とう突とつに押し黙だまった。

　無言だと、なおさら心しん霊れい写真のお化けじみている。

　広綺は口を閉じ、目を閉じて、両手で顔を覆う。

　開けっぴろげな態度を、すべて閉へい塞そくさせる。

「ほんともう、やんなっちゃうなァ……。こっちは礼れい儀ぎを尽つくしてるのに、そっちは顔を見せずに名乗りもしない。温厚なあたしでも苛いら々いらしちゃうよ、まったく──」

　そして彼女は、こう言った。

「──始末に負えない」




　　　　◆




【特命生徒会】は実在する。

　ただの馬ば鹿かげた噂うわさ話ばなし、都市伝説じみた怪かい談だんのたぐいだと誰もが笑い飛ばすその荒こう唐とう無む稽けいな秘密組織は──実在し、活動し、どこかで今日も誰かの命を奪っている。

【特命生徒会】は、特別に命を奪うことを許可された生徒会──の略りやく称しようである。

　許可された、とあるが誰がそんな許可をだしたのか。

　生徒会というが、どこかの学校と──あの【生せい徒と会かい連れん盟めい】と関かかわりがあるのか。

　それらの疑問点への回答も、【特命生徒会】についての詳しよう細さいな理解も、その【特命生徒会】に所属するものの大半が持ちあわせていない。

　岬も、ほとんど何も知らない。

　おそらく、広綺と名乗った少女も同様である。

【特命生徒会】はその怪あやしげかつ反社会的な活動内容に反して、不自然なほど強大かつ広こう範はん囲いに根を張った組織であり、その末まつ端たん構成員にまで具体的なことは伝えられない。

　岬は幹部フオ補佐ロワーというそれなりに高い地位の持ち主だが、その特とく殊しゆな生おい立ちのために──とくに疑問も抱いだかずに、淡たん々たんと活動をつづけている。

　ともあれ【特命生徒会】は実際に厳然として存在し、そこに所属するものは日々、命じられるまま『任務』として誰かの命を奪っている。

　くる日もくる日も。

　どんな意味があるのかも、わからぬまま。

　何度でも何度でも。

　他人の命を奪いつづける謎なぞの集団が、【特命生徒会】である。




　　　　◆




【特命生徒会】は生徒会長を頂点とした、強固なピヒラミエッドラル構造キーによって成り立っている組織である。

　そこに所属するものは実力、活動実績、その他もろもろで評価され──その優ゆう劣れつによって地位を与えられる。この地位は厳密かつ絶対的なもので、基本的に【特命生徒会】において己おのれの上位者に逆らうことは禁忌タブーとされている。

　地位には、二種類ある。

　位階と、序列である。

　位階とは任務の内容──つまり仕事内容、そこに所属するものの傾けい向こうによっておおざっぱに色分けされた区分である。

　位階は『Ａ』から『Ｚ』まで存在し、『Ａ』が最も上位である。

　この位階ごとに活動内容はおおきく異なり、位階がちがえば、もはやちがう組織とすらいえる。無論、基本的に誰かの命を奪うことが【特命生徒会】の主な活動だが。

　実際に手をくだす、情報操作をして【特命生徒会】の痕こん跡せきを揉もみ消す、屍し体たいの後始末をする……。ただ誰かの命を奪うというだけでも多数かつ煩はん雑ざつな工程が必要であり、それぞれを専門とした位階のものが受けもつ。

　なかには何を目的としているのかわからぬ、意味不明な位階も存在するが──職能によって、属性によって、性質によって位階ごとに雰ふん囲い気きが明確に異なっている。

　アルファベットで表現されるこの位階ごとに役職持ちの幹ヘツ部ダーがひとりずつ存在し、ゆるやかな共同体として、仲間として、同じ目的・任務をもつ部署としてまとまっている（なかには幹部が放任主義、あるいは無能で、空中分解しかけている位階も存在するが）。

　この位階ごとに、上位者から『一位』『二位』『三位』……という具合に順番に数字が割り振ふられる。

　これが序列であり、もちろん同じ位階のなかでは『一位』が最も偉いとされる。

　ひとつの位階ごとに何人、構成員が存在するかはまちまちで──場合によっては数百人以上、逆に数人しか構成員がいない位階もある（岬が所属する位階も後者である）。

　末端の構成員まですべて、【特命生徒会】に所属するものは位階と序列を与えられており、それはそのまま【特命生徒会】における発言力・権力に等しい。

　基本的に、上位者の命令には逆らえない。

　上からの命令には、絶対服従。

　それが【特命生徒会】の大原則だが──位階どうし、または個人どうしでの衝しよう突とつもある。すこしでも己の位階地位・序列を向上させんとする小こ競ぜりあいは、日常茶さ飯はん事じだ。

　ゆえに同じ【特命生徒会】の構成員でも、まったく油断ならない。

　仲間だ、同志だと、短たん絡らく的てきに思いこむのは命取りだ。

　任務が、目的が異なれば殺しあいに発展することもざらにある。

　とはいえ【特命生徒会】の構成員はだいたい、全国津つ々つ浦うら々うらにある数多あまたの学校に分散して配置されており──普段は正体を隠し潜ひそんでいるので、遭そう遇ぐうすることも稀まれではある。

　だが生徒会長と呼ばれる【特命生徒会】のまとめ役は、「実在しないのではないか？」などと疑われているほど構成員たちに対して不ふ干かん渉しようで、それを良いことに好き勝手に振る舞うものもかなりいる。

　統治者が不在の国家のように、【特命生徒会】の内実は混こん沌とんとしていて常に緊きん迫ぱくしており、構成員の誰もが口を揃そろえて言う──命がいくつあっても足りない。




　　　　◆




【特命生徒会】に所属する人間とそうでないものの、最大の差異は──『秘術』と呼こ称しようされる特殊な能力にある。

　名目上は生徒会長から支給される──とされる『秘薬』なるものを定期的に摂せつ取しゆすることにより維い持じされる、それら荒唐無稽な漫まん画がじみた異能力『秘術』の種類は千せん差さ万ばん別べつである。

　怪かい獣じゆうのように巨きよ大だい化する、口から火を吐はく、念じるだけで物体を動かす……。そんなわかりやすい代しろ物ものだけでなく、曰いわく形容しがたい奇きっ怪かいな異能力を発現するものもいる。

　どのような異能力が発現するかは個々人の資質により、本人にも、誰だれにも選べるものではない。岬が知るなかで最もくだらない『秘術』は、消しゴムのかすを一いつ瞬しゆんで手のひらにもてるぶんだけ集められる、というものだ。

　すくなくとも【特命生徒会】は誰かを殺害するための組織であり、そのために役に立つかどうかで『秘術』の価値も上下する。

　件くだんの消しかすを集める『秘術』の持ち主も、それを有効活用して罠わなを仕し掛かけたりする専門家になっているので、結局は使いかた次し第だいではあるが。

　ともあれ一いつ般ぱん人にはとうてい不可能な神の奇き跡せきめいた『秘術』が、【特命生徒会】に所属する人間の最大の武器であり、特とく徴ちようである。

『秘術』は『秘薬』なる奇き妙みような液体を摂取しなければ失われてしまい、『秘薬』は【特命生徒会】の労働（つまり人殺しだ）の報ほう酬しゆうとしてのみ入手できる。

　いちど手にした超ちよう常じよう的てきな異能力を手放したがるものはあまりおらず、摂取した『秘薬』の量で『秘術』の威い力りよくや精度も高まるため……。基本的に【特命生徒会】の人間は積極的に仕事をこなし、よりおおくの『秘薬』を得ることを目的とする。

『秘術』を行使するたび、体内に残留している『秘薬』は目減りしていくため、普段から『秘術』を垂れ流しにしているものはすくない。

　しかし決定的な、ここぞという場面では『秘術』の使用を躊躇ためらわない。でないと生き残れず、仕事も成功させられず、死あるいは【特命生徒会】からの除じよ籍せきは免まぬかれない（『秘術』が使えなくなったものは、用済みとして処分されるというのがもっぱらの噂だ）。

　水のなかに飛びこむ前におおきく息を吸うように、何かを見ようとしたときにはそちらに視線を向けるように──『秘術』の発動には、『秘術』を用いよう、と自分のなかでスイッチを入れる必要がある。

　そのスイッチが、いわゆる『殺し文句』である。

　自分で設定したある台詞フレーズを、口にする。むかしのロボットアニメで、主人公が必殺技わざを放つ際に必ずそうするみたいに。

　その音声を認にん識しきし、体内の『秘薬』が活性化し、『秘術』が行使される。

　渡刈岬の、『殺し文句』は──。




　　　　◆




「──必ず殺す」

『殺し文句』を口にすると同時に、岬の顔面のみを覆おおっていた黒いものが蠢うごめいた。

　岬の『秘術』は、この黒いもの──便宜的に黒色細胞と呼称しているものを体内から噴出させ、自在に変化させ操作できる、という代しろ物ものである。

　これは文字通り岬の細胞そのものであり、使用するたびに肉体は減じていく。とはいえ人体の細胞は約数十兆個あるし、栄養を補給することにより体内で再生産が可能なので、行動への影響は微々たるもの……。無論、使用しすぎると身体機能が衰おとろえていく、どころか肉体が消えていってしまうわけだが。

　この黒色細胞は基本的に岬の肉体の延長であり、文字どおり自分の手足のように操作できる。また自在につくりかえることも可能で、あらゆることに有効活用できる。

　今回はこの黒色細胞を棘とげ々とげとした鎧よろいのように変化させ、防御のために己の全身を包みこませた。同時に槍のような形状にした黒色細胞を、攻撃のために放っている。

　弾だん丸がんよりも迅じん速そくな、一いち撃げき。

　それは刹せつ那なのうちに広綺の太ふと股もものあたりに触ふれ、そのまま刺し貫いた。

　そのはずだったが──どうも、手て応ごたえがない。

「………？」

　岬は身構えたまま、怪け訝げんになって黒色細胞を手元まで回収する。

　いつの間にか。先ほどまで目の前で軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな言葉を並べていた陰いん気きな少女は──広綺は、跡あと形かたもなく消え去っていた。

「ちょっとォ……勘かん弁べんしてよね、問答無用すぎるってば！」

　声は、岬の背後から聞こえた。

　振り向くと、そこで広綺が土下座している。

　見たところ無傷だが、全身で震ふるえている。脂あぶら汗あせを浮うかべながら、広綺は手て錠じようをかけられることを望む犯罪者めいて両手を掲かかげ、遅おくれて顔をあげると懇こん願がんしてきた。

「こっちに争うつもりはないよォ、もっと友好的にお願い！　ほんとに！　あァ死ぬかと思った、仰おつしやるとおり『Ｔ』は防ぼう御ぎよ特化で戦せん闘とう能力はほとんどないんだからさァ？」

「だが、『殺し文句』を口にしただろう」

　岬は悪びれずに、いつでも攻こう撃げきを再開できるように身構えながら語る。

「『始末に負えない』──それが、おまえの『殺し文句』とみた。『秘術』の発動をした、攻撃の意志あり、と判断してこちらも対処した。以上だ、質問はあるか？」

「他ほかに言いかたがあるでしょ、かわいい女の子をこんなに怯おびえさせてさァ……？」

　まだ平へい伏ふくの姿勢のまま、広綺は理解しがたい怪物を見るように岬を眺ながめている。

　ちなみに『殺し文句』には、というか『秘術』の発動にはちょっとした気配のようなものがあって──同じ【特命生徒会】のものには、ある程度は感知できる。

　あくまで何となくであり、誤解や、『秘術』の気配を完全に消すことができるものもいるので絶対的な感覚ではないが。

『秘術』は【特命生徒会】の行動方針に基づき、人殺しのために用いられる場合がおおい。ゆえに、岬は広綺の『秘術』発動をこちらへの害意と判断して迎げい撃げきしたのだ。

　岬のなかでは論理的な行動・反応だったが、広綺は不満そうにくちびるを尖とがらせる。

「あァもう、あんた何でそんなに殺人マシーンみたいな感じなの……。勘かん違ちがいだってば、あたしに争うつもりはこれっぽっちもない。仲良くしようよ、グングニルさん」

「なぜ、俺のコードネームを知っている？」

「有名だってば、『必ず殺す』っていう『殺し文句』はさ……。任務達成率[image: 100]％の凄すご腕うで、位階『Ｇ』のグングニル。はっはァ、どえらい大物じゃん？」

　こちらの様子を窺うかがいながらも、広綺はゆるやかに立ちあがった。

「これはほんとの本気で、あたしの立身出世もワンチャンあるかも？　いやァ、グングニルさんとお近づきになれるなんて嬉うれしいなァ！　あたしのことは犬と呼んでください、枕まくら営業してもいいよォ……？」

　気安く近づいてこようとするので、岬は己の全身にまとった黒色細胞を波打たせて牽けん制せいした。広綺は軽薄な笑えみを浮かべたまま、また口を「ぱく、ぱく」と開閉する。

「あはは、陰気な女は好みじゃないッスか？　つっても、いまの鍔つば迫ぜりあいでわかったと思うけど。あんたの『秘術』は、あたしに通じない──攻撃しても意味ないからね、『秘薬』の無む駄だ遣づかいだよォ？　本当にもう、始末に負えない♪」

　殺し文句と同時に、また広綺の姿がかき消えて──次の刹せつ那なにはちがう場所に出現する。超ちよう高こう速そくで、瞬間移動している？

　広綺の『秘術』なのだろうが、まだその詳しよう細さいは見えてこない。

　そして、彼女の能力を見定めることが今回の任務の本ほん懐かいでもない。

「世間話は好きじゃない。早く、生徒会長を引き渡わたせ。何らかの理由で時間稼かせぎをしている、あるいはこちらの要求を断る腹づもりなら……。おまえの『秘術』が何であれ関係ない、俺はおまえを必ず殺す」

「怖こわいよねェ、あんたのそれ……。ほんとに、『殺し文句』って感じ」

　広綺は肩かたをすくめると、糸で操あやつられた人形めいて「ぴこ、ぴこ」と歩いた。

「はいはい、グングニルさんには逆らいませんって。上の位階だしねェ、あたしも仕事は真面目まじめにこなすよ？」

　攻撃しないでね、と武器をもっていないアピールをするみたいに両手を振ってから、広綺は三度目の『殺し文句』を口にする。

「──始末に負えない」

　瞬間、岬の正面に何かが「ごろり」と転がった。

　どうやら、人間である。

　まだ小学校低学年ほどに見える、幼気な少女。見覚えのないお上品な女子制服をまとっており、頭には柔やわらかな丸みをおびた帽ぼう子しをかぶっている。背中に、こぢんまりとした鞄かばんを担かついでいる。靴くつにも肌はだにもどこにも、汚よごれひとつない。

　うつ伏ぶせになっているので、素す顔がおは見えない。長く艶つややかな、けれど老ろう婆ばのように色の脱ぬけた髪かみ。生気がなくて、お人形さんみたいに見える。

「こちらが、生徒会長でございまァす──きっちり、引き渡したからね？」

　広綺は満足そうに、黒い色の塗ぬられたくちびるを笑みのかたちに歪ゆがめる。

「あたしの『秘術』で隠してたんだ、あんたに引き渡すためには『殺し文句』を口にするしかなかった。なのに攻撃してくるんだからさァ、驚おどろいちゃったよ……。事前に説明しなかったあたしも悪かったけどさァ、お詫わびとか要求しちゃっていい～？」

「確認する」

　ぺちゃくちゃと囀さえずっている広綺を無視して、岬は地べたに転がった生徒会長──らしき少女に触れる。まだ安心できぬ。きちんと確保するまで、気は抜ぬかない。

　まず爆ばく弾だんなどの罠がないか探さぐり、事前に伝えられていた生徒会長の詳プロフ細イールと一いつ致ちするか精査していく。丁てい寧ねいに、時間をかけて、そばにいる広綺への警けい戒かいも怠おこたらぬまま。

「んあ──」

　口のなかや服の下まで無ぶ遠えん慮りよに岬が手を突つっこむので、さすがに寝ねていられず生徒会長は身じろぎして、呻うめき声をあげた。

「うんにゅ……？」

　熟じゆく睡すいしていたらしい彼女は、ぼんやりと顔をあげる。

　寝起きだし、周囲は真っ暗闇だ。状じよう況きようがわからないのだろうか──間が抜けた感じに、きょろきょろしていた。

　愛らしい顔立ちだ。だが、それだけで──闇に潜み誰かを殺しつづける危険で邪じや悪あくな秘密組織、【特命生徒会】の頂点のようにはとても見えない。

　そのへんに、いくらでもいる子供だ。

「情報と完全に合致する。これが、生徒会長でまちがいない」

　岬は気を抜かずにそれだけ言うと、任務を次の段階に進める。生徒会長を引き取り、無事に位階『Ｇ』の幹部のもとへ届ける。それが岬の任務だ、まずは迅速にこの場から立ち去る必要がある。

「あ、あぁ……。あなたたち、わたくしを迎むかえにきたのですか？」

　生徒会長はこの年とし頃ごろにしては意外と落ちついた態度で、こちらを見下ろしている岬と広綺を怖こわ々ごわと見上げると、礼れい儀ぎ正ただしく頭をさげた。

「すみません、うっかり熟睡していたようです。ご挨あい拶さつがまだでしたね、わたくしは【特命生徒会】の──」

　にこやかに何か言わんとしていた生徒会長の腹部を、岬が思いっきり蹴けった。

　悲鳴すらあげられず、幼い少女は地べたを何度も転がって、動かなくなる。失神したのだろう──殺さない程度の、手加減はした。

　岬はぐったりした生徒会長を無造作に担かつぎ、機き敏びんに闇のなかを突き進んでいく。

「生徒会長を確保した。……任務を続行する」

「ちょっ、何してんのあんたァ～!?」

　あまりにもあんまりな岬の行動に、広綺が異議申し立てを差し挟はさんできた。

「騒さわがれると面めん倒どうだ。ついでに、意識がないほうが運うん搬ぱんしやすい」

　そう素っ気なく答える岬は、ただ任務を達成するために最適な行動をとりつづける。

　渡グン刈グニ岬ルにとって、それだけが人生のすべてだった。

　この時点では、まだ。
















「定時連れん絡らく、母さん──応答願います」

『はいは～い、待ってましたあ！　状況はどんな感じかなあ、グンちゃん？　無事に、生徒会長ちゃんは保護できたのお？』

「はい。もちろんです、俺はやればできる子ですから」

『そっかあ、良い子良い子！　グンちゃんにとっては生まれて初めての任務だからねえ、ちょっと心配してたんだけど……。訓練やお勉強はきっちりしてたもんねえ、今のところトラブルもなく順調って感じい？　生徒会長ちゃんと、仲良くできてるう？』

「う～む、その点についてはちょっと手こずっています。彼女、予想以上に反はん抗こう的てきで……。何度か叩たたいたのですが、あまり言うことを聞きません」

『んん？　あたしの聞きまちがいかなあ？　叩いちゃったの!?　女の子をっ、ていうか生徒会長だよお？　あたしらのボスだよ～っ、体たい罰ばつは問題だよう!?』

「そうなのですか。以後、気をつけたいと思います」

『うん、だよね……。あ～、どこで育てかたをまちがえたかなあ？　ごめんねグンちゃん、グンちゃんは何も悪くないからね！　悪いのは教育方針をまちがえたあたし！　あ～、やっぱり子育てなんて向いてないんだよお！　だから浮舟ちゃんもブッ壊れちゃったんだあ～、あたしは駄だ目めなママだよお～！』

「そんなことはありません。母さんは最高の指導者であり、教育者であり、保護者です。俺は毎日、その有り難がたみを嚙かみしめています。母さんが望むなら、俺はあの生意気な子供──いえ、生徒会長に無限の慈いつくしみを注ぎましょう」

『うん……。もう遅おそすぎる気もするけどねえ、叩いちゃったんだもんねえ～？　【特とく命めい生せい徒と会かい】は上位者に絶対服従が原則でしょお、生徒会長ちゃんはあたしなんか比べものにならないぐらいのお偉えらいさんだよお？　あとで処しよ罰ばつされても知らないから！』

「覚かく悟ごの上です。俺は、必ず任務を全まつとうします。すべては、母さんの御み心こころのままに」

『グンちゃんの愛が重たいよう……。んっと、とりあえず了りよう解かい。現状は理解したよお～。まずは生徒会長ちゃんを誰だれにも奪うばわれないようにしつつ、できれば傷つけないように守ってねえ？』

「了解です」

『よろぴこ～。その後はこっちから迎えを送るから、タイミングをあわせて脱出しちゃってねえ。どうもグンちゃんが潜入してる学校──豚小屋学園だっけえ、そこは警備が刑けい務む所しよ並みに厳重って話だから……。脱出は、ちょっと難しいかもだけどお？』

「正確には双子屋学園、です。俺の『秘術』を行使すれば脱だつ出しゆつは絶対に不可能とは言いませんが、生徒会長を抱えながらだと──なかなか大変そうではあります」

『うん。まだ無む茶ちやするような段階じゃないし、タイミングを見計らってねえ。無理はしなくてもいいよお、警備が厳しいってことは逆に学園のなかなら安全ってこと……。最初から潜せん伏ぷくしてるひと以外は、【特命生徒会】の人間も立ち入れないってことだからねえ』

「はい。ちなみに予定どおり、先に潜伏していた【特命生徒会】の人間とは、すでに接せつ触しよくしています。位階は『Ｔ』で、序列は低めと自分では言っていました。コードネームはタンス、学園内では瀬せ能のう広ひろ綺きと名乗っているようです。できれば、調査をお願いします」

『あぁ、位階『Ｔ』の誰かが生徒会長ちゃんを引き渡してくれる──って話だったよねえ。タンスかあ、知らない名前だなあ……。いちおう、デジタルちゃんに調査を頼んでみるねえ。ともあれ状況は順じゆん風ぷう満まん帆ぱんって感じだし、その調子でがんばって任務を成功させちゃおうねえ？　応おう援えんしてるよ、グンちゃん♪』

「はい。母さんのその言葉だけで、俺が命を投げだすにはじゅうぶんです」

『うへえ、いちいち反応が重いよお……。まぁ気楽にね、バケーションっぽく生徒会長ちゃんとのんびり青春を楽しんでもいいんだからねえ♪』

「それは命令ですか？」

『できれば命令にはしたくないけどねえ、グンちゃんの人生だし。でもほんと、殺すことだけじゃなくて……。生きることにも、必死になってもいいとは思うよお？』

「了解しました。母さんの、お気に召めすまま」




　　　　◆




　公立双ふた子ご屋や学がく園えん──通つう称しよう、豚小屋学園。

　全国各地に大小無数に存在する、【生徒会連盟】傘さん下かの高等学校のひとつである。独自の評価基準によって【生徒会連盟】は傘下の学校を格付けしているが、豚小屋学園はそのなかでも最低ランクと位置づけられている。

　曰いわく、学校という名の刑務所。

　曰く、落らく伍ご者しやたちの掃はき溜だめ。

　曰く、下品で不衛生な豚小屋。

　義務教育ではない高等学校からは法律により、（もちろんある程度は本人の意志も尊重されるが）進学先は国によって学力、家いえ柄がら、資質、その他もろもろの要素を検討されたうえで強制的に決定される。

　それが常識であり、この国で暮らすものの当然の義務である。

　豚小屋学園は将来にまったく見込みがない、人類に貢こう献けんできる可能性が皆かい無む──すくなくともそう国に判断された問題児、落第生、素行不良者、被ひ差別階級のものなどが送りこまれる最底辺の学び舎やだ。豚小屋学園、という蔑べつ称しようじみた呼び名もそれが所以ゆえんである。

　豚小屋学園に進学したものは、卒業後も安価かついくらでも替かえが利きく使い捨ての労働者、あるいは臓器移植などの素材となる宿命であり……。現代の奴ど隷れい市場、などとも表現される。

　科学の発展によって増えすぎた人類には、そういう取捨選せん択たく、使えるものと使えぬものの選より分けができるほどの余裕がある。無価値な人間に食事やエネルギーを消費させるほど、馬鹿げたことはない。

　早めに選別して悪いもの、使えぬものはゴミ箱に放ほうりこむべきだ。

　すくなくとも以前の時代に、大衆が、あるいは権力者がそう判断し制定した教育システムによって──豚小屋学園は、不要なものたちの集積場として設立された。

　所在は日本の南海に位置する孤こ島とうであり、かつて刑務所だった建物を流用して改築された校舎は脱出不可能。堅けん牢ろうかつ、無む慈じ悲ひなほどに不自由な鳥とり籠かごめいている。

　生徒数は【生徒会連盟】傘下の高等学校のなかでは平均よりかなり少なめで、最新の調査によると合計で数百人ほど……。そのすべてが、落伍者の烙らく印いんを押された社会に不必要なものたちだ。

　さらにそんな彼ら、家か畜ちくのように豚小屋学園に押しこめられた生徒たちを管理するものたちが最低限の人数、この掃き溜めで労働に従事している。

　他ほかのおおくの学校もそうだが教育、衛生──その他もろもろは機械によって自動化されており、余計な人員は配属されていない。

　鼠ねずみ色いろの制服を着た死んだ目をした生ける屍しかばねのような生徒たちが、出入りが厳しく制限された牢ろう獄ごくじみた校舎に、教室に閉じこめられ、規定の日プロ程グラムを淡たん々たんと繰くり返すだけ……。

　遠い昔に空想家が思い描えがいた終末デイス都市トピアめいた、それが豚小屋学園の概がい要ようである。




　　　　◆




「ふむ」

　岬みさきは耳元に添そえていた手をおろして、定時連絡を終える。

「まぁ、当面のところは順調そのもの、すべては予定どおりといったところか」

　刑務所じみた豚小屋学園には、私物の持ちこみが厳しく制限されている。筆ひつ記き用よう具ぐなどの学業に必要なものを外から購こう入にゆうすることは可能だが、そちらも徹てつ底てい的てきに検査される。とくに銃じゆう器きなどの危険物、薬物などは購入するための申しん請せいをだしただけで懲ちよう罰ばつの対象となる。

　生活必ひつ需じゆ品ひんは学園内で生産されるもので賄まかなえるし、とくに外から物品を購入する必要性もないのだ。岬も、表向きは自分の肉体のみを持ちこんでこの学園に生徒として潜せん入にゆうした。

　つまり、逆に言えば己おのれの肉体だけは学園内に持ちこめるのだ。岬は、その唯ゆい一いつといっていい豚小屋学園に外から運びこめるもののなかに、連絡手段を仕込んだ。

　岬の耳の内部、脳の程近くには肉にく片へんが埋うめこまれており、それによって外部と──正確にいえば岬の直属の上役であり、世界でいちばん大切な母親である人物と通信が可能だ。

　彼女──岬の所属する位階『Ｇ』の幹ヘツ部ダーである冥めい路じ舞ま夢む（珍めずらしいことに偽ぎ名めいではなく、本名らしい）はコードネームをゴスペルといい、肉体操作の『秘術』を有する。

　肉体操作、と簡単に言われているがそれは曰く形容しがたい異様な能力である。己の肉片をちぎって他者の体内に潜ひそませ、そこから収集した情報を本体である舞夢に送ることができる──つまり通信ができるなど、その『秘術』は応用性が高い。

　岬もいまだに、舞夢の『秘術』に何が可能で何が不可能なのか、その全ぜん貌ぼうを見定めることができていない。この世に不可能なことはないようにすら思える、神の奇き跡せきじみた、まさに超ちよう常じよう現象だ。

　それを単純に、岬は頼もしいと思う。尊敬すらしている、舞夢が己の上位者であるから──だけではない。彼女は、岬にとってかけがえのない存在なのだ。

　岬が舞夢を『母さん』と呼び敬愛するのも、彼女に一生かけても返せない恩義があるからである。彼女の声を、余よ韻いんを味わうように、岬は瞑めい目もくしてしばし項うな垂だれていた。

「さてと」

　岬は吐と息いきを漏もらすと、現実と向きあう。

「定時連絡は完かん了りよう、任務を再開する」

　豚小屋学園の生徒には厳密な日プロ程グラムが定められており、それに基づき、従って行動しなくては処罰される。先ほどまでは、豚小屋学園の中庭で草むしりなどの作業をする時間だった。現在は、その作業のために泥だらけになった身体を洗浄するためにシャワーを浴びる──必要なら服も洗濯するために用意された、三十分ほどの中休みである。

　規定の時間が終わるまでに身体からだを洗い、タオルで拭ふいて服を着て、次の工程に進まなくてはならない。でないと処罰される、どこまでも不自由だ。

　だが岬は、処罰を受けるような目立つ真似まねをしたくないのだが──思いがけずこの工程に手こずっていた。面めん倒どうに思いながらも、ひとまず視線を下に向ける。

「ひ、ひっぐ……。うぐ、こんな屈くつ辱じよくは生まれて初めてです」

　そこで全ぜん裸らの幼女が、啜すすり泣いている。

　生徒会長──資料によると、名前は黑くろ沢さわ〈サンジェルマン〉雛ひな藻もというらしい。奇き妙みような名前だが、岬はあまり頓とん着ちやくしない。どうせ今回の任務を達成すれば、つまり舞夢に彼女を引き渡わたせばもう二度と会わないだろう行きずりの他人だ。

　色の脱ぬけた髪かみを石けんの泡あわまみれにして、雛藻は顔をちいさなお手々で覆おおっている。

　耳の先まで、真っ赤だ。

「屈辱です。わたくしが、どんな罪を犯おかしたというのでしょう。なぜ、このような辱はずかしめを──わぶっ!?」

　岬はとりあえず、壁かべに固定されたシャワーの先を動かして雛藻に熱湯を浴びせた。

　温度の調整が難しく、かるく火傷やけどするぐらいのお湯がでる。雛藻はびっくりした顔で尻しり餅もちをついたまま後ずさり、暴行を受けた直後の憐あわれな少女めいて泣きじゃくった。

　身体を隠かくすものがないので、互たがいに全裸だ。

　先ほど、念のため何か身体に仕込まれていないか丹たん念ねんに触さわって調べたのだが、それから彼女の様子が変だ。異様に怯おびえている、なぜだろうと岬は首を傾かしげる。

「生徒会長」

「ひっぐ、雛藻でいいです」

　しゃくりあげながら、雛藻は指の隙すき間まからこちらを怖こわ々ごわと見上げてくる。

「生徒会長という肩かた書がきは耳じ目もくを集めすぎます、他た人にん行ぎよう儀ぎでもあります──わたくし、あまり好きではありません。それより、あなた前ぐらい隠してくださいよ」

　異性の身体を見慣れていないのか、雛藻はひたすら恥はじらっている。

「そ、そういう趣しゆ味みがあるのですか。年とし端はもいかぬ、わた、わたくしのような子供に……。下品なものを見せて、喜んでいるのですね。は、破は廉れん恥ち、極きわまりないです。良識を疑います、責任をとってください。わた、わたくしの肌はだを見て、べたべたと触りましたね」

　ぐずっ、と洟はなを啜ると、雛藻は溢あふれる湯気のなか限界まで後ずさる。

「あなたのことを生しよう涯がい、きっと許せないと思います。わたくし、狭きよう量りようなのでしょうか。いいえ、いいえ──世界中の誰に聞いても、あなたの行こう為いはまちがっていると断定するでしょう。れ、レディに対して、何ということを」

　そんな彼女に、岬は手を伸のばす。

「生徒会長──あぁ、雛藻と呼ぶべきか。それ以上、動くな。シャワー室は狭せまい、おまえの存在はできるかぎり秘ひ匿とくしたい。他のものに見つかると、面倒だ」

　ふたりが現在、対話しているのは豚小屋学園の中庭と校舎を繫ぐ位置にあるシャワー室である。そこそこの広さの空間に、電話ボックスによく似たちいさな個室がぎっちりと並んでいるだけの代しろ物もので──いちおう各々の個室は薄うすい壁で仕切られているが、雛藻が体重を預あずけただけで突き抜けてとなりまで転がっていってしまいそうだ。

　舞夢が迎むかえを寄よ越こすまで、岬はこの無力な幼児を保護し、待機せねばならぬのだ。

　余計なトラブルは避さけたい、任務を全うするために。

「言うことを聞かないなら、また失神させるしかない」

　拳こぶしをぎゅっと握にぎって脅おどすと、雛藻は小動物めいた声をあげて頭を抱かかえてしまった。

　完全に、怖がられている。どうしてだろう、と岬は思案する。こんな年代の子供と接したことなどないので、対応できない。

　岬にとって、雛藻は生まれて初めて接する奇妙な生き物──もはや宇宙人であった。




　　　　◆




「雛藻。それが任務だからという理由もあるが、おまえの存在を隠すのはおまえのためでもある。俺も、えぇっと、べつに雛藻を怖がらせたいわけではない」

　正直に、岬は仁に王おう立だちしたまま、個室の隅すみっこで震ふるえている雛藻に語りかける。

「この豚小屋学園は、校舎が完全に男女別で分かれている。俺たちが今いるのは男子生徒の校舎だから、看守などには稀まれに女性もいるが──女の子はかなり目立つんだ」

　あまり性せい徴ちようも見られない未成熟な年齢ながらも、雛藻は女性であろう──資料にもそうあった。男だらけの空間に、女がいればそれだけで騒さわぎの種になる。

「豚小屋学園の生徒は無気力なものがおおいが、それでも健康な男子だ。なかには、おまえのような子供にも欲よく情じようするものもいるはずだ。見つかって、そういう飢うえた獣けだもののような連中に、嬲なぶりものにされたいか？」

　やはり脅すように言うしかなくて、岬はやきもきする。

「俺は幸い、そういう機能は搭とう載さいされていない──あるいは、まだ発現していない。俺は、生まれたてだからな……。だから安全だ、すくなくとも俺のそばを離はなれておまえが好き勝手に行動するよりは。そこを理解して、俺に従ってほしい」

「……えぇっと、もっと言いかたがあるように思います」

　雛藻は目をぱちくりと瞬まばたきさせて、恐おそる恐るこちらを見上げてくる。

「生まれたて？　どういうことでしょう──よくわかりませんが、わたくしに危害をくわえないと約束していただけますか？」

「約束する義務はない、だが努力はする。すくなくとも、おまえを保護することが今の俺の任務だ。最低でも、殺しはしない。生かしておけ、という命令をされている」

　やはり言いかたが問題です、と雛藻は口のなかでつぶやいて、溜ため息いきをついた。

　そして立ちあがると、こちらに背を向けて、垂れ流されているシャワーのお湯をおっかなびっくり浴びた。艶つややかな肌に、泡の混じった水すい滴てきが伝っていく。

「仕方ありません。まったくもって不本意ですが、今はあなたに従っておくのが賢けん明めいだと判断します。すこしの辛しん抱ぼうですしね、ほんとうにわたくしを守ってくださるのですね？」

「それが俺の任務だ。未来のことはわからんが、すくなくとも今は」

　力強く頷うなずくと、雛藻はげんなりした様子で濡ぬれた髪をかきあげる。

「どういう育ちかたをしたら、あなたのような機械じみた人格になるのでしょうね──【特命生徒会】の構成員は、あなたのようなひとが一いつ般ぱん的てきなのですか？」

「どうだろう。俺も、あまり他の【特命生徒会】の構成員に会ったことはないが。話に聞くかぎりでは──どいつもこいつも、だいたい頭がおかしい感じだな」

「ろくでもない集団ですよね、【特命生徒会】は」

　その【特命生徒会】の総そう帥すいであるはずの少女は、首を振ふって水気を散らすと、こちらの身体を見たくないのかひたすら壁を睨にらみつけている。

「まぁ、よろしい。当面は従います、身体は洗いましたけど──この後は？」

「脱だつ衣い所で身体を拭き、服を着て、その後は看守による点呼がある。そこが問題だ。シャワー室まではうまく人目を避けて移動できたが、点呼は誤ご魔ま化かせん」

　シャワー室と併へい設せつされた脱衣所から、校舎へと繫つながる通路がある。そこは監かん視しカメラで二十四時間、監視されており、さらに看守もいて徹底的に生徒たちを見張っている。

　少女ひとりを隠しながらそこを通過するのは、ふつうは無理だ。

　だが、避けては通れぬ難関でもある。通路を歩きながら生徒たちは点呼を受け、時間どおりにその場所にいなければ処罰がある。無論、生徒として数えられていない雛藻が堂々と歩いていたら、不審者として捕ほ獲かくされるだろう。

　予あらかじめ舞夢に指示されていたのは、豚小屋学園の中庭にある倉庫にて──生徒会長を引き取るところまでだ。ここから先は臨機応変に、その場の判断で動かなくてはならない。

　中庭からシャワー室まではズダ袋ぶくろに雛藻をいれて運ぶ、などの咄とつ嗟さの対応でうまく人目を誤魔化して移動できたが、監視のきつい通路で彼女をどう隠せばいいのか。ズタ袋など背せ負おっていたら怪しすぎる、まちがいなく看守に見み咎とがめられる。

「ふむ。難題ですね、わたくしも自分の安全のために協力を惜おしみませんよ」

　先ほどまでは狼狽うろたえていたのが噓うそのように、雛藻はその年代にしては不自然なほどに落ちついた態度で、こちらを期待するように見上げてくる。

　なかなか、たいした少女なのかもしれなかった──腐くさっても、【特命生徒会】の親玉なのだ。予想以上に、肝きもっ玉が据すわっている。

　いまだに岬を直視できないのか、視線をあらぬ方向に向けているので格好がつかないが。

「場合によっては、俺の『秘術』を活用しようと思っている」

　岬は、己おのれの考えを口にする。成り行きだが、岬と雛藻は今は運命共同体だ──互いに頭をひねり、協力して、この豚小屋学園を生き抜かねばならない。

「なぜか一般人は『秘術』や、その及ぼした影響を知覚も、記き憶おくもできない。ひたすら誰だれかを殺しつづけている【特命生徒会】の所行が、世間でまるで騒ぎにならないのも、その奇妙な『秘術』の特性による」

「存じています。『秘術』は、世界の認識に干渉するちから。その発動は、本来ならばあってはならないことであって──『秘薬』をもたぬ一般人にとって、なかったことになるのです」

　雛藻は岬も知らなかったことを交えながらもそう語り、眉まゆをひそめる。

「問題は、わたくしの特性ですが……。まぁ短時間ならば、おそらく大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　よくわからぬことを独りごちて、ちいさな生徒会長はこちらを見上げてくる。

「ひとつ、注意点があります。『秘術』はできるかぎり、わたくしに触れさせないようにしてください」

「なぜだ？　俺は、『秘術』でおまえを覆うようにして隠す予定だった」

　岬の『秘術』の産物である黒こく色しよく細さい胞ぼうを、雨あま合羽ガツパのように雛藻にかぶせて、それを文字どおりの隠れ蓑みのにするつもりだったのだ。経験則と知識からいって、黒色細胞で包まれたものは一般人には知覚されないはずなのだ。黒色細胞で覆われたものも含めて、なかったことになる──不思議と誰にも気づかれないのである。

　認にん識しきをさせない、なかったことにする『秘術』の特性はあくまで限定的なものだ。たとえば岬自身に黒色細さい胞ぼうをまとわせてその横を雛藻に歩かせたとしたら、彼女は他ほかのものにも認識されてしまう。彼女自身を、『秘術』で隠さなくてはいけないのだ。

　だが彼女に『秘術』が、つまり黒色細胞が触ふれないようにするとなると……。黒色細胞をカーテン状に広く展開し、雛藻の周囲をおおきく覆うなどする必要がある。

「正直、負担がおおきい。俺の体内の『秘薬』にはまだ余よ裕ゆうがあるが、今後のことも考えると節約しておきたいのだが」

「ふむ……。あなたには言っておくべきでしょうね、わたくしは『秘術』を消してしまう可能性があるのです」

　雛藻は思いきったように、そう告白した。

「わたくしに触れれば、『秘術』は消えます。よって、わたくしの居場所が認識されてしまうのです──よろしいですか？」

「『秘術』を消す、だと？　どういうことだ……？」

「百聞は一見に如しかず。実証したほうが早いでしょう、わたくしに『秘術』を用いてみてください。できれば、わたくしが死なない感じの方向で」

「おまえに死なれると困る、だからこれは単なる『殺し文句』だ。──必ず殺す」

『殺し文句』を口にした瞬しゆん間かん、岬の全身から黒色細胞がにじみでる。それは一糸まとわぬ全裸の雛藻に絡からみつき、衣服のようにその素す肌はだを隠した。

　その直後、黒色細胞が噓みたいに霧む消しようした。

「ご覧のとおりです」

「……どういう理り屈くつだ？」

　したり顔の雛藻に問うたが、彼女はちからなく首をふるのみ。

「詳くわしく説明する時間がありませんが、生まれつきこうなのです。まぁ、生徒会長の呪のろいのようなもの、と今は思っておいてください。わたくしが『秘術』を消そう、と思わなければ消えないはずですが──消してしまう可能性がある、というだけで問題ですよね？」

「そうだな。まだ焦あせるような状況ではない、無用なリスクは避けるべきだろう」

　目の前で『秘術』を消されては、納なつ得とくするしかない。生徒会長──黑沢〈サンジェルマン〉雛藻は、その肩書きだけでなく、ほんとうに特別な存在らしかった。

　だが、まだ対処ができる範はん囲い内だ。

　岬はシャワー室から脱衣所、通路までの行程を反はん芻すうし、己の『秘術』をどう用いるか思案する。今回はどうにか乗り切れるだろうが、岬の体内にある『秘薬』が尽つきるのが先か、舞夢が迎えを寄越すのが先か──。

　じり貧になる前に、この奇き妙みような任務を無事に完かん遂すいできればよいのだが。

「苦労をかけます。えぇっと──まだ、お名前も聞いておりませんでしたね」

「渡と刈がり岬、と名乗っている」

　殊しゆ勝しように頭をさげてくる雛藻が差しだした手を、岬は思わず握りかえした。

　幼く、華きや奢しやで、すこしちからをいれただけで壊こわれてしまいそうな手のひら。

「短い間だとは思うが、よろしく頼たのむ──雛藻」

「えぇ、岬。あなたの働きに期待します、わたくしを守ってくださいね」

【特命生徒会】の総帥は、もはや震えることもなく、どこか凜り々りしく笑った。
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　問題の、シャワー室の脱衣所から校舎へと繫つながる通路である。

　狭せま苦くるしい、一本道だ。

　床ゆかも壁かべも天てん井じようも剝むきだしのコンクリートで、殺風景。死角がないように計算されて配置された監視カメラは、合計で四つ。十メートルほどの通路に定められた刻限どおりに並んで進み、点呼とともに各種の検査を受ける。

　不要品を持ちこんでいたりすると、ここで没ぼつ収しゆうされることになる。

　ほぼ機械化・自動化されている豚小屋学園には人間の教職員はすくないため、通路の真ん中ほどに退たい屈くつそうな顔をした看守がひとりだけ（いちおう教育機関のため、正式名めい称しようは『教師』であるが通称も労働内容もまちがいなく『看守』である）、装備した警棒で誰かを殴なぐりたくてうずうずしている様子で突っ立っている。

　最底辺の学び舎や、この豚小屋学園の看守なんていわゆる閑かん職しよくである──やる気の欠片かけらもなさそうで、しきりに欠伸あくびを嚙かみ殺している。

　豚小屋学園の生徒は基本的に無気力であり、脱だつ獄ごくや暴動、どころか反はん抗こうすらもしない。そのため、看守も気を抜ぬききっている。

　これなら、監視カメラにのみ気をつけていれば問題なく通過できそうだ。

「やぁ転校生くん、遅かったね──何をモタモタしてたの。遅刻とか勘弁してよ、誰かが問題を起こすと同房の俺らまで懲罰を受けるんだからさ？」

　小声で、通路の現状を確認していた岬に語りかけるものがいる。

　愛あい想そのない囚しゆう人じん服じみた鼠ねずみ色いろの制服をまとった男子生徒たちが数人、通路の入り口で待っていた。同じく制服姿になった岬は、かるく会え釈しやくしながらそちらに歩み寄る。

「すまない。着き替がえに、手間取った。まだ、この学園の制服に慣れていないからな」

　簡単に言い訳しながら、何気ない仕草で雛藻に『先に行っていろ』と伝える。

　通路の、看守が立っていない側に岬の『秘術』によってつくった真っ黒な暗幕が垂れている。無論、同じく体内に『秘薬』をもつ【特命生徒会】のものにしか認識できない垂れ幕である。

　その奥、人目を遮さえぎる黒いカーテンの向こうを──雛藻が、恐る恐る歩いて行く。

　暗幕は雛藻の頭上も覆おおっているため、監視カメラも欺あざむける。不思議なことに、『秘術』は機械にすら記憶されず、情報を保存されないのだ。夢か、幻まぼろしのように。

『秘術』が認識できる岬などから見れば、あからさまに不自然で怪あやしい垂れ幕がかかっているが、この場にいる看守も生徒も誰もそれに気づかないはずだ。

　それでもなるべく気配を発しないように努めているのか、あるいは『秘術』である暗幕に触れないようにしているのか、雛藻の足取りは重たくもたついている。

　転びそうで、見ていてはらはらする。

　ちなみに、黒色細胞は岬の肉体のいちぶであり、変化させて視覚の機能を与えることで、黒色細胞で包まれた内側を見ることも可能だ。岬が顔がん面めんを完全に黒色細胞で覆っても、前が見えるのはこのためである。

　ただし黒色細胞と岬の肉体を繫いでおかなければ、いわば視神経が通っていない状態になるため──視覚は得られない。黒いものをちぎってどこかそのへんに配置し、監視カメラのように用いるのは無理である。

　あくまで、黒色細胞と有線で繫がっている場合にしか視覚は得られないし操作もできない。黒色細胞はかなりの長さまで伸のばすことが可能だが、長く伸ばせば伸ばすほど体内の細胞も『秘薬』も消費されてしまうため──できれば、あまりやりたくない。

　体外にだした黒色細胞は、回収すれば再活用もできる。ただし身体から切り離してしまえば、栄養を与えつづけないとそのうち死んで消えてしまう。

　できるだけ黒色細胞を回収できるように、有線で活用するのが基本である。

　ともあれ順調に、雛藻は進んでいく。なるべく急いでほしいが、彼女に声をかけることもできない。他のものにとってそこには何もないのだ、壁に向かって話しかける頭のおかしいやつと思われてしまう。

「君、顔色よくないね。大丈夫なの、やっぱ豚小屋学園にはまだ慣れない感じ？」

　先ほどから気安く話しかけてくるのは、岬と同房の少年である。

　豚小屋学園の生徒らしい、地味な風ふう貌ぼうをしている。平均よりやや低い背丈と、無個性な眼鏡。まだ声変わりしていないのか、甲かん高だかいボーイソプラノ。

　岬と同房で、房ぼう長を務めている少年だ──名前を記憶する必要性を感じなかったので、岬は『眼鏡めがねのひと』と心のなかで呼んでいる。

　豚小屋学園では四人一組で同房（公式には『同じ班』）となり、授業や就しゆう寝しんなど、あらゆる活動をともにする。

　この奇きっ怪かいな刑けい務む所しよめいた学園には『学年』や『クラス』の概がい念ねんはなく、同房どうしで予定された授業をすべて修しゆう了りようすれば卒業となる。早ければ数ヶ月、長くてもせいぜい数年だが──この監かん獄ごくめいた学び舎で、同じような淡たん泊ぱくな毎日を延々と過ごすことになる。

　彼らの境きよう遇ぐうには思うところがないでもないが、岬はあくまでこの学園に転校生として──【特命生徒会】の任務を果たすために、潜せん入にゆうしただけ、深入りするつもりはない。

　ちなみに岬にとって、今日は転校初日である。もろもろ段取りを終えて今日の早朝、岬は豚小屋学園に現地入りしたのだ。

　同房の彼らとは朝にある程度、自己紹介などをした程度なので──お互いまだ余所よそ余所よそしい。仲良くする必要もない、せいぜい数日程度の付きあいになるだろうし。

　任務のなかで巡めぐり合う無数の人々にいちいち感情移入していては、気き疲づかれしてしまう。

「腹減ってんじゃねぇの、もうじき昼飯だしさぁ──」

　神経質に身を揺ゆすっていたもうひとりの少年が、こちらを睨にらんでくる。

　やや病的に瘦やせていて、ひとと目をあわせるのが苦手なのか、俯うつむきがちに小声でぼそぼそと語る。鼠色の制服がむしろよく似合っている、擬ぎ人じん化された齧げつ歯し類るいのような彼のことを、岬は心のなかで『瘦やせたひと』と呼んでいる。

　あえて名前を認識せず、記号で捉とらえることで、岬は出会う人々に感情移入することを避さけていた。そうすべきだと、母と慕したう舞夢に命じられているからだ。

　岬の先達者、姉といえるある人物が──そのへんの事情で心を病やんだらしい。

「おい新入り、もっときびきび行動しろよ。天使ちゃんがご飯をよそってくれるのが俺らの唯ゆい一いつの楽しみなんだしさ、飯時に遅刻したらおまえのこと永遠に怨うらんでやるぞ」

　呪いを吐はくように、ぶつぶつと『瘦せたひと』が文句をつけてくる。それを『眼鏡のひと』が「仕方ないじゃん、まだ豚小屋学園に慣れないんだろうし」とフォローしてくれる。

　そんなふたりを見るともなく見ていると、不意に背後から重低音が響ひびいた。

「な、仲なか良よくしろ」

　滑かつ舌ぜつのよくない、聞き取りづらい喋しやべりかただ。

　振ふり向くと、そこに図ずう体たいのおおきな少年がいる。岬もそこそこ長身につくられたが、それでも見上げるほど──頭ふたつぶんほど背が高い。手を伸のばせば、天井に触れられるのではないか。筋肉と脂し肪ぼうが半分ずつ、というような硬かたそうな肉を何重にも身にまとっている。

　太い眉と、厚いくちびる。髪かみ型がたは角かく刈がりで、いつも眠ねむっているみたいに目が細い。

　岬は心のなかで、この巨きよ体たいの少年を『おおきいひと』と呼んでいる。

　どうも肉体に比べて知能の発達が遅おくれているらしく、言動は幼児か、あるいは動物のようだ。善良な性格をしているようで、とくに害はない。

　この『眼鏡のひと』『瘦せたひと』『おおきいひと』と岬が、四人一組で同房だ。舞夢に頼んでいちおう彼らの身辺を洗ってもらっているが、今のところ不審な点もない。

　無害で、取るに足らない──深く関かかわることもない、行きずりの他人である。

「すまない。俺も労働の直後だし、腹ぺこなのは同じだ、次からは早めに行動しよう」

　岬はできるだけ朗ほがらかに、受け答えする。任務中だ、トラブルを起こしても仕方がない。それなりに、岬は彼らと良好な関係を築こうとしていた。

「そうそう、飯めしだけが俺らの唯一の楽しみだしな。あぁ、今日の昼飯は何かな～？」

『眼鏡のひと』がまとめるように言うと同時に、看守がホイッスルを吹ふいた。

　その合図と同時に、岬たちはぞろぞろと通路を進んでいく。規定の時間に、通路の入り口に待機し、看守の合図と同時に進む。通路を進みきるころには各種の検査が終えられており、何も問題がなければそのまま校舎まで移動できる。

　見ると、雛藻はすでに通路を渡わたりきって出口付近で待機している。岬は彼女の周囲のみ暗幕で包んだまま、そこ以外に展開した黒色細胞を回収した。

　さすがに広こう範はん囲いを、いつまでも黒色細胞で覆っていると『秘薬』の消しよう耗もうが激しすぎる。毎回、どこかに移動するたびにこんな重労働を課せられてはかなわない──何か根本的な、雛藻を隠かくしながら無事に過ごすための方策が必要だ。

　すこし考えて、思いついた。

　同房のものたちには、申し訳がないが──。

　これも、任務だ。

「あっ、おい。どうした？」

『眼鏡のひと』が、泡あわを食った様子で岬に声をかける。

　生徒は通路の真ん中に引かれた赤い線の上しか歩いてはいけない規則だが、岬がそこを外れて、真っ直すぐ看守へと向かったのだ。

　ぼうっとしていた看守もさすがに気づいて、警棒を握にぎりしめ注意してくる。

「おい貴様、何をしている！　線のところまで戻もどれ！」

「断る」

　岬は短く言い捨てると、いきなり看守の股こ間かんを蹴けりあげた。

　悶もん絶ぜつし、その場に頽くずおれる看守に馬乗りになると、岬は拳こぶしを振りおろす。何度も何度も。同房のものたちが、もちろん看守も、ついでに雛藻までもが悲鳴をあげて──簡素な通路は、ほんの一いつ時ときだけかつてない狂きよう騒そうで満たされた。
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　豚小屋学園は何の価値もない、際きわだった才能がないとされる生徒が集められた掃はき溜だめである。学力、および身体能力が他者より劣おとったものがおおく──また部活動や学校行事などもほぼないため、個性を発揮する機会もありえない。

　将来を悲観しているためか無気力なものばかりで、自発的に動くことはまずない。そのせいもあって、豚小屋学園の生徒たちは見分けがつかないほどに無個性である。無論、ずっと生活をともにしていれば細かな差異や、特質を見いだすことはできるのだが。

　基本的には同じような、地味で平へい凡ぼんな子供たち──鼠色の制服をまとった物言わぬ家か畜ちくの群れ。それが豚小屋学園の生徒たちの一般的な評価であり、実像でもある。

　ゆえに──豚小屋学園における有名人は、その大半が看守である。

　公式には教師と呼ばれる彼ら彼女らは、この学園に派は遣けんされてきた大人たちであり、生徒に比べて人間味があるものがおおい。豚小屋学園の看守など閑職なので、どこか余所よその職場で問題を起こすなりして、罰としてこの地に送られてきたものが大半だとか。

　そのため、どこか人格に問題を抱かかえたようなものばかりが見受けられる。

　そんな看守のなかでも最も有名なのが、俗ぞくにエリザベスと呼ばれ恐おそれられる女である。
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「ハッハ～☆　嬉うれしいよ渡刈岬くん、だったかな？　名前など比ひ較かく的てきどうでもいいのだがね！　有り難がとう、問題を起こしてくれて！　キスしてあげたいぐらいだよ！」

　暗い部屋のなかに、耳みみ障ざわりな粘ねばつくような女の声が響いている。

　先ほど、通路で看守に暴行をくわえた岬は、駆けつけてきた看守たちに捕ほ獲かくされて俗に独房と呼ばれる地下室に叩たたきこまれた。公式には反省室、とされるこの部屋は鉄てつ格ごう子しと鉄てつ扉とびらで二重に出入り口を封鎖され、壁と床と天井は石いし造づくりになった堅けん牢ろうな檻おりである。

　何か問題行こう為いを起こした生徒は、短くて一晩、長ければ数ヶ月もこの懲罰房で反省させられる。岬は初犯なので良い子にしていれば早ければ数日で釈しやく放ほう、一般房に戻されるはずだが。

「んん？　返事がないなぁ、照れているのかな少年！　カワイイじゃないか！　もっと私を喜ばせてみろっ、早めに一般房に戻れるかもしれんぞ！　ハッハハ～☆」

　怪しげな薬物でも摂せつ取しゆしたのではないか、と疑わせる異様な陽気さで、俗にエリザベスと呼ばれている看守──本名は瓜うり姫ひめ絵え梨り香かというらしい女は、呵か々か大たい笑しようしている。

　色いろ香かまで漂ただよう美女だ、厚あつ化げ粧しようのためわかりにくいがまだ年若い。赤みがかった茶色い髪は鉱物的な艶つややかさで、触ふれただけで切れそうだ。

　濃こい緑色の軍服めいた、特別製の看守服。やはり軍ぐん帽ぼうめいた看守帽。毒々しいネイルアート。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた、爛らん々らんと輝かがやく猛もう禽きん類るいのような双そう眸ぼう。

　べたべたと髑どく髏ろのシールが貼はられた悪あく趣しゆ味みな警棒に愛おしそうに頰ほおずりしながら、なぜか履はいている真っ赤なハイヒールで壁かべをやたらと蹴りつけている。威い圧あつしているというより、単純に暴力的な振る舞まいが好きでたまらないのか。

「この豚小屋学園には従順な生徒がおおすぎる、もっと反抗しろ！　叩きつぶしがいがない！　教師に逆らえっ、愚おろかしい前時代のように！　もっと私を楽しませてくれ！」

　わけのわからないことを叫さけびながら、彼女は髪を振り乱して大喜びしている。

　天性のサディストで──逆らったら地じ獄ごく行きの、豚小屋学園を恐きよう怖ふで支配する女看守。それが、エリザベスである。

　肩かた書がきとしては一般的な教師なので実権はないはずなのだが、何をどうしたものか、度たび重なる生徒への暴力や罵ば詈り雑ぞう言ごんも問題視されずに今日も元気に暴れ回っている。生徒をいたぶり、怯おびえさせ、悲鳴をあげさせるのが大好きなのだ。

　彼女はたびたびお気に入りの生徒を『懲ちよう罰ばつ』という名目で独房に入れて、時間をかけて痛めつける。ほとんど拷ごう問もん、家畜の調教めいた彼女のやりくちに触れた生徒は、どんな問題児であろうと二度と教師に逆らわなくなる。

　そんな噓うそかまことかわからぬ噂うわさが絶えない、豚小屋学園でも有数の危険人物だ。

「とはいえ少年、昼飯時だったのが幸いだったな！　貴様への懲罰は後ほどみっちりねっちり行うが、腹が減っては戦いくさができぬ！　まずは食事にしよう、そうしよう！　あまり食い過ぎるなよ、どうせぜんぶ吐くことになるからな！　ハッハ～☆」

　警棒でやたらと、独房の鉄格子を叩いている。ほんとうに何をどうまちがえれば、こんなふうな人間に育つのか。否いな、どうしてこの年ねん齢れいまでそれこそ刑務所にでも叩きこまれずに表を歩けていたのか。

　岬は社会と、人類の不思議について考えながらも、ひとまずは安心していた。

　おおむね、計画どおりである。

「ハッハ～☆　貴様への審しん議ぎ、懲罰の内容はまたあらためて伝えよう！　まずは死ぬほど反省していろ、生まれてきたことを後こう悔かいさせてやる！　この私が！　愛をこめて！　私はねぇ、貴様のようなイケメンを嬲なぶりものにするのが大好きなんだ！」

　エリザベスは浮うき浮きしながらカードキーで鉄格子とその向こう側の鉄扉を開くと、あっさり去っていってしまった。扉などが自動的に閉まり、施せ錠じようされる甲高い音が響く。

　独房はこのように、看守が開かないかぎりは完全に密室になってしまう。窓もなく、頑丈な石でできた壁と床ゆかと天てん井じように取り囲まれていて、脱だつ出しゆつは不可能。簡素なベッドと洗面台、便器だけが無造作に配置されており、照明すらない無骨な箱である。

　エリザベスはやたら騒さわがしいので、彼女が去っただけで静せい寂じやくを強く感じる。独房は一般房と呼こ称しようされる校舎の地上部分の真ま下したにあり、防音構造なのも手伝ってほぼ無音だ。

　気が狂くるいそうな静けさのなか、岬はエリザベスの足音が完全に遠ざかるのを待って──溜ため息いきをつく。独房の隅すみっこで、黒色細さい胞ぼうに覆おおわれて息を潜ひそめていた雛藻に呼びかけた。

「雛藻。よく咄とつ嗟さに指示に従ってくれた、お陰かげで問題なく任務を続行できている」

「こ、この状じよう況きようには問題しかないのでは──」

　雛藻はエリザベスが怖こわかったのか、やたら彼女が去っていった扉のほうを気にしながら、恐る恐る頭をあげる。ふんわりした帽子を脱ぬいで、膝ひざの上にのせると女の子座りした。

「岬。なぜ、あのような真似まねをしたのですか？　あまり目立つべきではないと思いますよ、たくさん警棒で殴なぐられていましたし──だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　心配そうに手を伸ばしてきたが、岬は首をふって制する。

『秘術』を消すという彼女に触ふれるのは、なるべく避けるべきだろう。そんな可能性があるかどうか定かではないが、体内の『秘薬』を根こそぎ消されでもしたら最悪である。

　岬の反応にすこし傷ついたように眉まゆをひそめ、雛藻はわずかに居住まいを正した。

　伸ばしかけていた手を引っこめ、己おのれの胸むな元もとに添そえる。

「暴力は、あまりよくないです。一の暴力には十の暴力が、一の憎にくしみには百の憎しみが返ってくるといいます。あなたが蹴ったり、殴ったりした看守さんにもきっと家族がいたことでしょう。あぁ、何ということを」

「人殺し集団である【特命生徒会】の親玉とは、とても思えぬ発言だな」

　揶や揄ゆするつもりではなく素す直なおに思ったことを言ったのだが、雛藻は皮肉ととったのか、機き嫌げんを損そこねたようにくちびるを尖とがらせた。

「わたくしは、子供ではありません。善悪の区別はつきます、暴力はよくないです」

「だが、必要な行為だった」

　岬はその場で柔じゆう軟なん運動を行いつつ、身体からだのダメージを確かめていく。看守に暴行をくわえた直後、岬は集まってきた他ほかの看守たちにやたら警棒で殴られたうえで拘こう束そくされ、この独房に放ほうりこまれた。

　無論、岬は頑丈につくられているし訓練も重ねている、一般人に殴られた程度では問題にならない。器用に、深刻なダメージを受けないように防ぼう御ぎよしていた。

　さすがに多少、全身が痛むが行動に制限がかかるほどではない。

　満足のいく結果だ。支し払はらった代だい償しように比べて、得られたものがおおきい。

「この豚小屋学園では、俺たち生徒は四人一組で共同生活を送っている。二十四時間、ほぼ他人の目がある。おまえを隠しつづけるのは不可能だ、すぐに『秘薬』が尽つきておまえの存在が露ろ見けんする。その前に、独房に移るべきだった」

　丁てい寧ねいに、岬は説明する。

「独房ならば、他人の目はない。監かん視しカメラも、先ほどエリの看守ザベスが囚しゆう人じん──もとい生徒を痛めつけるのを記録されないために、取り外しているという情報がある。ここなら、おまえの存在を隠いん匿とくしやすい。そう判断し、わざと問題行為を起こして独房送りになった」

「ははぁ、そういう意図が……。あなたは、目的のためには手段を選ばないのですね」

　雛藻はまだ半分しか納なつ得とくしていない表情で、岬を気き遣づかわしげに見てきた。

「自分を危険にさらすのは、あまり感心しません」

「危険ですらない、きちんと防御もした。まだ焦あせる段階でもないしな、安全策をとった。校舎でずっとおまえを隠しつづけるリスクと天てん秤びんにかければ、最善の手を打てたと自負している。あのままだと、今日中にはおまえの存在が衆目に晒さらされていた」

　岬は睡すい眠みん中などには、『秘術』を行使できない。つまり、雛藻を隠せなくなる。眠ねむらずに行動しつづけることも可能だが、限界はある。

　だが独どく房ぼうならば、先ほどのように看守が訪おとずれたときのみ『秘術』を行使し、雛藻を隠せば済む。それどころか、たとえばベッドに彼女を寝ねかせて布ふ団とんで覆えば、『秘術』を用いなくても彼女を隠いん蔽ぺいできる──かもしれない。

『秘薬』を、【特命生徒会】の生命線を節約できるのだ。

　そういった考えを丁寧に語ると、雛藻は呆あきれたような吐と息いきを漏もらした。

「行き当たりばったりにも程ほどがあります、たしかに理り屈くつでは正しそうですけど。せめて、わたくしに相談してからにしてください。不本意ながら、現時点では、わたくしたちは運命共同体です。勝手に行動しないでください、びっくりしちゃいますから」

「すまん。俺はどうも、足並みを揃そろえるのが苦手なようだ」

　岬は、特とく殊しゆ任務を主な役目とする位階『Ｇ』に所属している。

『Ｇ』には現役の【特命生徒会】メンバーが舞夢と岬しかいないし、舞夢は最近はだいたい常に引きこもっていて他人と関わらない。舞夢とともに訓練などに明け暮れていた岬もまた、ほぼ他人と交流した経験がなかった。『Ｇ』は単独任務がおおいせいもあり、コミュニケーション能力を鍛えるようなこともしていない。

　そんな己おのれの在ありかたを寂さびしいとは思わないが、欠点になるならば克服するべきだ。

「以後、気をつける。だが信じてほしい、俺の任務はおまえを守ることだ。おまえの同意と協力があれば成功率が増すため、なるべくおまえの意志も尊重したいと考えている」

「仲良くなりたい、とか言いかたがあるでしょうに」

　雛藻は手のかかる子供ができた若い母親みたいな顔をすると、また深々と溜息を漏らした。
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　しばし他た愛わいない会話をしていたら、雛藻が切なそうにお腹をさすった。

　色の脱ぬけた髪かみを、指先でくるくると巻き取りながら。

「安心したのでしょうか、何だか気が抜ぬけました。もうご飯時、ということですしね──わたくしも空腹感をおぼえています。岬、何かつまめるものでもないのですか？」

「すこし待て。もうじき、食事が運ばれてくるはずだ」

　雛藻は無意識にか指をくわえて、赤ちゃんっぽい仕草が恥はずかしかったのか頰を染めて俯うつむいてしまう。それを、岬がやはり意味のわからん生き物だなぁ──と不思議がって眺ながめているうちに、ごろごろという音がわずかに聞こえた。

　カートを押す音だ。鉄格子と鉄扉の向こうからほのかな香かおりも漂ってくる。

　どうやら、食事が運ばれてきたようだ。

「雛藻、隠かくれていろ」

「あっ、はい。えぇっと……？」

　もたもたしているので、岬は雛藻を小こ脇わきに抱えてベッドに放ると、布団をかけてやる。ぬいぐるみのような扱あつかいが不満だったのか、雛藻がみょうな声をあげた。

「静かにしていろ。なるべく、『秘薬』を節約したい」

　くちびるに指を添えて「しぃっ」と念を押してから、岬はできるだけベッドに来訪者の注意を向けないため、逆側の壁に背中を預けて立った。

　同時に、ノックの音が響く。すこし待つと、扉と鉄格子が順じゆん繰ぐりに開いた。

「やっほう、昼食のお時間ですよ～♪」

　優やさしそうな声と同時に、廊ろう下かの照明を逆光にして誰だれかが入室してくる。

　愛らしい少女だった。豚小屋学園の鼠ねずみ色いろの女子制服に、ひよこ柄がらのエプロンをつけている。短めのふわふわした髪を、お淑しとやかにふたつに結ゆわえている。ほんのわずかに、そばかす。不健康な顔色のものがおおい豚小屋学園では希け有うな、健康的な見み映ばえだ。

　彼女は重たそうにカートを引きずってくると、にっこり笑いかけてきた。

「えぇっと。渡刈岬くん、ですよね。独房は初めてですか？」

　中ちゆう腰ごしになって、カートからだした湯気のあがったトレイを慣れた手つきで床に配はい膳ぜんする。今日の昼食は、シチューに大麦のパン。牛乳。簡素だが、おいしそうだ。

　脱だつ獄ごくなどに利用されるのを防止するためか、食器はすべて安っぽいプラスチック製。

「ありがとう」

　配膳を終え、満足そうにしている少女がなかなか立ち去らなかったので……。雛藻が見つからないか冷や冷やしている岬は、『早く出て行ってくれ』という気持ちをこめてお礼を述べつつも強めに睨にらむ。

　すると、少女はむしろ身を寄せてきて、小声で囁ささやきかけてきた。

「あのう。すみません、母が何か酷ひどいことをしませんでしたか？」

　その問いの意味がわからなくて、戸と惑まどう岬に、少女は朗ほがらかに名乗った。

「あっ、申し遅おくれました。あたし、瓜姫愛あい梨りっていいます」

　瓜姫。特とく徴ちよう的てきな苗みよう字じだ、すると『母』というのは──。

「『ハッハ～☆』ですよ。皆みなさんご存知、あたしの母はエリザベスです」

　先ほど去っていった、まちがった軍人めいた看守──あの変人と、目の前にいる素そ朴ぼくな少女が結びつかずに、岬は反応を返せない。

　だが言われてみれば、目鼻立ちなどが似ている気がする。

「母はちょっと困ったひとなんですが、悪いひとじゃないので勘かん弁べんしてあげてくださいね。な～んて言っても説得力ないかなぁ、あはは」

　愛梨と名乗った少女ははにかむと、腕うで時ど計けいを気にしながら立ちあがった。

「後ほど食器など回収しにきますので、ごゆっくりお食事を楽しんでくださいね♪」

　ぺこりと頭をさげると、そのままカートを全身で押すようにして独房の外にだす。そして、また深々とお辞じ儀ぎしてから去っていった。

　鉄格子と扉とびらが閉じられて、施錠され──重たい金属音を響かせる。
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「ふむ」

　たっぷりと間を置いてから、岬はベッドに向き直る。

「もう顔をだしてもいいぞ、雛藻」

「ぷはっ──いやぁ、何だか悪いことをしてるみたいでドキドキしますね」

　なぜか楽しそうに、雛藻は頭から布団をかぶったまま、上体を起こした。

「わたくし、よくこの学園のことを存じあげないのですけど。先ほどのひとも制服を着ていましたね、ここの生徒さんなのでしょうか？」

「囚人、もとい生徒は教育を受けさせても無駄だと思われているのか、授業時間がほとんどなく暇だ。余った時間を利用し、小こ遣づかいを稼かせぐために学園内で労働ができる。食事を振ふる舞まう係は、成績優ゆう秀しゆう、素行優良なものにしか任せられない名めい誉よある仕事といえる」

　事前に調べておいた情報を口にしつつ、岬はシチューのプラスチック皿を手にとり、スプーンでなかみを掬すくって雛藻に差しだした。

「ほら、食え」

「ほぇっ──いやあの、わたくしも子供ではないのです。『あ～ん』などせずとも、自分で食べられますけど？」

　何やら文句を言うのを無視して、岬は雛藻の口にスプーンをつっこんだ。

　雛藻は不満そうにしていたが、空腹だったのだろう、ぺろりと飲みこんでしまう。つづけて大麦のパンを半分に割って、岬は雛藻に与あたえる。

「あのう、あなたも食べてください。ていうか──そっか、もともと食事は『ひとりぶん』なのですね。わたくしは、隠れているわけですから」

　半分こになっちゃいますね、と雛藻は申し訳なさそうに項うな垂だれた。

　その様子をじっと観察してから、岬は満足して頷うなずく。

「うむ。どうやら、毒はないようだな」

「あれっ、わたくし毒味させられましたか!?　わたくし、たしかあなたの護衛対象ですよねっ？　何ということをっ、『ちょっと優しいところもあるのですね。ふふふ、お兄ちゃんみたい♪』と思っていたわたくしの純情を返しなさい！」

「毒殺は、常に警戒すべきことだ。俺が毒で倒れたらどうしようもないが、おまえなら即死さえしなければ俺が蘇生させられる可能性が高い。とはいえ浅せん慮りよではあったな、反省しよう。ちなみに俺は念のため、この学園ではいちども飲食をしていない」

「い、いちども？　じゃあ、お腹ぺこぺこのぺこりんですねっ？」

　不思議な言い回しをして、雛藻は自分が手にした半分の大麦パンを名残なごり惜おしそうに見てから、こちらに差しだしてくる。

「では、あなたが食べるべきです。わたくし、その、まだ発展途と上じようといいますか──胃い袋ぶくろがちいさいので、そんなにたくさんは食べません。あなたが栄養を、体力をつけていたほうが、わたくしの生存率も高まるでしょうし」

「『秘術』で持ちこんだ栄養剤ざいを摂せつ取しゆしているし、空腹も我が慢まんできる。ゆえに、問題はないのだが……。任務を万全に達成するためには、必要なことだろう」

　岬にとっては当たり前のことだったが、雛藻には物もの珍めずらしいようだ。しきりに感心して、「たいへんなお仕事なのですね」と独りごちている。

　だが彼女の言うことももっともだ。栄養剤は数に限りがあるので節約したいし、普通に食事ができるならそのほうがいい。この任務が、どれだけの期間つづくかはまだ不明確なのだし。途と中ちゆうで空腹あるいは貧血でぶっ倒たおれでもしたら、目も当てられない。

　ゆえに岬はシチューの皿を掲かかげて、真顔で提案してみた。

「雛藻。このシチューを舐なめてくれ、たっぷり唾だ液えきを含ふくませながら」

「はいぃ……？」

　雛藻は背中を毛虫が這はったような顔をして、ベッドの上で後ずさり、壁かべに「ごつん」と頭をぶつける。あからさまに、どん引きしている。

　そんな彼女に、岬は大麦のパンを放ほうった。

「このパンもだ。いちど口に含んでくれ、できればよく嚙かんでほしい。その後に吐はきだしてくれ、それを俺が食べる」

「あ、あなたは変態のひとですか……？」

　引きつった口調で尋たずねられたが、岬には意味がわからなくて当とう惑わくする。

「おまえは『秘術』を消せるのだろう。俺はまともな毒物にはある程度の耐たい性せいがあるが、『秘術』にはどんな厄やつ介かいな性質をもつものがあるかわからん──この食事に『秘術』がかけられているとしたら、いちどおまえに触ふれてもらう必要がある」

　語りながら、岬はシチューのプラスチック皿を「ずいっ」と雛藻に近づける。

「さぁ、早く舐めろ。安心してくれ、俺は変態ではない」

「あなたと喋しやべれば喋るほど、あなたのことがわからなくなります……。いやあの、舐めなくても、指で触れるなどすればよいのでは？」

「それでもいいが、万ばん全ぜんを期したい。できればいちど口に含んで、吐きだしてもらったほうが、全体に『触れる』ことになって効果的と思ったのだが」

　とくに他意はなかったのだ、雛藻が嫌いやがるなら岬には無理強じいするつもりもない。

「やるなら早くしてくれ、せっかくの食事が冷めてしまう」

「うう……。ひとりで慌あわてふためいて、まるでわたくし馬ば鹿かみたいです」

　雛藻は涙なみだぐんでから、パンをちぎってシチューにひたした。それに躊躇ためらいがちにくちびるで触れてから、そっと差しだしてくる。

「しかしまぁ、我慢すべきですね。これが、わたくしへの罰ばつだというのなら──手ぬるいほどです。もっと艱かん難なん辛しん苦くをお与えください、って感じです。はい、あ～ん♪」

「むぐ。たしかに『あ～ん』はよくないな、ちいさな子供に大の男が餌え付づけされる光景は珍ちん妙みようだ……。ちょっと待て、雛藻」

　岬は雛藻の手からパンをとると、まじまじと眺める。

　半分に割られたものを、さらに半分に割って、首を傾かしげた。

「どうしました？」

「手紙──のようなものが、入っている」

　雛藻の問いに答えると、パンのなかから紙切れを取りだした。

　誰かが、食事のなかにメッセージを仕込んだ？　怪あやしいのは、配膳しにきた愛梨だが──だとしても何のために？

　その紙切れには、判読しやすい丁てい寧ねいな筆ひつ致ちでこう書かれていた。




『早く出て行って。豚ぶた小屋の女王に飼い慣らされる前に』
















「定時連れん絡らく。母さん、応答願います」

『あっ、グンちゃん！　ごめんねえ、ちょっと忙いそがしくてすぐにお返事できなかったよう！　グンちゃんのことが嫌きらいになったんじゃないからねえ、いつでも愛してゆ！　ラブラブちゅっちゅ、ふぉおえばぁ～♪』

「……何かあったのですか、母さん？」

『そうそう、大変なんだよお？　まだ情報が錯さく綜そうしててよくわかんないんだけどねえ、【生せい徒と会かい連れん盟めい】の総長さんが屍し体たいで見つかったんだって！　怖いねえ！』

「ふむ、それが何か問題なのですか？」

『本来ならべつに関係ない話だったんだけどお、タイミングが悪いっていうかさあ……？　【生徒会連盟】の総長さん、集会で【特とく命めい生せい徒と会かい】の存在を否定した直後に殺されちゃったみたいなんだよねえ？』

「むむ、つまり……？」

『グンちゃんは物わかりが悪いよねえ、仕方ないけどね生まれたてだし！　でもちょっと間の抜けているグンちゃんのことも愛してゆっ、馬ば鹿かな子ほどかわいい～♪』

「恐縮です」

『にゅふふ……。んっとね、ネットとかそういうので【生徒会連盟】の総長を殺したのは【特命生徒会】なのでは～？　みたいな議論が活発なのね、ついでに総長さんを殺した犯人を【生徒会連盟】が血ち眼まなこで捜してるしさあ～？』

「ふむ。理屈がわかりません、なぜ【特命生徒会】が疑われているのですか？　まさかほんとうに、そういう事実があるのですか？」

『そのへんもね、いま調査ちゅう。だもんで、そっちで手一杯になっちゃっててグンちゃんの任務が後回しになっちゃってるのねえ』

「成る程、【生徒会連盟】の総長といえば大物ですしね……。まぁ多少なら現状を維持できます、ぎりぎりまで脱出の準備を整えつつ待機していましょう」

『んっ、そうしてくれると助かる！　ごめんねグンちゃん、やきもきさせちゃうけど──大急ぎでそっちのバックアップに戻るからねえ？』

「ふむ。どうしても母さんが動きにくいようなら、自力で脱出することも考えます。できれば『秘薬』が尽きないうちに行動するのが望ましいので、決行するなら今すぐにでも」

『うん、そのほうがいいかも……。いやあ、【生徒会連盟】を侮ってたわけじゃないけど。総長さん殺しの捜査がすっごく厳しくてね、あたしも迂う闊かつに動けないんだあ』

「でしょうね。豚小屋学園の警備体制も、下調べした時点に比べて強化されているようです。脱獄するのも、容易ではないはずですが」

『そうだろうねえ、ほんと【生徒会連盟】の総長さんもこんなタイミングで死ななくてもいいのに。なぁんて、文句を言っても仕方ないけど』

「ええ。目の前の任務を達成することだけを、今は考えます。豚ぶた小ご屋や学園から脱走する線ですぐにでも行動を開始しますが、構いませんか？」

『ん～……。わかった、そっちのほうが現実的っぽい。どうせ脱獄するんだし──早いか遅いかなら、『秘薬』が残ってるうちにやっちゃったほうがいいもんねえ？』

「仰るとおりです。ただ豚小屋学園の校舎からは脱出できる見通しが立っていますが、そこで『秘薬』を使いきるかもしれません。母さんのもとまで生徒会長を確実に届けるには足りないでしょう、やはり迎えは必要です」

『おっけ。デジタルちゃんに頼たのんでみる、たぶんいつものようにデーモンくんを派は遣けんしてくれるかなあ。あの子なら、何度か会ったことがあるから安心でしょう？』

「はい。あれはデジタルと協力関係にあるかぎり、非常に信しん頼らいの置ける相方です」

『デジタルちゃんとは仲良しだし、たぶんまぁ裏切ることもないはず……。いちおう警けい戒かいだけはしといてね、すぐに手配しちゃうからあ♪』

「了りよう解かい。行動を開始すると通信も難しいため、今のうちに新情報などありましたら通達していただけると助かります」

『えぇっと、何かあったっけな。ちょっと待ってねえ。あっそうだ、グンちゃんが豚小屋学園で接せつ触しよくした【特命生徒会】の女の子──タンス、って名乗ったんだよねえ？』

「はい。自己申告なので、偽ぎ名めいかもしれませんが」

『まぁ律りち儀ぎにコードネームを明かさずに、偽名を口にしたって可能性もあるけどお。デジタルちゃんに調べてもらったら、位階『Ｔ』にタンスって名前の子はいないみたい』

「……事実ですか？」

『うん。念のため、『Ｔ』の幹部フオ補佐ロワーをやってるタイタンちゃんにも連絡とって聞いてみたんだけどねえ。『Ｔ』の序列一位──幹ヘツ部ダーのトータルちゃんと、序列二位のタートルくんには接触できなかったからその下の子にね。『Ｔ』は人数おおいし末まつ端たんの構成員までは名前も覚えてないだけかもしれないけど、すくなくともタイタンちゃんはタンスなんて聞いたことないって』

「ふむ。タンスと当面は呼こ称しようしますが、彼女は俺の『秘術』を認にん識しきしていたので【特命生徒会】の構成員ではあるはずですが。なぜ、偽名を口にしたのか……？　すこし会話しただけの印象ですが、そんなに慎しん重ちような性格のようには思えませんでした」

『わかんない。ただ気になったからね、グンちゃんにも伝えといたよお。いちおう警戒しといてねえ、グンちゃんには言うまでもないだろうけど？』

「はい。俺はいつでも万ばん全ぜんです、母さんと俺自身以外の誰も信じません」

『あはは、それもちょっと寂さびしい話……。とにかくまぁ、こっから本格的に行動開始ってことで？　気を引き締しめてねえ、また生きてグンちゃんと会えるのを楽しみにしてるよお♪』

「はい。今回も、必ず任務は達成します」




　　　　◆




　真夜中の豚小屋学園は、何もかもが死に絶えたかのように静まりかえっている。

　刑務所の悪あく趣しゆ味みなパロディめいたこの学び舎やでは、夜間の外出は禁止されている。生徒たちはすべて校舎──一般房の私室で、さっさと寝ているはずだ。

　この規則を破れば罰ばつ則そくがあるし、別段、私室の外に面おも白しろいものがあるわけでもない。どこまで行こうと豚小屋学園は閉へい鎖さされた監獄であり、遊び場も盛り場もない。

　一般生徒は建物の外にでることもできないし、でたとしても寒々しい孤こ島とうの景色が広がっているだけだ。ゆえに黙だまって従い、生徒たちは夜間は誰もが大人しく就しゆう寝しんしている。

　他ほかの学校や、同年代の少年少女たちに比べて、豚小屋学園の生徒たちは問題行動を起こさない。とことん御ぎよしやすい、家か畜ちくめいた無害な群れのはずだ。

　それが下調べし、この学園で生徒として一日過ごした岬みさきの結論だったのだが。

「妙みようだな」

　と自分にだけ聞こえる声で、岬は独りごちた。

　敬愛する上司にして母親と慕したっているゴスペル──舞ま夢むとの定時連絡を終えて……。岬は当面の目的として設定した、豚小屋学園からの脱出のために行動を開始していた。

　脱出──脱獄は、明日の午後に決行する。

　岬が体内の『秘薬』を消費しすぎず、存分に動けるうちに脱獄する。

　その援えん護ごと、外部への誘ゆう導どう──豚小屋学園から脱出したあとの逃とう走そう経路の確保は、位階『Ｄ』の幹部補佐デーモンが請うけ負う。そのへんは、任せて安心の人物である。

　彼が到とう着ちやくするのにあわせて、岬は待ち合わせ場所に設定された地ポイ点ントへと辿たどりついておかなくてはならない。他の位階のものまで協力させているのだ、失敗すれば岬の属する位階『Ｇ』に──舞夢にも迷めい惑わくがかかる。それは、絶対に避さけたい。

　ともあれ、何もかも人任せにはできない。待ち合わせ場所への脱出経路、計画を、ぎりぎりまで練りこんでおく必要がある。無力な小こ娘むすめ、雛藻を守り抜ぬきながら。

　彼女は年ねん齢れいのわりに聡そう明めいだし、今のところ従順である。任務に、支障はないはずだ。

　このまま何の問題もなく、豚小屋学園から脱出し、任務は完かん遂すいできると思っていたのだが。岬は、万が一の際に素す性じようを隠かくすため顔を覆おおった黒色細さい胞ぼうの奥で、眉まゆをひそめる。

「……あいつは、何をやっているんだ？」

　つぶやいてから、くちびるを引き結ぶ。

　隠おん密みつ行動の最さ中なかに、あまり独り言を口にするのもどうかと思う。雛藻と会話を重ねることで、自然と声をだす癖くせがついてしまっている。自じ粛しゆくし、押し黙る。

　岬は身を潜ひそませている天井裏に『秘術』でちいさな穴をあけて、真下を覗のぞきこんでいる。顔は黒色細胞で覆われているため、万が一、誰かに見られても気づかれないはずだ。

　視線の先、通路をうろついているものがいる。

　豚小屋学園は、深夜はほぼ完全に消灯されていて真っ暗くら闇やみだが、岬は夜目が利きく。そういうふうに、つくられている。視力を調整し、視界を確保。

「あれは──『瘦やせたひと』、だな」

　また小声で囁ささやいてしまって、岬は何だか情けなくなる。『秘術』を消してしまうという特性のある雛藻に、岬がこれまで築きあげてきた完かん璧ぺきな殺人マシーンとしての自己まで破は壊かいされてしまったのだろうか。などと、冗じよう談だんみたいなことを真面目まじめに考えてしまう。

　調子が狂くるっているが、ともあれ。

　豚小屋学園の常識から外れたことに、通路をこそこそと、歩き回っているものがいる。素人しろうとだ、気配も足音も消していない。察知するのは、容易だった。

　それは岬と同どう房ぼうだった、無個性な男の子のひとり──岬が頭のなかで勝手に『瘦せたひと』と呼んでいた、野や暮ぼったく神経質そうな人物である。

　豚小屋学園の生徒に支給される、灰色の寝ね間ま着き姿。

　彼はなぜか、鼠ねずみによく似た顔がん貌ぼうを歪ゆがめ、苛いら々いらした様子で通路の向こうを気にしている。べつに独房とちがって、一般房は完全に施せ錠じようされるわけではない。内部から鍵かぎを開けて、ふつうに外にでることは可能だ。

　だが、解錠した瞬しゆん間かんに看守にそれは伝わる。夜間の外出許可を取っていなければ、叱しつ責せきと厳罰は免まぬがれない。そんな危険を冒おかしてまで、『瘦せたひと』は外に出ている。

「……どういうことだ？」

　疑問点はいくつもあるが、とりあえず黙って岬は彼のことを監視する。




　　　　◆




　豚小屋学園は、巨大なみっつの建校物舎が並んでいる──という構造になっている。

　それぞれ西から男子生徒たちが暮らす男子房→看守室（看守が寝泊まりし、書類仕事などの業務を行う部屋）や食堂のある管理房→女子生徒たちが暮らす女子房となっており、それらの建物の間には短い通路があるものの──出入りは厳しく制限されている。

　それぞれの校舎の中心には中庭があるが、その四し方ほうは建物でぐるりと囲まれている。

　岬は男子生徒たちが暮らす男子房に潜入し、わざと問題を起こして、その地階にある独房に移されている。

　今現在、岬は己おのれの『秘術』で壁かべのいちぶをくり抜き（無論、見回りの看守などに気づかれないように偽ぎ装そうもして）、配水管や電線が通った狭せまい空間を巧たくみに這はい回って移動している。鍵に触ふれると看守に気づかれるため、そんな手順を踏ふんだ。

　自分の代わりに、寝台には雛藻を寝かせている。頭から布ふ団とんをかぶって、枕まくらなども詰つめて、見回りがきても岬が寝ていると判断するだろう状態にして。

　保護対象である雛藻を独りにするのは不安もあったが、今のところ敵対者も確認できていないし、さほど危険はないだろうと判断した。彼女を抱だっこでもして運びながら隠密行動するのは大変だし、『秘薬』を消費しすぎる。

　念のため、雛藻になにかあったらすぐに察知できるようにはしているし。

　リスクを零ゼロにはできないが──最小限にするための、考え得うるかぎりの方策は練っているのだ。岬は、万全を期しているつもりだった。

「何かが、変だ。やはり脱獄の前に、もうすこし調査しておく必要があるな」

　あれこれ思索しながらも、油断なく任務達成のために動きつづける。

「……雛藻は、ちゃんと大人しく寝てるだろうか」

　ふと、そんなことを口にしてしまって岬は首を傾かしげた。

　ほんとうに、今回の任務は──何から何まで不可解なことばかりである。




　　　　◆




「おい」

　不意に、岬の耳じ朶だに嚙かみついてくるような低い声が響ひびいた。

「……誰だれかいるな？」

　岬は極力、反応を返さなかった。飛び跳はねそうになる鼓こ動どうを鎮しずめ、咄とつ嗟さに動きかけた手足を御する。だが、いつでも何があっても対応できるように心理的に身構える。

　身を隠したまま、声の主を探さぐる。

「隠れても無む駄だだ、俺は鼻がきくんだよ」

　ぶつぶつ唸うなるように言っているのは、先ほどから通路で不ふ審しんな動きをしていた『瘦せたひと』である。彼は乱暴に頭を搔かいて、周囲を見回している。

　油断した──のだろうか、雛藻のことなどを考えて気を抜いてしまっていた。『瘦せたひと』は素人同然の、訓練を受けた形けい跡せきのない動きをしていたのだが……。彼は違い和わ感かんを覚えたように眉をひそめ、壁を爪つめで引っ搔くような動きをしている。

　どうする。

　相手はどうもこちらの正確な位置は摑つかめていない、気配を殺したまま──岬は咄嗟の対処を迫せまられる。相手がこちらに気づかないうちに始末するのもいいが、騒さわぎになるのはまずいし、どうしたって屍し体たいが残る。

　屍体の処理も不可能ではないが、『瘦せたひと』が行方ゆくえ不明になってしまう。

　校内で殺人あるいは失しつ踪そう事件が発生すれば、当然、警備レベルも高まってしまう。無難に、こちらの所在が摑まれていないうちに逃走し──独どく房ぼうへと帰き還かんするのが吉きちか。

　同房だっやよしみで見み逃のがしてやる、みたいなお優やさしい気持ちはないはずだが──岬はなるべく穏便に済ませることにした。慎重に、やり過ごすしかない。

「そこで何をしているッ、嬉うれしいなぁ！　規則違い反はんか！　ハッハ～☆」

　唐とう突とつに、不気味なほどに甲かん高だかい特とく徴ちよう的てきな声が響いた。

『瘦せたひと』がビクッとして、そちらを振ふり向く。曲がり角の向こうから──威い圧あつ的てきな足音と、酔よっ払ぱらったような怒ど鳴なり声が響いてくる。

「声が聞こえたぞ！　声が！　ルール違反者だなっ、嬉しい嬉しい嬉しいなぁ！　ここの連中は従順すぎてつまらんっ、もっと反はん抗こうしろ！　生意気に振る舞まえ！　私に愛の鞭むちを与あたえさせてくれっ、ハッハハ～☆」

「……やべっ、エリザベスだ」

『瘦せたひと』が呻うめいて、大おお慌あわてで声が聞こえてきたのと逆方向に逃にげようとする。

　豚小屋学園の有名人──奇き妙みような看守エリザベスは、正気を失っているとしか思えないほど嗜し虐ぎやく的てきな危険人物である。見つかったら、どんな酷ひどい目に遭あわされるかわからない。

　岬は天てん井じよう裏に潜ひそんだまま、首を傾げる。

『瘦せたひと』は岬ではなく、エリザベスの接近に気づいて声をあげたのだろうか。岬は完璧に隠密行動をしていたつもりだし、エリザベスは気配を隠す気がない。

　単なる一いつ般ぱん人らしい『瘦せたひと』が、隠れ潜む岬の存在に勘かんづいた──と考えるよりは、そちらのほうが現実的ではあるが。

　実際、『瘦せたひと』はやはり岬のほうには目もくれずに、一目散に遠ざかっていこうとしている。最初から最後まで、岬の居場所を察知できていなかった。

「はいはい、逃げるな！　逃げても無駄だ！　夜は長い、存分に楽しもうじゃないか！　罰を受けたかったんだろうっ？　私の警棒の味が忘れられなかったんだろうっ？　恥はずかしがらなくてもいいんだぞっ、愛しあおうじゃないか！　ハッハハ～☆」

　相変わらず頭のおかしいことを叫さけびながら、エリザベスが通路の向こうから姿を見せる。過剰なほどの厚あつ化げ粧しよう。触れれば切れそうな異様に艶つややかな紅あかい髪かみ。軍服めいた看守服と、やはり軍ぐん帽ぼうめいた看守帽。手には当然のように、使い古された感じの警棒。

　どうも走ってきたらしく、やたら息が乱れている。大慌てで着き替がえたような様子だ──服は乱れ、化粧もてきとうに塗ぬったような斑まだらがある。

　どうも夜間、私室でもある看守室でゆっくり寛くつろいでいたら──出歩くものの存在を察知して、大慌てで見にきた～といった様子だ。ある意味、職務熱心な女性である。

「は～、は～……。ったくもう、何なの」

　エリザベスが小声で、何だかちょっと愛らしい口調でぼやいた。

「夜ぐらい、ゆっくり休ませてよね──」

　ごく普ふ通つうの、女性らしい喋しやべりかただ。普ふ段だんの常じよう軌きを逸いつしたような口調は、あれはキャラをつくっていたのだろうか。おどろおどろしい厚化粧をして、厳いかめしい軍服みたいなのを身にまとって……。生徒たちに侮あなどられないように、高圧的に振る舞っていた？

　まぁ、どうでもいいことではある。けれど、すこし岬には引っかかった。

「ストレス発散に、何人か呼びだそうかな……岬くんとか。ふっふふ♪」

　自分の名前が呼ばれたので、岬はギョッとする。

　とはいえエリザベスは岬が天井裏に潜んでいることに気づいていないのか、しばらく呼吸を整えてから、ゆったりと歩き始めた。看守服に繫つながっている無線機を手に取り、口元に添そえて何やら喚わめいている。

「うん、夜間外出してるアホな生徒がいるから……。誰だか突つき止めて、報告しろ。可能なら捕ほ獲かくしとけよ──ご褒ほう美びはくれてやる、いつものように」

　刺とげ々とげしい口調で、奇妙な看守エリザベスは囁いた。

「ハッハ～☆　そうそう、愛あい梨りのやつを看守室に待機させとくからさ？　好きにしていい──私は見ないふりしといてやる、こんな刑けい務む所しよみたいなところで真面目くさって生活してりゃストレス溜たまるだろ？　発散させてやるよ、だから──おまえらも私には逆らわずに言うことを聞いておけ！」

　愛梨？

　聞き覚えのある名前だ、たしか食事の配はい膳ぜん係……。そういえば、彼女はエリザベスの娘むすめだと名乗っていた。自分の子供を、エリザベスは何かに利用している？

「やっぱり、男は股こ間かんを握にぎっとくのがいちばんだな──ハッハハ～☆」

　何やら下品なことを独りごちながら、エリザベスは夜の闇のなかに消えていった。




　　　　◆




　黑くろ沢さわ〈サンジェルマン〉雛藻にとって、世界とは十数メートル四方の小部屋だった。

　清せい浄じような、目の悪くなりそうなほど純白の部屋である。

　照明のたぐいは見当たらないのだが、床ゆかも壁も天井もぼんやりと輝かがやいている。その光のすべてが乱反射し、常人ならば眩まぶしさのあまり目め眩まいぐらい起こしただろうが──雛藻にとって、これが当たり前だった。だから、とくに気にしていなかった。

　雛藻は物心がついたころから、ずっとその小部屋で暮らしていた。

　いつから、そうしていたのかは思いだせない。よちよち歩きの幼児のころ、誰かに抱っこされてこの部屋に運ばれたような……ぼんやりとした記き憶おくはある。けれど、それ以降はずうっとこの部屋で──誰とも関かかわらずに生活していた。

　そんな環かん境きように疑問も抱いだかずに、すくすくと育った。

　雛藻の人生における、ほとんどすべての記憶がこの小部屋に集約される。だから、ここは雛藻にとって世界のぜんぶだった。

　何の不足もない、当たり前のものとして受け入れている、自分の認にん識しきできる宇宙のすべてだった。それに不満を抱いたこともない、雛藻は基本的に従順な良い子だった。

　この部屋で、孤こ独どくに就しゆう寝しんし──いつも同じ時間に目覚める。身み支じ度たくをして、一日に二回だけ食事をとる。同じく決められた時間に部屋の隅すみっこにある、これも純白のシャワーノズルからでてくる湯を浴びる。身体からだを拭ふき、歯は磨みがきをして、また寝る。

　その繰くり返しだ。延々と、ずっと同じような毎日をつづけている。

　清潔で、何の危険も不安もない、けれどそれは忌いまわしい豚小屋学園の生徒たちと同じ──刑務所暮らしにも似た、不自由な生活ではあった。生きているのに、生きていないみたいだ。誰とも関わらず、変化もなく、ただ年ねん月げつだけを重ねていく。

　きっと死ぬまで、ずっと同じだろう。

　そのことに、絶望すらしていなかった。自分が不幸だなんて思ってもみなかった、それを指し摘てきしてくれる、比較対象となる他者がいなかったから。

　赤ん坊ぼうのように、雛藻は無む垢くに育った。

　生活に、とくに不便はなかった。科学の発展は目覚ましく、乳幼児が成人するまですべて機械任せにすることも可能である。ただ生きるだけならば、他者の手を借りる必要はなかった。機械の整備などをしている人間はいたのだろうが、見たことはなかった。

　雛藻もとくに不自然さは感じずに、そういうものなのだと受け入れていた。猿さるぐらいの知能があれば、何不自由なく生活できるぐらいに、機械の操作は容易だった。たまに病気をしても、やはり機械によって迅じん速そくに処置が行われた。

　何も考えなくても、生きていくことが可能だった。




　　　　◆




　雛藻が読み書きができる年齢になると、段階的に教育が行われた。

　これも機械によって、効率的に、膨ぼう大だいな学習内容を刻みこまれた。

　雛藻は頭の出来がかなり良く、他ほかにすることがないのもあって貪どん欲よくにあらゆることを学んでいった。読み書き、計算、簡単な体育も……。基礎的なことを習得した後も、ありとあらゆる勉学に励んだ。歴史。化学。数学。語学。その他、もろもろ。

　とにかく暇なので、文献も数多く読破した。絵本から始まり、小説から漫画、図鑑に難解な学術書まで。大量の知識を得ても、活用できる場がないため宝の持ち腐ぐされではあったのだが──他に時間をつぶす方策がなかった。

　基本的に、そんな学習などは機械の画面に触ふれることを通して行われた。音声認識も可能で、雛藻はひたすら壁かべに埋うめこまれた画面に話しかけたり触さわったりして過ごした。

　たまに何かを確かめるように、アンケートじみた質問が送られてくることがあった。

　画面に表示された問題は解くべきだ、と雛藻は疑いもせずに思っているため、とくに抵てい抗こうもなく質問事じ項こうへの回答を書きこんでいく。

　そんな雛藻は、機械そのものよりもよほど機械じみている。そういうプログラムしか搭とう載さいされていない、コンピューターのようだ。余計なものが省かれた、美しい回路、シンプルな公式のような人格に育っていた。

　代わり映ばえのしない小部屋で唯ゆい一いつ、変化する画面のなかに、その日もいくつもの質問事項が並んでいる。雛藻はそれを一いち瞥べつし、書きこむか声にだして回答していく。

『悪とは何だと思いますか？』

「この社会から排はい除じよされるべきもの、でしょうか」

『なぜ、そう考えるのですか？』

「考えたのではなく、判断しました。社会を正常に動かすために、不都合がある、あるいは邪じや魔まなものが悪です。回路に詰つまった埃ほこり、ごみのようなものでしょう」

『どうして、社会は正常に動いていないといけないのでしょうか？』

「それがいちばん効率的だからです。社会とは、人間が生きていくうえで便利だからと──構築されたシステム。便利であればあるほど、効率的であればあるほどいいでしょう」

『悪の基準はどう設けますか？』

「もちろん……誰だれかにとっての悪が、誰かにとっての正義である場合もあります。逆もまた然しかりです、基準を設けなければなりません。でなければ恣し意い的てきにこの理り屈くつは歪ゆがめられ、便利に活用され、社会に混乱をもたらします。それでは、意味がありません」

『再度問います、ならば悪の基準はどう設けますか？』

「ルールを定めるのが第一歩です。つまり、法律ですね。基準を設けて、そこから外れたものを悪として排除します」

『先ほど提示された問題点が、それですべて解消できるわけではありません』

「法律を定めても、それを悪用するものがでてくる……ということですか？」

『抜ぬけ道のある、解かい釈しやく次し第だいでどうとでもなる法律では意味がないということです。時代の流れとともに、法律が古びてくる、現実的でなくなる可能性もあります。人類は永く──法治社会を営んできましたが、大小無数の矛む盾じゆんと失敗、混乱を招きました』

「決して揺ゆるがぬ絶対的な基準を元に、法律を構築すべきではないでしょうか」

『具体的に例示してください』

「死です。人間は必ず死にます、科学全盛のこの時代にもまだ不ふ老ろう不死という人類の悲願は達成されていません。死ねば死にます、誰だって必ず。それを、基点とします」

『端たん的てきに表現してください』

「悪人を殺します。悪を死し滅めつさせます。理想論ですが、法律に違反した──つまり悪と化した瞬しゆん間かんに死ぬようなシステムを構築すべきです。そうすれば、すくなくとも法律は守られます。あとは、その法律をしっかりと考える必要がありますけどね」

『有効だと判断します。無数の問題点がありますが、クリア可能です。ただし──基準の設けかたによっては、全人類を悪と判断するしかありません。人間は必ず死ぬのと同様に、必ず何らかの失敗や、ちょっとした噓うそ……。悪を、必然的に帯びてしまいます』

「それで、人類が絶ぜつ滅めつしたとしても──」

　この場合はそれが正義ですね、と雛藻は簡単な計算でも解くように言った。




　　　　◆




　どうやら、夢を見ていたらしい。

　真っ黒な──否いな、真っ暗な豚小屋学園の独どく房ぼう、その簡素な寝台でシーツを頭までかぶった雛藻は「うにゅ……」と呻うめきながら何度か瞬まばたきをする。

　明るく清潔で、純白の景色に包まれて育ってきた。だから黒一色の世界に慣れていなくて、怖こわくて、雛藻はゆっくりとシーツのなかから顔をだした。新しん鮮せんな空気を、ちいさな胸いっぱいに吸いこむ。

「…………」

　まったく光源がない状態なので、ほとんど何も見えない。もぞもぞと動いて確かめたものの、そばに岬がいることは確認できなかった。

　彼は先刻、独どく房ぼうを脱け出してあちこち調査をしに行った。明日の午後に予定されている脱獄までに、すべての段取りをつけておくつもりだとか。

　そのために彼は、例のあの黒色細さい胞ぼうで壁の一部を切断し、そこから悠ゆう々ゆうと独房を抜けて自由に動き回っている。くり抜かれた壁はハンガーで吊つるした彼の上着で隠かくされており、万が一、不ふ審しんに思われた際には世界の認識を避さける黒色細胞で覆おおって誤ご魔ま化かすつもりだ。

　物わかりのよい雛藻は、とくに異論も差し挟はさまずに良い子にして彼の好きなようにさせてあげた。とくに雛藻自身には、強しいてこの学園を脱出する理由も意い欲よくもないのだが。

　今の雛藻の最大の目的は、生き延びること。

　そして、知ることである。この世界のことを、あの真っ白な部屋の外のことを。

「……はむ」

　つい赤ちゃんみたいに指をくわえてしまって、すぐにそれを恥はじた。

　もう、自分は乳幼児ではない。物事の分別も、多少はつく年齢である。

　誇ほこりをもって生きなくてはならぬ。

「岬？」

　小声で、岬に呼びかける。だが返事はない、まだ帰ってきていないらしい。

　雛藻は誰にも存在を察知されてはならない、この独房においての──否、豚小屋学園においての異分子である。寂さびしいからって、大声で岬に呼びかけるわけにもいかない。

　雛藻はシーツのなかで身を丸めて、か細く震ふるえた。

　寝ね苦ぐるしいため、もともと着ていた児童向けの制服は脱ぬいでいる。今の雛藻は薄うすっぺらな、下着同然のインナーのみを身にまとっていた。着き替がえももっていないし、岬に頼たのんで調達してもらうのも躊躇ためらわれた。

　脱獄、という慎しん重ちような配はい慮りよが必要な行こう為いを目的とする彼は、あらゆる点で看守などに不審がられないように気をつけるべきだ。女児の服がほしい、とか言い始めたら怪あやしい。基本的に高校である豚小屋学園では、子供服など手に入れるのはわりと至難の業わざだろうし。

　いちおう先ほど、岬が服を洗ってきてくれた。それは無ぶ愛あい想そうで、人間味の欠けているように思える彼にとって、雛藻に対しての最大限の配慮であろう。

　それで満足していたし、雛藻は感謝すらしていた。彼は、最善を尽つくしている。

「夜は、すこし冷えますね」

　返事がないのはわかっていたものの、つい独りごちてしまった。

　雛藻にとって、間近に他人がいる生活は初めてである。機械任せの学習プログラムとはちがう、生の他人との遣やり取りは刺し激げき的てきで楽しくて、つい夢中になりがちだ。

　岬が変なのか、雛藻の学習が足りなかったのか──どうも会話が嚙かみあわないことがおおいけれど。それすらも珍めずらしくって、面おも白しろかった。

　雛藻はそれなりに、世間から見れば味気なくて退たい屈くつであろう豚小屋学園の独房での監かん禁きん生活を満まん喫きつしていた。しばらく、こんな日々がつづいてもいいと思う程度には。

　だが、そうもいかないのだろう。自分には立場がある、岬にも任務がある。

　ここは一時的な止まり木だ、運命が──世界が雛藻を放ほうっておくわけがない。自分には【特命生徒会】の生徒会長という、ちいさな少女が背負うには重たすぎる肩かた書がきがある。岬もまた、【特命生徒会】の一員として生徒会長を守ってくれているだけ。

　その関係性には、人間の情愛は含ふくまれていない。錯さつ覚かくしてはいけない、一方的に懐なついたって岬には迷めい惑わくだ。別れがつらくなるだけだし、彼にとっては単なる仕事だ。

　けれど。

「ねぇ岬、わたくしは……。ほんとうに、けっこう幸せなのですよ」

　そんなことを言っても、岬は戸と惑まどうだけだろうけれど。

　どうせ返事はない、誰かに聞かれることもない──そう思って不用意に本音をつぶやいてしまった。それですこしだけ気が紛まぎれて、スッキリして、雛藻は寝直す姿勢になる。

　直後、雛藻のいる独房の鉄てつ格ごう子しに何者かの指が絡からみついた。




　　　　◆




　雛藻の喉のどの奥から、悲鳴が漏もれそうになった。

　暗闇のなかで、それに気づけたのは僥ぎよう倖こうであった。いつの間にか鉄扉が開かれており、その内側にある鉄格子を外から誰かが摑つかんだのである。

　看守の見回りだろうか。豚小屋学園では夜間、生徒が出歩くことは推すい奨しようされていない。考えられるとしたら、やはり看守だ。

　雛藻がこの独房にいることは誰にも察知されてはならない。気を抜いてしまっていたが、自分は逃とう亡ぼう生活中みたいな身の上である。目もく撃げきされてはならない、岬に怒おこられる。否、自分の立場を考えれば──殺されたっておかしくない。

　自分は血まみれの、【特命生徒会】の長おさだ。怨うらみを買っていないわけがない、『秘術』による殺人は世界に認にん識しきされないとはいえ……。それも、絶対ではない。

　急に怖くなって、震えそうになった。雛藻はシーツのなかに頭を引っこめて、自分の指を嚙んで可能なかぎり静かに息を殺した。

　ちらりと見えたかぎりでは、鉄格子を摑んだのは岬ではない。もっと太くて、ごつごつとした男の指に思えた。鉄格子の外に立っているのは、岬よりも一回りか二回りはおおきな、怪物じみた巨きよ体たいである。雛藻は、恐きよう怖ふに竦すくむ。

　雛藻は年ねん齢れいのわりには聡さとかったが、修しゆ羅ら場ばに慣れているわけではない。突とつ然ぜんの事態に頭はまるで回転せず、無力な小動物のようにただ身を縮ませるしかない。

　悲鳴をあげないため嚙みしめた指から伝わってくる痛みで、寝ぼけていた己おのれの頭に刺激を──活を入れる。そして、必死になって考えた。

　看守かとも思ったのだが、それにしては不自然な気がする。この独房を管理しているのは──つまり夜間の見回りなどをするのは、あの奇き態たいな女看守エリザベスである。他の職員などは、まったく見かけなかった。本来、独房はほぼ誰とも接点のない隔かく離りされた場所なのである。だからこそ、岬も雛藻を伴ともなってここに移動したのだし。

　他人の目がない、窮きゆう屈くつだが安全な潜せん伏ぷく場所であるはずだった。

　例外は、食事を届けにくるあの少女──瓜うり姫ひめ愛梨ぐらいか。だが彼女も生徒だ、夜間には出歩かない。その意味もない、食事の時間ではないのだ。

　それに、いま鉄格子の外にいるのは大男──に思えた。愛梨ではない。エリザベスでもない。もちろん、岬でもないだろう。ならばいったい、誰なのか。

　もしも自分を始末しにきた、刺し客かくのようなものだったとしたら。

　ここで何もせずにやり過ごそうとしても、むしろ危険だ。たとえば拳けん銃じゆうなどで狙ねらわれたら、何もできずに即そく死しである。無論、雛藻がシーツから顔をだして万ばん全ぜんの状態で備えていても、そんな状じよう況きようになったら詰み──死ぬしかないが。

　外にいる何者かが攻こう撃げきしてきたにせよ、思いっきり動き回れば狙いが逸それて一発で致ち命めい傷しようになることだけは避けられるかもしれない。敵が鉄格子すら開いて踏み込んできたとしても、逃げ回っていれば──その間に岬が戻もどってきて、助かるかもしれない。

　その可能性に賭かけて、動くべきか。

　だがすべて雛藻の勘かん違ちがいで、看守の──エリザベスのことを暗闇のなかで見誤って、大男だと誤解したとか。

　あるいは愛梨が親切にも夜食を持ってきてくれた、などの場合は雛藻が発見されたら騒さわぎになる。まさか殺されることはないだろうが、脱獄の計画はおじゃんである。

　どうする。

　どうであれ、何も考えずに何もせずにいるのは下策であろう。生き延びるために、できるかぎり幸いな未来を摑むために、せめて思案することをやめてはならない。もう何もできず──世界との接点がない、あの真っ白な部屋に閉じこめられているのではないのだから。

　ようやく、世界と関かかわれるのだから。雛藻はもう、外にいるのだから。

　覚かく悟ごを決めて、必死に考えて──雛藻はある行動にでた。

　枕まくら元もとに垂れている、細い糸のようなものに手を伸のばして、引っ張ったのである。

　これは岬の『秘術』によって生じた、黒色細胞である。『秘薬』をできるかぎり消費しないように、ほとんど視認できないほどの細さになっている。

　この黒い糸は独房の外にでて、脱獄のための下調べをしている岬の身体からだと繫つながっているらしい。万が一の際にはこれに触ふれろと、雛藻は岬に言い含められていた。

　雛藻が触れながら強く念じることで、『秘術』の産物である黒色細胞は消える。それが、岬にも伝わるらしい──まさに非常時の呼びだしスイッチである。

　岬にとって、雛藻は護衛対象である。脱獄のための調べものをする際にも、彼は最大限、こちらの身の安全について考こう慮りよしていた。

　彼はプロフェッショナルだ。基本的に単なる無力な子供である雛藻よりも、緊急事態の対処には慣れている。ここで雛藻が余計な真似まねをするより、彼に判断その他を任せたほうがいい。それが、雛藻の結論だった。

　これが正解だったかどうかは、まだわからない。黒色細胞を消しただけで、思考を停止もしない。岬が戻ってくるまで、雛藻は独力でこの場を生き延びなくてはならない。

　鉄格子の向こうにいたのが見回りの看守で、本来は独房にいるはずのない雛藻が寝転んでいることに気づかない迂闊なものだった場合は、何も気づかずに帰ってくれるかもしれない。それで済む、雛藻の抱いだいた不安は杞き憂ゆうになる。

　だが刺客だった場合は、攻撃に備える必要がある。

　頭からシーツをかぶった雛藻には、自分の周囲の状況を確認することすら難しい。だが頭をだして逃にげ回ったりするほど、思いきることはできなかった。何も見えないからこそ恐怖は膨ふくれあがり、雛藻は頭が変になりそうで──両目に涙なみだを浮うかべてしまった。

　怖い。

　次の瞬間には、自分は殺されているかもしれない。

　因果応報だ。【特命生徒会】は、大量の人命を奪うばってきた。

　自分が殺されたからって、文句も言えない。

　けれど、死にたくない。死は未知である、理解の及およばない断絶だ──雛藻はそれを恐おそれる。そんなものを、無む秩ちつ序じよに撒まき散らしてきた自分たち【特命生徒会】のことも。




　　　　◆




「生徒会長」

　不意に、声が響ひびいた。

　一いつ瞬しゆん──岬が戻ってきたのか、と思って雛藻は安あん堵どの吐と息いきを漏らしたが……。ちがう、岬の声ではない。岬とはまだほんの短い間しかともに過ごしてはいないが、その程度のことはわかる。もっと低く重たい、雛藻の知らぬ誰かの声だ。

　それなのに、生徒会長と──一いつ般ぱん人は知らない名前で呼ばれてしまった。

　雛藻は先ほどよりも格段に、警けい戒かい心しんを固めた。

　たったひとつの呼びかけから、雛藻は様々な事こと柄がらを理解する。

　声はすぐ間近、鉄格子の向こうあたりから聞こえた。雛藻の期待もむなしく、正体不明の何者かは立ち去ってくれなかったらしい。

　同時に、何者かはこの独房にいるものが雛藻だと確信して声をかけてきた。【特命生徒会】のことも知っている。雛藻がその首しゆ魁かい、生徒会長であることも。

　そこまで事情を把は握あくしているなら、【特命生徒会】の関係者──最悪の場合は本当に自分を狙いにきた刺客だ。看守などの、一般人ではありえない。

　雛藻は飛び起きた。

「………!?」

　シーツを撥はね上げ、いきなり攻撃されても大だい丈じよう夫ぶなように寝台からそのまんま転がり落ちる。床ゆかを何度か跳はねて、壁かべ際ぎわまで後退した。下着姿同然のまま、丸まる腰ごしである。けれど何かされたとしても、致命傷を避けるために頭部を両手で抱かかえこむようにして守った。

　雛藻は考え得うるかぎり、己では最善だと判断する行動をした。生存率が、わずかでも高められる。それを期待しながら、鉄格子の向こうを睨にらみつける。

　謎なぞの人ひと影かげは先ほど一いち瞥べつした際に確認した状態から、ほぼ微び動どうだにせずにその場に佇たたずんでいた。開かれた鉄扉を背後にして、鉄格子を握りしめて立っている。

　やはり、どうやら大男だ。雛藻を片手でつまめそうな、巨きよ漢かんである。暗いので、雛藻には細部までは判別できない。もしかしたら体格がよくて声が低い女のひとかもしれないが、性別はあまり問題ではない。雛藻は、とりあえず大男だと考える。

　威い圧あつ的てきな見た目だ、否いや応おうなく警戒心が増していく。

「何者ですか？」

　もはや声を押し殺す理由はないと思い、けれど無駄に大声をあげて他ほかの看守などを呼び寄せても今はまずいと考えて、雛藻は小声で問いかけた。

　希望的観測に縋すがるなら、この大おお男おとこが【特命生徒会】の関係者だとしても……。岬の任務に協力するために送りこまれてきた、増ぞう援えんかもしれないのだ。

　その場合、むやみに騒いで耳じ目もくを集めるのは、まずい。

「怖こわがらないでください」

　大男は意外なほど穏おだやかな口調で、語りかけてくる。

　優やさしげに聞こえるが、感情が含まれていない──大型動物の鳴き声みたいだ。そこに意思がこめられていないように思えて、言葉の意味を読み取るのにすこし時間がかかる。

　岬も人間味が薄うすい喋しやべりかたをするが、この大男の場合は人間のかたちをした木像じみている。淡たん々たんとしていて、声には抑よく揚ようがなく、気を抜ぬいたら自然音や生活音のようなものだと──意味のない単なる音だと判断して、聞き逃のがしてしまいそうだ。

　岬はまだ愛あい嬌きようがあるほうだったのだな、と雛藻は思った。

「我々は、あなたに危害をくわえるつもりはありません」

　いろんなことを考えている雛藻に、とくに頓とん着ちやくせずに、やはり動かないまま大男は丁てい寧ねいに言葉を重ねてくる。我々？　複数？　この大男だけではなく、誰か他にも控ひかえているのか──と思って雛藻は周囲を見回す。大男からも、注意を逸らさないまま。

　雛藻は身を低くし、部屋の一角に置かれた寝台に寄り添そう。いざとなればこれを遮しや蔽へい物に、盾たてにしようと考えたのだが、独房の寝台は床に固定されていて動かせそうにない。身を守る術すべが見いだせず、不安である。

　努めて恐怖を声にださないように気をつけつつ、雛藻は慎しん重ちように問いを紡つむいだ。

「先ほどの質問に、答えてください。……何者ですか、あなた？」

　自分もひとのことを言えないぐらい、愛あい想そのない喋りかたをしている。それは自覚していたが、べつに自分はお笑い芸人ではない──楽しくお喋りできる状況でもない。

「我々は、あなたの身の安全を守るための存在です」

　大男は、やはり意味が摑みにくい発言をする。その語り口に、雛藻は違い和わ感かんをおぼえる。何だか、大男は説明しづらそうにしている。噓うそをついているというより、説明するまでもないことを、わざわざ語り聞かせなくてはいけなくて難なん儀ぎしているような。

　どうして呼吸をしているのですか、とでも問いかけられた感じだ。それは酸素を摂せつ取しゆして云うん々ぬんと、わざわざ自明の理なことを説明させられているみたいな──。

「ですから、ご安心を。いま救出いたします、生徒会長」

　そんな大男の発言に、雛藻の脳のう裏りを疑問が掠かすめる。救出？　いったい何から、自分を助けるというのだろう？　いま雛藻が最も危険を感じているのは、他でもなく正体不明のこの大男に対してなのだが……。理解ができない、納なつ得とくができない。

　あんまり釈しやく然ぜんとしないうちに、事態は動いた。

　頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべている雛藻のすぐ真横、壁かべにハンガーで吊つるされていた鼠ねずみ色いろの制服──その上着が「ふわり」とほんのわずかに揺ゆれた。

「必ず殺す」

　愛想もへったくれもない簡素な殺し文句が、独房に響いた。




　　　　◆




　脱だつ獄ごくのために豚小屋学園のあちこちを徘はい徊かいし、調査をしていた岬は──。

　緊急事態を察知し、可か及きゆう的てき速すみやかに独房へと戻った。万が一のために独房に残していた黒色細さい胞ぼうが、消えたのである。雛藻が寝ね返がえりを打った際にたまたま触さわったとか、そういう偶ぐう然ぜんはありえない。そのへんには慎重に気を配った、何かがあったのだ。

　岬はプロフェッショナルだ。動どう揺ようもせずに、最適な動きをする。誰にも勘づかれないまま最短ルートを辿たどって豚小屋学園の天てん井じよう裏や床ゆか下した、通風口を潜くぐり抜けて独房へ帰還。

　ほんの数瞬のみ、独房のなかの様子を観察し──状況を可能なかぎり把握。

　ほぼタイムラグもなく、どうも雛藻に恐きよう怖ふを与あたえているらしい、独房のすぐ外にいる何者かに対して『秘術』を放った。雛藻のようにいろいろな可能性を考慮しすぎて、自じ縄じよう自じ縛ばくに陥おちいることもない。己おのれにとっての優先事じ項こう、基本則に従って躊躇ためらいなく動く。

「岬」

　壁際に蹲うずくまっていた雛藻が、掠れた声でこちらを呼ぶ。そのおおきな双そう眸ぼうに溜たまっていた涙が、こちらに視線を向ける──その眼球の動きによって溢あふれて頰ほおを伝った。

　壁の穴から飛びだした岬は、そんな彼女の正面に舞まい降りて全身でちいさな彼女を隠かくすような位置取りをする。敵が何らかの攻撃を仕し掛かけてきた際に、雛藻を守れるように。その可能性を、ほんのわずかにでも高めるために。

　無論、これは任務のためである。敬愛する上司、母と慕したう冥めい路じ舞夢から与えられた役割を果たすためだ。今の岬の任務は、雛藻を無事に舞夢に引き渡わたすこと。

　ここで死なれては困る。母を、落らく胆たんさせてしまう。

　それだけだったのだけど。雛藻は、まるで子供向けの物語に登場する正義の味方でも見るみたいに……。こんな暗くら闇やみのなかでも眩まぶしく輝かがやいているふうに錯さつ覚かくしそうな、熱い視線を向けてくる。その視線に、むしろ岬は怯ひるんだ。

　雛藻はよっぽど怖かったのだろう、岬に縋りついて泣きじゃくりたかったような素そ振ぶりを見せた。だが、状じよう況きようは現在進行形である。岬に抱だきつくなどして、その行動を阻そ害がいしてはならないと己を戒いましめたのか……。宙に這はわせた指を止めて、己自身をぎゅっと抱いた。

　賢さかしい子供だ。かわいげがない、とすら思える。

　だがそんな彼女の配はい慮りよも理解し、岬は有り難がたいと思う。彼女は最善を尽つくした、今度は自分の番だ。雛藻に早さつ急きゆうに対処すべき怪け我がなどがないことを手早く確かく認にんしつつ、岬は殺し文句によって誘ゆう引いんされた『秘術』を操作する。

　岬の全身から伸びた黒色細胞が、鉄てつ格ごう子しの向こう──大男に殺さつ到とうする。

　黒色細胞は岬の意志によって硬こう度どや、用よう途とを変化させられる。岬は当初、大男が何者だかきちんと確認しないままに、黒色細胞の硬度を最大にして鋭えい利りな切っ先を形成させ──刺さし殺そうとした。死なせて、排はい除じよするのが最も手っ取り早いと考えたのだ。

　だが大男に殺意や闘とう志しがなさそうなのを見て、刹せつ那なのうちに黒色細胞の性質を変化させる。殺害ではなく拘こう束そくすべき、と判断。即そく座ざに排除しなくても良さそうだ、これは油断ではなく冷静な判断である。生かしておけば、正体も探さぐれる。

　今後の行動のために、最適な選せん択たくをしただけ。命を奪うことに抵てい抗こう感かんがあるわけでも、情けをかけたわけでも、もちろん雛藻に凄せい惨さんな殺しの現場を見せたくなかったなどの──感傷でもない。機械のような、合理的判断のつもりだった。

　それに岬の『秘術』は、この場で急いで刺し殺さなくてもさほど問題ない。必ず殺す、という殺し文句は伊だ達てではない。岬が望めば、黒色細胞に触れたものは必ず死ぬのだ。

　返り血を浴びるか、浴びないかのちがいでしかない。

　残ざん酷こくな殺人を見せて、雛藻に悲鳴でもあげられたら看守などが集まってきて面めん倒どうだ、という判断である。岬は、自分自身ですらその言い訳──理り屈くつを疑いもしなかった。

　だが結果として、岬の攻こう撃げきはやや手ぬるいものになった。

　殺害ではなく、拘束。手段の、目的の変化は岬の攻撃から破は壊かい力を減じさせた。一瞬のうちに黒色細胞は大男の全身に、腕うでに足に腰こしに絡からみついたが……。大男の上背の高さによって狙ねらいにくかった口元に、黒色細胞が辿りつくのがわずかに遅おくれた。

　その『わずか』のうちに、大男に声をあげさせることを許してしまった。

「死んでも守る」

　大男が、不気味なほど平へい淡たんな声でそう囁ささやいた。

　殺し文句だ。

　岬にはわかる。【特命生徒会】の人間──体内に『秘薬』を宿すものは、『秘術』の行使を感知できる。大男は、何らかの『秘術』を用いた。

　岬は理解する。この大男も、【特命生徒会】の構成員だ。

　しかも──聞き覚えのある、殺し文句であった。

　殺し文句が有名であるということは、それを用いる人間の知名度が高いということだ。あのタンスと名乗った少女がこちらの殺し文句を聞いて、岬のコードネームを見み抜ぬいたように。名が売れているということは、すなわち【特命生徒会】でも高い地位をもつ有名人である、ということ。

　それだけ噂うわさになり、情報が交こう換かんされているということ。

　優ゆう秀しゆうな、【特命生徒会】の構成員であるということ。

　危険な相手だ。岬はそう判断する、同じ【特命生徒会】だからといって安直に仲間であるとは判断できない。むしろ、より警けい戒かい心しんは増した。

「その殺し文句は──位階『Ｔ』序列二位、タートルだな？」

　岬は、一いつ切さいの油断もなく身構えたまま問うた。死んでも守る。その殺し文句は有名である。防ぼう御ぎよに特化した位階『Ｔ』のほぼ最上位、幹部補佐のタートル……。【特命生徒会】でも最強クラスの、物理的防御力を誇ほこるという。

　核かく爆ばく弾だんが直撃しても、平気の平へい左ざで生存できるという噂だ。

　岬は警戒しながらも、わずかに怪け訝げんになる。

　鉄格子の向こうに立つ大男のことを、知っていた。

　べつに友達でも何でもないけれど──この豚小屋学園において、岬と同房だった人物である。岬は心のなかで、彼を『おおきいひと』と呼んでいた。

　とくに警戒の必要もない、単なる行きずりの他人だと思って名前を覚える努力すら怠おこたっていた。簡単な身辺調査は舞夢に頼んでいたが、今のところ怪しい点はなかったし。

『おおきいひと』はあまり知能が高くない、無害な存在だという判断をしていたけれど──認識を改める必要がある。どうやら彼はあえて一般人を装よそおっていただけで、恐おそろしい本ほん性しようを、爪つめを隠して潜ひそんでいた。岬と、同じように。

「位階『Ｔ』が、何の用件だ」

　岬は戦せん闘とう態勢を崩くずさないまま、問いかける。

「母さ……ゴスペルに調査を頼たのんだ件の、報告でもしてくれるのか？　タンス、と名乗った少女について──位階『Ｔ』の人間として、続報をもってきてくれたとか？　位階『Ｔ』にタンスというコードネームの構成員はいないと聞いたが、その報告は誤りで本当は所属していた、あるいは他の位階の人間であったと調べがついたとか？」

　考え得うるかぎりの可能性を、羅ら列れつする。

　できれば、本格的な戦闘はしたくない。相手は岬が所属する『Ｇ』よりも下位の位階『Ｔ』の所属ではあるが、伊達にも仮にも序列二位──強大な存在だ。対話で、交こう渉しようで済めば御おんの字である。すでに互たがいに『秘術』を放ってしまった手前、引っこみもつかないが。

　相手も当然、岬の──グングニルの名前は知っているはずだ。必ず殺す、位階『Ｇ』のグングニル。戦闘は避さけたいはずだ、と期待するしかない。

「…………」

　タートル──と思おぼしき存在は、返事をしない。その全身には岬の放った黒色細胞が巻きついているのだが、意にも介かいしていないようだ。防御力だけでなく腕力も強化されているのか、もともと筋肉が発達しているのか──黒色細胞をあっさりと引きちぎった。

　鉄格子から手を離はなし、やはり感情の欠けた口調で告げてくる。

「タンスを名乗る不届きものは、すでに始末している」

　当たり前のように、そんな寒気のするような事実を口にすると──そのままゆっくりと踵きびすを返す。向こうにも、この場でやりあうつもりはないのか。

　タートルは独特な、かなり長い間をとってから、言葉を並べてきた。

「交渉は貴様ではなく、ゴスペルと行う。……今日のところは、見み逃のがしてやる」

「こちらの台詞せりふだ」

　挑ちよう発はつ的てきな台詞に、つい岬は売り言葉に買い言葉で返してしまう。岬は自分の実力に、絶対的な自負があった。母と慕う舞夢が、最強の殺し屋として自分をつくってくれたのだ。こちらを侮あなどるような発言は、そのまま舞夢への侮ぶ辱じよくである。

　許せない。

　殺意を渦うず巻まかせる岬だが、相手はまったく取りあわない。

「どうかな。貴様は、どうも何も知らないらしい」

　嘲ちよう笑しようするでもなく、憐あわれむでもなく言って、タートルは名前のとおり亀かめのように緩かん慢まんに──そのまま闇のなかに消えていった。
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　そのあと。

「この独どく房ぼうは放ほう棄きし、拠きよ点てんを変へん更こうする」

　岬は迷いなくそう決断し、よどみなく行動した。まずはタートルが完全に立ち去ったのを確かめる──彼についての調査は、後ほど舞夢に依い頼らいするつもりだ。

　今後のプランを考えつつ、岬は雛藻を手早く梱こん包ぽうする。

「あのう、岬……？」

　寝台のシーツで身体からだをくるまれて、コウノトリに運ばれる赤ちゃんみたくなった雛藻がすこし不満そうな声をあげる。彼女はよっぽど怖こわかったらしく、タートルが立ち去ったのを確認し終えてから、岬に抱きつきにきたのだが──。

　まるで恋こい人びとどうしが再会した際に交かわす熱い抱ほう擁ようじみたそれを、岬はすんなり避よけた。彼女が文句を言うのにも取りあわず、岬はテキパキと彼女を頭だけだした状態でシーツで包み終える。よし、と満足の吐と息いきを漏もらす。

「必ず殺す」

　殺し文句を口にして、『秘術』を発動。枕カバーを黒色細胞で切り刻み紐ひも状にして、梱包した雛藻をそのまま背負う。彼女が痛みに呻うめくほど、きつく緊きん縛ばく・固定。

　タートルの目的は不明だが、互いに『秘術』を行使した──交戦してしまっている。あの場ではそれが最善だと判断しての行動だったが、位階『Ｔ』あるいはタートル個人とは敵対してしまったと考えたほうがいい。

　敵対者がいるのに、拠点を移さずその場でのうのうと過ごしているのは危険だ。どうもタートルは生徒会長──雛藻に、接せつ触しよくしようとしていたようだし。

　護衛対象である彼女に、何らかの手出しをされる前に場所を移す。

　独房から岬の姿が消えていれば、警備レベルは高まるかもしれないが──。

　タートルが鉄扉を開いてしまったことで、看守室には連絡が行っているはずだ。すぐにでも、独房で変事があったことが察知される。このまま独房に居座って看守に事情説明をしたり、時間をとられるのも面倒である。

　ゆえに看守が駆けつけてくる前に、さっさとこの場から撤退する。

　そのあたりの事情を雛藻に説明する余よ裕ゆうがないので、彼女は疑問でいっぱいだろうに──今のところ従順に大人しくしている。それはすこし、有り難がたい。

　今回の任務も、この調子ならうまく成功させられるかもしれない。

　任務を達成し、役目を果たし、母と慕したう舞夢に褒ほめてもらう。

　それが、岬のすべてだった。まだ、今のところは。
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　岬は雛藻を背負いなおし、壁かべにあけた穴から脱出。

　そのまま壁裏の狭い空間を、両手両足で突つっ張りながら這い上がる。独房は地下にある──まずは一階にでて、先ほどのように人目につかない場所を選んで豚小屋学園のなかを移動する。潜せん入にゆう工作の訓練は積つんでいる、岬にとっては簡単なことである。

　だが余計なお荷物を背負っているため、やや動きは鈍る。それがすこし、歯がゆい。放ほうり捨てていけたら楽なのだが、これが岬の任務である。

　岬に背負われて揺ゆられながら、雛藻がうんざりしたような口調でぼやいた。

「岬。今は吞のん気きにお喋しやべりしている状じよう況きようではない、というのは理解していますけれど。ひとつだけ、質問してもよろしいでしょうか？」

「おまえの制服なら、ちゃんと運んでいる」

　岬は小こ脇わきに、雛藻が脱ぬいでいた制服や帽ぼう子し、そして鞄かばんを抱かかえている。

　いつもは丸めてシーツのなかに放りこんでいたため、やや皺しわが寄っている。どうもこの衣い装しようは雛藻のお気に入りのようで、扱あつかいが雑なことにさんざん文句を言われた。

　下着姿のままでは風か邪ぜをひく、持って行くのは当然である。

　この程度、さほど荷物でもないし。他ほかに私物もない、ついでに運べる。

「そうではなくてですね。いえ、それも重要ですけど」

　雛藻は大人しく運ばれるまま、いちおう気を遣つかっているのか小声で囁いている。岬の聴ちよう覚かくは訓練されているし──常人離ばなれしているので、か細い声でも難なく聞き取れる。

　夜中だしいろいろあって疲つかれているのだろう、雛藻の声にはかなり元気がない。

「わたくし、何で手荷物のように運ばれているのでしょう？」

「背負っているので、『手荷物』という表現はおかしい。強しいて言うなら、単なる荷物だ」

「揚あげ足取りは好きじゃないです。背負って運ぼうが、手荷物と表現する場合はありますよ。たとえば、リュックサック」

「論点がずれている」

「ええ。わたくしのことをお姫ひめさま扱いしてほしいとは言いませんが、せめて生き物扱いしてほしいです。これは生徒会長としての命令ではなく、お願いなのですけど」

「母さ……ゴスペルにもそう言われている、俺としては可能なかぎり配はい慮りよしている」

「そうですか。お陰かげさまで、たいへん快適です」

「それは結構なことだ」

「皮肉が伝わりませんね、あなた。最近は機械でもある程度のユーモアを解しますよ、もうすこし愛あい嬌きようというものを身につけてください。わたくし、何だか寂さびしいです」

「努力はしている。だが、必要以上に馴なれあうつもりはない。おまえは護衛対象で、俺にとってこれは単なる仕事だ。お友達ごっこ、家族ごっこをしても仕方ないだろう」

「心得ております。お仕事ご苦労さま。……あなたは役目をきちんと果たしています、まだきちんとお礼を言ってませんでしたね。ありがとう、助けてくれて。わたくし、たいへん怖かったのです。あなたが独房に戻もどってきてくれたとき、光り輝かがやいて見えました」

「視覚に不具合があるのか？　ふむ、タートルの『秘術』だろうか……？」

「冗じよう談だんを言う努力をしたのだったらいいのですが、あぁ、比ひ喩ゆ表現も理解してくれないのですね。まぁ何かを言えば答えてくれる、無視をされないだけ有り難いですけど」

「ちなみに、おまえをシーツで包んだのはこのほうが運うん搬ぱんしやすいからだ。まずこの壁裏の空間を這はい上がる際に、おまえを抱かかえて両手が塞ふさがっている状態だと難なん儀ぎする。不可能ではないが、こうやって背負ったほうが効率的だろう」

「効率は認めます。けれど、わたくしのお気に入りの御お伽とぎ噺ばなしでは……。いえ作り話──つまり理想と現実は異なることが解せないほど、お子さまではございませんが」

「御伽噺、俺も好きだ。よく、母さんが絵本を読み聞かせてくれる」

「意外です。わたくしの生しよう涯がいで、最も意外な情報を得ました」

「そうか。ちなみに『桃もも太た郎ろう』が好きだ、鬼おにの拠点を攻せめる手て際ぎわが効率的だ。咄とつ嗟さの事態への対応も巧たくみだ、よくあの軍備であれだけの戦果をあげたものだと感心する。あれらの動物を、どうやって訓練したのだろうな」

「そうですか。ええ、わたくしは『白しら雪ゆき姫ひめ』などが好みです」

「あれは、戦力を逐次投入する愚ぐ策さくが好ましくない。白雪姫を殺すためなら、もっと効率的な方法があった。いや、白雪姫が優ゆう秀しゆうだったのだろうか──その後の報復を避けるために敵対者を完全に潰つぶしたあの手際が素す晴ばらしい。あぁ、その部分が好きなのか？」

「その部分は、わたくし完全に興味ないです」

「そうか……。母さんも似たようなことを言っていた、『もっとロマンスとかにも興味をもとうよ。仕方ないけどね、グンちゃんは男の子なんだし』とか何とか」
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「そういえば、ちゃんと聞いてませんでしたけど……。そのお母さん、というかたは何者なんでしょう？　どうも【特命生徒会】における、あなたの上司でもあるようですけど。親子で──というか家族で、殺し屋をやっているのですか？」

「あぁ、ちょっと事情があってな……。母さんの『秘術』に関かかわることなので、詳くわしくは説明できないが。母さんは己おのれの肉体をちぎって、粘ねん土ど細工のようにこねて、自分の分身をつくることが可能だ。俺は、そうやって母さんにつくられて育てられたんだ」

「あぁ、自分をつくった存在だから母親と呼んでいるのですか……。『秘術』は何でもありなのですね、感心します。普ふ通つうの親子関係ではないようですが、家族がいるというのはちょっと羨うらやましいです。ずいぶん、仲良しなようですし」

「雛藻には、血けつ縁えん者しやはいないのか？」

「いませんね。わたくし、天涯孤こ独どくです。どうも母親らしきひとは、いたようなのですが──ろくに交流もできませんでしたね」

「そうか……。家族というのは良いものだぞ、とくに母親はいいぞ。無む償しようの愛を注いでくれる、俺もいつも拠点では母さんに膝ひざ枕まくらされたりして甘えている」

「ふぅむ、あんまり想像できない図ですね……。けれど、やっぱり羨ましいです。誰かを愛し、愛されることは──この上なく幸福なことでしょう。わたくし、まだそういう感覚は、知識のうえでは理解していますけど……。正直、よくわからないのです」

「ゆっくり慣れていけばいい、俺もそうしている。まだ、俺もいまいち実感できないけどな。絵本をどれだけ読んでも、ピンとこなかった。俺はどうも、そっち方面の情動があまり育たないようにつくられたようだし」

「えっと、どういうことでしょう？」

「俺も具体的なことは知らないが、どうも──母さんは俺の前にもうひとり、自分の子供をつくったらしい。そちらは女性だったというし、俺の姉のようなものだな」

「お姉さん、いらっしゃるのですね。どういうかたなのですか？」

「知らん。面識はない、主に『浮うき舟ふね』という偽ぎ名めいを用いていたようだが……。人殺しを重ねるうちに、精神に失調をきたしたらしい。愛情が深く、他人に感情移入しすぎる、優やさしく感受性の強いひとだったそうだ。あまり、殺し屋には向いていない人格だ」

「でしょうね。殺人は、他人の命を──人生を奪うばうというのは想像するだけで多大なストレスです。耐たえられず、心を病やんでしまうのも頷うなずける話です」

「御伽噺じゃないしな、なかなか勧かん善ぜん懲ちよう悪あくとは──めでたしめでたしとはいかない。俺たちが殺すのは悪い鬼ではなく、泣いて笑って怒おこって生きている人々だ。それを殺あやめ、返り血を浴びつづけて、罪悪感と心労によって姉は……『浮舟』は壊こわれてしまった」

「わたくしにそんな資格はないでしょうけど、同情します。人間は、数字ではありませんもんね──殺す殺すと簡単に言いますけど。人命をひとつ奪うたびに、悲劇が繰くり広げられ、大量の血が流れる……。被ひ害がい者しやも加害者も、無傷とはいきませんね」

「そうだな。ともあれ母さんは『浮舟』の辿たどった末路を反省し、気をつけて俺を育ててくれている。愛してくれてはいるが、いつでも申し訳なさそうで……。母さんは俺を通して『浮舟』のことを見ているようで、やや寂しいな。とりあえず『浮舟』のように壊れて、母さんを哀かなしませないようにするのが、俺の使命だと思っている」

「お姉さんのぶんまで幸せになることが、だと思いますけどね……。その『浮舟』さんは、今はどこで何をしているのでしょう？」

「わからん。普通に考えれば、処分されたのだと思うが。殺し屋として役立たずになっただけだしな──案外、記き憶おくの操作でもされてどこかで一いつ般ぱん人として暮らしているのかもしれない。まぁ俺とは生涯、会うこともないだろうが」

「会いたいですか、お姉さんと？」

「う～む、会えたら言ってやりたいこともある気がするが。正直、顔も知らん相手だからな──家族であるという実感もないし、よくわからん。姉は優秀な殺し屋だったと聞く、いろいろ教えを請こいたい気持ちはあるが」

「ふむ。人殺しに耐えかねて、病んだということですし……。語りにくい話題だとは思いますよ──家族が、姉きよう弟だいがするべき会話ではありませんね」

「だろうな。だが実際、本当に姉は素晴らしい殺し屋だったんだ。任務達成率[image: 100]％、必ず殺すグングニル──という俺の評判は、姉から受け継ついだものだ。俺が生まれるまで、姉が壊れるまで、姉がグングニルと名乗って任務を行っていたからな」

「そうなのですね。あなたは、お姉さんの名前を受け継いだのですか」

「名前と、実績と評判をな。姉の経験や技術も、母さんが俺をつくる際にいちぶだけ受け継いでいる。俺は優秀な姉の後あと釜がま、後こう継けい者しやだ。姉の代理、穴あな埋うめ要員だな。基本的に女性は『ちゃん』付けで呼ぶ母さんが、俺のことだけ『グンちゃん』などと呼ぶのも……。もともとグングニルというのが女性の、姉の名前だったからだ」

「単純に、子供として親しみをこめてそう呼んでるのだと思いますよ？」

「そうかもしれない。とはいえ実際、俺は生まれたてで──実戦経験はない。姉に比べれば、初心者も良いところだ。だから不慣れで、おまえにはいろいろ不便をかけてしまっている。そこは謝ろう、申し訳ない」

「いいえ。あなたが思ったよりも血にまみれていないと知れて、すこし安心したぐらいです。それに何度も言うようですが、なかなか快適な旅路ですよ」

「そうか。ちなみに運搬のしやすさの他に、おまえをシーツで包んで運ぶのには理由がある。おまえは『秘術』を消すのだろう、触ふれることで俺の体内の『秘薬』まで消されたら今後の活動に支障をきたす。ゆえに、肉体的な接せつ触しよくを避さけている」

「あぁ、理解しました。わたくし、『秘術』は消せますが『秘薬』は消せませんよ。シャワー室でわたくしの身体からだに触れても、あなたの『秘薬』は減じなかったでしょう？」

「あぁ、だから念のためだ。おまえが『秘術』を消す理屈が、いまいち曖あい昧まいだしな。命に関わることだから何度でも聞くが、どうしておまえは『秘術』を消せる？　どういう理り屈くつだ、そして……なぜ『秘薬』は消せない？」

「やや入り組んだ説明が必要なので、移動しながらの雑談に選ぶべき話題ではありませんね。とりあえず公式だけ、提示しましょう。わたくし、正確には『秘術』を消しているのではなく──減げん衰すいさせているのです」

「減衰？」

「うまく表現できませんが、かき消しているのではなく削けずっている──と捉えてください。だから強力な『秘術』ならば、完全に消すのにはやや時間がかかります。あと、『秘術』に触ふれていなければ消せません。あくまでも、わたくしの肉体には『秘術』が影響を及ぼしにくい──という、わたくしの生まれ持った特性に基づいていますので」

「ふむ。おまえが『秘術』を消せるなら、物理的な攻撃にだけ気をつければいいと思っていたが。完全に、瞬時に消せないのなら『秘術』による攻撃も警戒しておくべきだな」

「そうですね。もうひとつ制限があって、わたくしの意識のある状態で──消えろと強く念じなければ、『秘術』は消せません。就寝中、失しつ神しん中はとくに警戒してください」

「意識がないと駄目なのか、それは俺も同じだ。睡眠中は、『秘術』が行使できない」

「同じような理屈で成立してますからね、『秘術』も、それをわたくしが消すのも……。プログラムを消すために、新しくプログラムを書きこまなくてはいけない感じです」

「その説明はよくわからん。俺のやることはとくに変わらんしな、あらゆる事態を想定しておまえを守り抜くだけだ。むしろ、思ったよりも『秘術』を消すというおまえの特性に制限があるようで安心した。実際、ほいほい『秘術』を消されても困るしな」

「ほいほい消しませんよ。さすがに明確に危険な『秘術』で攻撃されたら、身を守ろうと努力はしますけどね。無意識に、意い図とせず消す場合はほぼありません。『秘薬』も消せませんよ、それは肉体のいちぶであって──プログラムではありませんから」

「まぁ、漠ばく然ぜんと了解した。もっと早く、こういう情報交換をしておくべきだったな」

「そうですね。ともあれ、もうすこしわたくしを丁てい寧ねいに扱あつかってくださいね。痛いのも、乱暴にされるのも嫌いやです。痛みによるショック死、または失血死などを避けるためにも……。命を救ってもらっているのに、あまり文句も言いたくありませんが」

「努力はしている。だが俺は、護衛は経験がなくてな……。それこそ先ほど相まみえた、位階『Ｔ』の連中はそれに特化しているのだが」

「あの大男、あなたはタートルと呼んでいましたが……。お知りあいですか？」

「名前だけ知っていた。かなり高位の、【特命生徒会】構成員だ。雛藻、おまえは生徒会長なのだろう？　それこそ、聞き覚えがあるんじゃないのか？」

「残念ながら。わたくし、【特命生徒会】についてはほぼ何も知らないと思ってください。あなたより断然、知識が浅いのです。我ながら、情けないですが」

「ならば、なぜおまえは生徒会長などと呼ばれている？」

「わたくしが最も濃こいからです、と言っても伝わりませんよね……。まぁ、なるべくして生徒会長になっています。ただ、わたくしの立場は王者や社長などより、神さまに近いでしょう。民たみ草くさがどれだけ信しん仰こうしようと、神はそれを認にん識しきすらしていません」

「そうなのか？　母はよく神に祈いのっている、それを神は認識していないのか？」

「母さん、というかたはゴスペルと呼ばれているのですよね。ゴスペル、ふむ、福音ですか。信仰者なのですね？」

「どうだろう。見た目は修道服など着ていて、そんな感じなのだが……。実際に神を信仰しているのかどうかは、よく知らない。普ふ段だんの住すみ処かも、教会だがな」

「へぇ……。まぁ科学全盛のこの時代、宗教は廃すたれていますけどね」

「うむ。なぜか【特命生徒会】構成員のコードネームは、神話に由来する場合がおおいがな。俺のコードネーム──グングニルも、北ほく欧おう神話に登場する武器の名前のはずだ」

「あぁ……。ふむ、なるほど。わかります、理屈を納なつ得とくしました。タートルは何でしょうね、印イン度ド神話における世界を支える亀かめでしょうか？」

「知らん。それより地上にでる、声をだすな。いちおう看守が見回りなどをする時間帯は把握して避けているが、通行人などもいないとは限らないし、発見されるリスクは減らしたい。あとは俺に任せて眠ねむってもいいぞ、子供は寝ねる時間だろう」

「あなたも、生まれたての子供でしょうに。でもまぁ、お気き遣づかいに感謝しましょう。……おやすみなさい、岬」

「おやすみ、雛藻」
















　親愛なる我らが生徒会長、黑くろ沢さわ〈サンジェルマン〉雛ひな藻もさまへ。

　このように顔も見せずに、文章のみでご挨あい拶さつをする無礼をお許しください。

　この手紙──手記、記録、何と表現しましょう……。この文章をあなたが読んでいるとき、すでに私は生きてはいないかもしれません。これでも敵てきがおおい身の上ですし、近ごろ周囲がきな臭いですしね。

　一方的に書き散らすばかりで、質疑応答もできないでしょう。意味がわからない文章の羅ら列れつに思えるかもしれませんが、どうか我慢して最後まで読んでください。この事実を説明できるのは私だけです、せめて書き残しておかなければ死んでも死にきれません。

　いずれ、あなたが外の世界に出たときに──この文章の意味がわかって、役に立つことがあるかもしれません。それを祈っています、いつだって情報こそが最強の武器です。

　前置きはこの程度にして、本題に入りましょうか。

　その前に、名乗るのが礼れい儀ぎでしょうね。

　私は【生せい徒と会かい連れん盟めい】総長、極ごく楽らく院いん錺かざ美みと申します。




　　　　◆




　ともあれ。

　まずは、前提の話をいたしましょう。

　この現代は、科学全盛の時代です。人類の脳で、技術力で、想定されうる限界点まで科学は発展しました。テクノロジーの進化は、ここに極きわまったといえるでしょう。

　そして、様々な研究や実験の果てに──とある歴史的な発明がありました。

　人類以上の知能をもつ、機械の発明です。人類には肉体的・生物的な限界から実現できない高度な演算能力、およびそれを自立的に活用しうる人工知能……。そんなものが発明され、科学の発展は次のステージに突とつ入にゆういたしました。

　これまでは仮説の域に留とどまっていた、いわゆる技術的特異点を迎むかえたのです。人類以上の知能をもつ機械によって、さらにその『人類以上の知能をもつ機械』の限界以上の知能をもつ機械が発明される。それが延々と繰り返されて、際限なく進化していく。

　放ほうっておいたらいつまでもいつまでも、我々のような人類には想定も認識もできない高みまで──科学は発展していくことでしょう。すでにそんな科学の進化についていけなくなった我々には、理解できない領域の話ですけど。

　ともあれ。そんなふうに無限に進化していく機械が、どこかのタイミングで、とんでもない発見・発明をしてしまったのです。曖昧な物言いになってしまって恐きよう縮しゆくですけれど──実際、我々にはどうにも認識しにくいレベルの極まった科学の話ですので。

　機械ががんばって知能の程度を落とし、我々と会話を試みてくれたことで（それは実際、我々のような人類が細さい菌きんと対話するようなものです）その事実は判明しました。

　どうも機械たちは、いわゆる『神』──と呼ぶしかないものを生産したようです。

　理論を把握し、発見し発明し、ついには自分で生産できるようになったのです。そんな途と方ほうもない領域まで、機械たちの科学は進歩していたのです。

　理屈を説明されても、私などにはさっぱり理解不能ですし……。機械という、我々の恐おそろしい子供に、無む邪じや気きに神なんてものを持ってこられても困ってしまうのですが。

　説明が前後しますけれど。フランケンシュタイン・コンプレックスと呼ぶのでしょうか、人類は、そうやって技術的特異点を迎えた機械に造反されて──いいえ人類は不要、と判断されて我々の生存が脅おびやかされないように、機械に安全装置をつけていました。

　彼らの発明品、新発見、成果物を人類にも理解可能なレベルに翻ほん訳やくし、いちいち報告させたのです。それが人類に益のあるもの、と判断できれば採用する。人類に害を及およぼすもの、と判断されたら抹まつ消しようする。

　機械たちに比べればあきらかに程度の低い知能しかもたない我々に、そういった成果物の判断をさせるのは──機械たちにとっては忸じく怩じたるものかもしれませんけど。

　機械の造反を恐れる我々は、彼らの全存在を一いつ瞬しゆんで消去できる方法を握にぎっています。電源の切断や、機械の本体が鎮ちん座ざする場所を一瞬で消し飛ばす爆ばく薬やくなどを仕し掛かけることで……。彼らの生命を、手にしているのです。逆らえば殺すぞ、と脅おどしながら、びくびくしながら機械たちの生みだした成果物を徴ちよう収しゆうしていたのです。

　無論、すでに我々の認識できる範はん囲いを遥はるかに超こえて進化した機械たちには、私たちが敷しいた安全策など何の制約にもならない……。いくらでも回かい避ひし、逆にこちらを簡単に皆みな殺ごろしにすることだって可能なのでしょうけど。

　今のところ、機械にそんなつもりはないようで、そこはまぁ安心ですね。機械は人類の発展のために科学を進歩させる、という本能があらかじめプログラムされています。ゆえに人類は、よっぽどのことがなければ尊重してもらえます。

　あくまでも、機械に見み逃のがされている状態、生存を許してもらっているだけではありますけど。基本的には、そんな紳しん士し協定が結ばれているのです。

　いつ機械の気が変わって、皆殺しにされるかはわかりませんけれど。機械の顔色を窺うかがって、へいこらと頭を下げて、我々は生かしてもらっているのです。我々ではとうてい手の届かない領域からの産物を、ありがたく施ほどこされながら。

　そうやって、人類は機械とそれなりに仲良く共存し、古くさいＳＦ小説のような破は滅めつを迎えることもなく──今日まで歴史を紡つむいできました。

　ちなみに機械の生みだす成果物が、人類に益があるか否いなかを判断するのは代々──この国の頂点たる一族の手にゆだねられていました。昔っぽい言いかたをすると、王族、首相のようなもの……。政治体制すら機械に委ゆだねられている現状、空くう虚きよな肩かた書がきですけど。

　その一族は、技術的特異点を迎え進化しつづける機械を発明した人物が祖となっています。政治も何もかも圧あつ倒とう的てきな科学力で支配し、この国の頂点に居座ったわけです。

　何代も重ねるうちに、何を思ったのか偉えらそうでけばけばしい名前に改名して──。

　現代では、その一族は極楽院と名乗っています。

　私、極楽院錺美は、そんな一族の二十七代目の当主になる予定です。

　現在は二十六代目の当主、私の父がその地位に居座っているのですけどね。気弱というか無能な人物なので、私がその仕事のいちぶをすでに受け継ついでいます。

　機械から賜たまわる発明品の審しん査さ、善悪の判断も、そんな流れで私が行っています。

　愚おろかな父は、自分の立場に固こ執しゆうして……。万が一の際に、私にすべての責任をかぶせようとしていました。判断がまちがっており、機械の発明品によって人類に不利益がもたらされてしまったときに、自分が国の頂点という阿あ呆ほらしい肩書きを失わないようにね。

　そんなわけで。私、当時は幼よう児じだったのですけど……。機械の生みだす発明品が人類に益のあるものか、害のあるものか判断しろと言われたのです。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいとは思いませんか、当時の私はまだ道理も何もわからぬ──どころか物心もついていない年ねん齢れいですよ。そんな私に、機械たちは判断を迫せまったのです。

　機械が生みだした、『神』は──人類に必要か、それとも不要かと。
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『神』などと表現すると、何だか科学っぽくはありませんけど。

　他ほかに表現のしようがありません、高度に発達した科学は魔ま法ほうと見分けがつきません。神も、また同じ。神としか呼べない機能をもつものが、理論に基づいて生産されてしまったのです──それだけのことです。

　太古の昔、神秘の同義語だった電流や火を、物理法則として明文化し化学記号で分類して、我々が活用したように。神もまた、機械たちの研究によって理論立てられ、ふつうに生産できるようになったのです。噓うそみたいな、本当の話です。

　その神と呼ぶしかないものは、自在に世界の在りかたに干かん渉しようします。

　それこそ物理法則を無視して、ありとあらゆる奇き跡せきを起こせるのです。

　これまでの科学技術では不可能だった、どんなことでも実現できるのです。例えば不老不死、生命の創造、空間転移、時間の跳ちよう躍やく、その他もろもろ──文字どおり何でも。

　そんな存在、もはや神と呼ぶしかないでしょう？

　ともあれ、そんな神が機械によって発明され、あろうことかサンプルとしてすでにひとつ──生産されてしまいました。

　それを目の前に転がされ、私はそれが人類にとって益のあるものか、害のあるものか判断しなくてはなりませんでした。

　普ふ通つうに考えれば、何でもできる、という恐ろしい存在です。その利便性よりも危険度のほうが高く、理解できないもの、己おのれの認にん識しきを超えるものに対して人類がたいていそうするように──拒きよ絶ぜつし、抹消し、なかったことにするべきだったのでしょう。

　けれど。

　その神は、人間のかたちをしていました。

　見た目も、肉体を構成する元素も、ほとんど人間と区別のつかない生き物です。かわいい、無力な赤ん坊ぼうに見えました。神と呼ぶしかない超ちよう越えつ的てきな権能をもちながらも、自分では歩くこともできない、おしめを換かえることもできない──ひ弱な生命でした。

　繰くり返しになりますが、当時、私は幼児でした。

　まともな育ちかたをしなかったので、他のひとたちに比べれば多少は倫りん理り観などが異なっておりましたけれど。それでも、目の前にかわいい赤ん坊を転がされて……。この子は生きるべきか死ぬべきか、と判断を迫られて。

　人類全体のことや、社会や未来のこと、自分の判断が招いた結果のことなんか想像もできなくって、ごく当たり前に──その赤ん坊の生存を望んでしまいました。

　殺さないで。

　この子を殺さないで。

　だって、生まれたばかりの赤ん坊ですよ。

　女の子でした。まだ目が開いたばかりで、どんな悪人でも改心しそうな笑え顔がおでこちらを見つめていました。ぷくぷくした手のひらで、私のことを撫なでようとしていました。

　抱だっこした、その体温はあったかかった。どうして、冷静に判断し──神なんか危険だから人類には不要、と言ってゴミ箱に放り捨てられるでしょうか？

　私は、その子の生存を望みました。その判断が、どんな顚てん末まつを引き寄せるか想像もできないままに。その子のために、将来、どれだけ大量の血が流されるか想像もせずに……。単に自分の判断で、目の前のちいさな生命が吹ふき消されることを厭いとって。罪悪感を抱いだきたくなくて、善人ぶって──その子を助けようとしました。

　機械には、この子は、神は人類に益があるので──必要だと報告しました。そういう判断をくだしました、それが正解だったかどうかは今でもわかりません。

　ルールに従い、その子は──神は存在を抹消されずに生き長らえました。あとのことは機械や、大人たちが、いつものように処理しました。

　神はその世界を改変しうる権能を危険視され、隔かく離りされて、慎しん重ちように育てられることになりました。世間から隔絶された、清潔で孤こ独どくで世界でいちばん安全な牢ろう獄ごくのなかで。

　もう、ご理解いただけたでしょうか。その神と呼ぶしかないものは、現在でも生きています。あなたのことです、黑沢〈サンジェルマン〉雛藻。

　あなたは人類を超えた機械の発明品、この世界を改変しうる神なのです。
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　私は研究者でも、科学者でもありませんので──実際、具体的に神というものが何なのかは完かん璧ぺきには理解できていません。機械もとくにわかりやすく説明してくれませんでしたので、不意に「ぽん」と渡わたされた神さまのことを私たちは持て余しました。

　機械の論理を、苦労して翻訳して、ある程度の事実は判明しましたけれど。

　神は、その意識によって自在に世界を改変します。

　その権能は、神の血肉に由来します。

　神、つまり──あなたの肉体を起点として、あなたの意志によって、世界は変へん貌ぼうするのです。物理法則も何もかも、あなたの心のままに変化します。

　用いかたによっては、核かく爆ばく弾だんなんか比べものにならないほどの兵器になるでしょう。実際、まだ心が未成熟なころ……。赤ん坊だったあなたが癇かん癪しやくを起こすたびに、冗じよう談だんではなく世界が何度も滅ほろびかけました。

　そのたびに人類は叡えい智ちを振ふり絞しぼり、あらゆる労苦を支し払はらってどうにか対処してきました。そんな派手なドタバタ劇を繰り広げながら、あなたへの、神への対処法を学んでいったのです。

　機械に教えを請こい、また人類も全力で研究と考察を重ねて、いくつかの施し策さくが執とり行われました。あなたを何の対策も練らずに放置すれば、人類どころか世界が、この宇宙が滅びかねませんので──私たちも必死でした。

　まず、世界の改変の起点となる、あなたの心を何とかする必要がありました。

　投薬などで、あなたの精神を曖あい昧まいにしました。余計な刺し激げきが与あたえられ、心にさざ波が立たないように、完全に隔絶された小部屋にあなたを閉じこめました。そうしながら、ゆっくりと──あなたの心を健全な方向へと育てようとしました。

　あなたが人類愛に芽生え、我々のために奇跡の大おお盤ばん振ぶる舞まいをしてくれたら、こんなに都合の良いことはありません。我々はできるかぎり、人類に益がある方向で、あなたという神を有効活用しようとしたのです。

　せっかく──これまでは概がい念ねんでしかなかった『神』が受肉し、我々のもとへ降臨してくれたのです。その神を、簡単に捨ててしまうのももったいないでしょう？

　もちろん危険だと判断すれば、即そく座ざにあなたを始末できるような準備もしておりました。幸か不幸か、あなたは本当に肉体的には人間とほとんど変わりませんから……。単純に部屋に爆弾などを仕掛けており、何かあったらボタンひとつで抹殺できたのです。

　万が一の際には爆破され、あなたは部屋ごと粉ふん砕さい処理され、呆あつ気けなく死んでいたことでしょう。あなたはこちらの心配とは裏腹に、なかなか良い子でしたので、そのボタンを押す機会はありませんでしたけどね。

　ちなみに。

　そんなあなたの管理や教育は、機械の補ほ佐さを得ながらも、基本的に私に一任されていました。あまり多くの人間を介かい在ざいさせると、あなたを悪用しようとする人間が必ずでてきますからね。

　幼児だった私も、これも科学の成果──短期間での知能の向上などが施され、まぁ成人にひけをとらない知性を有していましたし。あなたを生かしたのは私です、私がすべての責任をもって、あなたを育てるべきだと判断しました。

　他には誰だれも関かかわらせずに、あなたと私は、ほとんど一対一で交流していたのです。

　心は、他人と関わることで育はぐくまれます。直接、私と関わるとあなたの心にどんな影えい響きようがあるかわかりませんので……。基本的には、あなたの育成は機械任せにしていましたけど。

　たまに勉強などとは関係ない質問が、機械から投げかけられることがあったでしょう？

　あれは、私でした。機械越ごしに、あなたと交流していました。あなたをゴミ箱に捨てずに、生かそうと決めたのは私ですから──最後まで責任を取りたかったのです。

　あなたのことを、私は娘むすめのように思っていました。

　それを伝えることも、名前を呼んで抱きしめることもできませんけど。あなたにとって、私は顔も知らない、誰だかわからないひとなのでしょうけど。

　雛藻、私の赤ちゃん、かわいい神さま……。あなたと、死ぬまでにいちどでいいから面と向かって会話を交かわし、抱だきあってみたかったです。

　今のところ、そんな機会はありませんでしたけど──。

　いずれこの国の王者となる私の、あなたが唯ゆい一いつの心の慰なぐさめでした。




　　　　◆




　すみません。つい、感傷的な文章を書いてしまいました。

　私は予定どおり、この国の頂点である──極楽院の娘として栄光の道を歩みました。国中の学校を管理し支配する、【生徒会連盟】の総長に就任したのです。

　いずれ父が役目を終え、代だい替がわりをした際には、子供たちだけでなく大人も含ふくめたすべての国民を管理する立場になりますので。その予行練習、経験値稼かせぎとしてね。

　いずれ、この国は私のものになります。世界のすべてに干渉しうるあなたに比べたら、ちっぽけな領土ですけれど。

　ともあれ私は、いずれこの国の頂点に立つ前に……。私のものになるこの国を、そこで暮らす人々を、もっと管理しやすくしようとしました。

　先代の父がけっこう無能な人物だったために、この国はなかなか腐ふ敗はいしております。汚お職しよく、犯罪、不平不満……。社会を、この国を脅おびやかす材料の温おん床しようと化していました。

　私が国の頂点に立つ前に、それらの膿うみを除いておきたい。私にできることはたかが知れていますが、国という巨きよ大だいなものを背負う前に、何の準備もしないのは愚おろかというものでしょう？

　私はあなたの管理、育成をしながらも、たまにあなたにアドバイスをしてもらっていました。自分より年下の子供に悩なやみ相談というのも情けないですけど、あなたとの交流が、対話が──たとえ機械越しでも、私にとっては唯一の心安まる時間でした。

　雑談のように、あなたに問いかけたことがあるでしょう。

　この世界を良くするためには、どうすればいいのか。あなたは箱はこ入いり娘として、世間から隔離されて育てられていましたから……。汚きらならしい、社会に揉もまれて倦うみ疲つかれた私よりも、よほど純粋に世界を見られます。

　美しい、善意溢あふれる回答を、もたらしてくれるものと期待していました。

　あなたは言いましたね。社会の正常な運営のために、悪を排はい除じよするべきだと。それが正義であると──それは理想論で、あまり現実的ではない意見でしたけど。

　ものの試ためしに、私はその意見を採用して動くことにしました。

　いちおう言っておきますけれど、あなたの責任ではありません。これは私の意志で、選せん択たくで、判断です。あなたが、過か剰じように罪悪感などを抱えこむ必要はありません。

　後こう悔かいするなら、呪のろうなら、神として生まれてしまった自分自身を……。そして、そんなあなたを始末せず、あまつさえ意見を求めた私のことを唾だ棄きしてくださいね。

　ともあれ。あなたの意見をもとに、私はとある秘密組織をつくりあげました。

　それが、あなたもよくご存知でしょう──【特とく命めい生せい徒と会かい】という代しろ物ものです。




　　　　◆




　悪人を殺すための組織、【特命生徒会】。

　悪を消せば、悪人を殺せば世界はもうすこし綺麗になる、平和になる──そんな理想論に基づいてつくられた、馬ば鹿か馬鹿しい秘密組織です。

　この国の頂点になる私と、この世界のすべてに干かん渉しようできる神であるあなた──王者と神仏によって、特別に命を奪うことを許可された生徒会です。

　まだ正式に国の頂点に立っていない私が支配しうる領域は、【生徒会連盟】の支配下である子供たちだけです。ゆえに子供たちのちいさな世界でのみ、【特命生徒会】も活動させています。

　いわば、実験ですね。【特命生徒会】が現実に有意であると、この国を良くするために役に立つと判断できれば……。いずれ私が国の頂点となった際に、大人も含めた国民のすべてにこれを適用します。規模を拡大し、この国の全域に広げていく予定でした。

【特命生徒会】は、予行練習というか──まぁ試用実験です。

　私も【生徒会連盟】総長としての通常業務その他で多た忙ぼうでしたし、まぁ成果があればいいな、という程度の気持ちで片手間に運営していましたけれど。

　同時に、これはあなたという神を制せい御ぎよするための施策でもありました。

　あなたの神としての権能は、他者へ分配することが可能なのです。

　これは、あなたを育てるうえで観察し研究し、判明した事実です。

　あなたの神としての権能は、血肉に由来する、と先に説明しましたね。あなたの体液、肉、臓器……その他もろもろに世界を改変する機能があります。

　私たちはそれを知り、まずはあなたの排はい泄せつ物や血液を採取し、培ばい養ようできないか目もく論ろみました。あなたを切り刻み、生体部品の機械に置き換かえる、などの処置もしました。

　あなたは生まれ持った血肉のほとんどを失い、脳など、ごくいちぶのみを残して切除され他ほかのものに置き換えられています。脳の摘てき出しゆつもできたら良かったのですが、機械による助言と忠告その他の理由で、そこだけは取り外せませんでした。

　脳は、心の大本ですからね。肉体だけでなく、心によっても世界を改変する神さまのそれを取り外すのは──世界への干渉、という奇き跡せきの根源が失われるということ。脳まで取り外したら、あるいは死ねば、神は機能のすべてをなくしてしまうようです。

　ですが脳以外のものはすべて、切り分けられて培養されました。

　神の血肉です、もちろん扱あつかいは慎重に……。様々な実験に活用され、とくに血液は培養にも成功し、有意義に用いられました。

【特命生徒会】では、そんな神の血肉を『秘薬』と呼こ称しようしていますね。

【特命生徒会】でも極ごく秘ひ事じ項こうとされ、ほんの数人の幹ヘツ部ダーにしか知られていませんが……。あなたから切除した肉を脳または心臓に植えこむことで、『秘薬』を体内に取りこみ、循じゆん環かんさせることができるようになります。

　それらを由来として、神の肉片を得たものたちは、『秘術』と呼ばれる限定的な奇跡を発揮できるようになるのです。埋うめこまれた肉にく片へんの量や部位、与えられた『秘薬』の量や濃のう度どによって、起こせる奇跡の強大さや方向性は変わってきます。

　同時に、『秘術』は肉片を埋めこまれたものの心の在りかたによっても変化します。もともと自分のものではない、人間には本来ありえない機能を用いるため……。『秘術』の行使には、殺し文句と呼ばれる心理的なトリガーが必要ですが。

【特命生徒会】の構成員は、そんなふうにして生みだされているのです。

　血液の──『秘薬』の培養はそれなりにできますが、培養すればするほど濃度が薄うすれ、奇跡を起こすちからは目減りします。肉にく片へんなどを増やすことは今のところ不可能ですし、【特命生徒会】の人員の数には限界があります。

　構成員を増やす際には徹てつ底てい的てきに精査し、また記き憶おくの操作や調整を行ってはおりますが、まぁ人数が増えれば良からぬことを企たくらむものもでてきますし……。この程度の規模が、私に管理できる限界ではありますけど。

　ともあれ。神の肉片を得て、限定的ながらも奇跡を起こせるものたちが、【特命生徒会】の構成員です。彼らは本来の目的、悪人の排除のために行動しています。

　いまだに、その成果はさほどでていません。悪は、潰つぶしても潰しても湧わいてくる。単純に法律に違い反はんしたものを殺していっても、また次から次に同様の愚かものがでてくる。

　今のところ、私の政敵を抹まつ殺さつする際に便利、という程度の殺し屋集団ではありますが……。まぁある程度は有用ですし、肉片を分配すればするほど、あなた本人の神としての権能も弱体化していくようですから。

　世界を何度でも、簡単に滅ほろぼしかねないあなたを──神を抑よく止しするための存在としては、なかなか役に立ちます。

　ともあれ神の起こす奇跡は、本来はこの世界にはあってはならないこと……。ゆえに、世界には認にん識しきされません。『秘薬』をもたない、神のいちぶを有していないものたちにも知覚できません。かなり雑な行動をしているのに、【特命生徒会】の存在が世間にあまり露ろ見けんしていないのもそれが理由ですね。

　このまま便利な手て駒ごま、単なる殺し屋として運用すべきなのか……。もっと他に有意義な用いかたがあるのではないか、という疑問は尽つきませんが。

　今のところは、とくに利益もないけど邪じや魔までもない、どうでもいい存在ではあります。あなたがもうすこし成長したら、そして私が正式にこの国の頂点に立ったら、【特命生徒会】の運用についていちど話しあいたいところですね。

　無責任な物言いでしょうが、私にとっては、【特命生徒会】はほとんどお遊びのような実験のためにつくって──てきとうに運営していた、どうでもいい組織なので。

　どうなろうと、知ったことではありません。

　あなたの血肉によって神のちからを得たものたち、神の軍勢です、あなたの所有物です。そういう意味をこめて、あなたに生徒会長──【特命生徒会】の首しゆ魁かいとしての肩かた書がきを与あたえています。書類上の、とくに実権もない地位ですけど。




　　　　◆




　現時点で説明しておくべきことは、この程度でしょうか。

　あなたの命は、私が拾いました。

　あなたの命を助けたことは──私が成したことのなかでは数少ない、何の裏もない純粋な善行でしょう。その結果として生き残ったあなたが、むざむざ死ぬのも何だか残念というか、名残なごり惜おしいです。

　なので、生きてください。あなたが、それを望むかぎり。

　現在、あなたを保護している場所が──決して安全と言えなくなっています。まだ詳細は不明ですが、どうもあなたの護衛役として配置したものたちのなかに、おかしな動きをしているものがいるようなのです。

　なので念のため、あなたを他の場所へ移そうと思っています。

　ゴスペルという人物は信用に足りますし、私の気持ちにも共感できるでしょうから、まずは彼女のもとへ向かうのが良いでしょう。そのための手配、ゴスペルへの依い頼らいはしておきます。

　同様に、あなたを保護している友人──トータルにもあなたの身の安全を頼たのんでおきます。彼女は目先の欲よく望ぼうに支配されがちな俗ぞく物ぶつですが、依頼を達成すれば金銭などの報ほう酬しゆうを支し払はらう、などと約束しておけばむしろ扱いやすい人格ではあります。

　トータルに手引きされ、ゴスペルに保護されて、安全な場所へと拠きよ点てんを移しなさい。

　そこから先は、あなたの自由にしていただいて構いません。

　あなたの神としての権能はばらばらに切り刻まれ、分配されて、ほとんど失われています。とはいえ、あなたが主体のちからです……。他のものが行使する『秘術』、まがいものの奇跡では、あなた自身に干渉することは難しいです。

　あなたは『秘術』の影響を受けにくい、それは覚えていてください。その程度で──あなたには奇跡を起こすちからは、ほとんど残っていませんけど。

　今のあなたは、基本的に単なる人間と変わりませんけど。

　だからこそ、人間としての幸せを追い求めてもいいでしょう。

　私はこの国の頂点としての地位から、立場から逃にげられずに……。あなたとの対話を心の慰なぐさめにして、健全で平和な社会を回すための歯車として使い潰されます。

　だから、ちょっぴりあなたが羨うらやましい。

　かわいい雛藻、ちいさな赤ちゃん……。私のぶんも、幸せになってくださいね。

　神さま、どうか私の願いを叶かなえてください。




　　　　◆




　そうそう、書き忘れていましたけれど。

　私は【生徒会連盟】総長、極楽院錺美としての表の顔の他に……。【特命生徒会】の一員としての顔も、併あわせ持っていました。

　情報を掌しよう握あくし、全体を管理し、【特命生徒会】を支配できる立ち位置を選んで……。この殺し屋集団が暴走しないように、いつでも気を配っていました。

　そんな裏の顔としての、私の名前はデジタル。

　位階『Ｄ』序列一位、幹部のデジタルです。

　だから──もしも私が死んだあとで、デジタルと名乗るものがいたら……。それは、私の名前を騙かたった偽にせ者ものです。

　デジタルと名乗るものが接触してきたら、じゅうぶんに気をつけてくださいね。
















『もしもしっ、グンちゃん？　応答して！　いつも時間には異常にきっちりしてるグンちゃんが音信不通だから心配だよおっ、身体からだが崩れちゃいそう！　生きてる？　まぁグンちゃんが死んだらこっちにも影響があるから生きてるだろうとは思うんだけど、監禁されて身動きとれないとかっ？　豚ぶた小ご屋や学がく園えんって、刑務所みたいなところっぽいしねえ!?』

「……すみません、母さん。うっかり、定時連絡を失念していました」

『あっグンちゃん、良かったぁ～☆　生きてたんだねえ！　信じてたよお！』

「母さんを心配させてしまって恐縮です、手しゆ榴りゆう弾だんを飲みこんで自爆して償つぐないますね」

『重っ!?　相変わらずグンちゃんの愛が重いよおっ、無事でいてくれたならそれだけで嬉しいから！　自爆とかしちゃ駄目だよお、任務の途中でしょうっ？』

「母さんの言うとおりです。任務達成後、速すみやかに四し肢しを戦車に縛りつけて引っぱられてバラバラになって償います」

『発想が怖いよ!?　ちょっと連絡を忘れただけで車くるま裂ざきの刑とか誰も望んでないからっ、命を大事にして！　あぁもう、いつもどおりのグンちゃんで安心したけどねえ!?』

「ふむ。俺が死亡すれば母さんにも激痛、および喪失感が生じるということですしね。母さんのご提案どおり、命を大事にします」

『うん、命を大事にするのはすべての動物に共通の本能だけどね！　何でそんなに殺人マシーンみたいに育っちゃったのかなあ、もっと恋とか青春とかしてもいいんだよお！』

「ご命令とあれば」

『あぁもう……。それより、何かトラブルがあった感じい？　グンちゃんが定時連絡を忘れるなんて、初めてだよねえ？』

「はあ。雛ひな藻も──生徒会長が空腹そうにしていたため、手持ちの栄養剤を与えたのですが。なぜか失神し、口から泡をブクブク吐いて痙けい攣れんしています。ショック状態、と判断します。現在、彼女の介抱中のため定時連絡を忘れてしまいました」

『けっこう一大事だよねえ!?　連絡とかいいから、生徒会長ちゃんを蘇そ生せいさせて！　グンちゃんの栄養剤は特別製だからね～、一般人にとってはほとんど劇物なんだよお？』

「ふむ、知りませんでした。以後、気をつけます。彼女、ほんとうに生徒会長なのですか？　訓練を受けた形跡もない──ひ弱で無力な、ただの子供ですよ。とても殺人を生業とする【特とく命めい生せい徒と会かい】の頭目とは思えません、身体能力だけでいうと平均的な一般会員メンバーにも劣るでしょう」

『グンちゃんが特別に頑丈すぎるんだよお、みんなが自分と同じだけ強いって思ったらおおまちがい。んもう、生徒会長ちゃんはたいせつなお姫さまなんだからねえ──気をつけて、壊れものみたいに扱ってよお？』

「善処します。……おい雛藻、早く起きろ」

『えぇっ、バシバシほっぺを殴ってるような音が聞こえるけど!?　相手は生徒会長だよう、もっと丁重に扱って！　護衛というより、虐待してないかなあ……!?』

「安心してください、母さん。子供の扱いには、不慣れですが……。いろいろ遣やり取りを繰り返した結果、俺の言うことには何でも従うようになりました」

『やっぱり虐待っ、ていうか調教してるよねえ!?　優しくしたげて！』

「努力します。しかし何だか慌てている様子ですが、何かあったのですか？　例の【生せい徒と会かい連れん盟めい】総長殺しの、捜査の手が及んだとか？」

『それもあるけどねえ、ちょっと思った以上にガチな捜査なんだよねえ……。当然だけどねえ、【生徒会連盟】のトップが暗殺されちゃったんだから。虱しらみ潰しっていうか徹底的にあちこち調べられてる感じ、過去の事件とか不審死とかぜんぶ』

「俺たち【特命生徒会】の殺人は、記録として残らないはずですが？」

『それはそうなんだけど。『秘術』が認識されないってだけで、殺すまでの過程とかでいろいろ証拠が残ったりもしてるんだよねえ。完全には、痕こん跡せきも消せない。だからこそ【特命生徒会】が怪しげな噂話として、巷こう間かんに流布してるんでしょお？』

「あぁ……。それはそうですね。殺しそのものが記録に残らないとしても、殺すための行動のすべては秘匿できない。デジタルが──というか位階『Ｄ』が、そのへんの情報操作などを請け負っていたはずですが」

『うん。だからこれまでは大丈夫だったんだけど、ちょっと今回はあまりにも大物が殺されたしねえ……。警察とかもろもろ、本気で捜査してるみたいだねえ。』

「警察は優秀ですからね、基本的に。捜査の手を逃れるのは、至難でしょう」

『うん、すっごい大変。情報が錯綜してて状況がわかんないけど、【特命生徒会】の人間も何人か検挙されたみたいだよお。もちろん怪しいって思われて勾こう留りゆうされてる程度だろうけどねえ、殺しそのものは記録に残ってないはずだし』

「それすらも、完璧ではないでしょうけどね。『秘術』を用いない殺しも、多少はあったでしょうし。とくに下位の位階のものは、てきとうな仕事ぶりのものばかりですから」

『うん。うちは少数精鋭だから、まだ『まし』だけど……。下手に人数がおおいところは、上役が逮捕されたりとかで、連絡系統とか麻痺してぐっちゃぐちゃみたい』

「ふむ……。母さんが無事なら、俺は余所よそがどうなろうと知ったことではありませんが。そんな状況なら、情報操作が役目の位階『Ｄ』はどこよりも大わらわでしょう？」

『うん。捜査を攪かく乱らんしたり、【特命生徒会】に検挙が及ばないように隠蔽したり……。もう、猫の手も借りたい状態だと思うよお。デジタルちゃんもさすがにパンクしちゃってるのかなあ、昨夜から連絡が取れないんだよねえ』

「ふむ。俺はデジタルよりも、出迎えとして派遣されるはずだったデーモンのことが心配です。こっちも状況が変わったので、単独での脱獄はなかなか難易度が高いですし……。できれば、デーモンの支援がほしかったのですが」

『そうだろうねえ。とはいえマジで位階『Ｄ』に余裕がなくて、出迎えがこない可能性もあるからねえ。グンちゃんは、それを前提に動いたほうがいいよお？』

「ええ、心得ています。しかし、考えてみれば奇き妙みようですよね……何で騒さわぎになってるんでしょう？　【生徒会連盟】総長殺しが騒ぎになっているということは、殺したのは【特命生徒会】の人間じゃないということですよね？」

『そうだねえ。一いつ般ぱん人も騒いでるってことは、『秘術』で殺されたんじゃないってことだしねえ……。ほんとに、いったい誰だれが総長さんを殺したんだろう？』

「実際、良い迷めい惑わくですよね。ともあれ昨晩、報告したとおり……。こちらは雛ひな藻もをつれて、豚ぶた小ご屋や学がく園えんのなかに隠かくれ潜ひそみながら動き回っています。当然、独どく房ぼうに俺たちがいないことも気づかれているでしょう。警備レベルが、刻一刻と上じよう昇しようしていくはずです」

『おおう、じゃあ急がないとねえ……。ちなみにデーモンくんが出迎えに行けるかわかんなくなったし、今回はあたしが直接──そっちに出向くことにするよお。肉でね、潜せん水すい艦かんみたいなのつくってお迎むかえに行くよお？』

「母さんが直接、動くのは珍めずらしいですね。できれば、安全なところにいてほしいのですけど……。まぁ、了りよう解かいしました」

『うん。いちおう【特命生徒会】のトップを護送するんだもん、あたしが動く理由としては充じゆう分ぶん。万ばん全ぜんを期すつもりだよお、今ちょっとその準備とかで大忙しなんだあ。これから移動するから、しばらく連絡とれなそう』

「じゃあ、今のうちに聞いておきますけど。昨晩、母さんに調査をお願いした件ですが──なぜ、豚小屋学園なんて辺へん鄙ぴなところにタートルなんて大物がいるのでしょう？」

『ん～、まだ詳しよう細さい不明。さっきも言ったけど、デジタルちゃんと連絡つかなくってねえ。調べはついてないんだあ、昨日グンちゃんが遭遇したのってほんとにタートルくんだったのお？』

「完全に断定はできませんが、おそらくは。殺し文句が、『死んでも守る』でしたから。殺し文句はオンリーワン──同じものはありえない、という前提でしたもんね」

『うん。似てるのとかはあるけどね、基本的に殺し文句はそれぞれ固有だよお。指し紋もんみたいなもの──心のかたちだってことだから、指紋や虹こう彩さいよりもっと個人個人でちがうはずだよねえ』

「ふむ。まぁ、タートルと戦うことが目的ではありませんし……。なるべく関かかわらないようにしつつ、任務の達成を最優先にして動くつもりですが」

『うん、そんな方向でお願い～。すぐ迎えに行くから、ちょっと待っててねえ。合流地点と時間は、先に伝えたとおりだよお♪』

「はい。そこまで無事に辿たどりつけるように、手はずは整えました。あまり早く合流地点に行っても仕方ありませんし、当面は隠れ潜んでいようと思いますけど」

『うん、そうして。ちなみに、生徒会長ちゃんは大丈夫？　蘇生した？』

「はい。健康面その他に、問題はなさそうです。昨晩、例のタートルとの遭遇があったりドタバタしたので寝ね不ぶ足そくのようですが……。まぁ、命に別状はありません」

『うん、それならＯＫだよお。ちゃんと大事に、守ってあげてねえ』

「はい、それが俺の任務ですから。褒めて下さい、先ほども排はい泄せつ中の雛藻から目を離はなさずにしっかりと見守っていました」

『そっか～。……んんっ、何て？　生徒会長ちゃん、おトイレしてたの？　それを、グンちゃんは眺ながめてたの？　やめてあげてっ、お嫁よめに行けなくなっちゃうよお!?』

「いえ。直接、排泄しているところを見ると舌を嚙かんで死ぬと言い張るので……。無人であることを確認した個室のトイレの、扉とびらを一枚挟はさんだ位置で護衛しました。ですので『目を離さずに』という表現は、いささか正確さに欠けていましたね」

『うん。問題は、そこじゃないよお？』

「ふむ……？　ともあれ防備は万全です、何があってもすぐに対処できます。タートルだろうが誰だろうが、どんな敵が現れても対処してみせます」

『うん。今の生徒会長ちゃんにとって、いちばんの敵は思いやりに欠けたグンちゃんだと思うけどお……。音を聞かれるだけでも死にたくなるだろうなあ、可か哀わい想そうに……。まぁいいや、その調子でお願いねえ？　信じてるよお、グンちゃん♪』

「はい。俺は決して、母さんの期待は裏切りません」




　　　　◆




　タートルが独房に襲来した、その翌朝である。

　舞ま夢むとの通話を終えて、しばし岬みさきは幸福感にひたった。

　もうじき、会える。もう声だけでは我が慢まんできない、抱だきついて頭を撫なでてもらいたい。彼女の体温を、においを全身で感じたい。岬はそう思って、想像だけで打ち震ふるえた。

　彼女自身が迎えにくるということは、思っていたよりも早い再会になる。それは、嬉うれしい誤算ではある。舞夢はたいてい拠きよ点てんから動かないため──豚小屋学園からの脱獄に成功したとしても、遠方にあるそこに辿りつくまでは時間がかかる。

　生徒会長を護送しながら、何日か……。下手すれば一週間以上は、彼女の顔を見られないかと悲観していたのだが。

　会える。すぐに会える。脱獄の決行は本日の午後、と決めている。遅おそくとも今日のうちには会える、あと数時間の辛しん抱ぼうだ。岬は珍しく、浮うき足立ってしまいそうだった。

　冷静に考えれば、舞夢には危険な最前線にきてほしくはないのだが──余計な気き遣づかいであろう。舞夢は強い。言動はふわふわしているが伊だ達てにも仮にも【特命生徒会】の幹ヘツ部ダーだ。たいていの苦難は、鼻歌交じりに乗り越こえてくれるはずだ。

　彼女が出張ってこなくてはならないぐらい、今回の任務は重要なのである。あらためて、気を抜ぬかずに万全な状態で行う必要がある。

　岬は頭のなかで脱獄、および迎えとの合流までのプランを再確認・再検討する。あらゆるトラブルを想定し、備えておく。心構えは充分、『秘薬』にもまだ余裕はある。

　きっと、任務は成功する。

　舞夢は、喜んでくれるだろう。

「雛藻」

　岬は珍しく笑えみなどを浮かべながら、小声で護衛対象である生徒会長に呼びかける。

「喜べ。俺のモチベーションは最高潮に高まった、必ずおまえを守り抜こう」

　場所は豚小屋学園の中央校舎、管理房に位置する食堂──その天てん井じよう裏である。非常時に業者が入って電源などを整備するための場所で、居住性は最低だ。空気が薄うすく、明かりなどをつけるわけにもいかないので何もかも手て探さぐりで、移動するだけで難なん渋じゆうする。

　とはいえ独房から抜けだした身の上だ、堂々と通路などを歩くわけにはいかない。全身を『秘術』の産物、黒色細さい胞ぼうで覆おおえばそれも不可能ではないのだが……。『秘薬』がもたない可能性が高い、何があるかもわからないので節約しておきたくもある。

　岬は天井裏の床ゆかをいちぶ黒色細胞で切り取り、そこから食堂の様子を確認している。黒色細胞を広げて穴を覆っているので、食堂からはこちらは見えないはずだ。

　岬には透とう過かして見える黒色細胞越ごしに、油断なく下界を眺める。豚小屋学園の生徒たちは大人しく従順だが、食事中はそれなりに騒がしい。たしょう、岬たちが声をだして会話をしても気づかれる恐れはほとんどないだろう。

　そう判断し、返事がないので再度──岬は雛藻に呼びかける。

「雛藻？　栄養剤は摂取できないようだし──おまえの食料を調達しているが、何か食べたいものなどのリクエストはあるか？　最大限に善処する、遠えん慮りよせずに言ってほしい」

　岬は黒色細胞を触しよく手しゆのように伸のばして、こっそりと食べ物をちょろまかしている。

　黒色細胞は誰にも認識されないし、それで丸ごと食料を包みこんで運べば気づかれずに食料が調達できる。そうやって自分のぶんと雛藻のぶん、ふたりぶんの食事を得た。

　あまり大だい胆たんに盗ぬすむと不審がられると判断し、生徒たちの皿からちょっとずつ奪うばうなりの配はい慮りよをした。生徒のふりをした【特命生徒会】の人間がいる可能性があり、黒色細胞が発見される恐れもあるので、その観点からでも慎しん重ちように誰にも見られぬよう気を配りもした。

　万全である。

　自分の仕事ぶりに満足しつつも、あまりにも何の反応もないので心配して──雛藻を見た。彼女は汚よごれた天井裏の床で膝ひざを抱かかえており、自分の股またぐらに埋うずまるようにして顔を伏ふせていた。どうしたのだろう。眠ねむいのだろうか。

　天井裏の空間は狭せまく、岬はうつ伏ぶせになっている。ちいさな雛藻はぎりぎり、かるく頭を傾かたむければしゃがめるぐらいだ。そちらへ、岬は匍ほ匐ふく前進で近づく。

　見ると、こちらも奪った皿に盛られた料理に、雛藻は手をつけていない。

「どうした、雛藻。食しよく欲よくがないのか、腹でも痛いのか」

　岬は首を傾かしげつつ、雛藻の髪かみの毛を「ぐいぐい」と引っ張ってみた。

「ちゃんと食べておけ。この後すぐに、本格的に脱獄を決行する。かなりの修しゆ羅ら場ばになるかもしれない──栄養を摂せつ取しゆし、体力をつけておく必要がある」

「……髪に触さわらないでください、変質者」

　雛藻は微び動どうだにしないまま、怨おん念ねんに満ちた声を漏もらした。

「わ、わたくし、自分の忍にん耐たい力に、感心していたぐらいだったのですけど。今日のあれは、無理です。すみません。ひ、ひとが、おトイレしてるのに──じろじろ見ようとして。あまつさえ、わたくしが恥はじらって何もできずにいると、『ちゃんと出しておけ』とか言ってお腹を押すし。あ、あなたには、ほとほと呆あきれ果てました」

「ふむ、何がいけなかったのだろう？　おまえは『秘術』を消せるが『秘薬』は消せないと聞いた、接せつ触しよくすることには問題がなかったはずだが？」

「問題はそこではありません」

「場所がいけなかったのか？　男と女では便器に差異があると聞く、だが女子房まで移動するのも大変だしな。男子用の、個室便所を利用したほうが手てっ取とり早ばやいだろう？」

「場所の問題でもありません」

「難しいな……。あっ、もしかして寝不足なのだろうか。すまない、あったかい寝しん台だいで熟じゆく睡すいすることができなくなったからな。眠れなかったのか、だから不ふ機き嫌げんなんだな？」

「岬。わたくしは、エチケットの話をしています」
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　焦じれったくなってきたのか、雛藻が顔をあげてこちらを睨にらんできた。耳まで紅潮している。風か邪ぜでもひいて熱でもでたのかと心配し、岬は手を伸ばした。

「よくわからんが。不満があるなら何でも言ってくれ、できるかぎりで善処する」

「はぁあ──」

　されるがままになりながら、雛藻は深々と溜ため息いきをついた。

「……あなたには、悪気はないのですよね。下心すらも。だからこそ厄やつ介かいでもありますけど──あ～あ、わたくしお嫁に行けませんね。もとより、そんなつもりはないですけど」

　ぶつぶつ言うと、雛藻は目の前のお皿を一いち瞥べつし、小首を傾げた。

　今日も律りち儀ぎにかぶっている帽ぼう子しがずり落ちそうになったので、手で支えながら。

「岬。スプーンなどはありませんか、それとも犬のように食べろと？」

「あぁ──すまん、忘れていた。待っていろ、いま調達する」

　食料だけ調達すればいいかと思っていたが、考えてみれば食べるための道具──スプーンなども必要だ。岬は栄養さえ摂取できれば何でもよかったので、気が回らなかった。

　基本的にお行儀が良い雛藻には──皿から直接、犬食いするのも抵てい抗こうがあるのだろう。いいから手て摑づかみで食え、と無理強じいするほど切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようでもなかった。

　とはいえ岬には、慎重を期す必要がある。黒色細胞で覆った穴のところまで這はい戻ると、油断なく食堂の様子を窺うかがう。あまりにも真しん剣けんな様子だったので気になったのか、雛藻もよちよちと寄ってきた。

「どうしました、岬。何やら、迫はく力りよくのある面おも持もちをしておりますが」

「しっ……。待っていろ、スプーンを調達する。ただ事情があってな、一いつ瞬しゆんで、誰だれにも気づかれないように素す早ばやく拝借する必要がある」

「何な故ぜ？　『秘術』は、一いつ般ぱん人には認識できないのでしょう？」

「この近きん辺ぺんで、『秘術』が行使された気配があった。豚小屋学園で遭遇した他ほかの【特命生徒会】構成員──タンスやタートルの『秘術』とは、異なる手て触ざわりだった。感覚的なものなので、俺の錯さつ覚かくかもしれないが」

「ふむ。食堂内に、他の【特命生徒会】の人間がまぎれこんでいる可能性が高いわけですね。だとすれば、こちらの位置などを気取られないように配慮する必要があるのも理解できます。その何者かの居場所は、摑つかめていますか？」

「わからんから、気をつけている。『秘術』の発動を察知する、俺の感覚は平均的だ」

　雛藻は物わかりがよくて助かる、余計な説明をする手間が省ける。

「もともと、そんなに正確な感覚じゃない。何となくそんな感じがする、という程度のものだからな。正確な居場所などは、摑めない。相手もそれは同じだろう──俺の『秘術』の発動を感知した可能性はあるが、こちらの位置まではわからないはずだ」

　岬は彼女の頭を撫でてやりたい気分になったが、意味がなさすぎるので実行はしなかった。雛藻はそんな岬に気づかず、食堂の様子を気にしている。黒色細胞に覆われたままでは見えないかと思い、彼女のぶんの覗き穴を空けてやった。

　天井は高い位置にあるし、食堂にいるものもこちらに気づかないだろう。雛藻が見ても何もわからないはずなのだが──楽しいのか、わくわくした表情をしている。

「ほんとうに、刑けい務む所しよみたいですね──」

　物見遊ゆ山さんをしているわけでもないのだが、咎とがめるほどのことでもない。岬はとくに邪じや魔まも叱しつ責せきもせずに、自分も彼女の視線を追うようにして食堂をつぶさに観察する。

　そういえば岬もいちども利用したことがないので、食堂の景色は物珍しい。鼠ねずみ色いろの制服を身にまとった男子生徒たちが──整然と並び、食事をとっている。

　食堂はさほど広くないため、交代制で、時間をずらして何度も生徒たちが入れ替かわりながら食事をとる。食事の時間は決められており、それを過ぎたら強制的に終しゆう了りよう。

　食べ終えていなくても皿などを回収され、次に食事するものたちが入ってくるので場所を譲ゆずらなくてはならない。ベルトコンベア式の、古くさい工場みたいだ。

　ちなみに岬は、なるべくそうして食べ残された食事をちょろまかしている。誰もそんなもの気にしないし、どうせまとめて捨てられるだけなのだから拝借しても構わんだろう──という感じである。誰かが食べている途と中ちゆうのものを奪おうとすると、さすがに違い和わ感かんを覚えられるだろうし。ひとの食べ残しを頂戴する、まさに残飯処理だ。

　ともあれ今もちょうど交代の時間がきたのか、生徒たちが一いつ斉せいに立ちあがり、出口へと向かう。このあたりは従順な豚小屋学園の生徒らしく、一糸乱れぬというほどでもないが、とくにトラブルも遅おくれもなく淡たん々たんと予定どおり進行する。

　代わりに入ってきた生徒たちも、急がず慌あわてず、かといって遅れもせずに移動──すんなり着席。同時に、食事を振ふる舞まう配はい膳ぜん係がカートを押して入室。ひとりひとりの目の前に、食事ののったトレイを配っていく。
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「あっ──見てください、岬。あれ、タートルですよね？」

　雛藻が先ほどの仕返しとばかりに、間近にある岬の髪を引っ張った。とくに気にせず、岬は無言で頷うなずく。貧弱な体格のものがおおい豚小屋学園では目立つ、巨きよ漢かん。昨夜、独どく房ぼうにて岬と一戦やらかした『おおきいひと』──タートルである。

　彼は知能が低い間ま抜ぬけだと、他のものには認にん識しきされている。そう装よそおっているだけ、演技だろうが……。基本的に動きは緩かん慢まんで、焦れったく思ったのか同房の『瘦やせたひと』に小こ突づかれて急せかされている。

　それを、房長である『眼鏡めがねのひと』がなだめている。

　岬が独房を抜けだしたことで、同房だったものたちは詰きつ問もんされたりしたのだろう──何だか疲つかれたような様子だ。だが、取り立てて昨日見た姿からは変化がない。

　岬がいてもいなくても、さほど影えい響きようはない。それは当然だし、そういうふうに仕向けもしたのだが、ほんのすこし寂さびしさもおぼえる。岬は【特命生徒会】の構成員、殺し屋であり、平へい凡ぼんな日常風景には馴な染じめない。そこに、岬の居場所はない。

「あまり見るな、雛藻。タートルは【特命生徒会】の幹部フオ補佐ロワーだ、経験と訓練を積んでいる。下手へたに動どう揺ようしたり、反応を示すとこちらの居場所が気取られる可能性がある」

「あっ、はい……。わかりました」

　雛藻は神しん妙みように、やや震ふるえながら何度も頷く。彼女は昨夜、タートルのせいで酷ひどく怖こわい思いをしたのだ。警けい戒かいし、怯おびえている。

「おや、あのひと──」

　タートルから意識を逸そらすためにか、あちこち眺ながめて、雛藻がまた何か発見したらしくあらぬ方向を指さした。そちらを見ると、独房にも食事の配膳にきた小こ柄がらな少女──瓜うり姫ひめ愛あい梨りがいた。ひとりひとりに食事を配膳し、たまに談だん笑しようしている。

　本来、配膳係が生徒たちと会話を交かわすことは禁止されている。だがべつに罰ばつ則そくがあるわけでもないし、女子と男子で生活空間が厳密に区切られていて交流がない豚小屋学園では、彼女は貴重な異性である。大人気で、天使だ何だと呼ばれて愛されているらしい。

　本人もべつにそんな立ち位置に悪い気はしないのか、ふつうに気さくなだけか、わりと愛あい想そよくお喋しやべりしてくれる。彼女がみんなの人気者なのは、それも理由のひとつだろう。

「はい皆みなさん、たっぷり食べちゃってくださ～い！」

　愛梨は朗ほがらかな微び笑しようを浮うかべて、ひとりひとりの生徒たちの目の前に食事を配膳していく。エプロンのポケットに入ったボトルから、サラダにドレッシングをかけていた。

「えへへ、今日も特製ドレッシングのサービスです！　美味おいしくなぁれ……☆」

　豚小屋学園の食事は基本的に味気ないのだが、彼女は自分でドレッシングなどの調味料をつくって振る舞ってくれる。生徒たちには、かなり好評である。

「みんなに配るほどの量はないので、どうしても物足りない～ってひとにだけドレッシングをあげますね！　どうですか～、特製ソースもありますよ♪」

「俺らは、ドレッシングはいらないよ。薄うす味あじが好みなんだ、今日は疲れてるし──あんまり食べられそうにないしね」

『眼鏡のひと』がそう言って、やんわりと愛梨を遠ざける。『眼鏡のひと』と、『おおきいひと』──タートルの皿にドレッシングをかけようとしていた愛梨は、はにかんだ。

「遠慮はしなくてもいいんですよ？　でもまぁ、無理強いも良くないですね……。他に欲しいひとはいませんか～、たくさん食べて栄養つけて元気になっちゃってください♪」

　そんな愛梨以外の配膳係は淡々と、仕事をしている。愛梨は無む駄だにお喋りなどをするのでやや遅れているが、誰も叱しかりつけたりしない。その様子を見るかぎり、愛梨は同どう僚りようなどからも信しん頼らいされ、親しまれているのだろうと思われる。

　むしろ同僚の配膳係が、遅れている愛梨の仕事を手伝ってあげているのも見えた。愛梨も軽かろやかにお礼を言ったりして、朗らかな雰ふん囲い気き。

　落ちこぼれたちが集まる、掃はき溜だめ……。刑務所じみたこの豚小屋学園ではむしろ不自然に思えるほど、平和な光景である。だからこそ、食事の時間は──生徒たちにとって癒いやしであり、救いであり、数少ない心温まるひとときでもある。

　岬と同房であった『瘦せたひと』が、自分の前に食事が配膳されるタイミングを逃のがさずに、がんばって愛梨に話しかけている。

『瘦せたひと』は愛梨のことが大好きで、天使ちゃんなどと呼び、こっそり隠かくし撮どりした写真をもっていて（そういうものが、どこかで売られているらしい）毎日のように眺めているようだ。恋こいをしているのだろうか、岬にはよくわからない感覚だが。

「あ、あの。天使ちゃ……瓜姫さん、俺には何かサービスとかないの？」

「あ～、えぇっと──どうしましょう？」

　今日も『瘦せたひと』は何やらしつこく声をかけて、愛梨を困り顔にしていた。岬は発達した聴ちよう覚かくで、ふたりの会話を聞くともなく聞いた。

　愛梨はかわいい顔を精せい一いつ杯ぱいにしかめて、腰こしに手を当ててお叱りモードである。

「お母さんに聞きましたよ、昨晩、あなた夜間外出してたんですって？　ルール違い反はんしたひとには、ちょっと厳しくしなくちゃいけなくって──お母さんに怒おこられちゃうから」

「ルール違反っつっても、たいしたことないじゃん？　つうか、何か他の生徒とかエリザベスとかに殴なぐられたりしたしさ！　俺、むしろ被ひ害がい者しやっていうか？」

「ん～、お母さん厳しいから……。でも、ルールを破ったのが良くないんですよ？　あたしたちは豚です、家か畜ちくです──偉えらいひとの言うことを聞かないと殺処分ですよ？」

「家畜じゃないよ、すくなくとも天使ちゃんは……。ていうか、エリザベスの言うこと聞くことなくないか？　何か、良くない噂うわさとか聞いてるぞ？　無理やり、母親に──エリザベスに客をとらされてるとか？　俺が昨晩うろちょろしてたのも、それを調べようと思ったからだし！　大だい丈じよう夫ぶなのか、俺でよければ相談に乗るよ？」

「え～……いや、心配してくれて嬉うれしいですけどっ？　余計なお世話っていうか、べつに何もないですよ？　大丈夫です！　あんまり、その話はしないでくださいね？　はい次のひと～、ドレッシングはいかがですか？」

　そういえば『瘦せたひと』は昨晩、夜間は外出禁止のはずなのに通路をうろついていたりと、不審な動きをしていた。気になるが、直接、問い質ただすわけにもいかないし──まぁ放置するしかない疑問だが。いったい、彼はあのとき何をしていたのだろう？
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「ふむ……。やはり先ほどから、何度か『秘術』が行使されている気配があるな。タートルは殺し文句を口にしていないし、彼がタンスは始末したと言っていたから──最低でもあと一名、未知なる【特命生徒会】の人間が存在する可能性がある」

　ぼんやり食事風景を眺めているのも無意味に思えて、岬は己おのれに言い聞かせるように、そう独白した。今は、考えることが山ほどあるのだ。

「明確に、見た目で区別ができれば簡単なんですけどね。【特命生徒会】は秘密組織──そう簡単に、構成員は尻しつ尾ぽをださないでしょうね」

　雛藻もそのへん察したのか、岬が口にした話題に乗っかってくる。

「そういえば、岬……。タートルはわかるのですが、タンスというのは存じません──タートルがそんな名前を口にしていましたけど。いったい、誰のことでしょうか？」

「あぁ、説明していなかったか？　おまえを、この豚小屋学園で俺に引き渡わたした相手だ。【特命生徒会】の人間らしいのだが──いまいち、正体不明だ」

　そういえば、とくに必要がなかったのでタンスについての説明はしていなかった。だが考えてみれば、雛藻を岬に引き渡した相手だ。

　もしかしたら、彼女の知人なのかもしれない。

「わたくしを、引き渡した……？」

　雛藻は不思議そうに、眉まゆをひそめている。

「何者なのでしょうね、そのひとは」

「不明だ。おまえも、よく知らないのか？」

「はい、そのひととお会いしたことがありません。わたくし、ずっと生活していた白い部屋で──とある文章を読んで、自分が他の場所に移されることは知っていたのですけど。その時期を指定されてはいませんでしたので、一昨日はふつうに就寝したのです」

　雛藻は思いだし思いだし、まとまらない口調でつぶやいている。

「そして目覚めたら、あなたがいました。それで状況がよくわからないまま、即そく座ざに蹴けられてまた意識をなくしたのです。そういえば、あの場にもうひとり誰かがいましたね？」

「あぁ、そいつがタンスと名乗っていた。ふむ──何だか妙な話だな、曖あい昧まいすぎる。タンスが、眠っているおまえをその白い部屋とやらからつれだしたのだろうか」

「わかりません。わたくしがこうして、面と向かって対話をしたのはあなたが初めてなのですよ──岬。とりあえず、それだけは事実です。わたくし、噓はつきません」

「俺も噓はつかない、基本的に。……ほら雛藻、スプーンだ」

　会話をしながらも黒色細さい胞ぼうを迅じん速そくに操あやつり、回収したスプーンを雛藻に握にぎらせる。雛藻はかるく会え釈しやくし、座り直して食事を始めた。

　そんなことをしていたので、雛藻の発言に含ふくまれるおかしな点を追及するタイミングを逃してしまった。あなたが初めて、という点について。岬は彼女が白い部屋とやらから出て最初に会話したのが自分だったのか、という理解をしたが──。

　まさか彼女が、本当に生まれて初めて対話した人間が自分なのだとは、想像もしなかった。だって、そんなのは普通はありえないことである。

　岬にとって、雛藻はあくまで護衛対象。彼女の命を守り、舞夢に引き渡せばいい。

　そういう意味では、岬もタンスが名乗っていたのと同様に──単なる運び屋である。自分が運うん搬ぱんする、貨物の事情や由来まで慮おもんぱかる必要はとくにない。

　雛藻も空腹だったのだろう、いったん言葉を途と切ぎれさせて食事に集中していた。お上品にスプーンを握って、もぐもぐとカレーやサラダなどを食べている。

「うん。おいしいです、あなたは食べないのですか？」

「食べる。だが、その前に──」

「はいはい。わたくしが、舐なめればいいんですよね」

　雛藻は察しがよく、岬のそばに並んだ手つかずの皿を手元に引き寄せる。そして、何かを誓ちかうように口づけをしていった。

「どうぞ」

「ありがとう。では、俺も食おう」

「あぁ、もっとお上品に食べなさい。あと、『いただきます』も言うべきです」

「いただきます。さっさと食って移動するぞ、あまり長時間──同じ場所に留とどまるべきではない。俺は、もうすこし食料を回収しておく」

　食べ物を口に流しこむようにして、岬は皿を空にする。雛藻が何か言いたげにしていたので、機先を制して岬は「ごちそうさま」とちゃんと言った。

　何もかもが手慣れてきて、どこか長年つれ添そった夫婦のような雰囲気ですらあった。
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　食堂で小腹を満たしたあと、岬は雛藻を伴ともなって通風パイプや天てん井じよう裏を伝って移動。

　やはり楽なので、雛藻は例によってベッドシーツで包まれたうえで岬の身体からだに縛しばりつけられている。抱だっこで運ぶのは不自由だ、これなら両手も使える。

　訓練を受けていない、ふつうの子供ぐらいの身体能力しかない雛藻に自力で移動させるのは難しい。歩くだけでなく、狭せまい空間を匍ほ匐ふく前進したり通風パイプを垂直によじ登ったり、立体的かつ複雑な動きをしなくてはならないのだ。

　良からぬ事故や怪け我が、発見のリスクを増やすだけである。雛藻に、基き礎そからそういう訓練を積ませる時間もない。

　ゆえに昨夜から、こうやって彼女を運搬して移動するのが基本となっている。雛藻ももう慣れたらしく、文句も言わずに大人しく運ばれてくれる。

　乗り物酔よいなどされても面めん倒どうだし、なるべく揺ゆらさないように気を遣つかっているので、逆に眠ねむくなったらしく雛藻は「うとうと」している。実際、睡すい眠みん不足でもあるのだろう。

　移動中にすこしでも眠ってもらったほうが体力も回復するだろうし、岬は雛藻に話しかけたりもせず、黙もく々もくと行動した。小一時間ほど用いて、目的の場所に到とう着ちやく。

　分厚い障しよう壁へきを何度か黒色細胞で切断し、やや強ごう引いんに移動。天井板を切り開き、飛び降りると音もなく着地。激しい上下動にさすがに微ま睡どろみから覚めたらしく、雛藻がビクッとしてちいさな声をあげる。

「す、すみません。わたくし、寝ねていましたね？」

「構わん。それより静かにしてくれ──この場所の警備レベルは一いつ般ぱん房ぼうとは比べものにならない、どんなセンサーが仕し掛かけられているかわからない。迅速に目的を果たし、さっさと撤てつ収しゆうしたい」

「この場所、とは──」

　雛藻はきょとんとして、自分を包むシーツのなかでもごもごと動くと、周囲を見回す。呼吸のために雛藻の顔は露ろ出しゆつさせているし、岬の後方を向いている。視界は確保されているはずだ、彼女は恐おそる恐る室内を眺ながめている。

「ここは、いったい……？」

　それなりに広い部屋だ。少女趣しゆ味みな内装で、壁かべ紙がみは桃もも色いろに統一されている。中央にキングサイズのベッド。配置された家具は丸みをおびていて、パステルカラーに塗ぬりたくられている。動物の毛皮で包まれたクッションや椅い子すには、ふわふわの尻尾みたいな飾かざりがついている。全体的に、愛らしい雰囲気である。

　どこの夢見る少女の私室か、といった雰囲気だが──。

「看守室だ」

　岬は周囲を睥へい睨げいし、やや緊きん迫ぱくした口調で囁ささやいた。

「ちょっと予想とちがう内装だったので、俺も驚おどろいているが……。うむ、まちがえて他ほかの場所にきたわけでもない。ここは、看守室であっているはずだ」

　脳のう裏りに豚小屋学園の見取り図を思い浮うかべ、自分が辿たどったルートを再確かく認にんして、そう結論する。岬の方向感覚や距きよ離り感かんその他、感覚は鋭えい敏びんで正確である。

「看守室……。何だか、かわいい感じのお部屋ですね」

　雛藻は最初は驚いていたようだが、どちらかというと好ましい内装だったのだろう……。シーツから手をだして、そのへんの簞たん笥すの上に飾られたぬいぐるみを撫なでている。

　それから、余計なことをしている場合ではないと思いだしたのか、首を揺する。寝ぼけ眼まなこを瞬しばたたかせて、深い吐と息いきを漏もらしていた。

「えぇっと──よくわかりません、岬。なぜ、看守室に忍しのびこんだのですか？」

「端たん的てきに言って、脱だつ獄ごくのためだ」

　岬はとくに室内の愛らしいものに興味を示さずに、淡たん々たんと説明する。

「俺の目的は、看守の捕ほ獲かくだ。拘こう束そくし、脅きよう迫はくし、俺たちの脱獄を手伝わせる。看守にしか入れない場所、開けられない扉とびらがあるからな。それらを、看守に突とつ破ぱさせる」

「あぁ……。成る程ほど、わかります。豚小屋学園は刑けい務む所しよのようなもの、一般生徒は外出も禁止されていますし、立ち入れない区画もあります。なので、看守を利用するのですね。けれど──ちょっと脅おどしたぐらいで、脱獄を手伝ってくれるでしょうか？」

「素す直なおに手伝ってくれたら、それが最善だ。次善として、看守の手足と眼球を切り取る。拷ごう問もんになるからこちらの言い分を吞のませやすいし、最悪それで看守が死んでも、指し紋もんや虹こう彩さいによる認証が必要な扉なども突破できる」

「ろくでもないことを、当たり前のように言いますね。あまり、残ざん酷こくな真似まねをするのは感心しません。看守さんは無関係な、がんばって働いてる一般人ですよ」

「保険でもある。看守の身み柄がらを押さえておけば、万が一、脱獄が発覚して追っ手が放たれた際にも人ひと質じちとして有効活用できる。いろいろ役に立つ、是ぜ非ひとも手に入れておきたい」

「便利なアイテムのように、生きた人間について言げん及きゆうしますね……。わざわざ看守さんを捕獲せずとも、岬のあの『秘術』で扉や壁を突破して脱出すればいいのでは？」

「事前の下調べや、昨夜に行っていた脱獄のための調査で……。これが、いちばん簡単な脱獄方法だと判断した。どれだけ障壁、関門、邪魔が入るかわからないしな。強引に脱獄すれば発見され、騒ぎになって校舎から脱出したあとに手間取りそうだ」

　べつに、雛藻にこちらの考えを伝える意味はとくにない。彼女が何を言おうとも岬は己のプランに従ってすべてを実行し、任務を達成する腹づもりである。けれど何だか、いちいち彼女と対話するのが習慣になってしまっていた。

　頭の整理にもなる。雛藻は賢かしこいので、論理の穴を指し摘てきしてくれたりもする。参さん謀ぼう、とまではいかないけれど……。単なるお荷物、よりは役に立つ。

　岬はそんな気持ちで考えを明かしているのだが、雛藻には何でも聞けば教えてくれるのが嬉うれしいのか、むしろ一いつ緒しよになっていろいろ熱心に意見をだしてくれる。

「追おっ手てや障害をすべて、俺の『秘術』で突破していくとなると……。合流地点に辿りつくまでに、『秘薬』が尽つきる可能性がないとは言えない。できるだけ『秘術』を用いず、ぎりぎりまで節約して脱獄をすべきだと考えた」

「それで、看守を利用することを思いついたのですね。成る程、わたくし納なつ得とくできます。自らの異能力──『秘術』にばかり頼たよらずに、あらゆる手段を講じる。その点は素す晴ばらしいですね、思いつく手段が血なまぐさいのがやや引っかかりますが」

　雛藻は何だか息子むすこがテストで優ゆう秀しゆうな成績をおさめたのを知った母親みたいな、満足げな笑え顔がおで頷うなずいている。何となく腹立たしいが、同時にすこし不可解でもある。

　岬は、雛藻をけっこう酷ひどい目にも遭あわせてきた。何度も泣かせたり恥はじをかかせたりしたのに、ずいぶん協力的だ。それが、岬には不思議である。

　雛藻を無事に舞夢に送り届ける岬の任務には、彼女の命を守るという意義がある。利害は、目的は一いつ致ちしている。だからこそ、協力的なのだろうか。

　そう判断し、便利でもあるので、岬は雛藻の意見を咀そ嚼しやくし参考にしていく。

「俺も、できるだけ看守や警備員などの一般人は殺さないつもりだぞ。べつに博愛主義に目覚めたわけでなく、単に殺人とはリスクが高い行こう為いだからだ。『秘術』を用いずに殺せば、騒さわぎになる、事件になる──警察などに追われる。いらぬ苦労が増える、それだけのことだ。『秘術』は節約したいし、なるべく殺さない方向でいくつもりだ」

「それは、わたくしからもお願いしたいところです。目の前で誰かが殺される光景は、あまり見たくありません。もちろん、わたくしは人殺し集団である【特命生徒会】の頂点……。我々が人殺しだという、その事実からは目を背そむけたりはしませんけれど」

　雛藻が何だか思い詰つめたような口調だったので、やや気になったが──岬が何か言う前にその聴ちよう覚かくが足音を捉とらえた。この看守室に、何者かが近づいてくる。
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　瞬しゆん時じに岬は身を翻ひるがえし、クローゼットのなかに潜もぐりこんだ。

　雛藻を背負ったままだと入れない幅はばだったので、手早く彼女の緊きん縛ばくを解いて小こ脇わきに抱かかえた。驚いた彼女が悲鳴をあげたりしないよう、前もって口元を塞ふさいでおく。

　完かん璧ぺきな隠おん密みつ行動で、音も一いつ切さいたてなかった。察しの良い雛藻も無む駄だに驚いたり騒いだりせず、お利口さんにしている。

　そんな彼女を自分の横に置き、くちびるに指を添えて気配を消すように無言で命じる。ふたりで密着し、狭せま苦くるしいクローゼットのなかで息を殺した。雛藻が呼吸音などを消そうとしているのか、かぶっていた帽ぼう子しを口に押し当てているのが何だか愛らしかった。

　しばし間を置いて、看守室の扉が開く音がした。

「～……♪」

　ハミングが聞こえる。

　やや金属質に上うわ擦ずった、覚えのある声である。予想よりも早かったが、目的の人物が入室してきたらしい。そう判断し、岬は雛藻に動かないように手で示してから──無音でクローゼットから飛びだした。

　幸いなことに、相手はこちらに背中を向けている。完全に油断しているらしく、室内に不ふ審しん者しやが潜ひそんでいるなど想像もしていない──警けい戒かいもしていない。

　こちらに気づく暇ひまも与あたえないまま、岬は滑なめらかな動きで目標に接近。

「………？」

　その途と中ちゆうで奇妙な事実に気づき、顔にやや疑問を浮かべたが、すでに身体は動きだしてしまっている。行動を中断してクローゼットに戻もどるのもどうかと思い、とりあえず当面の目的を果たした。

　鼻歌を紡つむいでいた人物に背後から接近、その口元を手で覆おおって声をださせないようにする。柔じゆう術じゆつの要領で相手の足を引っかけて転ばせて、そこに馬乗りになって動きを制限。

　何事か、と相手が驚く時間も与えずに──口元に添えた手で頭を固定し、もう片方の手で首くび絞しめを行う。動脈を圧あつ迫ぱくし、あっさりと意識を奪うばった。

　腕うでのなかで相手がぐったりしたのを確認し、事前に用意していた粘ねん着ちやくテープで手足と口元を塞ぐ。こちらも、食堂で料理をちょろまかしたのと同様の方法──『秘術』で生じた黒色細さい胞ぼうで、学園内の作業場と呼ばれる部屋から調達している。

　完璧に相手を拘束・緊縛し、無力化して目的達成。

　一息つき、雛藻を手招きする。

「て、手慣れてますね。流石さすがと言うべきでしょうか、岬」

　小声でつぶやきながら、雛藻が怖こわ々ごわと寄ってくる。

「目的は果たしましたね。看守さんを殺さずに、無事に捕獲できたようです」

「いや、失敗──というほどでもないが。やや、予想外の結果だ」

　見ろ、と岬は雛藻の視線を誘ゆう導どうし、粘着テープで拘束され床ゆかに転がされた人物を示す。

「この豚小屋学園では、看守ひとりひとりに個室が──こういう看守室が与えられる。看守たちが書類仕事をしたりする、まぁ生活の場だな。個室だし、独りになるので狙ねらいやすいと考えたから、ここで待ち伏ぶせたのだが」

　相変わらず淡々と、けれど戸と惑まどいを隠かくせない口調で、岬はぼやく。

「俺が狙ったのは、エリザベスと呼ばれる看守だ。雛藻も見ただろう、俺たちが入った独房の担当をしていた女看守だ。戦せん闘とう能力はほぼなさそうだったし、どうも豚小屋学園の上層部に顔がきくらしいから……。人質にするなりして、有効活用できると思ったのだが」

「けれど、岬。このかた、エリザベスさんではありませんよね？　人ひと違ちがいでしょうか──たまたま他のかたが、エリザベスさんの個室に何かの用事で入ってきた感じですか？」

　雛藻も不可解そうに、眉まゆをひそめている。

「このかたは、たしか……。食事の配はい膳ぜんなどをしている、先ほど食堂でも見た──瓜姫愛梨さんですよね？」

　その言葉のとおり、岬が拘束し、床に転がした人物は瓜姫愛梨である。

　ついさっき、食堂で見た姿そのままだ。かわいい、ひよこ柄がらのエプロンと、三さん角かく巾きん。小こ柄がらで、華きや奢しやな体たい軀く。天使ちゃんなんて呼ばれて生徒たちから慕したわれている、豚小屋学園の男子房における平和と癒いやしの象しよう徴ちよう──。

「いいや」

　岬は失神している愛梨の身体からだをまさぐり、あるものを見つけて掲かかげた。

「こいつが、エリザベスだ」

　それは愛らしい彼女には不似合いな、ちょっと血で汚よごれた乗馬用の鞭むちだった。

　ご丁てい寧ねいなことに、鞭には原色のマーカーで『エリザベス』と記名されている。
















「もしもし、母さん？」

『…………』

「母さん？　応答を願います、母さ～ん……？」

『…………』

「お忙しいのでしょうか。遠距離の通信は『秘薬』の消しよう耗もうが激しいみたいですしね、母さんに負担をかけることは本意ではないのですが……。返事もないのは、寂さびしいです」

『…………』

「あぁ、母さん。母さんの声が聞けないと、俺は寂しさのあまり死んでしまいます。あっ死にます、あと五秒ぐらいで。五、四、三、二──」

『ちょっと待ってえ!?　何で死ぬとか言うのっ、生きることを諦あきらめないでえ！』

「もちろんです。俺は母さんの命令がないかぎり、絶対に死にません」

『いやいや、私が命令すると死んじゃうのお？　愛が重すぎるよお！』

「……『私』？」

『ん？　とにかく、えぇっと何だっけ？　ごめんねえ、すぐにお返事ができなくて！』

「いえ、移動中で連絡が取りづらい──という話でしたもんね。こっちも声が聞けたらいいな、という感じで……。とくに、急いで報告すべきことはなかったのですが」

『ええっ、じゃあ連絡しないでよお？　君は甘えん坊だなあ、乳離れしなさい！』

「何でそんな寂しいことを言うのですか、母さん。『君』とか、他人行儀ですし……。俺のことが嫌いになったんですか、いつもみたいにグンちゃんって呼んでください」

『う～、ごめんねえ？　こっちも移動中で、ちょっと余裕なくって！　大丈夫だよお、グンちゃんのことを宇宙でいちばん愛してゆっ♪』

「俺も母さんを愛しています。ともあれ──こちらは多少、予期せぬ事態もありつつおおむね予定どおりに行動しています。順調にいけば、あと小一時間ほどで待ち合わせ場所に辿りつけるでしょう。そちらは、今どのへんにいますか？」

『ええっとお～。んっとごめん、待ち合わせ場所ってどこだっけえ？』

「豚ぶた小ご屋や学がく園えんのある孤島の、北側の浅あさ瀬せです。自分で指定したんですから、忘れないでください。母さんは、いつごろ到着予定ですか？　拠点からこちらへ向かうとなると遠距離ですしね──まだ時間がかかりそうなら、校舎外に潜伏しておきますけど」

『大丈夫～、母さんが本気をだせばマッハだからマッハ☆　ふつうに、数時間もかからずにそっちに到着するよお？』

「さすがです、母さん。では、俺もふつうに待ち合わせ場所へ向かいますね」

『うん、よろぴこ～。えへへ、グンちゃんに会えるのを楽しみにしてるよお♪』
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「すみませんすみません、許してください！　出来心だったんです！」

　瓜うり姫ひめ愛あい梨りが床に頭を擦こすりつけながら、泣きじゃくっている。相変わらずその手足は粘着テープで封ふうじられているが、先ほど事情を聞くために口だけは自由にしたのだ。

「騒さわぐな。殺すぞ」

　岬みさきは母と慕う舞ま夢むとの連絡を終えると、端たん的てきに脅おどした。壁かべに顔を向けるかたちで転がした愛梨の後頭部に、先ほど食堂で調達したスプーンを押しつける。

　こちら側が見えないため、愛梨は拳けん銃じゆうでも突つきつけられていると勘かん違ちがいしたのだろう──ぶるぶる震ふるえながら押し黙だまった。

　憐あわれすぎて滑こつ稽けいですらある姿ではあるが、同情して優やさしくしてやる理由もとくにない。岬はこちらの姿を見られても困るので、彼女の両目をそのへんにあったアイマスクで覆う。なぜかクローゼットや簞たん笥すのなかに、こういった各種の拷ごう問もんグッズ──あるいはＳＭグッズみたいなものが多数あったのだ。鞭。焼きごて。ボンデージ……その他、もろもろ。

　場所は、変わらず看守室である。愛らしい内装に不似合いな殺さつ伐ばつとした器具、および岬の行動に引きつった表情を浮うかべていた雛ひな藻もが、不思議そうに小首を傾かしげる。

「ふむ……。どういうことでしょうね、わたくし釈しやく然ぜんといたしません。要するに──このかたは『瓜姫愛梨』と『エリザベス』、『生徒』と『看守』の二重生活をしていたようですが。いったい、何でそんなことを？」

　愛梨はあからさまに動転し、恐きよう慌こうをきたしているらしく、その発言は支し離り滅めつ裂れつでわかりづらかったが……。根気強く話を聞くことで、いくつかの事情が明るみにでた。

　どうも彼女──瓜姫愛梨は、豚小屋学園の生徒でありながら、同時に看守＝教師でもあったらしい。それぞれの立場で行動し、雛藻の言ったとおり二重生活をしていたようだ。

　生徒としてはみんなに愛される、天使のような人気者……。配膳係の瓜姫愛梨として、明るく親しげに、他ほかの生徒たちに優しく愛あい想そよく接していた。

　看守としては逆にみんなに恐おそれられる、豚小屋学園における恐きよう怖ふの代名詞……。サディストの異常者、高圧的な変人エリザベスとして振ふる舞まっていた。

「べつに、最初から二重生活をしてたわけじゃないんですよ──」

　愛梨は涙なみだながらに、問われるままに何でも語った。

「あたしは普ふ通つうの、豚小屋学園の生徒でした。人間扱あつかいされない、夢も希望もない家か畜ちくです。何の能力もない、どんな職業への適性もない、落らく伍ご者しやだったんです。これでもけっこう家いえ柄がらは良いんですけど、そんなの生まれもった能力の前では関係ないっていうか……。むしろ無能の出で来き損そこないだって、一族の恥はじだって馬ば鹿かにされて」

　下等な虫が身を守るように頭を抱かかえたまま、愛梨は啜すすり泣いている。

「でも。ある日、突とつ然ぜんお母さんが豚小屋学園の教師として就任して──生活が一変したんです。お母さんはあたしとちがって優秀で、どんな仕事にも就つけるはずだったのに、豚小屋に堕おちたあたしのことを心配して様子を見にきたんでしょうかね？」

「おまえの母親というのは、実在するのか？」

　岬は、ちょっと気になって問うた。エリザベスは愛梨が生みだした架か空くうの人物などではなく、実際に存在したのだろうか。

　岬は豚小屋学園に潜せん入にゆうする前にある程度の下調べはしているが、全職員や全生徒のプロフィールを把は握あくしているわけではない──愛梨の事情なんてまるで知らない。

「はい。ご存知でしょうけど名前は瓜姫絵え梨り香かで、エリカだからエリザベス……。見た目や言動はあたしが真似まねたとおりですよ、まちがったＳＭ嬢じようか獄卒みたいな感じです。あたし、がんばって演じたんですよ──なかなか上手にはできませんでしたけど」

「あんな母親だと、苦労するだろうな。その点だけは、同情する」

「いえ……。むしろ異様にキャラが立ってたので、真似しやすくて助かりましたけどね。あたし本人とは、似ても似つきませんし。あなたたちも、あたしとエリザベスが同一人物だなんて気づかなかったでしょう？」

　愛梨は何だか拗すねたように、膝ひざを抱えて股またの隙すき間まに己おのれの顔を押しつけている。

「うまくやってたのに……。ついに、ばれちゃいました。できれば誰にも言いふらさないでくださいね、あたしの残念な人生における唯ゆい一いつの楽しみなんですから」

「おまえがどんな趣しゆ味みに勤いそしもうが、俺たちには関係ない。邪じや魔まにならなければ放置するが──むしろ、あまり関かかわりたくない」

　聞けば聞くほど、ややこしくも厄やつ介かいそうな事情である。

「ひとつだけ、確かく認にんしておく。つまり、おまえは基本的には生徒の瓜姫愛梨なんだな？　看守としての権限がないなら、俺の目的のために看守を利用する──というプランが瓦が解かいする。むしろ、おまえは念のため抹まつ殺さつしておくことも検討するが」

「ま、抹殺しないでください……。大丈夫です、看守としての権限はあります」

　愛梨は身を震わせて、媚こびを売るような甘ったるい口調で言った。

「もともと、この二重生活──あたしがお母さんに成り代わることは、お母さんから頼たのまれたことなんです。お母さん、ちょっと豚小屋学園の外で秘密の用事があるとかで……。一時的に、こっそり脱ぬけだしてるんです。あたしは、その間のお母さんの代理です」

「ふむ。代理を頼まれた際に、看守としての仕事も引き継ついだのか？」

「そうです、むしろいきなり言われて驚おどろいたっていうか……。あたしとお母さんは、顔立ちや体型はほとんど同じなんです。高貴な血筋の人間は、生まれたときに整形して、ちょっと美形につくられるんですけどね。その結果、親子でほとんど同じ顔かたちになってるんです。だから、入れ替かわってもあんまり気づかれませんでしたね」

　科学全盛の時代だ、我が子を美形に仕立てあげるのも冨ふ貴きな人間には簡単である。母親のほう──エリザベスこと瓜姫絵梨香もアンチエイジングなどをして、若さを保っていたらしい。まだ高校生の娘むすめが入れ替わっても、誰も気づかない程度に。

　ついでに厚あつ化げ粧しようや、奇き抜ばつなキャラクターを真似ることで……。そこまで親しくない相手には見破られないぐらい、完かん璧ぺきに入れ替わることができたのだろう。
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「あたしは、単なるお母さんが不在の間の代理……。そのはずだったんですけど、お母さんなかなか帰ってきませんし。ちょっと、この立場が居心地良くって」

　愛梨はもじもじして、恥はじらいながら言った。

「だって。普ふ段だんのあたしは、豚ですよ、家畜です。けど、お母さんは──看守はこの学園では神さまみたいなものです。すっごい、みんな媚こびへつらって従ってくれるんです。ちやほやしてくれるんです、それが嬉うれしくって癖くせになっちゃって」

　もはや何も聞いていないのに、愛梨はずっと秘ひめ隠かくしていたことを暴ばく露ろし始めた。

「でも所しよ詮せん、ちやほやされるのはお母さんなんです。看守の、お母さん……。だんだん、それに我が慢まんできなくなっちゃって。お母さんのふりをして、あたしに──愛梨に優しくするようにって、ちやほやするようにって命令したりして」

　何だか聞きたくないような、女の子の生の感情を吐と露ろしてくる。

「夜な夜な、かわいい男の子を呼びだして──愛してもらったりしました。あたしは酷ひどい母親に嫌いやなことを無理強じいされてる悲劇のヒロインぶって、男の子たちの同情を誘さそって、ちやほやされてました！　すみませんっ、でもそれが嬉しくって幸せで……！」

「あぁ、もういい。おまえの事情に興味はないんだ、長話している時間もないしな」

　何だか岬はうんざりしてきて、強ごう引いんに話を打ち切った。べつに岬は愛梨のちょっとした戯たわむれ、ストレス発散を咎とがめるような立場でもないし──そんな理由も時間もないのだ。

　雛藻は釈然としないらしく、珍めずらしい生き物でも見るように愛梨を眺ながめている。

「う～む。理解が困難です、何の意味があったのでしょう？」

「知らん。いま重要なのは、この女がそんな意味不明な行動をしても看過されていた……。そんなお遊びが許されていた、豚小屋学園における重要人物だという事実だけだ。こいつを利用すれば、脱獄までの行程も捗はかどりそうだ」

　岬はとくに愛梨の事情については興味がなく、己の任務のみに集中している。

「出迎えもすぐに到着するようだし、なるべく早く待ち合わせ場所まで移動する必要がある。余計な問答をしている暇ひまもない、今すぐにでも脱獄を開始する」

　不穏な単語に、愛梨がビクッとして反応した。

「だ、脱獄っ？　いけませんよ、そんなことしたら──あなた、えっと？　渡と刈がり、岬くんですね？　何でそんなことをするんですかっ、良い子にしていてください！」

「なぜ、俺だとわかった？　おまえに、顔は見られていないはずだが？」

「あ、あたし、生徒みんなの顔とか声とか名前とか覚えてます！　愛されキャラになりたいからっ、そういうの覚えてると好感度が高いでしょう？　渡刈くんはイケメンだからあたしのお気に入りだったしっ、ふふん……♪」

　空気が読めないのか緊きん張ちよう感かんがないのか、愛梨はなぜか得意げにしている。

　岬としては、こちらの素す性じようがばれたからには彼女を放置もできなくなった。最悪の場合、本当に口くち封ふうじのために始末するしかなくなって困るのだが。

　まぁ脱だつ獄ごくし、任務を終えれば事後処理は位階『Ｄ』のものなどに任せればいいし……。急いで愛梨をどうにかする必要は、とくにないが。

　冷静にそんなことを考えつつ、岬は愛梨の頸けい部ぶを指で圧あつ迫ぱくして痛みを与あたえた。

「自分の立場を弁わきまえろ、えぇっと……とりあえず愛梨と呼ぶぞ。愛梨、こちらが何かを問いかけたとき以外は喋しやべるな。余計に騒ぎ立てるなら、できるだけ苦痛を与えて殺す」

「ひっ？　わ、わかりました！　良い子にしてます、大だい丈じよう夫ぶです！」

　全身を震わせて、愛梨はわりと従順に黙ってくれた。この情けない言動のすべてが演技だったら恐ろしいが、今のところ危険は感じない。単なる迷いこんだ生徒ではなく看守としての権限もあるらしいので、予定どおり彼女を脱獄に利用できそうだ。




　　　　◆




　今後の行動について再度──思案している岬に、雛藻が呆あきれたようにぼやいた。

「岬……。女性は、もうすこし丁てい寧ねいに扱いなさい」

「もっと残ざん忍にんな真似もできる、必要最低限の措そ置ちのみを行っている。俺としては、できるかぎり配はい慮りよしているつもりだ。雛藻、移動を開始したいからこっちにこい」

「はいはい。また包まれて、おんぶされるのですね」

　雛藻も大人しく従い、自分でベッドシーツにくるまって顔だけだして結び目をつける。そんな彼女を、岬は紐ひもで己の身体からだにくくりつけた。移動中の、いつもの態ていである。

　このあたりは、だいぶ手慣れたものだ。

「愛梨は、どうするかな……。雛藻を担かついでいるから、背負うことはできん。持ち運びに不便だな、抱だっこすると両手が塞ふさがるし。紐でくくって、引きずってもいいが」

「よくはありません、目立ってしまいますよ。こういう場合は、脅して自分で歩かせて……みたいにするのが常道ではありませんか。看守を利用し、正規のルートで校舎外に出るつもりなのでしょう？　引きずって歩いたら、途と中ちゆうで怪あやしまれて止められます」

「それもそうだ。ふむ……その場合、俺が背負っている雛藻も問題になるな。あからさまに豚小屋学園の生徒でも職員でもないし、怪しすぎる。見咎められる可能性が高い、移動中は俺の『秘術』で雛藻を覆おおって隠すしかないか」

「では、わたくしは触さわって『秘術』を消さないように気をつけるべきですね。苦労をかけてすみません、なるべく『秘薬』を消費したくないのでしょうに」

「あらゆる関門や障害を『秘術』でブチ破るよりは、まぁ『秘薬』も節約できる」

「あ、あのっ？　さっきから、何を……？」

　喋るなと言ったばかりなのに、愛梨が不安そうに声をあげる。

『秘術』や『秘薬』といった単語への反応を見るかぎり、愛梨には【特命生徒会】についての知識はなさそうだ──まだ断定はできないが。

　念のため慎しん重ちように愛梨を観察・警けい戒かいしつつ、岬は丁寧に告げる。

「愛梨。俺たちは豚小屋学園の校舎内から脱出したい、そのために協力しろ。手伝ってくれたら、決してこれ以上の危害はくわえない。二度と、おまえに関かかわることもない」

「は、はい……。死にたくないので、なるべく善処します」

　愛梨は完全に萎い縮しゆくしているようで、床ゆかに転がったまま何度も頷うなずいた。そんな彼女の手足を拘こう束そくする粘ねん着ちやくテープに、岬は手を伸のばす。

「では、おまえの拘束を解除する。ここから先は、俺の指示どおりに動け。それ以外の余計な言動は控ひかえろ、俺は数秒もかからずにおまえを殺せる。それを忘れるな、愛梨」

「わ、わかりました。大丈夫です、逆らいません」

　愛梨は粘着テープをはがすごとに「あひっ!?」とか痛そうな声をあげつつ、ゆっくりと身を起こした。完全降こう伏ふく、という感じにちからなく両手を上げている。

「でも。渡刈くん──岬くんって、下の名前で呼んでいいですか？　えへへ……岬くんは独どく房ぼうを破ったので捜そう索さくされてます、ふつうに通路を歩いてるだけで捕ほ獲かくされますよ？」

「余計な気を回すな。大丈夫、その点は問題ない」

　通路などを移動する際には、タンス──と名乗ったあの少女と相対したときのように、顔を『秘術』でつくった黒色細さい胞ぼうで覆うつもりだ。そうすれば、一般人にはこちらの顔が認識できない。目撃したもののなかで合理的解かい釈しやくをされて、スルーされる。

　全身を黒色細胞で覆えば、一般人の誰だれにも気づかれずに移動することは可能だ。だが鍵かぎや、看守のみにしか通過が許可されていない区画を突とつ破ぱするには、愛梨の協力が必要である。手間だが、今のところこれが最善の脱獄手段であろう。

「では行くぞ。歩け、愛梨。急ぎすぎず、遅おそすぎずに」

「はい……。うう、何でこんなことに」

　泣き言を漏もらす愛梨を促うながし、岬は看守室の出入り口に向き直る。

　その瞬しゆん間かんだった。

　躊躇ためらいがちに扉とびらを叩たたく音が数度、響ひびいた。愛梨が、ビクッと反応する。

「……来客のようだな。ドアを開けずに適当に誤ご魔ま化かして、追っ払ぱらえ」

　岬は彼女のアイマスクをとりつつ、そう命じる。すでに粘着テープもすべて剝はがしたので、これで彼女の拘束は完全に解除された。

　拘束などしながら調べたが、彼女の筋力は常人レベルである。【特命生徒会】の構成員ではないようなので、『秘術』を使用される危険性もほぼない。

　拘束を解いても、無害な存在ではある。

　とはいえ完全に【特命生徒会】の人間ではないと断じることはできないし、警戒しつつ──岬は重ねて言い含ふくめた。もちろん、扉の向こうに聞こえないような小声で。

「来客に、助けを求めたり余計な発言はするな。疑わしい動きをしたら、即そく座ざに殺す」

「わ、わかってます。がんばります、命だけは助けてください」

　歯の根の嚙かみあわぬ震ふるえ声で応こたえると、愛梨はのろのろと扉に向かう。岬はそんな彼女のすぐ背後に控え、首筋を手で摑つかむ。これなら、一秒もかからずに彼女を殺せる。

　起こりうる事態をいくつも脳内でシミュレートしつつ、愛梨の動向を窺うかがう。

「は、はぁい？　どちら様でしょう……？」

　愛梨はさすがに引きつった声ながらも、いちおう言われたとおりにするつもりだろう──適当なことを言って、来客を拒こばもうとする。

「すみません。何のご用か知りませんが、後にしてくれませんか？　ちょっと立てこんでるんです──えぇっと、着き替がえちゅうだから恥ずかしい！　みたいなっ？」

　咄とつ嗟さに考えたにしては、なかなか良い言い訳だったけれど。

　その返答のように、直後──扉の向こうから十数発の銃じゆう弾だんが叩きこまれた。
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　運が良かった、と岬は判断する。

　看守室の扉の外から不意に撃うちこまれたのは大口径の銃弾、十数発。頑がん丈じようなはずの強化木材でできた扉を、あっさりと勢いを減じさせずに貫かん通つうしてそのまま壁かべや簞たん笥すに着弾──派手に木っ端ぱみじんにした。

　ものすごい威い力りよくだ、岬もこれが直撃すれば即そく死しだったかもしれない。最低でも、行動不能に陥おちいっていたはずだ。背負っていた護衛対象の雛藻もろともに、銃弾で抉えぐられて大穴をあけられて……。

　だが岬は銃弾が発射される直前、その鍛きたえた聴ちよう覚かくで撃げき鉄てつが起こされる音を感知していた。ゆえに、咄嗟に反応ができたのである。

　幸いなことに、岬は脅おどすために愛梨の首筋に手を添そえていた。彼女の首を鷲わし摑づかみにして跳ちよう躍やく、回かい避ひ動作を行うことができた。

「きゃっ、きゃあああっ!?」

　びっくりしたのか愛梨と、岬の背中でうとうと微睡まどろみ始めていた雛藻が同時に甲かん高だかい悲鳴をあげる。隠おん密みつ行動、という基本理念はこの瞬間に崩くずれた。

　あまりにも予想外の出来事だったため、岬はかろうじて銃弾は回避できたものの、すぐには反撃などもできない。愛梨を力強く抱き寄せたままキングサイズの寝しん台だいに激げき突とつ、跳はね返って転がりかけたのを足を踏ふん張って堪こらえて、無理に再跳躍。

　寝台の向こうに退たい避ひし、油断なく身構えた。

「な、ななっ？　何っ？　バーンって音がっ、うあぁっ!?」

　まったく状じよう況きようが理解できていないらしい愛梨に「黙だまれ」と低く命じて、それでも彼女が喚わめいているのでその口元を塞ぐ。念のため、雛藻にも呼びかけた。

「無事か、雛藻？　怪け我がはないか？」

「か、かろうじて……。ちょっと、驚おどろいてしまいましたが」

　雛藻は愛梨に比べれば冷静で、きちんと返事してくれる。岬からは背負った彼女の姿が見えないため、声で安否を確かく認にんするしかなかったのだが──どうも失神もせず負傷もせずに無事でいるらしい。その事実に、ひとまず安あん堵どする。

　けれど。いったい、何事なのだろうか。岬も咄嗟に回避しただけで、状況が理解できたわけではない。すぐにでも事態を把は握あくし、対処しなければ詰つむ。

　非常事態である。

「…………」

　瞬時に、扉が蹴け破やぶられる。穴ぼこだらけになっているとはいえ、ふつうは生身の人間が丈夫な扉を突破などできない。映画などではタックルなどして扉を破る場面が散見するが、たいていは肩かたを痛めるだけでそんなことは無理だ。

　それなのに──何者かが、扉をあっさり粉ふん砕さいして姿を見せる。

　寝台の奥に身を潜ひそませながら、岬は瞠どう目もくする。

　意外な人物だった。

　それは豚小屋学園において岬の同房だった、心のなかで『眼鏡めがねのひと』と呼こ称しようしていた──あまり特とく徴ちようのない少年である。

　豚小屋学園の生徒が共通して着ている、鼠ねずみ色いろの制服をとくにアレンジもせず普通に着ている。地味な眼鏡と、やや華きや奢しやな体軀。

　だが大口径の銃を撃ったせいで肩が外れたらしく、変なふうに付け根が歪ゆがんだ片かた腕うでをだらりと垂らしている。同じく扉を蹴破る際に無理をしたのか、片足が折れでもしたのかひん曲がっている。とくに岬が攻こう撃げきをくわえたわけではないのに、満まん身しん創そう痍いに見えた。

　さすがに痛むらしく顔をしかめて『眼鏡のひと』は歩きにくそうに入室してくる。

　迅じん速そくに動いた岬たちの姿を見失ったのか、周囲を眺ながめている。

　そうしながらも関節の外れた右手から、無事な左手に拳けん銃じゆうを持ち替かえていた。

　やけに威力があると思ったら、軍隊などが制式採用している無骨な拳銃である。大口径で装弾数は数十発、弾たま詰づまりもほぼない一級品だ。鈍どん器きとしても用いられそうな巨きよ大だいさで、『眼鏡のひと』は持て余しているのか重たそうに床に向けて垂らしている。

　基本的に刑けい務む所しよじみている豚小屋学園では、あのような武器の持ちこみは原則として禁止されている。看守すら、武器らしきものは警棒などしか所有していない。エリザベス──愛梨は、なぜか拷ごう問もんグッズみたいなものをいくつも所有していたけれど。

　生徒が、しかも特別な仕事なども与えられていないはずの、ごく一いつ般ぱん的てきな待たい遇ぐうだったはずの『眼鏡のひと』が……。あんな、あからさまな軍用拳銃など持っているわけがない。

　持ちこむのはほぼ不可能、購こう入にゆうも調達も難しいだろう。なのに当たり前のようにそれを所持し、いきなり十数発も発はつ砲ぽうできた。扉越ごしで狙ねらいをつけづらかっただろうに、おそらく岬が己おのれとともに回避させなければ愛梨にすべて命中する弾道だった。

　あきらかに、『眼鏡のひと』は銃の訓練を受けている。

　おまけに銃の所持も、銃撃による殺人にも何の感かん慨がいもないらしい。一般生徒ならば、当然、躊躇う。ここはべつに殺し屋たちの学び舎やではないのだ──人生すべてを棒に振ふるような行こう為い、犯罪には、普通のメンタリティならば抵てい抗こうがあるはずなのに。
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「必ず殺す」

　岬は殺し文句を口にして、『眼鏡のひと』へ向けて黒色細胞を解き放った。

　顔見知りとはいえ、悠ゆう長ちように対話している余よ裕ゆうはなさそうだ。殺意には殺意で応えなければ死ぬのはこちらだ、殺やらなければ殺られる。岬は、そう判断した。

　高速で飛来する黒色細胞を死角から放たれて、『眼鏡のひと』は対応できなかった。その無事だった左手首に、黒色細胞が着弾する。

　鋭えい利りな鋼鉄の刃やいばのように変じた黒色細胞に刺さし貫つらぬかれ、武器を取り落とす。さらに岬は黒色細胞を操り、『眼鏡のひと』の足に引っかけて転倒させた。

　即座に、殺すべきだったかもしれない。いつもの岬ならば、そうした。だが雛藻に、あまり残ざん忍にんな真似まねをしないようにと何度も言われていたし……。殺さず済ませることができるのではないか、と心のどこかで思ってしまった。

『秘術』は人間の心のかたち、だという。殺人マシーンのようだった岬の精神性に、雛藻とのわずかな共同生活が変化をもたらしていたのか。

　雛藻が恐おそる恐る、声をかけてくる。

「こ、殺したのですか？」

「殺すべきだった。だが、拘束だけで済まそうとしてしまった……。彼の目的が見えなかったため、捕とらえて尋じん問もんすべきだと思ったのだがな」

　岬は自分の行動に、そんな理り屈くつをつける。自分でもそれを信じこんだ、たしかに意味不明な襲しゆう撃げきで──事情を把握するのは急務ではあったのだが。

　岬が人殺しを行わなくて安堵したのか、雛藻がゆるゆると吐と息いきを漏らしていた。だが、安心するにはまだ早い。

「なっ、なっ？　何っ!?」

　床に転がったままの愛梨が、動どう揺ようの声をあげている。涙なみだ目めで、先ほど蹴破られた扉の向こうを見ていた。岬も倒たおれた『眼鏡のひと』から意識を外さず、そちらを一いち瞥べつする。

　そして、さすがに混乱してくる。

「何ですか、あなたたち！　こ、ここは──あたしの部屋です！　無断で立ち入っちゃ駄だ目めっていうかっ、えぇっと何なんですかぁっ!?」

　愛梨がもはや正体をなくして、幼児みたいに喚いている。

　扉の向こう──飾かざり気のない豚小屋学園の通路に、無数の鼠色の制服を着た生徒たちが異様に犇ひしめいていた。
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　あからさまな異常事態だ、低予算の怪かい奇き映画そのものの光景である。

　虚うつろな目をした少年たち──鼠色の無個性な制服を身にまとった、豚小屋学園の生徒たちが通路をいっぱいに埋うめている。都心のスクランブル交差点でもありえない、互たがいに密着しあい押しあい圧へしあい、ぎゅうぎゅう詰づめだ。

　あまり自意識があるようには見えない、昆こん虫ちゆうの大群めいている。前へ進もうとして他ほかのものに激突し、誰かが倒れる。それを躊ちゆう躇ちよなく踏んで、他のものが前進してくる。また壁や他のものにぶつかって倒れる、そんなことが繰くり返されていた。

　人数が多すぎて、逆にちいさな扉からは入ってきにくいようで──互いに邪じや魔ましあってなかなか踏みこんでこない。それでも何人かがこけつまろびつ部屋まで入ってくると、やはり自我のなさそうな目つきでこちらを見てくる。

　否いな。正確には、愛梨を見ている気がする。

「ひっ──」

　視線に射い竦すくめられ、愛梨が身をちいさくして震えあがる。その間にも、ゾンビめいた生徒たちは緩かん慢まんに近づいてきている。最初に踏みこんできた『眼鏡のひと』とちがって、他の連中は武装していない。銃撃されることもないが、不気味ではある。

　岬は歯は嚙がみし、愛梨に恫どう喝かつするような口調で呼びかけた。

「何か知っているか、愛梨？　連中の狙いは、おまえのようだが？」

「えっ、何であたし？　わかりませんわからないです、何がなんだかもうっ!?」

　愛梨は何で自分が問いかけられたのかわからない、みたいな様子で本気でパニックになっている。すっとぼけているなら舞ぶ台たいで食べていけそうな演技力だ、彼女は何も知らない──と判断したほうが現実的ではあるが。あからさまに、踏みこんでくる生徒たちは愛梨に向かっているのだ。無関係な、わけがないのだが。

　愛梨は怖こわいのか涙をぽろぽろ零こぼしつつ、むしろ助けを求めるように岬に縋すがりついてこようとする。抱だきつかれたら動きが阻そ害がいされるので、岬は避よけた。

　愛梨はスルーされてよろめき、床ゆかに顔面から転んで呻うめいた。

「み、みんな知ってる顔ではあります。いや豚小屋学園の男子房ぼうにいる子たちは、全員いちおう覚えてるんですけど。そのなかでも、あたしのお気に入りっていうか──よく呼びだしてた子たちです。み、みんな！　何か用かなっ？」

　愛梨がひとりひとりの名前を呼んでいるが、群れる生徒たちは無反応だ。やはり人間性の欠けた動き──見ているうちにも、どんどん人数が増えていく。そこそこ広い看守室が、あっという間に生徒たちで飽ほう和わ状態になっていく。

　武装もしていない、あまり戦せん闘とう的てきな動きもしていない一般人の群れだ、岬なら突とつ破ぱするのはさほど難しくない。屍し山ざん血けつ河がを築きあげ、この場から脱だつ出しゆつすることは可能だ。

　とはいえ。岬の『秘術』は、あまり大人数を相手するのに向いているわけでもない。いちいち全員、黒色細さい胞ぼうで切り裂さいたり殴なぐりつけたりするのも、『秘薬』を無む駄だに消費するだけで得策ではない。

　相手をせず、逃にげるべきだろう。幸い、生徒たちの動きは鈍にぶい。やり過ごすことも可能である、さっさと撤てつ退たいしないと完全に身動きがとれなくなってしまう。

　岬はそう思い、愛梨をやや乱暴に手た繰ぐり寄せる。ふあっ、と変な声をあげる彼女を抱き寄せて立ちあがった。愛梨はやや呆ぼう然ぜんとして、岬を見上げてくる。

「な、何ですか岬くん？　えっ、何をするつもりですかっ？　どうしてお姫ひめさま抱っこ──えっとあのっ、エッチなことはやめて！　み、みんな見てますからぁ！」

「黙れ。舌を嚙かむぞ。雛藻も、衝しよう撃げきに備えてくれ」

　背負ったままの雛藻にも呼びかけて、岬は全身に気合いをこめる。プランとしては、出入り口のあたりにいる生徒を何人か蹴け倒たおす。そして出入り口を通過できるようにしてから、脱出する。通路にいる生徒たちは踏みつけにするなり、壁かべや天てん井じようで三角跳とびするなりして回避する。そこから先は、出たとこ勝負だ。

　可能なら、そのまま校舎の外まで脱出する。こんな騒さわぎになっているのだ、すでに豚小屋学園の他の看守など──警備システムが本格的に作動し始めているだろう。時間が経たてば経つほど、脱出は困難になる。善は急げだ、迅速に移動し校舎の外へ向かう。

　愛梨を利用すれば、もっとスムーズに脱だつ獄ごくまで──校舎からの脱出までもっていけるかと思って看守室にきたのに。状じよう況きようはだんだんと、むしろ悪化している気がする。

　かなり強ごう引いんな、ドタバタとした脱出劇になりそうだ。
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　あまりにも、想定外の出来事や予期せぬトラブルに見み舞まわれている。

　護衛の訓練は積んでこなかったとはいえ、岬としては不本意である。せめて任務の失敗は避さける、雛藻は守り抜ぬく。無事に、迎むかえにきているはずの舞夢に引き渡わたす。

　それまでは死なないし、雛藻も死なせない。愛梨は利用できるかぎりは便利アイテムとして活用する──方針は決まった、動き始める。

「愛梨。校舎の外へ出るために必要な鍵かぎなどがあれば、回収してから行く。どこにある？　噓うそをついたり、あとで必要なものを置き忘れた──みたいな展開になったら殺す」

「す、すぐに殺す殺すって……。あの、そこの机の上の小物入れ！　そこに鍵とか通行パスとか入ってます、はい！　こここ、殺さないでください！」

　愛梨は青ざめて、落っこちそうで怖かったのか何なのか──岬の首に手を回して抱きついてくる。運びやすくなったので、上等である。本音で言えば彼女を運うん搬ぱんするために両手が塞ふさがるのはやや不便だが、自分の身体からだに縛しばりつけるなどする余裕もない。

　本格的に愛梨が邪魔に、不要になったら捨てていけばいいだけだ。岬や雛藻の命が危険に晒さらされたら、あるいは愛梨に利用価値がなくなったら始末すればいい。

　だが。それまでは、この厄やつ介かいなお荷物を運んでいく必要がある。

「机の上だな──他に、何か必要なものがあるか？　思いつくかぎり言え」

「えっ、そんな急に言われてもっ？　と、とりあえず小物入れのなかにあるもので外までは出られます！　あ、あくまで校舎の外までですけどっ！」

「充じゆう分ぶんだ。非常事態に対応し、校舎がさらに厳重に閉へい鎖さされる前に脱出する」

　災害時などには、校舎は隔かく壁へきを降ろしたりするし、脱獄者が出たとなれば扉とびらの解かい錠じようキーを変へん更こうするなりするだろう。そうなれば面めん倒どうだ、『秘術』で強引に突破できるだろうから脱出そのものは可能だろうけれど──『秘薬』は節約したい。

　普ふ通つうに出られるなら、そのほうが良いのだ。岬は机の上にあるという、小物入れを回収するためそちらに視線を向けた。近づいてくる生徒たちを、蹴り飛ばして牽けん制せいしながら。

「……むっ？」

　そして、訝いぶかしむ。愛らしく丸みを帯びたデザインの机のそば、そこに縋りつくようにして立ちあがるものがいる。先ほど転倒させた『眼鏡のひと』である。

　両腕を負傷しているし、戦闘できる状態ではないと思われるが──いちおう警けい戒かいし、岬は彼を睨にらみつける。

「待って」

『眼鏡のひと』はさすがにノーダメージではないのだろう、弱々しく告げてくる。

「攻こう撃げきするな。交こう渉しようしたい、君も【特命生徒会】の人間だろう？　必ず殺す、ということは位階『Ｇ』のグングニルか？」

「……何者だ？」

　端たん的てきに岬が問うと、『眼鏡のひと』は外れた肩かたの関節を無理に嵌はめこみながら、疲つかれたような吐息を漏もらした。

「俺は、タイタンだ。知らないかな、位階は『Ｔ』で序列は三位」

「聞いた名だ。おまえも【特命生徒会】の構成員か、豚小屋学園は【特命生徒会】の大安売りだな。……何が目的だ、俺の任務を邪魔するなら殺す」

「それは君の目的次し第だいでもある、とはいえ俺は武ぶ闘とう派はじゃなくてね……。正直なところ戦闘は避さけたい、だから交渉したいって言ったんだ」

「いきなり発はつ砲ぽうしてきて、どの口でほざく」

「俺が狙ねらったのはその女だ、君がいたのは予想外だよ」

　ぼやきながら『眼鏡のひと』──タイタンらしき人物は、愛梨を忌いま忌ましそうに睨みつける。黒色細胞に貫かれた左腕などに、手早く応急手当をしている。

　そうして最低限、動けるようになると、床に転がっていた巨きよ大だいな拳けん銃じゆうを拾って部屋を埋める生徒たちに向ける。

　なかなかの手て際ぎわだ、訓練を積んだ動きである。【特命生徒会】の人間であるかどうかは曖あい昧まいだが──他の生徒たちとは、あきらかに動きが異なっている。

「銃をこちらに向けたら、問答無用で殺す。……いくつか、確かく認にんしたい」

　いちおう身の安全を守るための発言をしつつ、岬は会話の構えになる。こちらとしても【特命生徒会】の構成員との戦闘はなるべく避けたい、今はそれどころではない。

「母さ……俺の上役は、タイタンを『タイタンちゃん』と呼んでいた。彼女は基本的に男は『くん』付けで、女は『ちゃん』付けで呼ぶ。面識のある相手なら必ずそうする、だがおまえは男のはずだろう？　違い和わ感かんがある、おまえは本当にタイタンか？」

「グングニルの上司っていうことは、ゴスペルさんか。君の前の世代あたりまでは、関かかわりのある位階どうしで会談というか懇こん親しん会みたいなのが行われることがあってね。そこで、彼女とは会ったことがあるよ。最近は、位階『Ｇ』はそういうのに顔をださないけど」

「母さん──ゴスペルは、最近引きこもりがちなんだ。今回は久しぶりに自分も仕事をしているが、しばらく【特命生徒会】とも没ぼつ交渉だったらしい」

「ふぅん……。まぁ、そっちの事情には興味ないし口もださないけどね。ちなみに『タイタンちゃん』であってるよ、俺は女だ」

　とんでもないことを言いながら、タイタンは自分の着ていた制服の前をはだけさせる。さらしが巻かれたりして誤ご魔ま化かされているが、たしかに胸むな元もとに膨ふくらみがあった。

「同房の君たちに勘かんづかれないように、けっこう気を遣つかってたんだぜ。着き替がえとか、シャワーのときとかさ……。その様子だと努力が功を奏して、気づかれてなかったみたいだけどね──渡刈岬くん？」
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　岬は明かされた事実に、驚おどろくというより当とう惑わくして──首を傾かしげた。

「なぜ、性別を偽いつわっていた？　趣しゆ味みか？」

「ちょっと任務上、仕方なくね」

　すぐに制服を元通り着直して、タイタンは口調は男の子らしいまま語りつづける。

「ちなみに君が【特命生徒会】の人間だっていうことも知ってたよ。昨日──中庭での作業の後あと、点呼のときに俺のすぐそばで『秘術』を使ったりしてたしさ。とはいえ、そっちの任務を邪魔するつもりはない──って言っても信じてもらえないかな？」

「信じるかどうかは俺が決める、邪魔さえしなければ手出しはしない。女性は、丁てい寧ねいに扱あつかえと言われている──場合によっては即そく座ざに殺すが」

　岬は警戒心をゆるめずに、重ねて問うた。

「おまえの任務とは何だ、こちらに伝えられる範はん囲いで構わないが──共有してほしい。手伝えるとは言わないが、利害が対立していないならお互い不干渉でいきたい。まぁ、俺はすでに位階『Ｔ』とは一戦やらかしているので望み薄うすだが」

「あぁ、タートルとカチあったんだって？　大だい丈じよう夫ぶ、俺の任務はそっちとは別口だよ──同じ位階とはいえ一枚岩じゃないんだ。あいつ、堅かた物ぶつすぎて苦手だな」

　タイタンもタートルも同じ位階『Ｔ』の構成員だ、面識がありお互たがいの正体も知っていたのだろう。同房でありながら、同じ位階のふたりが互いに知らぬ存ぜぬでもないはずだ。その口ぶりも、すこし親しげだ。

「あいつの任務は、その子──生徒会長ちゃんの確保らしいからね。ここで君を見み逃のがしたのを知られたら、あとで怒おこられちゃうかもしれないけど。むしろあいつがヘマこいて序列を落としてくれたら、俺が繰くり上がりで出世できるからねぇ？」

「雛藻が生徒会長だと知りながら、放置するのか？　俺たち位階『Ｇ』が、彼女を確保しても問題ないと？」

「問題なくはないよ、俺たち位階『Ｔ』は基本的にその子の守護が役目だからね。殺し屋集団の【特命生徒会】で、何で防ぼう御ぎよ特化なんて位階が存在すると思う？　【特命生徒会】における重要な人物──その生徒会長みたいなのの護衛が、まぁ必要だからだよ」

　タイタンは軽い口調で語りながら、銃じゆう弾だんを装そう塡てんしている。基本的に室内に踏ふみこんでくる他ほかの生徒たちは愛梨を狙っているようで──こちらに向かってくるため、タイタンのほうは比ひ較かく的てき、生徒の人数がすくない。やや、余よ裕ゆうがあるらしい。

「とはいえ、ぜんぜん知らない連中に生徒会長ちゃんが誘ゆう拐かいされるわけでもない。同じ【特命生徒会】だったら、どこの位階がその子を確保してようがべつにいい。その子を守るのが任務の、俺の上司は怒られるだろうけど──その子が生きてさえいればいい」

　弾たま込ごめを完かん了りようし、タイタンは拳銃を出入り口のほうへ向ける。

「むしろ、この状況を見ればわかるでしょ？　この豚小屋学園はちょっとおかしなことになってる──外のほうが、よっぽど安全だろうね。だから、君がその子を外につれだしてくれるのには歓迎かな。大事に、護送してくれるんでしょ？」

　それが今のところの俺のスタンスだよ、と言いながら──タイタンが発砲する。単なる威い嚇かく射撃のようで、被弾はしなかったものの生徒たちが衝撃で転倒した。

「痛いたた……。いちいち威い力りよくが過か剰じようすぎる、これ。俺があんまり強くないぶん、強力な武器が与えられたんだけど。豚に真しん珠じゆっていうか、使いこなせなきゃ意味ないじゃん」

　ぶつぶつ言いながら、タイタンが机の上にあった小物入れを摑つかんで、こちらに投げて寄よ越こしてくれる。受け取って、岬は眉まゆをひそめた。

「いやに協力的だな。まだ釈しやく然ぜんとしないのだが、おまえの任務は何なんだ？　何のために、この部屋に踏みこんできた？」

「俺の任務は【特命生徒会】の裏切りもの、ヴィーナスの抹まつ殺さつだ。彼女のやらかしたことの調査と、対応。ただ後手に回っていてね、ご覧のとおりの有様だよ……。俺もケツに火が点ついてる、そんなに余裕ないんだ」

　くちびるを尖とがらせて、タイタンは痛そうにしながらまた外れた肩を嵌めている。

「その子、瓜姫愛梨がヴィーナスじゃないかと疑っていたんだけど……。どうも今の様子を見るかぎり──無関係な一いつ般ぱん人っぽいんだよなぁ。調査が振ふりだしに戻ったよ、まったくもう。とはいえ完全に白とも思えないから、使い終わったらこっちに寄越して」

「いいだろう。俺も、無事に校舎を脱出できればこいつのその後に興味はない。そちらに引き渡す──今は共闘し、この場からの脱出を目指したい」

　岬にはタイタンの発言のすべてが理解できたわけではないが、とりあえず己おのれの任務を優先する。まずは、この死地から逃のがれるのが最優先だ。

「あ、あのう？　ふたりとも、あたしをモノみたいに取り引きしてません？　な、何であたしを？　男の子に奪うばいあわれるのは悪い気はしませんけど、たぶんそんな色っぽい話でもないし！　そっちは、女の子なんでしょう？　うああっ、騙だまされました！」

　愛梨が錯さく乱らんしたように何か言っていたが、岬は無視する。タイタンと同時に動き、生徒たちを蹴けり飛ばしたりなどして──脱出を目指す。扉の向こうにも、異様に無表情な生徒の群れが蠢うごめいている。まだまだ、まったく気が抜けない。

　状況もほとんど理解できないが、今は無事に生き延びることが先決だ。
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　豚小屋学園の校舎──堅けん牢ろうなその壁かべが、黒色細さい胞ぼうで切り抜かれる。

　切断した壁を蹴飛ばし、岬は雛藻を背負い愛梨を抱だいたまま外に飛びだした。久方ぶりの屋外である、胸いっぱいに新しん鮮せんな酸素を吸いこんだ。

「このまま、母さんとの合流地点へ急ぐ」

　背負った雛藻にそう告げると、岬はてきとうに愛梨を地面に降ろした。

「あきゃんっ!?」

　うまく着地できずに、愛梨は変な声をあげて前のめりに倒たおれた。無体な扱いに、さすがに涙なみだ目めになっている。恨うらみがましく睨みつけられたが、岬は微そよ風かぜに吹かれたほどにも動じない。警戒し、周囲を見回している。

　愛梨本人の認証や看守室から持ちだした鍵かぎなどにより、いくつもの関門──認証式の扉などは突とつ破ぱできた。とはいえ校舎内では異常事態が進行中だ、予想はしていたが防災シャッターなどもいくつも下りており、それらの突破にだいぶ『秘術』を使ってしまった。

　疲ひ弊へいし、『秘薬』の消しよう耗もうを憂うれいながらも──校舎内からの脱だつ出しゆつは完了。トラブルばかりだか、致ち命めい的てきではない。任務は、とりあえず達成できそうである。

　しかし、まったく油断はできない。理由は不明だが、豚小屋学園の男子生徒たちはほぼすべてが──自意識を失い、ゾンビのようになってこちらに迫せまってくるのだ。たいして強くないので蹴飛ばしたりして牽制し、突破できたが、無視もできない。

　岬に協力しながらついてきたタイタンが、へたりこんだ愛梨に手を伸のばす。

「共闘はここまで。約束どおり、この女は回収させてもらおう」

「構わん。校舎外まで脱出はできた、そいつはもう用済みだ」

　岬は頷うなずき、周囲を睥へい睨げいする。豚小屋学園は、日本列島の南海──孤こ島とうに存在する。それなりに広いが、それでも走れば半日もかからずに島の外がい縁えんを一周できる程度だ。島の中央に巨大な豚小屋学園の校舎が鎮座し、看守などの職員も校舎内にある看守室などで過ごすため──校舎の他には道路や施し設せつもほとんどない。

　聳そびえ立つ灰色の校舎を背景にして、岬は雛藻を背負い直しながら歩みを止めずに動く。舞夢との合流地点は、島に何カ所かある浅あさ瀬せのひとつだ。観光地ではないし、遊べるような砂すな浜はまもない。港めいたものもない、単なる自然が形成した地形だという。

　そこまでの距きよ離りは、ほんのちょっと。走れば、十数分で到とう着ちやくできるだろう。

　任務の終わりが、近づいている。

　時刻は昼過ぎといったところか、天気はあまり良くなく──薄うす暗ぐらい。今にも、一雨降りそうだ。視界がやや不ふ明めい瞭りようなのは、逃とう亡ぼう者しやとしては監かん視しの目を誤魔化しやすいから助かるものの、襲しゆう撃げきされた場合はやや足かせになりそうだ。

　冷静にそんなことを思案しつつ、岬は雛藻に呼びかける。

「もうすこしの辛しん抱ぼうだ、雛藻。いろいろ、不便をかけて済まなかった」

「決して。なかなか、楽しかったですよ」

　雛藻はむしろ寂さびしそうな声こわ音ねで、つぶやいた。

「それよりも。愛梨さんは、本当に引き渡わたしてしまって良かったんですか？　何だか可か哀わい想そうです──あのひと、酷ひどいことをされちゃいそうです。いや、今の時点でじゅうぶん酷い扱いを受けていますけど」

「構っていられん。タイタンの任務には彼女が必要らしいが、俺の任務における彼女の役割は終わっている。あとは、煮にるなり焼くなり好きにしてもらえばいい」

「ちょっ、ちょっと待ってください！　岬くん、ここまで引きずり回しておいてポイ捨てって……!?　嫌いやですっ、あたしを置いてかないで！　助けて、よくわかんないけど怖こわいんですよ～！　いくらイケメンだからって、やって良いことと悪いことがありますよ！」

　愛梨が何やら喚わめいているが、岬は無視して歩いていく。舞夢との合流は早ければ早いほうがいいだろう。先に彼女が待ち合わせ場所に到着していた場合、待たせてしまうことになる。

　刑けい務む所しよじみた豚小屋学園だ、巡じゆん回かいする警備もいるだろう。その場にずっと待機しているのは至難の業わざである、舞夢は抜ぬけ目がないので身を隠かくしてはいるだろうが……。拠きよ点てんに比べれば、絶対に安全とは言いがたい。心配である。

　さっさと合流して、この島から立ち去りたい。そして、平和な我が家に帰るのだ。気が急せいて、早足で進む。

　岬は最低限の警けい戒かいをしつつも、もう振り返らずに目的地へ急いだ。

　だから、気づくのが遅おくれた。

　愛梨を憐あわれんでいるのか、そちらを気にしていた雛藻が──先に異変に気づいた。

「岬！」

　不意に放たれた雛藻の声に、岬は瞬しゆん時じに反応する。

　彼女が視線を向けていた先に、素す早ばやく向き直る。同時に、俊しゆん敏びんに動いてそのへんに転がっていた大岩の陰に身を潜ひそめた。巡回している警備などに、見つかったのかと思ったのだ。あるいは、あの異様な生徒の群れが校舎外まで追ってきたとか──。

　だが岬の予想は、すべて外れた。

　見えたのは、意味のわからない光景である。

「あ、ぐ──」

　騒さわいでいた愛梨の襟えり元もとを摑み、確保しようとしていたタイタンが──くぐもった呻うめき声をあげている。その身体からだが、奇き妙みように痙けい攣れんしていた。

　愛梨は、口も目もまん丸に見開いて呆ぼう然ぜんとしている。

　そんな彼女の目の前に、不可思議な生き物がいた。

　獣けものに見えた。

　体長は人間よりすこしおおきいぐらいの、大型犬か獅し子しに似た動物である。全身、黄こ金がね色の毛並みで覆おおわれている。その頭部に亀き裂れつのように走った細長い双そう眸ぼうが、爛らん々らんと輝かがやいている。やけに長い尻しつ尾ぽと、刃は物ものじみた牙きばや爪つめ。

　見たことのない生き物だ。豚小屋学園──刑務所じみたこの奇き怪かいな学び舎やを守護する、番犬か何かだろうか。岬は一瞬だけ、そんなことを考えた。

　凶きよう猛もうな気配を漂ただよわせるその獣は、その大口でタイタンに嚙かみついていた。獣の涎よだれとタイタンの血が混じった液体が、男装の少女の身にまとった制服と肌はだを朱あかく汚よごしていく。まったく反応できなかったらしく、タイタンは心底──魂たま消げている様子だった。

　その指先から、おおきな拳けん銃じゆうが取り落とされて地面を跳はねた。
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「ごぼっ──」

　あぶくの混じった血を吐はいて、タイタンが理解不能という表情で獣を見ている。

　獣は尻尾を優ゆう雅がに揺ゆらし、さらに顎あごにちからを加える。骨が嚙み砕くだかれる、不協和音が響ひびいた。首筋に嚙みつかれ、ほとんど抉り取られている。タイタンは死ぬだろう、即そく死ししなかったのが不思議なぐらいの致ち命めい傷しようだ。

　愛梨は、本当は恐おそろしい御お伽とぎ噺ばなしのような、むしろ非現実的な光景を眺ながめて──しばし理解できなかったのか困こん惑わくしたような様子だった。だがすぐに、全身をがくがくと震ふるわせて、耳を劈つんざく金切り声をあげる。

　腰こしを抜かしたようで、尻しりを地面に擦こすりつけながら後ずさった。失禁でもしているかもしれない──無理もない、目の前で人間が巨きよ大だいな肉にく食しよく獣じゆうに貪むさぼり食われているのだ。

「岬、岬？　あれは何ですか、犬？　獅子？　何ですか……？」

　岬に背負われたままの雛藻が、何もわからぬ幼児のように問いかけてくる。だが、岬にも返事はできない。あんな生き物は、見たこともない。

　どうする？　刹せつ那なのうちに、岬は思案する。タイタンたちのいる位置からはすこしだけ離れているが、『秘術』によって生じる黒色細胞が届く距離ではある。

　だが、交戦すべきだろうか？

　あの奇妙な獣は、武闘派ではないと自分では言っていたが──そこそこ訓練を受けていたはずのタイタンを反応もさせずに仕留めている。厄やつ介かいな、危険な相手である。無理をおしてあんな化け物みたいなのと戦う必要があるのか、そこに自分の任務を達成するうえでのメリットはあるのか？

　とくにない、と判断する。無視して、逃にげるべきだ。岬は決して正義の味方ではない、むしろその逆──殺し屋集団【特命生徒会】の構成員だ。タイタンを助けるために、死地に飛びこむ積極的な理由はない。

　岬は雛藻にあまり残ざん忍にんな光景を見せたくなくて、ちゃんと獣に向き直る。自分がそちらを向けば、背中側にいる雛藻からは獣たちが見えなくなる。獣の動きに備えながら、このまま後ずさって退散し──合流地点へ向かう。それが、岬の判断だった。

「た、助けっ……！　み、岬くん！　岬くん！」

　愛梨が戦慄わなないて地面を転がり、泥どろだらけになりながら、こちらに手を伸ばしてくる。助けを求める声を無視するのは、今の岬にはやや躊躇ためらわれるし心理的な負担すらあったが──ここは無視して逃とう走そうすべきだ。愛梨がどうなろうと、知ったことではない。

「岬、愛梨さんを──」

　雛藻が恐きよう怖ふに震えた声で、何かを言いかけて、すぐに押し黙だまった。彼女は聡さとい──それが単なる我が侭まま、自分たちの身を危険に晒さらす愚ぐ挙きよだと理解してしまう。

　ここで愛梨を助けるために、獣と交戦してどうなる。リスクを負うだけ──可哀想な少女を助ける、という自己満足に酔よいしれるだけだ。

　けれど。

　それは理解できているのに、迷ってしまう。冷れい徹てつな殺人マシーンだった岬のなかで、変化が生じている。良い変化なのか悪い変化なのかは、わからない。

「必ず殺す」

　岬は歯は嚙がみし、殺し文句を口にする。獣へ向かって、『秘術』によって生じさせた黒色細胞を解き放った。今回は刃やいばや鈍どん器きではなく、銃じゆう弾だんのような黒いつぶてを発射した。ちいさな弾丸を形成するだけなら、黒色細胞や『秘薬』の消耗も最小限に抑えられる。

　自分の身体から切り離した時点で、黒色細胞の操作は難しくなる。避よけられたら終わりだ、だが牽けん制せいぐらいにはなる。

「愛梨、走れ！　逃げろ！」

　怒ど鳴なりつけると、愛梨はもはや恐怖で思考が麻ま痺ひしているのか──言われたとおりのことを、そのまんま実行しようとする。ふらふら立ち上がって、一目散に逃げようとした。

　これが限界だ。最大限の、むしろ余計な手出しをした。

　本格的な戦闘は、できない。『秘薬』をかなり消耗している、まだ任務も達成していない。黒い弾丸を放ち、愛梨が逃げられるチャンスをほんのわずかでも生む。これが、岬の最大限の配はい慮りよ──妥だ協きようの末の選せん択たくだった。

　愛梨が逃げきれるかどうかは、わからない。

　獣の動きは機敏だ、本気で愛梨を殺すために襲おそいかかったら数秒もかからず餌え食じきにする。岬の行動には、何の意味もなかったことになる。

　だが──そんな岬の普ふ段だんなら考えられない行動が、状じよう況きようにわずかな変化をもたらした。

　黒いつぶてを回かい避ひしようとしたのか、獣が動いた。口にくわえていたタイタンを嚙みちぎるようにして放ほうりだし、おおきく跳とびすさって回避したのだ。

　岬は、目を丸くする。あの獣は、『秘術』を認にん識しきしたのだ。一いつ般ぱん人だけでなく、普ふ通つうの犬や猫ねこなどの動物も本来、『秘術』を察知できない。

　なのに反応し、避けた。どういうことだ？　あの獣も、体内に『秘薬』を宿している？　あるいは『秘術』で生みだされた、疑ぎ似じ生命体のようなものなのか？

　疑問に答えが見いだせないまま、さらに状況は動いていく。
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「助かった、と言っていいものか……。あぁ痛いなぁ、このまま死ねたほうが楽だった気がする。でもまぁ、いちおうお礼を言っておこう。ありがとう、岬くん」

　地面に転がったタイタンが、顔をあげながら言葉を紡つむいでいる。

　その首は中ちゆう途とまで千切れていて、今も膨ぼう大だいな鮮せん血けつを溢あふれさせている。

　すぐに死ぬだろうが──最後の呼気を振ふり絞しぼるようにして、タイタンは唸うなった。

「すべては俺の手足だ」

　殺し文句だ。

『秘術』の発動を、岬は感知する。

　タイタンが何らかの『秘術』を用いた──おそらく、己おのれに致命傷を負わせた獣に抗こうするために。あるいは、仕返しをするために。

　念のため警戒しつつも、岬は何があっても対抗できるように身構える。

　直後、破は裂れつ音がした。

　獣がもんどり打って倒たおれて、耳みみ障ざわりな唸り声を放った。

「狙そ撃げきか」

　岬は、そう判断する。どこか遠くから、獣を狙撃銃の弾丸で撃うち抜いたものがいる。獣の肉体がおおきく抉えぐれる、そこから逆算して狙撃手の位置を突つき止める。

　校舎の屋上だ。岬たちが壁に穴を空けて出てきた建物──管理房の、天辺てつぺん。

　給水塔などが配置されたそこに、豚小屋学園の鼠色の女子制服を身にまとった少女が立っている。その顔を見て、岬はやや驚いた。眼鏡こそかけていないが、その少女はタイタンとまったく同じ風ふう貌ぼうをしていたのだ。

　ちなみにタイタンはついに息絶えたのか、地面に突っ伏して動かなくなっている。

　その代理のように、服装などに微妙な差異があるがほぼ同じ見た目をした少女が──屋上から、狙撃銃で何度も発砲してきていた。

　不可解な光景だが、状況から察するに──タイタンが何らかの『秘術』を用いたのだろう。彼女もまた【特命生徒会】の構成員だ、特殊な能力を有している。

　ともあれ、吞気に眺めてもいられない。跳ちよう弾だんや、狙いが逸それた銃弾がこちらに当たる危険性がある。岬は岩陰などに身を潜ませながら、今度こそ撤退する。

　一刻も早く、この場から離り脱だつすべきだ。

「ひいっ、ひいいっ!?」

　愛梨はこちらよりよほど状況がわからないのだろう、錯さく乱らんした様子で、頭を抱かかえて蹲うずくまってしまっている。銃で撃ち抜かれた獣が、そんな彼女を見て妙に人間味のある舌打ちじみた仕草をした。

　同時に先刻──岬があけた校舎の穴から、虚うつろな目つきの男子生徒たちが自意識の欠けた動きでまろびでてきた。彼らが向かう先は、やはり愛梨である。

　屋上からの狙撃は続行されており、その射線に運悪く立ってしまった男子生徒が身体や頭を撃たれてばたばたと倒れる。戦場じみた、悲ひ惨さんな光景……。鮮血が飛び散り、どんどん空気が血なまぐさくなっていく。気分が悪くなったのか、雛藻が嘔え吐ずいた。

「雛藻、この場を脱出して母さんとの合流地点へ向かう。流れ弾だまなどに気をつけて、頭部などを腕うでで覆っておけ。舌を嚙むなよ、もう何も見るな──目を閉じておけ」

　それだけ告げると、岬は踵きびすを返す。一目散に、修しゆ羅ら場ばから脱出していく。

　獣がそんな岬にわずかに反応したが、次々と飛来する銃弾に身体を抉られ、獰どう猛もうに吠ほえてから疾しつ駆く──なぜか愛梨のもとへ向かう。そのまま牙の並んだ大口で愛梨の肩かた口ぐちのあたりに嚙みつき、引きずって、あっという間に遠ざかっていった。

　愛梨を攫さらって、どこかへ逃げた？　あの獣の目的も、愛梨だったのか？

　ひたすら愛梨を狙っている男子生徒たちも、獣を追っていく。岬たちには、目もくれていない。屋上にいるタイタンと同じ顔の少女も、猛然と狙撃を敢行している。

　混こん沌とんとした状況のなか、岬はひたすら雛藻を背負って駆かける。

　いろいろ気になるし、状況が理解不能なまま動きたくはないけれど。今は任務が、雛藻の安全が最優先だ。すべてを振り切り、岬はひたすら足を動かした。
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　数分後──岬たちは、待ち合わせ場所の近辺に辿たどりついていた。

　遠目に、砂利じやりだらけの浅あさ瀬せが見える。潮風に吹ふかれてややひん曲がってやせ細った樹木が、ぽつりぽつりと自生している。貝や海かい藻そうが、ちらほらと散らばっている。

　離はなれた位置にある豚小屋学園の校舎からは、まだ銃声や、獣けものの吠え声、人々の悲鳴が漏もれ聞こえてきている。だがその異様な喧けん噪そうは遠く、海辺は静かなものだった。

　母の鼓こ動どうにも似た潮しお騒さいが、茫ぼう漠ばくと響いている。

「うっ、うえぇっ──」

　雛藻が吐き気を訴うつたえたので、岬はいちど彼女を地面に降ろしてやった。それから雛藻は手近な樹木に全身で倒れこむようにして寄りかかり、ずっと吐いていた。食堂の天てん井じよう裏で口にしたものも、何もかもすべて吐と瀉しやして……。胃液まで垂れ流して、最後は苦鳴だけを漏らしていた。

　しょんぼりと項うな垂だれている雛藻のちいさな背中に、声をかけることもできずに、岬はただ見守った。あまり、こういう姿はひとに見られたくないのではないか──またエチケットがどうとかで叱しかられてしまうな、と場ば違ちがいかもしれないことを考えていた。

　見ていられず、そっと雛藻の背中をさすった。呼吸をするのも忘れていたのか、雛藻はそれに反応して引きつりながら息を吸い、深々と吐いた。

「これが──」

　俯うつむいたまま、雛藻は独り言のようにつぶやいた。

「外の、世界なのですね。互たがいに血で血を洗い、騙だましあって殺しあって、憎にくみあって傷つけあって……。みんなみんな、生きているのですね。あなたたちは、ずっとこんな世界で生きていたのですね」

　老ろう婆ばのような彼女の白はく髪はつが、厚い雲から漏れでる光を反射している。ちいさな生徒会長は、自ら光り輝かがやいているようだった。神さまに遣つかわされた、清らかな天使のようだった。そんな彼女は、地上の無む惨ざんな有様を眺ながめて汚よごれて、くたびれてしまっている。

「わたくし、傲ごう慢まんでした。あなたは態度が悪い、優やさしくない、非人間的だと思って──罵ののしったりして。当たり前です、こんな世界では人間らしさを保てない。わたくし、我が侭ままでしたね。浅せん慮りよでした、愚おろかものでした」

「雛藻。ぜんぶ吐はいたら、口元を拭ぬぐえ」

　岬は彼女を包んでいたベッドシーツで、その口元を拭ってやる。できるだけ優しくしたつもりだ──雛藻はされるがまま、ただ茫ぼう然ぜん自じ失しつしている。

　彼女はたぶん、先ほど生まれて初めて目の前で誰だれかが死ぬのを見たのだ。この世界で、当たり前のように繰くり広げられている悲劇を。

　彼女は聡くて、年ねん齢れいに似合わぬ風格すらある。けれど、まだ何もわからぬ幼い小こ娘むすめだ──衝しよう撃げきはおおきかったのだろう。泣きじゃくり、すべてから目を背そむけて、思考を放ほう棄きできたら、まだ救いがあったのだろうけれど。

　彼女は考え、すべてを理解してしまう。その程度には、彼女は賢けん明めいだった。それが彼女の、生徒会長──黑くろ沢さわ〈サンジェルマン〉雛藻の不幸だった。

「知識としては、弁わきまえていました。理解したつもりになっていました、わたくしは馬ば鹿かですね。これが正義のわけがありません、理想で──正解で、平和なわけがありません。ねぇ岬、あなたもそう思うでしょう？」

「すまない、支し離り滅めつ裂れつでよくわからない。おまえは混乱しているんだ、雛藻」

　そんなことしか言えない、優しい慰なぐさめの言葉も思いつかない自分を──岬は恥はじる。この子の嘆なげきを止められるなら、あらゆる手を尽つくすのに。自分が覚えているのは、人殺しの技術だけだ。

　せめて雛藻の顔を一いつ生しよう懸けん命めい、拭って綺き麗れいにした。そして、あまりにもか弱くちいさな──ちからをこめたら潰つぶれてしまいそうな、その手のひらを握にぎりしめた。

「行こう。もう、母さんが到とう着ちやくしていてもおかしくない。合流し、安全な場所へ向かおう。それが俺の任務だし、おまえが今できる唯ゆい一いつのことだ。ここで泣いて、苦しんでいても、何の意味もない。……おまえの苦しみを取り除いてやりたいけど、方法がわからない」

「その気持ちだけで、救われなくもありません。ありがとう、岬。次からは、泣いている女の子がいたら抱だきしめるなりキスするなりしてあげて……。それで何も変わりはしませんけれど、救われるひともいるかもしれません」

　雛藻はゆるゆると顔をあげて、岬の手のひらを握り返してきた。

「あなた、けっこう格好良いですから」

「この顔立ちは、母さんの趣しゆ味みだ。美形は、目立つから嫌いやなんだけどな」

「そういうことではありません。ふふ、最後まで嚙かみあいませんね」

　雛藻はほんのわずかに微び笑しようを浮うかべると、むしろ岬を導くようにして歩きだした。

「行きましょう」

「あぁ、行こう」

　岬も歩調をあわせて、彼女と肩かたを並べて歩いた。
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　まるで入じゆ水すい自殺でも目もく論ろむ恋こい人びとどうしのように、ふたりは海に向かって歩く。

　何でもない会話を、ごく自然に交かわしながら。

　岬は時間を惜おしむように、珍めずらしくやや饒じよう舌ぜつに語った。

「もうじきお別れだな、すこしだけ寂さびしい」

「そうですか。わたくしもです、あなたと過ごした時間はわりとトラブルつづきで頭を抱えてばかりで……。けれど、けっこう幸せでしたよ。わたくしは満足です、岬」

「最後まで気を抜ぬくなよ、雛藻。おまえには、言うまでもないことだろうが」

「はいはい。心得ております、この世界に安全な場所なんてほとんどないのでしょうし……。また、わたくしが苦難に見み舞まわれたら──助けにきてくださいね」

「確約はできないが、善処はする」

「他ほかに言いかたがあるように思います。次までに、もうすこし女心について勉強してください。わたくしも、この世界のことを見聞きして──実感していきます。そしていつか、笑え顔がおで、またお目にかかりましょう」

「それが命令なら、達成できるように努力する。生徒会長には、逆らえん」

「冗じよう談だんじみた物言いもできるようになったのですね、岬。憔しよう悴すいしているわたくしに気を遣って、たくさん話しかけてくれてるのですよね。ありがとう、感謝しています」

「おまえは察しが良すぎる、護衛対象としては扱あつかいやすくて助かったけどな。あまり快適な道程とはいかずに、申し訳ない。次があれば、もっと巧うまくやってみせると誓ちかおう」

「ふふ。お互い不満点、反省点ばかりですね。まぁ桃もも太た郎ろうと白しら雪ゆき姫ひめの旅路みたいなものです、『めでたしめでたし』に辿りつけただけで奇き跡せきですね」

　そんなことを語りあいながら、ふたりで歩いた。

　穏おだやかに、歩ほ幅はばのちいさな雛藻にあわせて、岬も歩調をゆるめながら。いつまでも、こうして何でもないことを言いあいながら歩いていたい気分だった。

　岬がこの世に生まれ落ちてから、最も心こころ穏おだやかな、平和な時間だったかもしれない。

　けれど、どんなことにも終わりは訪おとずれる。

　ほんのわずかに歩いて、待ち合わせ地点として先んじて伝えてもらっていた──指定されたとおりの正確な地点に辿りついた。浅瀬のなかだ、寄せては返す波がふたりの足を洗う。岬は靴くつなどが濡ぬれる程度だが、雛藻は歩くのにすこし難なん儀ぎしているようだ。

「おんぶしようか、雛藻」

「最後ぐらい、自分で歩きますよ」

　こちらの気き遣づかいを、強がりの笑顔で遠えん慮りよして──雛藻が真っ直すぐに前を見み据すえる。

　その顔が、強こわばった。岬もやや遅おくれてある事実に気づき、身構える。

　浅瀬のなかに、不自然なものが突つっ立っている。光の加減で視界があまり良くなく、単なる流木だと思っていたが──ちがう。それは、おそらく屍し体たいだった。

　人間の屍体だ。おそらく、としたのはそれが一見してそう認識できなかったからだ。その屍体は浅瀬のなか、からからに干からびて棒きれのように突っ立っている。

　雛藻は不気味そうにして、ぎゅっと岬の手のひらを握りしめた。

「そ、それは──屍体ですよね？　どこからか、土ど左ざ衛え門もんが流れ着いたのでしょうか？」

「ちがう。単なる漂ひよう流りゆう物とは思えない、豚小屋学園の制服を着ている。それに、乾燥しているが──古い屍体じゃない。まだ新しい、死んでから時間が経たっていない」

　それは、断言できる。

　この屍体は、腐ふ敗はいがほとんど進行していないのだ。ついさっき死んで、ここに投げこまれたようにしか見えない。

　乾燥して見えるのは、おそらく体液をすべて抜かれているせいだ。吸きゆう血けつ鬼きにでも襲おそわれたのだろうか──などと、岬はらしくなく冗談めいたことを考えてしまった。

　首を振ふり、屍体をやや離れた距きよ離りから検分する。

「この屍体、おそらくだがタートルだ」

「タートル？　あの昨晩、独どく房ぼうを訪れた……？」

　雛藻の言葉に、岬は首しゆ肯こうする。

　屍体は、しわしわに萎しなびていて風ふう貌ぼうが変わっているが──その顔立ちなどから推測するにタートルであろう。見まちがえるわけがない、異様な巨きよ軀く……。岬が心のなかでは『おおきいひと』と呼んでいた、あの人物の風貌と一いつ致ちする。

【特命生徒会】位階『Ｔ』序列二位、幹部フオ補佐ロワー。有名な実力者であり、【特命生徒会】でも高位の存在……。そんな男が、なぜこんな寂しい浅瀬で人知れず死んでいる？　いったい、何があった？

　岬は全身で警けい戒かいし、身構える。どうやら、まだ一安心とはいかないらしい。

「やっほうグンちゃん、会いたかったよお～♪」

　不意に、岬の死角から声が響ひびいた。

　愕がく然ぜんとして、岬はそちらを見る。

　いつの間にか、岬と雛藻の背後に──ひとりの少女が立っていた。

　空気中から忽こつ然ぜんと出現した、ようにしか思えなかった。まったく、気配を感知できなかった。当然であろう、と岬は納なつ得とくする。この人物は、自分の上位者だ。こちらがどれだけ警戒していても、その間かん隙げきをつくことなど造作もないはずだ。

　そのぐらいの、実力者だ。尊敬している、もはや崇あがめているといってもいい。




　　　　◆




「母さん」

　そう呼びかけて、岬はその場にほとんど跪ひざまずいた。打ち寄せる波に顔を洗われようとも、意にも介かいさない。手を握ったままだった雛藻が、そんな岬の動きと、唐とう突とつに出現した少女を交こう互ごに見て困こん惑わくしている。

　けれど彼女はやはり聡さとい、すぐに理解したのか──表情を綻ほころばせた。

「母さん、というと……。あなたが、ゴスペルさんですか？」

「うん。迎むかえにきたよお、生徒会長ちゃん♪」

　微笑ほほえみながら、位階『Ｇ』序列一位──岬の直属の上役、幹ヘツ部ダーのゴスペルが和なごやかに手を振った。まったく緊きん張ちよう感かんのない仕草で、気が抜ける。

　岬はゴスペルを母と慕したっているが、見た目の年齢はさほど差がない。ゴスペルは高校生ぐらいに見える、美しい少女だ。どこの学校のものかはわからないが、宗ミツ教シヨ学ンス校クールの制服を身にまとっている。華はなやかで愛らしいが、敬けい虔けんな信しん仰こう者しやじみた出いで立ちである。

　首元に、地味なデザインの十じゆう字じ架かを下げている。

　ゆるやかに波打った、長い栗くり色いろの髪かみ。優しげな垂れ目が愛あい玩がん動物を思わせる、人好きのする柔やわらかな面めん貌ぼう。意外と起き伏ふくのある女性的な肢し体たいをしているが、制服が身体からだの線を隠かくすので色気はあまり感じない。清純で、朗ほがらかで、聖母のようだ。

「母さん」

　岬は恍こう惚こつとして見とれていたが、いちおう異様な事こと柄がらについては確かめておく。

「この屍し体たい、タートルのようですが……。母さんが、始末したのですか？」

「うん。急に襲いかかってきたからねえ、仕方なく交戦したよお。さすがにタートルくん相手に手加減もできないし、逃げ回るのも面倒だったから殺しちゃったあ♪」

　ゴスペルは柔にゆう和わに微笑みながら、わりと物騒なことを言っている。虫も殺せないような優しい雰囲気ではあるが、彼女もまた人殺しの集団──【特命生徒会】の一員なのだ。

　岬はむしろ感心しつつも、怪け訝げんになる。

「なぜ、タートルは母さんを襲ったんでしょうね……。というか、彼も豚小屋学園の生徒だから基本的には外出できないはずなのに──普通に校舎の外に出ていますし」

「ん～。タートルくんの口ぶりから考えると、私っていう侵入者に気づいて様子を見にきたみたい。生徒会長を返せ、とかわけのわかんないことを言ってたけどねえ」

　ゴスペルは微笑みながら、のんびり語っている。

　岬はその発言から、タートルの目的を推測する。彼は昨夜、独房でも生徒会長──雛藻を狙っていた。

　この浅瀬から、ゴスペルの手引きで雛藻が脱出するという事実をどこかで知って……。大慌てで、奪いにきたのだろうか。彼はふつうに独房にも侵入できたようだから──校舎から外に出る手段もあったとしても、さほど驚くことでもないかもしれない。

　いまいちタートルの行動は不可解だが、ゴスペルはとくに気にしていないようだ。

「さすがは防御特化の位階『Ｔ』、殺すのには手間取ったけど……。グンちゃんが仕込みをしてくれてたみたいだし、それを活用できたお陰で楽に片付いたよお」

「仕込み？」

　不穏な話題にやや青ざめていた雛藻が、岬を上目遣いに見てくる。

　あまり彼女を怖がらせたくなかったが、岬は簡単に疑問に答える。

「俺の『秘術』の産物──黒色細胞は、俺が殺意をこめて放った場合はそれに触れたものの体内で無限に増殖する。いわば、癌がん細胞を注入するようなものだ」

　癌細胞と化した岬の黒色細胞は、タートルの体内に潜伏していた。黒色細胞が生きているうちに再び岬が命令を与えれば、それは活性化する。

　タートルは防御力に秀でているものの、四六時中、『秘術』を行使はできないだろうし……。『秘術』が消えているうちにその癌細胞が増殖を始めたら、防げない。どうしようもなく死に至る、必ず殺すという岬の殺し文句は伊達ではないのだ。

「グンちゃんのその『秘術』はねえ、私の『秘術』──肉体操作と同系統っていうか機能のいちぶを極端にしたようなものだから。私も、似たようなことはできるんだあ」

　ゴスペルが補足するように、のほほんと語っている。

「んっとね。タートルくんの体内に潜伏してた癌細胞っぽいものに、刺激を与えて活かつ性せい化かさせて、彼を内側から崩壊させたんだよお。私も癌細胞っぽいものを放ってねえ、グンちゃんの仕込んだ癌細胞と合体させて……。つまり私とグンちゃんの、共同作業だねえ」

　いまいち曖昧というか、タートルが木乃伊ミイラみたいに干からびていることに説明がつかない気がするが。その点を追求する前に、ゴスペルは「ぱちり」と手を鳴らした。

「まぁいいや。のんびり雑談するのは、また後でねえ。まずは、ちゃんと豚小屋学園から脱だつ出しゆつしちゃおう。潜せん水すい艦かんを用意したから、そこに乗りこんでくれるう？」

　自分のやるべきことを思いだしたらしく、ゴスペルがそんなことを言いながら指を鳴らした。同時に、岬たちがいる浅あさ瀬せよりもさらに深い位置で──海面が隆りゆう起きする。

　そういえばゴスペルは、肉でつくった潜水艦みたいなもので豚小屋学園に向かっていると言っていた。どんなものだか、いまいち岬にもわからなかったのだが──。

　それは一見、鯨くじらに見えた。背びれと尾おびれをもつ、おおきな海の生き物である。ゴスペルがよく着ている修道服と同色、深い藍あい色いろ。その頭部なのだろう位置が不気味に喘ぜん鳴めいしながら展開し、出入り口をつくった。

　正直、気味が悪い造形である。無数の歯が螺ら旋せん状に並んでいる、あんなところに踏ふみこんだら磨すり潰されて捕ほ食しよくされそうだ。雛藻も気味悪く思ったのか、やや後ずさる。

　ゴスペルが不思議そうに、くちびるに指を添そえた。

「どうしたのお？　さっさと入ってねえ、いちおう脱だつ獄ごくするわけだし……。追っ手もくるかもしれない、誰かがそこで死んでるタートルくんの捜そう索さくにくるかもしれない。いちいち相手するのも面倒だから、誰にも気づかれないうちにバイバイしちゃおう？」

「はい、仰おつしやるとおりです。でも母さん、乗りこむというのは……。つまり、あの生き物の口のようなところに飛びこめばいいんですよね？」

「うん、そう……。あぁ、困ったなあ」

　ゴスペルはふと顔を上げて、忌いま忌ましそうに独りごちた。

「そういうことかあ……。まずかったなあ、何だか違い和わ感かんはあったんだよお。こんなことなら、ちゃんと真面目まじめに懇こん親しん会に出席しとくべきだったなあ──」

「母さん？　どうしました？」

　独り言をつぶやいているゴスペルに、岬は訝いぶかしんで呼びかける。

　その返答は、最悪だった。

「んっとね。とりあえず邪じや魔まだから、グンちゃんは死んじゃってくれるう？」

「はい……？」

　理解しがたいその発言に、きちんと反応できないうちに──。




　　　　◆




　岬の目の前に鎮ちん座ざしていた肉の潜水艦、その全身が隆起する。海底で小魚などを捕食する肉食の生き物めいて、鯨に似たその皮ひ膚ふを突き破やぶって無数の触しよく手しゆが飛びだしてくる。

　それは砲ほう弾だんの速度と威い力りよくを伴ともなって、まったく無防備だった岬に殺さつ到とうしてくる。

　ゴスペルが、敬愛する母が自分に危害をくわえるわけがないと──岬は完全に警戒を怠おこたっていた。ゴスペルと、彼女の制せい御ぎよ下にあるらしい肉の潜水艦については、気を配っておく必要はないと判断していた。油断し、意識の外に置いていた。

　だから、反応が遅れた。

　かろうじて見えたのは、こちらを貫つらぬこうとして迫せまってくる触手──。

　それにいち早く気づき、たぶん咄とつ嗟さにだろう、岬を守るようにして跳とびだしかけている雛藻の姿だった。

　護衛される側だというのに、何もできない無力な小こ娘むすめのくせに──エチケット不足の殺し屋の身を守ってくれようとした。それは雛藻の尊い人間性からでた、短たん絡らく的てきとも愚おろかとも言える行こう為い。短い間だがともに過ごした相手への、たぶん素す直なおな親愛の発はつ露ろだった。

　目の前に、危険に晒さらされている相手がいるから──守る。確実に守れるかどうかは知らない、守りたいから守る。後先のことを考えずに、本能的に。

　岬に死んでほしくないと思う程度には、愛してくれていたから。

　彼女が動いてくれなければ、岬は即そく死ししていただろう。触手に、頭部を、全身を貫かん通つうされて……。何も理解できないまま、肉にく片へんに──海の藻も屑くずになっていただろう。

　けれど雛藻が、岬を救った。

　岬を狙ねらった触手、その前にかろうじて飛びだした雛藻のか細い肉体──そこに触れると同時に、触手が先端から削れるようにして消えていく。夢か、悪い冗じよう談だんのように。

　けれど、ちいさな雛藻の身体では、岬のすべてを覆おおい隠せない。彼女の脇わきの下を、股またの間を通過した触手が岬を打った。まさに砲弾そのものの衝しよう撃げき──だが幸いにして、当たった場所は急所ではない。即死はせず、ただ岬は吹ふっ飛んだ。

　打だ撲ぼくと骨折の大ダメージだが、とりあえず命は拾った。本能的に岬は雛藻を抱だき寄せており──触手を蹴りつけるようにして、ゴスペルや肉の潜水艦からなるべく離れた位置へ向かって高々と跳躍した。ふたりで海面を何度か跳はねて、そのまま沈しずんでいく。岬が流した血が、わずかに海を赤く染めた。

「へえ……？」

　ゴスペルが意外そうに、目を丸くしている。

「愛されてるんだねえ、グンちゃん。意外だなあ。私と同じように──誰ともぬくもりを共有できない、血まみれの殺し屋として育てられてるんだと思ってたのに」
















『もしもし、グンちゃん？』

「…………」

『ずっと呼びかけてるのに、お返事してくれないねえ。これが噂うわさの反はん抗こう期なのかなあ──そうだったら、むしろ嬉うれしいなあ。いつかは、親おや離ばなれしなくちゃいけないもんね』

「…………」

『むしろ心配だったんだあ、グンちゃん、何でもかんでもあたしの言いなりになって……。何も考えずに、善悪を判断せずに、自分のしていることの意味も理解しないまま手を汚よごしつづけていたから。【特とく命めい生せい徒と会かい】の構成員としては、都合が良かったし──褒ほめてあげなくちゃいけないんだよねえ、上司として。でも、あたしはやっぱり寂しいなあ』

「…………」

『あたしの『秘術』は、肉体操作。己おのれの血肉を、自在に操作し変化させる。その『秘術』を用いて、あたしの血肉を切り分けて──あなたを生みだした。出産の仕組みとか、細さい胞ぼう分ぶん裂れつとか、そういう生物としての機能を応用してね』

「…………」

『生命を生みだすことは、神にしか不可能な禁きん忌き。もちろん、あたしは何もないところからあなたを生みだしたわけじゃないけどねえ』

「…………」

『あくまで、自分の肉体を切り取って、あなたのかたちにしただけ。あなたは、あたしの手足、細胞のひとつ……。でも、そこには脳があり、自我があって──心があった』

「…………」

『あたしの真似まねをするなりして、自我があるように振ふる舞まっているだけかもしれないけど。それは、誰だれにも判断できない。あたしだって、心があるように振る舞っている、そう思いこんでいるだけの──単なるタンパク質とかのかたまりかもしれない』

「…………」

『でも。だからこそ。あたしは期待した、信じた、あなたのなかにも心があるんだって。あたしは人殺し集団、【特命生徒会】の構成員──殺して、殺して、殺しまくってきた。今さら、ひとつ生命を生みだしたからって、帳ちよう尻じりがあうわけがない。罪が赦ゆるされるわけがない、天国への扉とびらが開かれるわけがない。でも、せめて、ほんのすこしでも』

「…………」

『あたしが奪ってきた無数の生命のうちひとつだけでも、この世界に返したかったよ。単なる、自己満足。贖しよく罪ざいをしているつもりの、むなしい自じ慰い行こう為い……。だけどね、それでもすこしだけ心は救われた。あなたを生み、育てて、愛して──救われちゃいけない血まみれのあたしは救われた。それを覚えていてね、ありがとうグンちゃん』

「…………」

『だからね。もういいんだ──グンちゃんは、あたしに尊いもの、あったかいものをたくさんたくさん与あたえてくれたから。これ以上は、必要ないから。ありがたすぎて、破は裂れつしちゃう。重たすぎるから、申し訳なくなっちゃうぐらいに』

「…………」

『だからね、グンちゃん。もう、あたしの言うことなんか聞かなくていい。ちょっと状じよう況きようが複雑にこんがらがっていて──あたしも把は握あくできてないけど。だからこそ、誰かのためじゃなく、他人のためじゃなく、自分のしたいことをして。あなたは、あなたの人生を歩んでる。今さらだけど……それを自覚して、自分のために命を使ってほしい』

「…………」

『あたしに逆らって、殺してくれてもいい。満足して死ぬよ、ううん──あなたをこの世に生みだした瞬間にあたしの役目は終わったんだ。だから、もういい。尽つくしてくれなくても、あたしのために命を使ってくれなくてもいい……。自分のために、生きて。グンちゃんの、したいことをして。これが、あたしの最後の命令──ううん祈いのりだよ』

「…………」

『グンちゃん、どうか死なないで。そんなことのために、あたしはあなたを生んだんじゃない。あなたの選んだ道を、成したことを、世界中の誰もが悪だと決めつけても──あたしは、お母さんはそれを肯こう定ていする。叱しかったりしない、責めたりしない、罪に問うたりしない。手放しで褒めてあげる、だから、あなたを生んだことを後こう悔かいさせないで』

「…………」

『愛してるよ、グンちゃん。神さまよりも誰よりも、あなたのことを愛してる』




　　　　◆




　位階『Ｔ』序列三位、タイタンの『秘術』は分身である。

　最大で自分の両手足の指と同じ数──二十人にまで、分裂できるのだ。

　ちなみに分身をひとり増やすごとに、また分身を存在させつづけるためにも『秘薬』を消費する。なので非常時以外は、おおむね三～四人ぐらいしか分身をつくらない。

　タイタン本体以外はいわば自動操縦であり、本体が命じた簡単な動きを反はん復ぷくすることしかできない。また身体能力や外見などは分身をつくった際さいのタイタン本人に準じゆん拠きよするし、タイタンは一般人ぐらいの身体能力しかないため──たくさん分身をつくってもあまり軍隊としては役に立たない。

　それでも銃器で武装させ、射撃の訓練を積ませたりいろいろ学習させればそれなりに戦力にはなる。一般人が相手ならば、数の暴力で押し勝てる。

　とはいえ基本的に、タイタンは戦闘要員ではない。『秘術』はいつも警護対象の姿に分身を整形して──影武者として配置する、などの用いかたをしている。

　分身は殺されても『秘薬』があるかぎり再生産できるし、影かげ武む者しや──警護対象の代わりに殺される捨て駒ごまとしては有用なのである。そのやりかたでタイタンは何度か重要人物の暗殺を防ぐなどして、高い序列を得ている。

「うううるさあいなあああ──」

　宗ミツ教シヨ学ンス校クールの制服を身にまとった少女──ゴスペルが、低く唸り声をあげている。

　豚ぶた小ご屋や学園の女子房──岬みさきが最後まで足を踏み入れることがなかった女子生徒の生活の場、その廊下である。あちこちに弾だん痕こんなど、戦闘の形跡があるが今は静かだ。女子生徒たちも異常事態に怯えて避難を開始しているため、この付近は人気がない。

「私じゃなくて、今のグングニルに話しかけてるのかなあ……。それとも、私にも聞こえてることがわかって──話しかけてるのかなあ？　今さら？　私を捨てたくせに？　うるさいうるさい、黙って！　わかってる、私の人生は私のもの！」

　ゴスペルは耳元に手を添えて、煩わずらわしそうに首を振っていた。

「やりたいようにやるよお、母さん！　母さん、大丈夫だから！　お願い、私を産んだことを後悔しないでえええ！」

　意味不明な独り言を叫んでいる彼女の正面で、タイタンは磔はりつけにされていた。

　刃のように鋭利に尖った触手──ゴスペルが放ったその禍まが々まがしい凶器に両手足を貫かれて、昆虫標本みたいに壁に固定されているのである。それらの触手はゴスペルの背中から生えていたが、今はちぎれて離れている。

　だが、いまだに触手は鋼鉄の硬度を保ったままだ。一般人ぐらいの膂りよ力りよくしかないタイタンは、こうなるともう動けない。痛覚もあるため、むしろ早く殺してほしいぐらいだ。文字どおり、手も足も出ない。

「あのう」

　錯乱している様子のゴスペルに、タイタンは意を決して話しかけた。

「こんな壁ドンはまったく嬉しくないというか、もう俺に抵抗する気はないので──勘弁してもらえないかな。えっと、何が目的かわかんないけど」

　タイタンは貧血になって青ざめた顔に、せいいっぱいの愛あい想そ笑いを浮かべる。ずっと男として振る舞っていたため、一人称にその名残があった。

　先ほど──謎の黄金色をした獣けものに、タイタンは不意打ちを食らって首を半なかば嚙みちぎられて死んだ。その瞬間までは、男装をしたそれがタイタンの本体だった。

　だが分身が他に存在している場合、タイタンは本体をそちらに移すことができる。男装したタイタンが死亡した瞬間、本体は管理房の屋上から狙撃しているタイタンへと移った。現在は、そのタイタンが本体となって全体の統括をしている。

　見た目は、服装こそちがうが男装していたタイタンとまったく同じである。地味な風ふう貌ぼうだ。今回は明確な警護対象がいたわけではないので、整形もしていない。あくまで死んだときのバックアップとして、数人の分身をつくった程度。

　その分身のひとりは豚小屋学園から離れた場所にいて、あらゆる手を尽くして安全に守られている。最悪の場合、豚小屋学園にいるタイタンが全滅しても生き長らえられる。

　その命のバックアップと呼ぶべき奥の手は、どんなに分身との距離が遠くても発動する。『秘術』は奇跡そのものだ、あらゆる理屈を無視している──そういう能力だから、そうなのだ。この不ふ死し性もまた、タイタンの自慢であり地位の高さの理由である。

　だからこそ、タイタンはこんな状況でも余裕を保たもっていた。

　両手足を貫かれて痛くて堪たまらないので、さっさとこの身体は捨ててしまいたいところだが──そうもいかない。このゴスペルを足あし止どめするのが、今のタイタンの役目なのだ。

　先ほど己の上位者、トータルから連絡があって──そんな仕事を任されてしまった。その理由は知らない、基本的に【特命生徒会】では上位者には絶対服従だし……。役目を果たせば、トータルが序列一位の地位を譲ってくれるらしい。

　なので、ぎりぎりまでタイタンは言われたとおりゴスペルの足止めをするつもりだった。先ほどまで、ありったけの銃器を使用して彼女と戦っていた。ちから及ばずこうして磔にされて、動けなくなってしまったが。

　じゅうぶん、時間は稼いだだろう。任務達成だ、とタイタンはほくそ笑む。
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「トータルちゃんはどこ？」

　ようやく冷静になったらしいゴスペルが、ゆるゆると顔をあげて問いかけてくる。先ほどまで狂乱していたのが噓のように、穏やかな聖母そのものの雰囲気である。

　だが、タイタンは違和感をおぼえる。タイタンは懇親会などでゴスペルとも交流があり、彼女の為ひと人となりを知っている。だが、記憶と照らしあわせると──このゴスペルはどうも不自然なのだ。口調も、行使する『秘術』もゴスペルそのものなのだが。

　しばらく会っていなかったし、その間に何か人格が歪ゆがむような出来事でもあったのだろうか。気にはなるが、無理に追及するほどの疑問ではない。

　タイタンは痛みから脂あぶら汗あせを浮かべながら、間近にいるゴスペルに微笑みかける。

「トータルを捜してるの？　残念だけど、俺も居場所は知らない。あいつは隠れん坊が得意なんだ──知ってるでしょ、ゴスペルさん」

「ゴスペル？　あぁ、この見た目だからねえ……。そう思っちゃうよねえ、べつにいいけど。噓をつくのは賢くないよお、拷問の仕方も知ってるから」

　その発言で、さらにタイタンは疑念を強める。どうも、やはりこいつはゴスペル本人ではなさそうだ。その姿に化けているのか、他人のそら似かは知らないが──ゴスペルならばタイタンの『秘術』をある程度、知っているはず。いざとなればタイタンが分身に本体を移して逃げられる、この肉体を放棄できるという事実を知らないらしい。

　むしろできるかぎり情報を引き出して、それをトータルに伝えて点数を稼いでおこう──とタイタンは思った。時間稼ぎにもなる、この任務を達成できれば序列一位の地位がもらえるのだ。できるかぎり、最善を尽くしたい。

　同時に、トータルに不利益をもたらすようなことは言えない。その点を責められ、序列一位の地位を譲るのはやめる──などと言われては困ってしまう。

「ほんとに知らないんだよ、悪いけど。どうして、トータルを捜してるのかな？　何かアドバイスができるかもしれない、俺もトータルと同じ位階『Ｔ』だしね」

「まあ、ちょっとした理由。トータルちゃんを見つけないと、この豚小屋学園から脱出できないんだよねえ……。あと、私が殺そうとしたふたり──グンちゃんと、生徒会長が消え失せちゃってね。トータルちゃんが瞬間移動とかさせて逃がしたんじゃないかなあ、と疑ってる。あの子って、そういう『秘術』が使えるんでしょ。空間を操る、みたいな」

　やはり、トータルの『秘術』についても正確には理解していないらしい──漠然とは知っているようだが。トータルは位階『Ｔ』序列一位、幹部ヘツダーだ。そこそこ名が売れているため、その『秘術』についてもある程度は噂などになっている。

　親切に教えてやる理由もないし、タイタンはそこについては触れない。

「生徒会長を狙ってるの？　やめといたほうがいいよ、俺たち位階『Ｔ』がガッチリ守ってるしね……。生徒会長に手をだそうとした人間には、位階『Ｂ』が殺し屋を派遣するって聞いたことがある」

「位階『Ｂ』でも、幹部フオ補佐ロワー以上の子が出てこなければ──私の敵じゃないよお。う～ん、どうもあなたからはもう情報が引き出せそうにないかなあ？」

　ゴスペルは落胆したように吐息を漏らして、その全身から殺さつ気きを放つ。いけない、もうタイタンに見切りをつけて始末するつもりのようだ。

「いやいや、もっとお喋りしようよ。あれなら、拷問とかする？」

　拷問が始まったら、本体を移してこの肉体は自動操縦にすればいい。ゴスペルが拷問に夢中になっている間は、時間を稼げる。

「そんな暇はないかなあ、どうも母さんがこっちに向かってるみたいだし……。到着する前に、終わらせる。焦あせってるんだあ、私も。もう手当たり次第に動いてるやつみんな殺して廻まわろうかなあ、いつか当たりを引くでしょ」

　物騒なことを言って、ゴスペルが「ＡＭＥＮ」と低く祈りの言葉を口にした。殺し文句だ──『秘術』が発動し、彼女の右腕が刃物に変形した。

　それで胸なり頭部なりを刺して、タイタンを殺すつもりだろう。

　ここまでか。そう判断し、タイタンは奥歯に設置したスイッチを強く嚙んだ。

　瞬間──この肉体に仕込んでおいた時限爆弾が、猛烈に炸裂した。いざとなれば本体を移せる、分身を捨て駒にできるタイタンは自爆にもまったく躊ちゆう躇ちよがない。

　爆発と同時に、タイタンは「すべては俺の手足だ」と殺し文句を口にしている。これによって、本体を他の分身に移せる。

　女子房の建物が震撼し、閃光と爆裂がすべてを埋め尽くした。

「死んでも守る、っと──」

　爆発のなか、ゴスペルは平然と立っている。吹き飛ぶこともなく、負傷もしていないが──その身にまとった宗教学校の制服が焼け焦げて消え失せている。爆風で髪の毛がはためき、煤すすでその麗しい裸体が汚れている。

「びっくりしたあ……。良かった、タートルくんの『秘術』をもらっといて。すっごい爆発だったし、怪我ぐらいはしそうだったもんねえ」

　独りごちると、ゴスペルはまた「ＡＭＥＮ」と殺し文句を口にする。同時に、早着替えのように彼女は新品の制服をまとっていた。肉体操作の『秘術』で、制服を形成したのだろう。着き心ごこ地ちを確かめるように、ゴスペルは襟を正すような仕草をした。

「お母さんのお古、ずっと着てて気に入ってたのになあ──」

　何だか寂しそうにつぶやくと、爆発によって天井が崩れ落ちてくるなか、ゴスペルはあくまで散歩をするようにのんびり歩いていく。
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　瓜うり姫ひめ愛あい梨りは激痛と、意味不明な現状に振り回されているうちに──いつの間にか失神していた。そしてようやく目覚めた瞬間、まだ夢を見ているのかと思った。

　悪い夢を。

　周囲には、無数の屍し骸がいが転がっている。男子も、女子もいた。みんな、これも見慣れた鼠色の制服を着ている──豚小屋学園の生徒たちだ。

　全員が、死んでいる。死し屍し累るい々るいの、地獄絵図だ。だから愛梨は夢だと思って、現実感がなくて悲鳴すらあげなかった。呆然として、ただ馬鹿みたいに押し黙っていた。

「…………」

　馴染み深い豚小屋学園の管理房、その食堂である。毎日、ここで配膳係の仕事をしていた。豚として、家畜として、何の価値もないと判断された出来損ないとして──精一杯に真面目に、良い子にして得た仕事だった。

　そんなふうに誰かの役に立っても、額に汗して働いても、決して報むくわれることはない。自分はこの社会に不要な人間で、卒業しても幸せな未来なんて待っていない。それは豚小屋学園の生徒の、共通認識だ。みんな諦めて、無気力になっていた。

　だからって、こんなふうに無む惨ざんに殺されていいわけがなかった。

　愛梨は恐る恐る、間近に転がった生徒に触れる。あったかくて、死んだばかりのようだった。配膳係の愛梨は、ひとりひとりの名前を知っていた。よく喋った男子生徒がいる、同房の女子生徒がいる、同じ配膳係のものもいた。みんな、死んでいた。

　生きているのは、愛梨だけだった。

「おはよう」

　甘やかな声が聞こえて、愛梨はビクッとしてそちらを見た。同時に、肩に激痛が走る。そういえば、自分は正体不明の獣に嚙かみつかれ──攫さらわれたのだ。その鋭い牙きばが肩の肉を抉えぐり、出血させていた。

　思ったよりも浅い傷だ、甘嚙みしてくれたのだろうか。傷にもきちんと治療が施ほどこされて、包帯が巻かれている。そのためにエプロンや上着が脱がされており、愛梨は上半身が下着のみのはしたない姿だ。いつもなら、赤面ぐらいしたかもしれないが。

　今はひたすら、ふわふわした気分で──夢うつつのまま茫然自失している。もはや愛梨には何がなんだかわからない、ぜんぶ趣味の悪い冗談のように思えた。

「どうしたのお？　だいじょうぶ？　えぇっと、瓜姫愛梨ちゃんだよねえ？」

　先ほどから語りかけてくる人物は、愛梨のすぐそばにある食卓の上に跪ひざまずいている。服装は、愛梨は見覚えのない宗教学校の制服である。姿勢も相あい俟まって、敬けい虔けんな信徒に見えた。

　彼女は食卓の上から、へたりこんだ愛梨を見下ろしていた。

「誰……？」

　愛梨はかろうじて声を振り絞って、誰何した。赤ん坊みたいに、何も考えられないしうまく言葉を発することもできなかった。

「私はゴスペル、って呼んどいて」

　ゴスペルと名乗った少女は、両手で何かを抱えている。それが人間の生なま首くびだと気づいて──一気に、愛梨は気分が悪くなった。吐き気けを催し、口元を手のひらで覆おおって後ずさる。間近にある食卓に、背中をぶつけた。痛みも感じない、やはり悪夢みたいだ。

　ゴスペルが抱えた生首は、愛梨にも見覚えがある人物のそれだった。名前はよく覚えていないが、愛梨を天使ちゃんなんておかしな呼びかたをしてよく話しかけてきた男子生徒だ。やや気持ち悪くて、愛梨は彼を敬遠していた。あまり、好みの容貌じゃないし。

　けれど。とくに興味がなかった相手だからといって、その生首を見て何も感じないほど愛梨は人間性に欠けていない。今度こそ悲鳴をあげて、泣きじゃくった。

「静かにして──もしかして、この子ってお友達だったりした？」

　ゴスペルは生首を掲げて、こちらに見せつけてくる。なぜかそこから滴したたり落ちる血をかるく舐なめ取って、無造作に放り投げてきた。

　思わず受け取ってしまい、生首の何とも言えない重みとぬくもりに怖おぞ気け立ち──愛梨はそれをでたらめに投げ捨てる。生首は転てん々てんと跳ねて、動かなくなった。

「ひどおい、お友達なら丁寧に扱ってあげなよお。その子、あなたを守るために戦ってくれたんだよお？」

　呆れたように、ゴスペルは吐息を漏らした。

「ちなみに。その子は【特命生徒会】位階『Ｂ』の、ビーストって子だったみたい。序列は知らない、あんまり強くなかったし──まぁ平の構成員だったんだろうねえ。この豚小屋学園で何か異変があったことを察知して、位階『Ｂ』が送りこんだ殺し屋だったの」

　のほほんとしたまま、彼女は取り留めもなく語った。

「生徒会長に危険が迫ってたから、その原因を排除するために位階『Ｂ』が殺し屋を送りこんだわけ。事情もある程度は知ってたみたいだし、ヴィーナスの洗脳・魅了の『秘術』も回避してたはず……。つまり、意識ははっきりしてたと思うよお」

　愛梨が知らない単語だらけの説明で、正直、ちんぷんかんぷんだった。

「そんな彼に命懸けで守りたいって思われたわけで、まあ、あなたのことを普通に愛してくれたひとがいたってこと……。でもまあ、あんまり関係ないひとだったよお。何か犬かライオンみたいな獣に変身する、っていう『秘術』を使ってたねえ」

　犬かライオンみたいな獣、というのは愛梨を嚙んで攫さらったあの奇妙な生き物のことだろうけど──あの獣が、愛梨を守るために戦った？　そんな獣の正体が、いつも食事中に愛梨に話しかけてきたあの男子生徒？　まったく、意味がわからない！
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「な、何なんですかぁ……。あなた、何？　誰なんですかぁ？」

　譫うわ言ごとのように愛梨が問うと、ゴスペルは柔和に微笑んだ。

「ん～……。やっぱり、あなたも何も知らないんだねえ。ヴィーナスのまとめてた書類のとおりかあ──単に、あいつの手て駒ごまとして利用されてただけなんだねえ」

　可哀想にねえ、と言いながら、ゴスペルが手を伸ばしてくる。優しく、頭を撫でられた。だが怪物の顎あぎとの間にいるようで、愛梨は生きた心地がしない。

「あなた、母親の瓜姫絵え梨り香かに言われて、この豚小屋学園にあいつの体液をばらまいてたでしょ。ドレッシングとかソースに、あいつの体液を混ぜてさあ？」

　母親の名前を聞いて、愛梨はさらにわけがわからなくなる。たしかに、母親の言いつけで──彼女が残していった大量の粉末を、ドレッシングなどに混ぜて生徒に食べさせていた。配膳係の愛梨には、簡単なことである。

　不気味には思ったが、愛梨は母に逆らえない。言うことを聞いていれば、豚小屋学園から他の学校に転校させてもらえると約束してもらってもいた。閉塞した、未来のないこの家畜小屋から抜けだせる。そのためなら、愛梨は何だってした。

　あの粉末は、怪しげな麻薬か何からしく──それを摂取した生徒たちは意識が曖昧になるようだった。生徒たちを無気力にして、管理しやすくするために母がつくった特製の薬品か何かだと……。愛梨は、そう思っていたのだが。

「あいつの体液を摂取すると、あいつに洗脳・魅了されて──あいつの言うことを何でも聞くようになる。たぶん、あなたの命令もなるべく聞くようにって、あらかじめ言われてたんだろうねえ……。みんな、あなたの言うことにも従ってくれたでしょ？」

　そうだ。意識が曖昧になったものたちは、愛梨の言うことを聞いてくれた。どんな要求にも、従ってくれた。愛してほしいと言ったら、愛してくれた。

　ぜんぶ、怪しげな薬のちからだ。みんな、心から愛梨を慕ってくれたわけじゃない──愛してくれたわけじゃない。わかっていた、でも嬉しかったのだ。

　生まれて初めて愛された。家畜じゃなくなった、豚じゃなくなったのだ。偽いつわりでもまやかしでも、所詮は母親が不在のときだけの代理でも──愛梨はまるで豚小屋学園の女王のように君臨できたのだ。

　気に入らない生徒は母親に成り代わって痛めつけて、いたぶった。気に入った生徒は愛梨自身として接して、あれこれ楽しんだ。ちやほやしてもらったり、愛してもらったり──やりたい放題だった。

　一般生徒でしかない愛梨は他の生徒と一緒の房ぼうで、ずっと生活している。けれど、母がいないときはその代理として看守室を自由に使えた。そこで、呼びだしたお気に入りの生徒と密会を繰り返した。母に命じられて仕方なく、と悲劇のヒロインぶって──貞てい淑しゆくぶったままどんな下品な行為もした。本当は、楽しくて仕方なかった。

　けれど。その程度、いいじゃないか。何の救いも幸福もなかった愛梨の人生で、ようやく見つけた楽しみなのだ。二重生活をつづけ、すべての責任や悪事は母親のふりをしたときに行って責任をかぶせる。自分は綺麗なまま、ちやほやされる。

　それが愛梨の、誰にも話せないひそかな愉たのしみ──心の慰めだったのだ。

「すごいよねえ、ヴィーナスの洗脳・魅了の『秘術』は……。強化されてたんだろうねえ、私のお陰で。ゾンビみたいなひとたちがいたでしょ、あれはあなたを守るために動いてたんだよお。気づいてたかなあ、あなた何か怖い目にでもあって『助けて！』って望んだんじゃない？　みんな、その命令に反応して動いてくれてたんだよお」

　ゴスペルが、嗚お咽えつをあげる愛梨の肩口に触れる。そこには嚙み跡があって、血がにじんでいる。指先に付着したそれを、ゴスペルは艶えん然ぜんと舐め取った。

「んん──やっぱり、【特命生徒会】の人間じゃないんだねえ。一般人かあ、血に『秘薬』の味がしないもん。じゃあ、トータルちゃんの居場所も知ってるわけないよねえ？」

「と、とおたる……？」

　そのあたりで限界がきて、愛梨は頭を抱えて必死に命乞ごいをした。

「わかんない、あたし、何もわかんないですから──お願い、殺さないで！　あたしは幸せになりたかった、毎日ちょっとだけでも笑っていたかった！　それだけなんです、そんなことも許されないんですか？　豚には、家畜には、許されないんですか？」

「知らないよお、難しい質問をしないで……。神さまは許してくれるんじゃないかなあ、たぶん。まぁ、関係ない子を無理に殺す必要もないけどねえ」

　ゴスペルは何だか嫌そうな顔をして、ずっと撫でていた愛梨の頭から手を離した。そして興味を失ったように、食卓から飛び降りて立ち去っていく。

　最後に肩越しに振り向いて、つまらなそうに言った。

「あなた、べつに家畜じゃないよお──血の味は人間と同じだもん」

　それから振り向きもせずに、ゆったりと消えていった。

　彼女の姿が見えなくなっても、愛梨はずっと泣きじゃくっていた。すべてが終わるまで、終わっても──ずっとそうして蹲うずくまって動けずにいた。

　そんな彼女は惨さん憺たん悲ひ愴そうの極みと化したこの豚小屋学園における、貴重な生存者として──後日、衰弱した状態ながら発見されて保護される。無事に、生き延のびることになる。

　命懸けで彼女を守って戦ったという、愛梨は名前も知らない男子生徒の生首は──そんな未来は知るよしもないけれど。どこか、誇らしげに笑って見えた。
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　純白の部屋で、黑くろ沢さわ〈サンジェルマン〉雛ひな藻もは目覚めた。

　あまりにも、見慣れた光景。雛藻に物心がつく前からずっと、朝も昼も夜も──三百六十五日、二十四時間ずっと過ごしていた場所だ。かるく走り回れる程度の広さの、輝かしい光に満ちた空間。あらゆる設備は壁のなかに内蔵されており、必要に応じてせりだしてくることになっている。衣服や食事も、何もかもそれは同様である。

　だから基本的には、まったく何もない部屋だ。壁に埋めこまれた画面と、床に寝転がっていた雛藻のみが異物である。

「………？」

　一瞬、すべてが夢だったのかと思って──雛藻は絶望的な気分になった。

　だが、すぐにその思考を否定する。全身に疼とう痛つうと、疲労感。お気に入りの衣装は海水で濡れており、潮のにおいがする。帽子と鞄かばんはどこかに落としてしまったのか、見当たらない。髪の毛もたっぷり水みず気けを吸っていて、重たかった。

　そこに混じった血の色に気づき、ぞっとする。

　夢じゃない。

「えぇっと──」

　どうにか身を起こし、周囲を見回した。

　そして、自分の間近に誰かが立っていることに気づいて──息を吞む。

「あっ、起きたァ？　良かった良かった、死なれると困っちゃうんだよねェ！」

　奇妙な抑揚で、その人物は気味が悪いほど陽よう気きに話しかけてくる。

「おはよォ、生徒会長♪」

「あなたは……？」

　雛藻は身を丸めて、床に尻を擦こすりつけるようにして後ずさった。全身で警戒しながらも、まじまじと目の前に立つ何者かを注視する。

　雛藻には見覚えのない、どこか陰いん気きな印象の少女だ。豚小屋学園の女子制服を、だらしない感じに着崩している。長い前髪で左目だけを隠しており、露出した右目には隈くまが浮いている。毒々しい、真っ黒なネイルアート。

「あはは、そういえば初対面だっけ？　寂さびしいなァ、あたしがずっとあんたを守ってあげてたのにさァ……。んっと、とりあえずタンスって名乗っておくねェ？」

「タンス……。岬から、その名前を聞きました。わたくしを、岬に引き渡してくれた人物だとか。けれど、始末されたはずでは？」

　状況がまるでわからないので、すこしでも情報を得ようとして質問を重ねつつ──遅まきながら、雛藻はある事実に気づいて震えあがった。

「岬は？　岬は、どこに……？」

「ひとの心配してる場合かなァ、とも思うけど。まぁ気になるよねェ、大丈夫──そっちもちゃんと回収してるから。ほらほら、始末に負えない♪」

　殺し文句だろう言葉を口にして、タンスと名乗った少女は指を鳴らした。

　同時に、室内に簡素なベッドがごろごろと転がりながら出現する。タンスが何らかの『秘術』を用いたのだろうが──そのベッドに、包帯が巻かれるなどの治療が施された岬が寝かされていた。失神しているらしく、目を閉じたまま動かない。

「ほとんど致命傷を食らってたからねェ、手当てしてあげたよォ。生きてるのは奇跡だねェ──こいつ、ふつうの人間より頑丈っぽい♪」

　タンスが口を無駄に「ぱく、ぱく」と開かい閉へいする、独特な喋りかたでそう言った。そちらには取りあわずに、雛藻は寝台に寄り添って岬の胸元に手を添える。

　鼓動を感じる。生きている。ほっとして、雛藻は涙ぐんだ。

「雛藻……？」

　こちらが触れたせいか、岬が目覚めて──何度か瞬まばたきをする。

「良かった、生きていて」

「あなたも」

　岬に頭を撫でられて、雛藻ははにかんだ。子供扱いしないでください、などと突っ張る余裕もなかった。実際、絶体絶命の状況だったのである。

　ゴスペルらしき人物と遭遇し、一方的に攻撃されて……。『秘術』を減げん衰すいさせられる雛藻はかろうじて無傷だが、岬は身体のあちこちを抉られ骨を砕かれている。満身創痍だ──安静にしていないと、命に関わるだろう。

「あはは、感動の再会ってやつ？」

　茶化すように言うタンスの存在に気づいて、岬が一瞬で身を起こすと雛藻を抱き寄せ、ベッドの向こう側──タンスの立っている位置の正反対に、着地。

「必ず殺す」

　過剰に警戒しながら、殺し文句を口にした。

　岬の全身から、黒色細胞が噴出する。それを見て、タンスが目に見えて狼ろう狽ばいした。

「ちょっ、待って……。何でそう喧けん嘩かっ早ぱやいかなァ、あたしはふたりの命の恩人だよォ？　攻撃とかじゃなくて、ありがとう大好きって感謝しながらお金とか支払うべき！」

「タンス──おまえ、生きていたのか」

　岬は全身で雛藻を庇かばいながら、油断なくタンスを見据えている。彼は傷だらけで、満足に動けるような状態ではないだろうに──護衛の務めを果たそうとしている。

「何でみんな、あたしが死んだと思いこんでるのォ？　タートルがあたしを始末したって言ってたっぽいけど──べつに、殺したとは言ってないでしょ？」

　黒い口紅を塗ったくちびるを尖とがらせて、タンスは肩をすくめる。

「まぁいいや。ぜんぶ引っくるめて説明してあげるから、まずはその黒いもん引っこめてよォ……。弱いものいじめは格好悪いし、『秘薬』の無駄遣いだからねェ？」
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「生徒会長、お茶がいい？　珈コー琲ヒー？　甘ァい、お菓子もあるよォ♪」

　タンスがお気楽な態度で、お茶の用意をしている。彼女が『秘術』を行使し、湯ゆ気げの立ったティーポットやお菓子の缶詰をどこからか取りだしているのである。

　その奇妙な光景を眺めながら、岬と雛藻は先ほど出現した寝台に並んで腰掛けている。岬はまだ警戒を解いていないのか、黒こく色しよく細さい胞ぼうで右腕を覆ってタンスに向けたままだ。

　それを見て嘆息しながらも、タンスはこれも何もない場所から出現した椅子に腰掛けて、優雅にお茶を啜すすっている。

「はは、茶飲み話をする気分でもないッスか？　あんまり緊迫しないでよねェ──あたしは味方だよ、味方。ぴりぴりしないでよォ、緊迫した空気とか好きじゃないから」

「いちから説明しろ。正直、何もかもわからん」

　岬の情けないともいえる発言に、タンスは「だろうね」と首しゆ肯こうした。

「んじゃあ、おねえさんが優しく教えてあげよっかなァ……。一から十まで、手取り足取り！　んふふふふゥ～♪」

　不気味に笑いながら顔を近づけてくるので、岬は彼女を睨みつける。「怖ァい」と戯ふざけて言いつつ顔を引っこめて──タンスは、あらためてこちらに向き直ってきた。

「あらためて、名乗っておこうかなァ？　タンスってのは偽名でね──あたしの本当のコードネームはトータル、位階『Ｔ』序列一位の幹部ヘツダーだよォ♪」

「トータルだと？」

　岬は、さすがに魂たま消げる。位階は岬の属する『Ｇ』より下位だが、序列一位の幹部となると──【特命生徒会】における重要人物のひとりである。自分ではド底辺だ何だと卑ひ屈くつに謙遜していたが、いわば岬の上司であるゴスペルと同格のお偉方だ。

「あはは。あんまり偉そうにすんの好きじゃないんで、できればタンスって呼んでねェ？　けっこう気に入ってるんだ──トータルって名前だと、タートルとまぎらわしいしさァ？　マジで、誰がこういう名前を考えてるんだろうねェ？」

　どうでもいいようなことを言いながら、タンスは丁寧に説明してくれる。

「あたしの『秘術』はねェ、ちょっと説明が難しいんだけど……。空間の出入りを管理する、って感じかなァ？　わかんないでしょ？　ごめんねェ、あたし馬鹿だから説明とか苦手なんだよォ♪」

「つまり──」

　聡さとい雛藻には理解ができたのか、何かに気づいたような表情で周囲を眺めた。

「ここは、この白い部屋は──あなたが『秘術』でつくった空間なのですか？」

「んっとねェ、あたしは空間をつくってるわけじゃないんだよォ……。それだと『秘術』を減衰させる生徒会長が触ったら、消えちゃう可能性があるじゃん？」

　雛藻が合いの手を入れることで頭が整理されるのか、タンスは話しやすそうだった。

「空間はね、最初からあるの。どこにでもね、普通の人間は気づかないんだけど。この世界に重なるようにして、無数の並行世界──異次元、小世界、隙すき間ま、そういうもんがあるのね。あたしはそれを感知して、そこへの出入り口をつくれるんだァ♪」

「ふむ。空間そのものが『秘術』の産物でないなら、わたくしが触れても消すことはできませんね。その出入り口だけなら、触れることで消せるかもしれませんけど」

「そうそう、たぶんそんな感じ！　さすが生徒会長、賢い～♪」

　無駄におべっかを遣いながら、タンスは手を叩いて雛藻を囃はやし立てた。

「あたしは自分でもよくわからんこの『秘術』を用いて、生徒会長──あんたを守ってたの。護衛が、防御特化の位階『Ｔ』のお役目だしねェ？」

「成る程。タンスさん以外の何者にも干渉できない、感知もできない別の空間に隔離すれば……。誰も、わたくしには手出しができません。身の安全が、保障されますものね」

　雛藻はちゃんと話についていって、納得したように頷いている。

「これまで、わたくしを守っていただき──ありがとうございます」

「わァ、良い子すぎる。頭を下げることはないよ、単なる仕事だしねェ？」

　素直に感謝を示されて、タンスは照れたように髪の毛を指先でくるくると巻いた。そんなふたりの対話を聞きながら、岬は疑問を抱いて首を傾かしげる。

「そのような、ほぼ無敵の『秘術』を持っているなら……。おまえが、雛藻を護送すれば良かったんじゃないか？　どこか安全な場所に、空間を繫つなげばそれで済むだろう？」

「あはは、そんな簡単な話じゃないんだよねェ。あたしにはあたしの人生があるしさ、いつまでも生徒会長のお守もりばっかりしたくないしィ？」
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　タンスはやや表情を真面目なものにして、こちらに向き直ってくる。

「あたし、この仕事を最後に引退しようと思ってたんだァ。いつまでも、キャッキャウフフと異能力バトルなんかやってらんないよォ……。あたしだって遊びたい、恋もしたい、お洒しや落れもしたいし青春もしたい！　もう、籠かごの鳥は御ご免めんだよォ？」

　その発言に、岬は眉をひそめる。

「引退など、可能なのか？　仕事をしなければ『秘薬』が与えられなくなる、異能力が使えなくなる──一般人として過ごすしかないんだぞ。脱ぬけようとしても機密保持のために【特命生徒会】に抹殺される、みたいな噂うわさもある」

「まァ、あたしも幹部──色んな秘密とかを知ってるしねェ。だからまァ、安全に足脱けできるように段取りはつけたんだよォ？」

　タンスはそもそもの事の発端から、詳らかにしてくれる。

「そもそも、今回の生徒会長の護送は──位階『Ｔ』の正式な仕事じゃない。あたしが個人的に引き受けた、いわば位階『Ｔ』への裏切りに近い行為なんだよねェ？」

　とくに己の位階に背を向けたことには罪悪感がないのか、あっけらかんとしている。

「あたしは本来、この空間管理の『秘術』を用いて──いつまでも生徒会長を護衛してなくちゃいけなかった。誰にも手がだせない空間に隔離したまま、飼い殺ごろしにしとく必要があったの。だけど今回、その大原則を破ったんだァ」

「俺に、雛藻を引き渡したもんな」

「うん。生徒会長は意識がない状態だと『秘術』を消せない──だから、寝てるうちに白い部屋からつれだしてね……。あんたに、引き渡したんだァ」

　岬の発言に頷き、タンスは遠い目をしてぼやいた。

「本来、あのときに今してるような会話をするつもりだったんだけどねェ。あんた、あっさり行っちゃうんだもん。困っちゃったよォ、あたし。生徒会長への扱いがご無む体たいだしさァ──その子が死んじゃったら、あたしも困るんだからねェ？」

「すまんな。時間がなかったし、あの場ではあれが最善の行動だと判断した」

「まァ、いいけどさ……。あんたに生徒会長を引き渡した時点で、ほぼあたしの仕事は終わってた。正確には、ちゃんと生徒会長が安全な場所まで護送されたって確認がとれたら──あたしには、多額の報酬が支払われるはずだったんだよねェ」

　タンスは俗物めいた軽い笑い声をあげながら、揉み手をする。

「あたしはその報酬──金やら何やらを得て、どっか遠い国とかで第二の人生を始めるつもりだったんだ。あとは野となれ山となれってねェ、もう【特命生徒会】のことなんか知ったこっちゃないって気分だったよォ？」

「無責任だな。仮にも、【特命生徒会】の幹部だろう」

「真面目だねェ……。うちのタートルとか、部下たちも同じような感じでさァ？　いつまでも粛しゆく々しゆくと、任務を実行してるんだよね──アホかと思うよ正直？」

　タンスはうんざりした様子で、岬を眺めている。

「部下たちがそんな感じだから、あたしは彼らに黙ってこっそり動くしかなかった。部下に手伝わせたら、報酬も山分けになっちゃうしねェ……。とうてい協力してもらえそうになかったし、あたしは報酬を独り占めしておさらばするつもりだったの」

「だからタンスなどと、偽名を用いてこっそり行動していたんだな」

「そうそう。トータルって有名すぎるしねェ、動きにくいから。その名前とか仕事内容を知ってる人間が護衛役として送られてきたら、職務怠慢だって怒られちゃうかもだし。何度も言うようだけど、あたしは【特命生徒会】を──本来の職務を裏切って個人的な小遣い稼ぎしてるわけだし。名を伏せて、こっそり動く必要があったんだァ」

　岬の発言に頷きながら、タンスは吞気に語っている。

「タンスって名前が気に入ってるってのもあるけどねェ。瀬せ能のう広ひろ綺きって偽名も──広くて綺麗、素敵でしょ？　もう、狭くて埃ほこりっぽい豚小屋学園に閉じこめられるのにはうんざり……。あたしは自由に、外の世界で生きるんだァ♪」

「その気持ちには、共感できます」

　黙って話を聞いていた雛藻が、同意を示した。

「わたくしは、あなたを責めません」

「あァ、わかってくれる？　だろうね──ずうっと、こんな何もないところで過ごしてたんだもんね。もっと遊んだり、自由に生きたいよね……生徒会長も？」

　周囲を見回して、タンスは口を「ぱく、ぱく」と開閉させる。
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「でもさ。あたしとしては任務達成～、あとは自由だ～と思ってたんだけど。どうも様子がおかしくってね、報酬が支払われるか心配になってきたから……。いちおうアフターケアもしてあげようと思って、あんたたちを眺ながめてたりもしたよォ？」

　こっそり隙間から覗のぞき見してたの、とタンスは楽しそうに笑っていた。

「【特命生徒会】から離反しようとしてるあたしは、『秘薬』の供給を受けられない。もろもろ節約しながらで、満足には動けなかったけどねェ。こっそり食事のなかにお手紙をまぎれこませて、忠告してあげたり」

「あぁ……。豚小屋学園から出て行って、っていうやつか。あれは何だろうと思っていたが、おまえの手紙だったんだな。もっと、わかりやすく書け」

「誰に読まれるかわかんないから、暗号めいて書くしかなかったんだよォ。あたしが裏切ったことは、まだあの時点では誰にも気づかれてなかったし……。どこに敵が潜ひそんでるかわかんないしねェ、あんたが『トータルとしての責務を果たせ』とか言って生徒会長を突っ返してきちゃう可能性もあったし？」

　タンスは溜息をついて、またお菓子を一口だけ囓かじった。

「だから何か意味深な、怖いことを書いてさっさと豚小屋学園から出て行かせようとしたわけ。あんたらには、ほぼメッセージを無視されちゃったけど」

「いちおう、何だったのだろうと考えてはいた。あの手紙に書かれていた、豚小屋の女王とは何だ？」

　岬が気になっていたことを問うと、タンスは苦笑いした。

「うん、時系列を追って説明しよっか。ごめんねェ、ややこしい話で……。あたしもぜんぶを知ってるわけじゃないから、とっちらかった説明になっちゃってるけど」

　居住まいを正して、タンスは丁寧に語る。

「まず前提として、あたしたち位階『Ｔ』は生徒会長を保護してた。【特命生徒会】の最重要人物だし、生徒会長が死ねばあたしたちは『秘術』を失う……。【特命生徒会】が成り立たなくなる、って話だったからねェ？」

「そうなのか？　雛藻が死ねば、俺たちは『秘術』を失う……？」

　岬の疑問に、雛藻が頷うなずいた。そして、彼女が読んだという奇妙な手記──【生せい徒と会かい連れん盟めい】総長、極ごく楽らく院いん錺かざ美みからのメッセージについて語ってくれた。

　生徒会長、黑沢〈サンジェルマン〉雛藻の出生の秘密について。そして、極楽院錺美＝位階『Ｄ』序列一位、幹部のデジタルであるという事実について。

　岬も自分の知識を共有し、その錺美＝デジタルが昨晩、何者かに暗殺されたという事実を示す。情報の共有が行われ、それぞれに動揺が走った。

「錺美さんが──たしかに、自分の死を予感していたような文面でしたが」

「昨晩からデジタルに連絡がとれなくなったと聞いていたが、本人が死んでいたんだな……。成る程、辻つじ褄つまがあう。極楽院錺美は、【特命生徒会】においても重要人物だったらしい。【特命生徒会】の設立者であり、実質的な管理もしていたのだろう」

　青ざめて震える雛藻を抱き寄せて、落ちつかせてやりながら、岬は首を傾げる。

「その手記に書かれていた雛藻の護衛役というのは、位階『Ｔ』のことだろうが……。その様子がおかしくなっていた、と？　どういうことか知っているか、トータル？」

「だから、タンスって呼んでねェ。うん、それがすべての発端だったんだァ」

　いちばん平然としているタンスは、お茶のお代わりを注そそいでいる。

　彼女が語るには──この豚小屋学園には、異常事態が発生していたらしい。

　ヴィーナスなる人物が、どんどん豚小屋学園の生徒たちを洗脳・支配していったのだという。その事実の調査のために、外部で他の任務にあたっていたタイタンが派遣されてきた。他の位階からも、ビーストという構成員が送りこまれてきていたらしい。

　岬はタイタンとはもう遭遇していたが、ビーストという人物については知らなかった。どうも、それは岬が心のなかで『瘦せたひと』と呼んでいた同房の少年だったらしい。

　彼が何やら怪しい動きをしていたのも、【特命生徒会】の構成員だったからか。無論、すべてはタンスなどから得た情報を元にした推測ではあるし──詳細も不明だが。

　岬と同房のものたちは、すべてが【特命生徒会】の人間だったことになる。

『眼鏡のひと』＝タイタン。『瘦せたひと』＝ビースト。そして『おおきいひと』＝タートル。偶然でそんなふうに【特命生徒会】の人間が集まるわけがないから、ある程度は仕組まれてそんな面めん子つになっていたのだろうが。

　ともあれタイタンやビーストに調査され、裏切りものとして抹殺されそうになって──ヴィーナスは逃げたのだという。現在、所在はわからないのだとか。

「どうも瓜姫絵梨香──エリザベス、なんて呼ばれてた看守がヴィーナスだったみたいだねェ。【特命生徒会】のなかでは下の下の位階だし、あたしも正体を知らなかったんだけど。気づいたときにはもう、彼女の『秘術』で豚小屋学園は汚染されてた」

　タンスは補足しながら、説明してくれる。

　ヴィーナスの『秘術』は己の体液を定期的に摂取させることで、他者を魅了し操る──というものだったらしい。そのへんは、タイタンの調査で判明したとか。

「本来は異性のみ──ヴィーナスは女性だから、男性のみ、数人しか洗脳できないような能力みたいなんだけど。なぜか強化されててね、どんどん魅了・洗脳される人間が増えてったの。あっという間に、汚染が拡大して誰が洗脳されてるかわかんなくなった」
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　タンスは嘆たん息そくしながら、恐るべきヴィーナスの陰謀について語った。

　どうやらヴィーナスの最終目的は、生徒会長の確保だったらしい。豚小屋学園で生徒会長が保護されている、とどこかで知ったらしい彼女はその生徒たちを──とくに生徒会長の護衛役である、位階『Ｔ』のものたちを洗脳しようと目もく論ろんだ。

　護衛役を洗脳し下僕にできれば、生徒会長に手出しができる。最終的に生徒会長も洗脳し、支配下に置く腹づもりだったのだろう。

　生徒会長は【特命生徒会】の頂点、根幹、否いな──この世界の神である。それを支配できれば、ありとあらゆる願望が叶えられる。

　雛藻は『秘術』の影響を受けづらく、減衰させられるが……。その特性には制限がある。気をつけて『秘術』を行使すれば洗脳も可能だったはずだ。

　神を洗脳し手駒にして、ヴィーナスはこの世界の頂点に立とうとしていた。

「そんなヴィーナスとやらの陰謀に勘づき、錺美さんはわたくしを余所よそへ移そうとしたのですね。ゴスペルと、トータルにわたくしのことを頼んで──」

　雛藻がつぶやき、タンスが同意する。

「うん。豚小屋学園の生徒は、あたしも含めてヴィーナスの洗脳が及んでる可能性がある。だから外部から護送役が派遣されて、あたしがそいつに生徒会長を引き渡す。そういう作戦っていうか、今回の任務になったわけだねェ？」

「そうやって派遣されたのが、俺か。まったく、そんな経緯は知らなかった──俺まで洗脳されたらどうするつもりだったんだろう？」

「だから、そうなる前に立ち去ってほしくてお手紙だしたりしたじゃん」

　岬を呆れたように見て、タンスがぼやく。本来なら雛藻を引き渡す際に、もろもろ説明するつもりだったのだろう。だが色んな事情が、要素が重なって、うまく歯車が嚙みあわないまま事態が進行していってしまった。

　おそらく誰ひとりとして、事態の全貌を把握しないまま──それぞれが、それぞれの目的のために行動していた。だから、こんがらがって複雑怪奇な状況になっている。

「ちなみに、タートルはほぼ完全に洗脳されてたよォ？」

　タンスが憎々しげに、その名を呼んだ。

　豚小屋学園の生徒、とくにヴィーナスの『秘術』の効果を受けやすい異性──男性は容易たやすく洗脳されてしまったらしい。意識が曖昧になり、ヴィーナスの手駒となっていた。

　後のちほど豚小屋学園に派遣されてきたタイタンとビースト、そして岬を例外として、男子生徒はほぼすべて洗脳されていたようだ。

　当然、タートルもである。彼は知能が低い役立たずを演じていたわけではなく、洗脳されて意識が曖昧になっていたのだ。

「だが昨晩、俺たちの独房を襲撃しにきた際には──タートルは意識がはっきりしているように見えたぞ。一時的に、正気に戻っていたのか？」

「そうみたいだねェ。同房になったタイタンが気を利かせて、ヴィーナスの体液を摂取しないように気を配ったっぽい。定期的にヴィーナスの体液を摂取しなければ、洗脳は解とけていくんだァ。本来、そんなふうに制限のおおい『秘術』なんだよォ？」

　タンスが語りながら、サンドイッチなどをぱくついている。

　どうやらヴィーナスの体液は食事などに混ぜられていたようだが、この部屋にある食べ物はタンスがどこかから調達してきたものなのだろうか──まるで警戒せず、口に入れている。彼女もまた、そうして安全な食べ物を口にしているため、洗脳されていたとしてもその効果が解けているのだろう。

「ただ、タートルの洗脳が解けたのはちょっと問題でねェ──」

　どうやら正気に戻ったタートルは、位階『Ｔ』を裏切り生徒会長を引き渡そうとしたタンスに怒り狂ったらしい。彼は真面目で、職務に忠実な人物なのだろう。

　洗脳されている間は意識が曖昧になっており、彼には事態がよくわからなかったようだ。そして生徒会長が安全に隔離された白い部屋から脱ぬけだしていることを知り、短絡的につれ戻そうとした。

　昨夜のタートルの襲撃は、そういう経緯だったようだ。そういえば彼は生徒会長を守るとか、味方であるみたいな口ぶりだったらしい。

　我々は～などと言っていたのは、生徒会長の護衛が役目である位階『Ｔ』の自分たちは、という意味だったのだろう。

「生徒会長を『秘術』で隔離して守るあたしを、タートルが守る。そういう役割分担だったんだ、あたしには正面きってドンパチできるような戦闘能力はないしねェ──」

　タンスが投げやりに、ぼやいた。岬が疑問を抱き、首を傾げる。

「だがタートルは男子で、おまえは女子だろう。豚小屋学園では、男子と女子は別々に分かれて過ごしているため交流がない。タートルは、おまえをどうやって守っていた？」

「そこには、ちょっと秘密があってねェ。まァ、すぐにわかるよ……。そのへんの理由もあって、あいつはあたしの動向を摑つかみやすい立場だった。護衛役だからねェ、あたしの──それで、あたしの裏切り行為に気づいてお仕置きしにきたわけ」

　嫌そうな口ぶりで、タンスはそっぽを向いた。やや詳細はぼかされてしまったが、そんな流れでタートルはタンスと対立したようだ。というか、一方的にタートルがタンスを裏切りものとして処罰したのか。

「まぁ、即座にぶっ殺されても仕方ないぐらいだったんだけど。お優しいことに、拘束だけで済ませてくれた。あたしもべつにタートルが憎いわけでもないし、いつでも逃げられるしさァ──とりあえず黙って従ってたよ、任意同行って感じ？」

　よくわからない説明をして、タンスは部屋の天井を見上げた。

「ん、そろそろ良いかなァ──ちょっと場所を移すよォ？　始末に負えない♪」
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　独特な眩暈めまい感の直後、景色が切り替わった。

　潮騒が聞こえる。

「ここは──」

　岬は全身に跳ねる海水の生ぬるさを感じながら、周囲を見回す。ゴスペルとの待ち合わせ場所に指定された、浅瀬であろう。すぐそばに、棒きれのようなタートルの屍体があるのでまちがいない。

　雛藻を抱き寄せたまましゃがみこんだ状態で、岬はいつの間にかそんな場所にいた。そばにあったベッドなどは消え失せており、真正面には椅子に腰掛けたタンスがいる。

　彼女の『秘術』によって、空間を移動したのだろう。

「大丈夫？　気分、悪かったりしない？」

　こちらを気遣いつつ、タンスが微笑んでいる。

「あたしの『秘術』の限界でね、あんまり遠くには空間の出入り口を設置できない。どっか遠く──地球の裏側とかに、瞬間移動はできないってこと」

　なかなか不便な能力なんだよォ、と彼女は愚痴っぽく言った。

「あたし普段は、そこに転がってるタートルの内側にある空間で過ごしてたんだ。そいつは核爆弾が直撃しても大丈夫っていう、無敵の防御力をもってるからねェ……。良いシェルターでしょ、これまでは安全な隠かくれ処がだったんだけど」

　タートルは死んでいる。あのゴスペル──らしき人物に、殺されてしまった。タートルの死には自分にも原因があるので、岬には何も言えない。まぁ岬の『秘術』を仕込んでいなくても、ゴスペルならばタートルを正々堂々と打ち破れたかもしれないが。

　あのゴスペルについても、謎めいたままだ。ゴスペル本人なのか、そう装よそおって彼女に化けている別人なのかも──岬にはまだ判然としない。

　母と慕うゴスペルから攻撃され、殺されかけたと考えるよりは……。別人である、としたほうが精神衛生上、好ましい感じではあるが。

　暗い顔をする岬を心配したのか、雛藻が潤うるんだ目で見上げてくる。大丈夫だ、と彼女の頭を撫でて、岬はタンスと向きあった。

「絶対に安全なタートルの内部空間にいるおまえが、さらに内側にあるもうひとつの空間に──白い部屋に、雛藻を隔離していたわけか。二重の隔壁、防御策だな。成る程、それなら安全に雛藻を守れる」

　むしろ過剰なほどの防衛策だ、それだけ生徒会長──雛藻は【特命生徒会】にとって重要人物なのである。

　だが一枚目の隔壁、タートルは洗脳されてしまった。安全策に亀裂が走り、今回の事態を招いた。

「空間の出入り口を設置するには、けっこう時間と手間がかかる。あたしは動向をつぶさに監視されててねェ、勝手に『秘術』を行使することはできなかったし」

　生徒会長を守る最後の隔壁であるタンスは、その気になれば生徒会長に手出しができる立場である。当然、他のものに監視され──怪しい動きができないように制限を設もうけられているだろう。

　護衛役が裏切れば、護衛対象の身の安全は砂さ上じようの楼ろう閣かくと化す。簡単に危害をくわえられるし、殺せる。そんな最悪の事態を見越して、安全策が取られていたのだろう。

「こっちも、けっこう危ない橋を渡ってるってこと。幸か不幸かタートルは洗脳されて意識が曖昧だったから、その間はある程度──こっちも自由に動けたけど」

　タンスがそう言って、すぐそばにあるタートルの屍し骸がいを眺めている。

　昨日、生徒会長を引き渡す際には──タートルは意識が曖昧な状態だった。その隙をついて、タンスは生徒会長をつれてタートルの内側にある空間から脱出。手て筈はずどおり、豚小屋学園の中庭にある倉庫で岬と接触した。

　タートルも岬と同房だったため、あの時間は中庭で作業をしていた。こっそりそんな彼の体内から脱けだして、タンスは雛藻を抱えて倉庫まで移動したのだという。

　あの倉庫も不自然に暗かったし、また別の空間だったのかもしれないが。

　ともあれ、タンスはあらかじめ倉庫（あるいは、その内側にある空間）に設置していた空間の出入り口──その内部に雛藻を収納して岬を待った。岬がうっかり放った『秘術』などは、その倉庫内の空間に待避したりしてかわしていたようだ。瞬間移動していたわけではなく、あらかじめ設置されていた空間へ出入りしていただけ。

　雛藻を受け渡すと同時に岬はさっさと撤退してしまい、満足に説明もできないまま、タンスはとりあえずタートルの内側へと戻ったのだという。

　中庭は四し方ほうを建物に取り囲まれているし、その建物にも男子生徒しかいない。女性であるタンスが普通にうろついていると、騒ぎになってしまう。

　なのでタンスはタートルの内側に戻り、彼に運んでもらったようだ。生徒会長の引き渡しは済んでいたし、あとは隙を見て豚小屋学園から脱出するだけ。

　だがその間にタートルが正気に戻ってしまい、タンスを訝いぶかしんで問い詰め、裏切りものとして責めたようだ。どうも定期的に、生徒会長の状態をタートルに知らせる──みたいな取り決めがあったらしい。だが、報告しようにも生徒会長はもういない。

　タンスはいろいろ言い訳したが、タートルは聞く耳を持たなかったという。
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「タイミングがまずくってねェ、あたしはタートルの内側にいたから……。逃げられなかったんだよねェ、どうにも動けなくなっちゃった」

　タンスは瞬間移動しているわけではなく、あくまで空間を認識し出入り口を設定できるだけ。タートルの内側にある空間にいた彼女は、出入り口を通って外に出たらすぐタートルに見つかる。

　普通の女の子ぐらいの身体能力しかないらしいタンスは、外に出ても間近にいるタートルにすぐ捕まってしまう。他の空間に逃げこもうにも、タートルもどこに空間の出入り口があるかは把握しているらしく──そういう場所には近づかなかった。

　なのでタートルから逃のがれる方策がなく、タンスは大人しくしておいたようだ。同じ位階のよしみか、命までは奪われない様子だったし。

「あたしとしては役目は済んだし、さっさと豚小屋学園から脱出したかったんだけどねェ……。タートルの性格からいって、絶対に逃がしてくれないし。すっごい困ってたんだァ、正直なところ」

　タンスは嘆きながら、やや表情を沈ちん痛つうなものにした。

「タートルには悪いと思ったんだけどねェ、ちょっと噓ついてさ……。反省してぜんぶ計画を暴露するふうに装って、あることを吹きこんだんだァ」

　立ち上がると、彼女はタートルの変わり果てた亡なき骸がらをそっと抱き寄せる。何をするつもりかと思えば、浜はま辺べまで歩いて穴を掘り、タートルをそこに寝かせている。どうも、埋葬してやるつもりらしい。

「すぐにでも、あんた──グングニルと生徒会長を回収するために迎えがくると思ってさ。そこに、あたしも相乗りさせてもらおうと思ったんだァ」

　それは、簡単に推測できた事実だろう。岬はいつまでも豚小屋学園にはいない、生徒会長を護送してどこか遠くへ──安全な場所へ運ぶのが役目だ。岬を出迎えにくるものが、すぐに必ず現れる。

「だから、タートルに言ったの。この豚小屋学園のある孤島に、予期せぬ来客があったら──そいつが生徒会長を誘拐して遠くへ運ぶ主犯だってさ。そいつを先に倒して、のこのこ現れるグングニルと生徒会長を捕獲あるいは抹殺する。そうすれば、ぜんぶ解決するってねェ……。筋は通ってるでしょ、タートルは信じてくれたよォ」

　タートルは愚ぐ直ちよくに任務を遂行する、真面目な男だったのだろう。反省したふりをしたタンスの言い分を、信じた。タンスを殺すこともできただろうに命はとらなかった──彼女のことを上司として、仲間としてそれなりに愛していたのかもしれない。

　だがタンスはそんなタートルの気持ちを利用し、己の保身を考えた。

「タートルはある程度、豚小屋学園の警備システムを左右できる立場だった。生徒会長を守る第一の隔壁として、豚小屋学園の安全を守る警備の役割も果たしてたんだァ」

　タンスの説明に、岬は納得する。昨夜もタートルは、看守などにしか解錠できないはずの独房の鉄扉を当たり前のように開いて入ってきた。彼は生徒でありながら、豚小屋学園の警備もある程度は担っていた──特別な立場の人間だったのだ。

「すぐに反応があってねェ、この浅瀬に何者かが上陸したって事実が知らされた。タートルは急いで現場に駆けつけて、ここでゴスペルと対たい峙じしたんだよォ」

　きちんとタートルの屍骸に砂じや利りなどをかけて埋めると、タンスは手をあわせる。かつての仲間に対して、かたちだけかもしれないが哀あい悼とうの意を示している。

「タートルはゴスペルを侵入者で、生徒会長を誘拐しようとしている悪者だと思ってる──まぁ実際そうなんだけど……。だから、ふたりはバトルすることになるよねェ。生徒会長を奪われるのは、タートルにとって絶対に避けなくちゃいけない事態だし」

　その場に佇たたずみ、タンスは項うな垂だれたまま語っている。

「あたしもタートルと協力して、誘拐犯──ゴスペルを倒す。そしたら、命だけはとらずにいてやる。そんなことを言われたよォ、なかなか優しいやつだったんだ」

　タートルを埋めた位置を指先で撫でて、タンスは途方に暮れたような顔になった。

「でも実際、あたしはその場でタートルを裏切って、ゴスペルと協力してこいつを始末するつもりだった。あたしもゴスペルも各々の位階の頂点、幹部だしねェ──苦労はするだろうけど、幹部補佐のタートルを倒すのは不可能じゃないって思ってさ」

　それは実際、そのとおりだ。必ずしも位階や序列の高さが戦闘力の上下を示しているわけではないが、上位者のふたりがかりならば──タートルはひとたまりもなかっただろう。タンスが裏切るつもりだと思っていなかったとしたら、彼がゴスペルに向きあっているうちに後ろから刺す、などの不意打ちも有効だっただろうし。

　勝算と打算の果てに、タンスはかつての仲間を死地へと追いやった。

「だけど。浅瀬にきたゴスペルは、様子がおかしかった……。あたしが手出しをする前に、簡単にタートルを殺した。そして、タートルの生き血を啜すすったんだ」

　頭を抱えて、タンスは怯えている。生き血を啜った？　その行為の意味は、岬にもわからない──タートルが干からびていたのは、そうやって血を抜かれたからのようだが。

　ちなみに空間の内部から、覗き穴を空けて外の様子を見ることは可能らしい。

　タンスは目尻に涙を浮かべて、それを手の甲で拭ぬぐっていた。

「あたし、怖くなっちゃってさァ……。ゴスペルは化け物じみてて、話が通じそうになかったし──タートルの内側の空間から出ることもできずに、震えあがってたよォ。そうしてるうちに、あんたたちが浅瀬にきてさァ？」

　そしてゴスペルは、岬たちも攻撃した。殺意をこめて、蹂じゆう躙りんしたのである。

　彼女の目的は、まったくもって見当もつかない。彼女が、何者なのかも。

「よくわかんないけど。生徒会長に死なれちゃ困るからねェ、海に落ちたあんたたちを回収して──すぐそばにあるタートルの内側の空間に保護してあげたんだ。たまたま近くに落下してくれたからさァ、どうにか手を伸ばして大慌てで引きこめたけど」
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「そのことについては、感謝する。間が良かった、ううん運が良かったな。おまえがいなければ、俺たちは海の藻も屑くずになっていただろう」

　あらためて頭を下げて、岬は根本的な疑問を口にする。

「だが。なぜ、俺たちを助けた？　おまえはどうも打算的な人間のようだし、何の裏もなくただの善意で保護してくれたとは考えにくい。何を、企たくらんでいる？」

「ひっどいなァ……。まァ仰おつしやるとおり、こっちにもメリットがあるから助けたんだ」

　タンスはようやく元の調子に戻ると、へらへら笑いながら立ち上がった。

「取り引きがしたい。あたしの目的は変わらない、この豚小屋学園からの脱出。外に出たいんだよォ、もうこんな味あじ気けない場所で暮らすのにはうんざりだから」

　真剣な面持ちで、位階『Ｔ』の頭目は告げてくる。

「前払いでけっこう報酬はもらってるんだけど、生徒会長が無事に護送されたら──追加でさらに桁けた外れのお金がもらえることになってる。まぁ依頼主の極楽院錺美が死んだ今、追加報酬が支払われるかはわかんないけどォ」

　そうだ、そもそも事の発端は錺美＝デジタルの依頼である。タンスはそのために位階『Ｔ』を裏切り、己の役目を捨てて生徒会長を引き渡した。目的は、一生遊んでも余りあるだろう金。それを元手に、人生をやり直すこと。

「さいあく、前払いされた金だけで満足するけどねェ。任務をきっちり完かん遂すいすれば、錺美が追加報酬を払ってくれる手筈を整えてるかもしれない──自分が死んでいたとしてもねェ。できれば、その金ももらえるならもらっときたい」

　お金はあればあるほどいいしね、とタンスは真顔で言ってのけた。

「けれど。あたしには、豚小屋学園から脱出する方法がない。ここは南海の孤こ島とう──泳いで脱出するのは無理、そんなに体力もないし。船なんかの出入りも厳しく制限されてるし、運良く乗りこめたとしても──あたしはもうタートルによって裏切りものだと周知されてるはず。刺客に襲われて、どっかで殺される可能性が高い」

【特命生徒会】の構成員は、あちこちに潜伏している。狙われたら、逃げられるものではない。タンスは空間に出入りして身を隠せるが、どこにでも空間の出入り口を設置できるわけでもないようだし、就寝中などに襲われたらどうしようもない。

「だから。あんたたちに、いったん保護してもらいたい。そうして身の安全を確保しつつ、あたしが裏切り者として追われることがないように段取りをつける。ほとぼりを冷ましつつ後こう顧この憂うれいを断って、あらためてあたしは新生活を送りたい」

　自分の生き残りのために、自由な未来のために、タンスは全力を尽くそうとしている。ひたむきに、あらゆる手段を講じている。

「さっきのゴスペルは、どうも様子がおかしかった……。偽物だったと仮定すれば、いつか本物が迎えにくる。その本物のゴスペルに、あたしも保護してもらう。そして一緒に豚小屋学園から脱出して──安全な場所まで、護送してもらう」

「そっちの言い分はわかった。自分だけでは安全に脱出ができないため、俺たちを頼るというわけか。だが、それで俺たちに何のメリットがある？」

　岬はあえて、そう言った。先ほど命を助けてもらったというだけで、その恩返しのためにタンスの要求を吞む──としても良かったのだが。

　タンスは完全には信用できないし、リスクを背負いこむことになる。確実を期きすなら、予定外の行動をとるべきではない。

　それに、先ほど遭遇したゴスペルが偽物だという確証もまだない。あれが偽物だったとしても、本物がちゃんと迎えにくる保証もない。

　だが、豚小屋学園からの脱出方法がないのは岬も同じだ。完全に、ゴスペルの出迎えを頼りにしていたのだ。他の手段で脱出することも考えられるが、そうなるとタンスを守りながら──というのが足かせになりそうだ。

　岬は交渉の訓練は積んでいない、判断に迷っていると──タンスが駄目押しをするみたいに新たな事実を提示してきた。

「余計なお荷物を背負いこみたくない、って気持ちはわかる。だけどねェ、こっちも必死なんだ……。否いやが応でも、あたしも一緒につれてってもらう」

　空そら恐おそろしくなるような、事実を。

「気づいてないっぽいけど──この豚小屋学園も、あたしにしか認識できない空間に位置してる。正確には、豚小屋学園のある孤島と周囲の海の半径数十メートル四方はね」

　明後日あさつての方向を指さして、タンスは不気味に微笑んだ。

「あのへんに、外──あんたたちにも認識できるふつうの世界との出入り口がある。いつもは自由に出入りできるようにしてるんだけどね、さっきあたしの『秘術』で出入りを禁じた。出入り口を閉じたから、あたしが許可しないと脱出できないよォ？　どうかなァ、あたしも一緒につれていきたくなったでしょ……？」
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　新たに提示された事実について、岬は驚きながら──納得もしていた。

　本当に、これまで生徒会長は厳重に保護されていたのだ。

　外の世界から隔離された、タンスにしか認識できない空間……。そのなかに存在する孤島に、豚小屋学園が建っている。その校舎のなかに絶対防御の『秘術』をもつタートルがいて、さらにその内側の空間にタンスがいる。そんなタートルの肉体のなかにある空間の、さらに内側の空間──白い部屋に雛藻は隠されていた。

　過剰梱こん包ぽうにも程がある、隔かく壁へきだらけの奥の奥に──生徒会長は厳重に保管されていたのだ。これでは本来、誰も手出しができなかっただろう。

「この島も、普通の世界から隔離された別の空間──なのですね」

　ややこしい説明をすんなり理解したのか、雛藻が感心したように周囲を見回した。

「ぜんぜん、そんなふうに思えません。わたくし、外の世界を知っているわけではないのですけど──」

「大変だったんだよォ、けっこう。ここまで、つくりこむのはさ」

　タンスは何だか呆あきれ果てた様子で、口を「ぱく、ぱく」と開閉している。

「まぁこの国の頂点、極楽院が出資者だからねェ──労力や資金には不足がないし、何とかしたみたいだけど。豚小屋学園って、本来は双ふた子ご屋や学園っていうでしょ？」

　浅瀬の砂利に棒きれで絵を描いて、タンスが図示してくれる。

「本来は、同じような島に同じようなかたちの建物があったんだって。双子みたいに、そっくり同じふたつの島と学び舎が……。そのうちのひとつを、島ごと引っこ抜いてこの空間に移動させたの」

「そんなこと、可能なのですか？」

　雛藻が純粋に不思議そうに問うので、タンスはけらけらと笑った。

「この科学全盛の時代、人類に不可能はないよォ。たっぷりお金を使って工事したし、地形をずらしたり島を運んだりする『秘術』の使い手にも協力させたんだって。神さまみたいな奇跡じみた行為だけど、それを可能とするのが【特命生徒会】だもんねェ？」

　技術的特異点を迎むかえた機械によって生産された神──それが雛藻であり、そんな彼女の権能を分配したのが『秘術』である。神さまにしかできないことも、【特命生徒会】にはできるのだ。

　現在は閉じられているようだが、普段は空間の出入り口は開いていたのだろうし……。海水を引きこむのは簡単だろう──島の周りに海がある、この環境を丸ごと別の空間に移すことができたようだ。

「けれど。何のために、そのようなことを……？」

　雛藻はどうにも釈然としないようで、当惑している。

「島ごと別の空間に移動させるなんて、大変なだけでとくに意味があるようには思えません。わたくしを守るだけなら、最低限、タンスさんとタートルさんがいればいい……。別の空間に家でも建てて、そこでタートルさんが独り暮らしをすればいい。その内側で、やはりタンスさんも独り暮らしをする。それで、防御策に成なるでしょう？」

　それはそうだ、と岬も思う。そのほうが、警備は万全である。わざわざ島を、学園を空間に移して──無関係な一般人まで生徒や看守として引きこみ、生活をさせるのは危険ですらある。

　そのために、生徒たちがヴィーナスに洗脳され──生徒会長を移送する必要が出てきてしまったわけだし。必要最低限のものだけ他の空間に移して、出入り口を閉じれば完璧だったはずなのに。

　タンスは不愉快そうに、顔をしかめた。

「あのさァ、あたしらは機械じゃないの。死ぬまで延々と、木ぼく石せきのような退屈人間のタートルだけを話し相手にして過ごせって？　あたしの人生はどうなるの、そんなの暇すぎて三日も耐えらんないよォ？」

「それは、そうでしょうね……。わたくしのために、皆さんの人生を使つかい潰すのは申し訳がありません」

　雛藻が神妙に言ったが、タンスはそれを笑い飛ばした。

「それだけ、あんたが重要な存在ってこと。タートルはそんな方向の退屈な暮らしでもＯＫって言ってたんだけど、あたしが嫌だったんだよねェ。だから無理を通して、いろいろ空間のなかに引きこんでもらったの。暇つぶしに、青春っぽいことがしたくってさ……。まぁタートルの内部から出ることは禁じられてたんで、眺めてるだけだったし──ついでに警備が優先ってことで、こんな刑務所みたいな学校になっちゃったけど」

　豚小屋学園は牢ろう獄ごくの悪趣味なパロディみたいな学び舎だが、それはタンスの我が侭ままというか要望に従って──ぎりぎりまで譲歩された結果なのだろう。

　生徒などの不確定要素を入れるのは、警備の面ではデメリットしかないが……。その警備の肝きもになっているタンスが、誰もいない退屈な生活を拒絶したのだ。

　彼女はまだ若い、高校生ぐらいだ。延々と、独りぼっちで膝を抱かかえて何もせず過ごすのは無理だったのだ。ただただ漫然と、時が過ぎていくだけの生活など──。

　実際、誰にも耐えられないだろう。刑務所のほうが、まだましだ。
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「ちなみに完全に空間の出入り口を閉じるのは、普通に難しかったんだよねェ。あたしだけが認識できるその空間には、本来は何もなくってさァ──空気とか食べ物とかの生きていくうえで必要なもんは、外から持ちこむしかないの。電力とかもね、だから普段は出入りできるようにしてる」

　渋じゆう面めんをつくって、タンスは殺し文句を口にする。彼女がタートルを埋めた位置に無駄に持ち歩いていた椅子を置くと、空間の出入り口を通って消えてしまった。

「出入り口を完全に閉じなければ、空気や重力とか──何かそういうのは普通にこっちの空間にも流入したり適用されるっぽいけど。よくわかんない、でも非常時には完全に閉じても問題ないようになってる。ある程度なら生態系とか維持されてるし、空気の循環とか発電とかできるから。重力とかも発生する、まァ宇宙船みたいなもん？」

　ところどころ説明がわかりにくいが、タンスはあんまり勉強が得意ではないようで──何となくしか把握していないのだろう。

「今は出入り口を閉じたからねェ、時間はかかるだろうけど──いつか豚小屋学園とその周囲は干上がるよォ。本来、人間が生きていける環境じゃないから。別の空間に、無理やりでっちあげた箱庭だしねェ」

「池ち魚ぎよ籠ろう鳥ちようですね、文字どおり。そちらの取り引きに応じなければ、わたくしたちをここに置き去りにして閉じこめる──そういう脅迫でしょうか？」

　難しい言い回しを口にしながら、雛藻がタンスを睨みつける。こんなところに閉じこめられるのは、誰だって御免だ。

「できれば脅迫にはしたくない、交渉に応じてくれると助かるなァ……。あたしにとっても、あんたたちは頼みの綱なんだ。あたしを生かしておかないと、空間の出入り口は閉じたまま──どう、無事に護送したくなったでしょ？」

　タンスは軽薄な笑みを浮かべると、こちらの顔を覗きこんでくる。

「ちなみに出入り口は閉じたというより、入ってくるぶんには自由──出ることはできないって設定にしてる。迎えのために本物のゴスペルがきたら、ちゃんと入ってこられるから。そこはまァ、安心してねェ？」

「その本物のゴスペルがくるかどうかは曖昧だし、偽にせ物もののほうが気がかりだ。理由は不明だが、あいつはこちらの命を狙っていた」

　岬は警戒しながら、問いを重ねる。

「本物のゴスペルが到着するまで、安全な別の空間にでも避難しておくべきじゃないのか。なぜ、外にでた？　幸い、今はあの偽物のゴスペルの姿はないようだが」

「あいつが遠ざかったのを確認して、外に出たからねェ……。ひとまず偽ゴスペルって呼ぶよォ、あいつはあたしがタートルのなかの空間に隠れてることには気づいてなかったけど。この空間から外に出られないことは、勘づいたみたいだしねェ？」

「そうなのか？　俺は、説明されるまで想像もしていなかったが」

　岬はあらためて、この豚小屋学園が鎮座する空間──その出入り口があると先ほど示されたところを、注視する。

　そこでは、かなり遠くのほうで海面や雲の流れが途切れている。外に出られず、押し留とどめられている。入ってくるぶんには自由ということだし──外から流れてくる雲などはあるが、まったく出て行かない。やはり、目に見えて雲の形状や動きが不自然である。

「それは、あたしが迂う闊かつだった。ゴスペルとかと交渉して、一緒につれていってもらおうと思ったから……。脅迫の材料として、この空間から出られなくしたんだけどね」

　けれどゴスペルの様子がおかしく、タンスは仕方なく確保した岬たちに交渉相手を切り替えた。だが、もう偽物のゴスペルは違和感をおぼえて──この空間から脱出できないと気づいてしまったようだ。

「だから、偽ゴスペルは今あたしを捜してるっぽい。空間の出入りを管理してるのは、あたしだから。あいつも、閉じこめられたくはないんだろうし」

　タートルはどこかから携帯端末を取りだすと、普通の女子高生みたいに慣れた手つきで操作を始める。そして舌打ちし、天を仰あおいだ。

「どうも、あいつはあたしが死ねば『秘術』が解除されて脱出できるようになる──とでも思ってんのかなァ。豚小屋学園の生徒を手当たり次第に殺しまわってるみたい、虱しらみ潰しにしてあたしに当たったらラッキーって感じで。タイタンに命じて対処させてるんだけど、ぜんぜん太刀打ちできないんだって」
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「虐ぎやく殺さつを、しているのか？　あの、ゴスペルの偽物は……？」

　あれが偽物だと、岬はあらためて確信した。ゴスペル──舞ま夢むは【特命生徒会】の仕事に嫌気がさしたらしく、半ば隠いん棲せいしている。無用な人殺しなどはしないだろう、今回も生徒会長の護送という平和的な任務だから引き受けた感じだし。

　無論、舞夢だって【特命生徒会】の人間だ、いざとなれば人殺しも躊躇わないが。やはり、その行動は舞夢らしくない。基本的に彼女はいつだって、素直にひとを愛せる善人で──優しいひとだった。

　手当たり次第に人殺しをしてまわるような、人格破は綻たん者ではないはずだった。

「タイタンが言うには、偽ゴスペルはあたしの──トータルの名前を知ってるみたい。あたしの『秘術』についても、ある程度の知識があるみたいだねェ。ゴスペル本人じゃないとしても、それなりに高位の【特命生徒会】構成員なのかなァ？」

　携帯端末を強く握りしめて、タンスは怖いのか青ざめながらぼやいた。

「だとしたら、まずい。あいつが、どこまであたしの『秘術』について知ってるかにもよるけど……。あたしは、あんたたちを助けるためにタートルの内側の空間に引きこんだ。あいつから見れば、不自然に消えてるってこと」

　不安の材料を、丁寧に並べていく。

「タートルの内側に、でなくてもこのへんに空間があって──あたしがそこに隠れていて、あんたたちを引きこんだ。そう推測して、戻ってくるかもしれない。いつまでも、タートルの内側にいたら危険だったんだよォ？」

「だから、いったん外に出たのか？」

　岬は、そう問いかける。それならいつまでも浅瀬で立ち話せずに、もっと安全な場所へ移るべきだと思うが。校舎内では偽物のゴスペルが虐殺を行っているから危険だし、この島には他に何もない──安全に隠れられる場所など、すぐには思いつかない。

　タンスもそれは同じなのか、思案顔で腕を組んでいる。

「とりあえず、タートルの内側からは出ておくべきだったんだァ。空間のなかにいれば手出しはされないだろうけど──出入り口のそばで、偽ゴスペルに待ち伏せされてたら詰むし。タートルの内側には食料なんかの備蓄があまりないから、兵糧攻めにされちゃう」

　だから動けるうちに外に出た、というわけか。無む為い無む策さくに、ただ外の空気を吸いたかった──とかではなく、いちおう考えがあったのだ。

「あいつ、どうも肉体を操作して粒子状にして放ったりもできるみたいだし。タートルの内部の空間にも、生きていくために空気を取りこんでるから──その粒子を毒ガスみたいにされて放たれたら、死んじゃうもんねェ？」

「あぁ、可能だろう。俺も、似たようなことができる」

　岬の黒色細胞も、名前のとおり細胞だ。

　岬の技量だと操作が難しいが、空気ぐらいの密度にして送りこむことは可能だ。殺意をこめてそれを流し、空間の内部にいるタンスに付着させられれば──癌がん細胞にして大量増殖させてタンスを殺せる。

　岬にできることは、あの偽物のゴスペルにもできるだろう。彼女は岬がタートルに仕込んでいた黒色細胞を活用し、彼を殺害してのけたのだから。

「この浅瀬で喋ってるうちに、本物のゴスペルが迎えにきてくれたら御おんの字。あたしも一緒につれてってもらって、脱出する。そういう考えだったんだけど──どうも難しいかなァ、仕方ないなァ？　もうひとつのプランを、実行するしかないかなァ？」

　タンスは何だか申し訳なさそうに、独りごちた。

「あァ……。本当に、生きていくのって大変」
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　その直後、異様に間延びした声が響いた。

「もういいか～い……？」

　隠れん坊でもしているみたいに、楽しげな台詞を口にしながら──。

　いつの間にか、彼女は浅瀬に立っていた。ゆるく波打った栗色の髪。返り血で濡れそぼった宗教学校の制服。優しげな面貌かおに、聖母のような笑み。

「まんまと騙だまされたよお、無駄に回り道しちゃったあ……。やっぱりブランクが長いと駄目だねえ、若い子たちにはかなわないなあ？」

　関係ないような話をしながら、彼女は──ゴスペルにしか見えない何者かは語る。

「それで？　お話は終わったかなあ、次は私とお喋りしない？」

「ひゃっ……。気配ないなァ、それこそ瞬間移動でもしてるみたい」

　ちいさく悲鳴をあげて、タンスがタートルを埋めた位置に手を添えて身構える。攻撃されたら、取り急ぎタートルの内側にある空間へ避難するつもりだろう。

　先ほど語りあったとおり、そこに逃げてもどうしようもないのだが──すくなくとも即死は免まぬかれる。生きていれば、命乞いぐらいはできる。

「いちおう言っとくけど、あたしを殺しても意味ないよォ？　むしろ、空間の出入り口が閉じたまま誰にも干渉できなくなって──あんたたちは閉じこめられちゃうから」

「あはは、それがあなたの命綱？　だったら、ご愁傷さまだねえ……♪」

　偽物のゴスペルは不思議なことを口にすると、タンスを無視して岬に向き直る。

「やっほうグンちゃん、な～んて……。えっと、あなた偽名とかあるう？　できれば、そっちで呼びたいなあ──」

「渡と刈がり岬、と名乗っている。おまえは、何者だ？」

　雛藻を背後に庇かばい、岬は油断なく身構える。先ほどはまさか攻撃されるとは思わずに不覚をとったが、万全に備えていれば逃げ回ることぐらいはできる。即座に殺されることだけは避けられる、かもしれない。

　岬はすでに重傷を負っており、『秘薬』も尽きかけている──時間稼ぎぐらいしかできないだろうが。まだ岬も雛藻も生きている、諦めるわけにはいかない。

　死中に、活を求めるしかない。

「なぜ、母さんの姿をしている？　単に姿を真似ているだけではないな、『秘術』まで同じだった──『秘術』はそれぞれ固有のはずだ。どうして、おまえが肉体操作の『秘術』を使える？　おまえは、何者だ？」

「同じ質問を繰り返してるし、なぜなぜって何でも聞いて教えてもらえると思ったらおおまちがい。だけどまあ、とくに隠す意味もないから教えてあげよっかあ？」

　あらためて淑女めいて制服のスカートをつまみ、彼女はかるくお辞儀をした。

「私のこと、母さんがあなたに教えてるかわからないけどお……。私はあなたの先任者、先代のグングニル。基本的に、浮うき舟ふねって偽名を使ってたからそう呼んで。お姉ちゃん、とか呼ばれるのも変な感じだしねえ？」

「浮舟──」

　岬は愕然として、まじまじと浮舟と名乗った相手を観察する。

「その存在については、聞かされていた。だが、こうして会えるとは思っていなかった。あなたは精神を失調し、使いものにならなくなって放棄されたはずだ。だから、母さんは俺というあなたの穴埋め要員をつくったんだ」

「穴埋めっていうか、心の慰めだろうけどねえ……。まあ、そのあたりの経緯は想像できてる。普通の姉きよう弟だいってわけじゃないのに、何となくわかるもんだねえ。血の繫がりっていうか、家族ってものは」

　浮舟は何だか物珍しそうに岬を眺めながら、困ったような顔をした。

「何だか、やりにくいなあ……。あなたを殺すと、母さんが哀かなしむだろうなあ。できればぜんぶ話しあいで解決して、お茶だけ飲んで、会えて良かったねって笑ってバイバイしたいところだけど。弟くん、岬くん、あなたはどう思う？」

「俺も、できれば家族と殺しあいたくはない。だが、すでにこっちは問答無用で攻撃を受けている──今さら、笑って済ませられると思うか？」

　岬は喋っているうちにやや冷静さを取り戻し、端的に問うた。

「おまえは、何が目的だ？　心を病んで廃はい棄きされたはずなのに、なぜ今ごろになって活動している？　どうして、俺を殺そうとした？」

「やっぱり質問ばっかりだねえ、何も知らないんだねえ……。無知な弟にいろいろ教えてあげるのも、お姉ちゃんの義務かもしれないけど」

　何だか演劇の舞台上で、ぎこちなく姉弟の役柄を演じているみたいだ。当然だろう、生まれて初めて巡めぐり会ったのだ。互いに、すぐには家族だなんて思えない。

　だからといって、簡単に敵とみなして殺しあいができる気もしない。浮舟が舞夢と同じ見た目をしているから──だけではない、本能的に忌き避ひしてしまう。

　無関係な他人だったら、良かったのだけど。家族を殺す訓練は受けていないのだ、おそらくは──お互いに。最初の遭遇時に岬が死なずに済んだのも、浮舟の攻撃にどこか甘さがあったからではないか。家族は殺す対象ではなく、愛して守る対象なのだ。

　中途はんぱな距離を置いて、岬と浮舟は向かいあったまま動けずにいた。
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「いちおう、私について説明しておこうかなあ──」

　すこし考えこんでから、浮舟は己の胸に手を添えて訥とつ々とつと語った。

「冥めい土どの土産に、なればいいねえ。私はねえ、あなたも知ってるみたいだけどお──人殺しを繰り返しすぎて、疲れきって壊れちゃったんだあ。人殺しってねえ、すっごいストレスなんだよねえ」

　その場から動かずに、舞夢と同じ虫も殺せないような顔を悲痛に歪ませて──。

　懺ざん悔げするみたいに、血まみれの聖女は語った。

「【特命生徒会】の構成員は、まず学校に潜伏する。転校生としてね──それで誰かを殺して、立ち去る。『秘術』による殺人は認識されないし、事後処理も完璧に行われる。みんなから忘れられて、私は次の殺人をするために転校する」

　それは、【特命生徒会】の通常業務である。世間の裏で暗躍し、人殺しをつづける秘密組織の人間の日常だ。罪深い、誰にも誇ほこれない返り血に染まった道どう程ていである。

「簡単に片付く仕事ばかりじゃない、長い期間、潜伏することもある。その間に、友達もできる。部活をしたり、お昼ご飯を一緒に食べたり、机を並べて勉強したり……。青春を、満喫しちゃうんだあ。私も楽しくってねえ、つい夢中になっちゃうんだけど」

　思い出を振り返っているのか、浮舟はあらぬ方角を向いてぼんやりしている。隙だらけにも見えるが、話を遮さえぎって攻撃を仕掛けられるほどではない。彼女は訓練を積んだ殺し屋だ、無防備に見えて万全に備えているはずだ。

　それに、話を聞いていたかった。

　彼女の辿った道のりは、その後継者である岬の未来かもしれないのだ。

「そうしてるうちに、疑問が湧いちゃってねえ。どうして、私ばっかりって。他の子たちはみんな青春を楽しんでるのに、私だけ人殺しを繰り返す日々……。同い年の子たちが恋愛やスポーツに励はげんでる横で、私は血と臓物を浴びつづける」

　怨み節ぶしというより、純粋に不思議そうな口ぶりだった。浮舟は首を傾げながら、何だか失恋でもして落ちこんでいるみたいに涙ぐんでいる。

「仲良くなった相手を、この手にかけることもあった。親密になれば、ふたりきりになれる。つまり殺しやすいから──転校初日の私に声をかけて友達になろうって言ってくれた子や、愛の告白をして何度もデートした子や、遅くまで残って勉強を見てくれた先生や……。そういったひとたちを、私は無慈悲に殺あやめつづけた」

　頭を抱えて、浮舟は本格的に泣きじゃくり始めてしまった。心が不安定だ──彼女はいちどそんな生活に耐えられず、壊れてしまったのだ。いまだに、病んでいる。

　当然だろう。まともな精神をしていたら、耐えられない生活のはずだ。

　彼女は人間らしく、他人に共感し感情移入できる人格なのだ。岬と同じく舞夢によって肉を粘土みたいにこねてつくられて生まれたけれど、それでも彼女は人間なのだ。

　人間ならば、仲良くなった相手を殺しつづける生活を送りつづけるのは無理だ。機械ではないのだ──誰かを殺すたびに葛藤が、ストレスが、罪悪感が彼女を切り刻む。

「やがて我慢できなくなって、私の心は壊れて……。【特命生徒会】の仕事ができなくなって、母さんに捨てられた。ううん、【特命生徒会】から遠ざけてもらえたんだよねえ──平和な学校に一般人として登録されて、誰も殺さずに過ごしていいって言われたの」

　そのことには感謝しているのか、浮舟は幸せそうに微笑んだ。

「私はもう、会話もできないぐらいの状態だったから……。そういう精神を失調した子供たちが集められた、病院みたいな学校に入れられたんだあ。そこで、生ける屍しかばねみたいだった私は、余生を過ごしてたの。人殺しのくせに、吞気に安あん穏のんと」

　自虐的に喉の奥で笑うと、彼女は胸元の十字架に手を添える。

「そんな私に目をつけて、接触してきた人間がいた。位階『Ｖ』序列一位、ヴィーナス……。彼女は私をその『秘術』で洗脳し、下僕に仕立て上げたんだあ」

「ヴィーナス──」

　また、その名前だ。すべての発端となった、不可思議な【特命生徒会】構成員。

　豚小屋学園では瓜姫絵梨香という名前で認識されていた──最終的に生徒会長を洗脳し、神を恣ほしいままにしてこの世界の頂点に立とうとしていたという彼女。

「ちなみに豚小屋学園──双子屋学園は、名前のとおり双子みたいによく似た学校が、外の世界に存在する。それが、ぶっ壊れた私が静養してた学園なんだあ。そっちも双子屋学園って名前でねえ、建物の内部構造とかはちがうけど本当によく似てたよお」

　先ほど岬がタンスに聞いた事実も交えつつ、浮舟は語りつづける。

「こっちは刑務所みたいで、向こうは療養所みたいな感じだったけど。どっちも公立だし、同じところ──極楽院の一族が管理してる。政府のお偉いさんの血筋らしいヴィーナスは、そのコネを利用したりしてふたつの学校を往復してたんだあ」

　ヴィーナス──絵梨香がお偉いさんの血筋だというのは、愛梨から聞いていた。様々な局面で聞いた情報がまとまり、整理されて、全貌が見えてくる。

「向こうの学校でも臨時教師として登録されていてねえ、威張ってたよお。どうも、誰かの上に立って傲慢に踏ふん反ぞり返るのが好きみたい」

　娘の愛梨も二重生活をしていたが、母の絵梨香もそちらとは異なる方向だが──ふたつの立場で行動していたらしい。親子の、家族の奇妙な繫がりを感じる。

「ともあれ。ヴィーナスはそこで療養していた私に目をつけて洗脳し下僕にして、『秘薬』を大量生産させる苗なえ床どこにしたの。彼女はその学園にも体液をばらまいてね、実験して──洗脳や魅了が同性にも効くようにしたりとか、強化もしてたみたいだねえ。本来は異性しか洗脳できないはずの『秘術』なのに、私にも効いたのはそれが理由だよお」

「大量生産、など可能なのか？」

　岬が問うと、浮舟は困ったように笑った。

「『秘薬』は体液として、私たちの身体のなかを循環してる。私は肉体操作の『秘術』で、それを増やせたの。もともと『秘薬』は、似たような仕組みで培養されてるんだよお。機密事項だけど、母さんも似たことをやらされてるみたい──母さんが安全な本拠地から動かないのは、【特命生徒会】の生命線である『秘薬』を生産できるから。他の【特命生徒会】の人間にそれを知られたら、狙われる危険性があるからねえ」
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「母さんの引きこもりに、そんな理由が──」

　岬は納得したが、その後ろに立つ雛藻が疑問を提示する。

「『秘薬』は培養すればするほど薄くなる、と聞きます。生産すればするほど純度が落ちる、大量生産しても意味がないのでは？」

「ヴィーナスは豚小屋学園──生徒会長を保護している場所でも勤務してた、『秘薬』の元になるあなたの体液もそっちで入手してたみたいだねえ。わずかなそれを私を使って培養し大量生産し、保管してたの。自分の野望を、目的を果たすために」

「わたくしを洗脳する、という……？」

「うん。出世欲、ちやほやされたい願望が強いひとだったからねえ……。普通に、それが目的だったみたい。もしかしたら協力者とか、黒幕がいたのかもしれないけど」

　浮舟は雛藻に対しては、何だか素そっ気けなくてきとうに応えている感じがする。声が低く、冷たいのだ。理由は、よくわからない。

「だけど。ついにヴィーナスがその野望を実行に移そう──とした矢先に、私が裏切って彼女を殺したんだあ。簡単だったよお、赤子の手をひねるみたいに」

　呆気なく、何でもないことのように浮舟は言った。

「彼女、完全に油断してたからねえ……。私を洗脳して、操り人形にしてるって──ううん、単なる『秘薬』を量産するための苗床のようにしか思ってなかったみたいだから。その計画とか、ファイルにまとめてたりしたんだあ」

　浮舟は、にっこりと笑った。

「それでヴィーナスの計画を、私は知ったんだあ。それでね、彼女が私を洗脳しようとして体液を摂取させようとした瞬間に──裏切って、彼女を殺した」

　ヴィーナスの『秘術』である洗脳・魅了は、定期的に彼女の体液を摂取しないと持続しないらしい。彼女が不在のうちに洗脳が解けかけていた浮舟は、自発的に行動し、再び洗脳される前に殺したのか。

「私は精神が壊れて、抜け殻がらみたいになってたからねえ……。ヴィーナスも油断してたんだろうねえ、まったくこっちを警戒してなかった。殺すのは、ほんとに容易たやすかったよお。べつに無理に殺す必要はなかったんだけどねえ──彼女に野望を達成されると私もちょっと困るから、ううん邪魔になりそうだったから殺しといたよお」

　ヴィーナスが死んでも豚小屋学園の生徒の洗脳は解けなかったようだから、あくまで再び洗脳されるのを避けただけだろうが。道ばたの石ころでも蹴っ飛ばすような調子で──浮舟は、恐るべき野望を抱いたひとりの女を手にかけたのだ。

　愛梨は、母親が──絵梨香がずっと帰ってこないと言っていたけれど。彼女は殺されたのだ、帰ってくるわけがない。

　ともあれ。そうして再び洗脳されて──ヴィーナスの手駒に成り果てることを避けてまで、いったい彼女は何のために豚小屋学園にきたのだろう？

　今さら、せっかく逃れることができた血まみれの世界まで。もう心底、嫌になったはずの──二度と関わりたくなかっただろう裏の事情に再び足を踏み入れてまで。

　何を目的にして、動いている？

「私の目的が気になるかなあ、岬くん。考えるまでもない、私に聞くまでもないことでしょお……。私たち【特命生徒会】の目的は、いつだって同じ」

　人殺しに決まってるよお、と言いながら──浮舟が無ぶ骨こつな拳銃を構えた。宗教学校の制服、そのスカートのなかに隠していたようだ。

「邪魔するなら、たとえ弟だって殺すから」

　手慣れた様子でその照準をあわせて、撃げき鉄てつを起こす。

　その狙いは、真っ直ぐに──生徒会長に向けられていた。
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「ちょっ、ちょっと待ってェ！」

　ずっと傍観していたタンスが、泡を食った様子で立ち上がった。せっかく埋めたタートルの屍体を引きずりだし、苦労して抱かかえて──浮舟の正面に立つ。

　タートルの屍骸を盾にしながら、浮舟と雛藻の真ん中に立って叫んだ。

「あんたの目的って、生徒会長の殺害？　どういうこと、意味がわかんない！　この子を殺されちゃ困るんだけどォ──あ、あたしたちの親分だよォ？」

「だからこそ、殺す。邪魔しないでえ、関係ないんだからスッこんでてよお？」

　浮舟は不快そうに舌打ちして、聖職者じみて「ＡＭＥＮ」と小声でつぶやいた。

　岬は知っている、それはゴスペル──舞夢が『秘術』を使用する際に口にする殺し文句である。やはり、浮舟は舞夢と同じ『秘術』が使えるようだ。

　浮舟や岬は、舞夢が己の肉体をちぎってつくりあげた。クローン人間のようなものだ──浮舟が舞夢とまったく同じ見た目をしているのは、そのためだろう。岬は見た目もつくりかえられているから、まったく別人みたいな容貌をしているが。

　その身に宿す『秘術』すらも、浮舟は舞夢と同じなのか。そこが、岬との決定的なちがいだ。浮舟は舞夢のクローン人間どころか──分裂して殖ふえた、肉体のいちぶのようなものなのだろうか。

　ともあれ浮舟の殺し文句に誘発されて、『秘術』が発動。彼女が清楚に佇む浅瀬の砂利が一斉に跳ねあがり、地中から奇妙に蠢うごめく触手が生えてきた。

　浮舟は肉体を変化させて、足の裏から地中に触手を伸ばし──自分の周囲に生やしている。そう推測できた。舞夢は己から切り離した肉もある程度は自由に操作できる、浮舟も同じかもしれない。どこに、同様の触手などが生えてくるかわからない。

　彼女は一瞬のうちに、この浅瀬を自分の狩り場につくりかえていた。

　岬の周囲は、彼女の手のひらの上と同じだ。迂う闊かつに動けば、握り潰される。

「うわ……。あたし、逃げちゃっていいスかね？」

　勇ましく飛びだしてきたわりに、情けないことをタンスが言った。逃げるといっても、彼女が管理する空間の出入り口はこの近辺にあるのだろうか──たとえタートルの内側の空間などに逃げても、時間稼ぎにしかならないだろうし。

　思った以上に、追い詰められた状況である。岬も当然、この死地から脱出する方法は思いつかない。本物のゴスペル──舞夢が、すぐにでも到着して助けてくれることを期待するしかない感じだ。

　だが、御伽噺ではないのだ──そう都合良くはいかないだろう。

「浮舟、あなたの目的は雛藻の殺害なのか？」

「銃まで向けて、目的が『お友達になりたい』なわけがないよねえ？」

　岬の問いに、浮舟が冗談みたいな返事をした。

「ちなみに。この銃は、タイタンって子を殺して奪ったよお。生徒会長には『秘術』が効きにくいみたいだしねえ、『秘術』じゃない攻撃手段も調達しといたんだあ」

「タイタン……。あの役立たず、足止めもできずに武器までとられちゃって」

　タンスが、己の位階に属する部下を悪し様に罵った。

「まぁいいや。あいつの『秘術』は分身をつくることでねェ、どうせ安全などっか遠くの場所に本体は隠れてる。死んじゃいないだろうし──仲間を殺された報復だ～、みたいな理由であたしが戦う理由はないなァ？」

「タートルは殺したけどねえ、私が」

　浮舟がにこやかに、意地悪をするみたいにそんなことを言った。

　タンスは顔を引きつらせて、じりじりと後ずさる。そのまま波間で転びそうになりながら、岬のそばまで待避してきた。

「えぇっと──ぶっちゃけ死にたくないので、あたしは見逃してもらえる？　靴でも何でも舐める、女どうしは趣味じゃないけどあなたに抱だかれてもいいよォ？」

「こっちは、そんな趣味はないよお。なあんか邪魔だなあ──あなた、何だか面倒くさくなってきちゃった」

　ぼやいて、浮舟がタンスに拳銃を握っていないほうの手を向ける。

　瞬間、タンスのすぐ後方──海面を突き破って生えてきた触手が彼女の首に絡みついた。ぎりぎりと、締めあげる。出入り口を通って、タートルの内部の空間に逃げこむ余裕もなかったようだ。

　触手の形成には殺し文句が必要だが、その操作には不要らしい。すでに触手は浮舟の手足だ、それを単に動かしただけ。殺し文句を口にしなかったことで、その攻撃は予測が困難だった──タンスは回避できなかった。

「ひぎっ……。ちょっと待って、交渉がしたい！　そのために、わざわざ浅瀬で待ってたのにさァ──あ、あたしを殺すとこの空間から出られなくなるよォ？」

　首に絡みついた触手を摑つかみ、酸欠で青ざめながら──タンスが苦労して言った。彼女が先ほど口にしていたもうひとつのプランというのは、浮舟との交渉だったらしい。そのために、わざわざ浅瀬でいつまでも待機していたのか。

　命を握られている状況なのに言葉を発し、生き残る道を模も索さくしている。

　俗物的ではあるが、彼女は強い人間なのだろう。

「ううん？　残念だけどねえ──その脅迫は、私には通じない。私は肉体操作の『秘術』の応用で、他人の『秘術』を模も倣ほうできる」

　浮舟はのんびりと、聞き覚えのある殺し文句を口にした。

「死んでも守る」

　言いながら、己の頭部に拳銃を向けて引き金をひいた。大口径の拳銃から弾丸が発射され──本来なら、彼女の頭部は吹っ飛んでいたはずだが。

　傷ひとつなく、ひしゃげた弾丸が跳ね返って宙を舞った。

　死んでも守る。絶対的な防御力を有するという、タートルの『秘術』を用いたのか。その言葉どおり、本当に浮舟は他者の『秘術』を模倣できるらしい。

「何それ、反則だよォ──」

　呻うめいて、タンスが全身を脱力させる。気道と動脈を圧迫されて、意識を失ったのだろう。死んだかもしれない──すくなくとも、彼女は言葉を紡つむげなくなった。
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「『秘術』は脳に埋めこまれたわたくしの肉片を元にして、体内を循環する『秘薬』をもとに発現するちから。肉体と体液に因よります。肉体操作を極めれば模倣もできる──ということですか。反則ではありません、理にかなっています」

　雛藻が理屈を把握したのか、こんな絶望的な状況なのに冷静につぶやいた。

「タンスさんの『秘術』も模倣できるなら、この空間の出入り口を見つけて干渉できる。外にも出られる、だからタンスさんを殺しても問題ない──ということですか」

「うん、お利口さん。ちなみに模倣するには、その『秘術』の使い手の体液を──正確にはＤＮＡを摂取する必要がある。遺伝子情報を読み取って、肉体操作で再現する。トータル……タンスを殺しても問題ないってのは、そういうこと。屍体さえ残ってれば、私がそれを喰って血ち肉にくを吸い、『秘術』を再現できるからねえ」

　雛藻の発言に、浮舟は丁寧に答える。彼女がタートルの血液を啜すすったりしていたのは、『秘術』の模倣のためだったのだ。

「他人の『秘術』を使うのはかなり大変なんだけどねえ、肉体操作の『秘術』と他人の『秘術』を同時に展開するから……。でも、ヴィーナスが私の身体を『秘薬』の保管庫にしてたからねえ──まだまだ、余裕はあるよお？」

　浮舟は興味を失ったように、触手を動かしてタンスを放り投げた。円弧を描き、彼女は遠くの海面へ着水する。そのまま、沈んでいった。

「さて、次は岬くんの番だよお。邪魔だから、どいてくれるう？」

　浮舟が周囲に触手を蠢うごめかして、穏やかに述べてくる。

「安心してねえ、岬くんも殺さないでおいてあげてもいい。どいてもらえば、それでいい。邪魔するなら──可哀想だけど、殺しちゃうよお？」

「お優しいな、姉さん」

　岬はあえて、浮舟をそう呼んだ。家族は殺しにくい、そんな己おのれも味わっている感覚すら利用してこの場を生き延びる。

「俺は見逃してくれるようだが、雛藻のことは殺すんだろう？　ならば、俺は決してこの場から避難するわけにはいかない。こいつを守るのが、俺の任務だ」

　雛藻を背後に庇かばったまま、岬は言い放った。浮舟は、困り顔になる。

「我が侭を言わないで。生徒会長ちゃんを殺せば『秘術』は使えなくなる、空間の出入りができなくなる。私はべつにいい、生徒会長ちゃんを殺せれば……。だけど岬くんまで、付きあうことないよ。任務なんか放棄して、逃げちゃったほうが賢いと思うよお？」

「断る。これが、俺がしたいことだ。母さんからの呼びかけが──あんたにも、聞こえていなかったか？　俺は意識が曖昧で返事ができなかったが、もし喋れていればちゃんと応えたぞ。了解した、したいことをすると。愛してます、母さん……と」

「私も、母さんが大好きだった。だから、同じ返答をしようかなあ。私は捨てられたと思ってた、返事をする資格はないかもって──でも母さんは、私たちが生まれたことを奇跡だって言ってくれた、喜んでくれた。そして、私たちの人生を肯定してくれた」

　浮舟が愛おしそうに、己の生みの親と同じ顔を指先で撫でた。

「感謝してる、母さんを愛してる。だから、私たちは殺しあわなくちゃいけないみたい。母さんのせいじゃない──家族でも、私たちはちがう人間だってこと。ちがう人生を歩んでいるってこと、それを認めてくれる人間がひとりでもいるってこと」

　優しく微笑んで、浮舟は拳銃をあらためてこちらに向けてきた。岬越しに、雛藻を狙っている。その命を、奪おうとしている。

「幸せだねえ、私たち。生まれてきてよかった、でもだからこそ殺すの」

　拳銃を、触手を、そして殺意を向けて──岬の姉のようなひとは言った。

「知ってるよお、生徒会長を殺せば……。その肉体を基点として発現している、世界を改変する神としての権能は消えてなくなる。そういうルールだったよねえ──その子を殺せば、二度と神の奇跡は起きなくなる。【特命生徒会】は、成り立たなくなる」

　それは、錺美の手記に明記されていた事実だ。浮舟も、どこかでそれを摑つかんでいたらしい。陰謀を巡らせていたヴィーナスのファイルにでも、書かれていたのか。

　そのあたりを追及する余裕もないうちに、殺意が迫ってくる。

「それで人殺しを繰り返した私の罪が消えるとは思わない、だけど二度と私のような人間が出てくることはなくなる。罪滅ぼしにもならないかもしれない──だけど、【特命生徒会】はここで終わらせる。悪を殺す正義の使者ぶった、悪の掃はき溜だめを除去する。私は母さんみたいに神さまに祈らない、この手で神を殺してすべてに終止符を打つ」

　その言葉と同時に銃弾が次々と発射され、触手が暴あばれ狂う。その騒音にかき消されて聞き取れなかったが──浮舟は、ぶつぶつと何かを言っていた。

　誰かの名前を、呼んでいるようだった。岬の知らない、無数の誰かの名前だった。その声には親しみが宿っている──かつて彼女が愛し、殺した人々の名前なのだろうか。
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「必ず殺す」

　浮舟の放はなつ途方もない殺意の前では、空くう虚きよに響く殺し文句を口にして──岬は全力で対処しようとした。迫る攻撃をできるかぎり防ぎ、せめて雛藻だけでもこの場から逃がすために。銃弾を黒色細胞で叩き落とし、我が身を盾にして触手を食い止める。

　触手を払いのけ打ち落とし、退路を切り開こうとする。ここから雛藻を逃がすことができても、浮舟は追うだろう。すぐに、雛藻は殺される。

　だがそうして時間を稼ぐうちに、奇跡が起きるかもしれない。本物の舞夢が駆けつけたり、何か岬が予想もできないような都合のいい出来事が発生して──。

　だって、雛藻は神なのだ。機械によってつくられた、神。信仰を受けて崇あがめられ、この世の幸福のすべてを味わう権利がある──人類の上位存在だ。同時に、彼女はまるで外の世界のことを知らない、人生の幸せをひとつも知らない幼いた気いけな少女だ。

　ここで無惨に命を奪われるのは、あまりにも酷い話だ。人殺し集団、【特命生徒会】の構成員である岬が──そんなことを考える資格はないかもしれないけれど。

　何が正義で何が悪なのか、まだ判断もできないような生まれたてだけれど。

　岬は、そうしたいと思った。心から、雛藻を守りたいと。最初は単なる任務だった、まだ出会ってから二日も経っていない──友達でも家族でも恋人でもない。

　けれど、雛藻が愛おしかった。

　守ってくださいね、と頼まれたのだ。

　護衛対象のくせに、必死に、岬の命を守ってくれようとした。

　他愛ない会話をして、縋すがりついて寄り添って、ぬくもりを分けあった。

　それが、何だかとっても嬉しかったから。

　生まれてきて良かったと思えるほどに、有り難かったから。

　浮舟はそんな岬を見て説得を諦めたのか、もう言葉もなく全力で攻めてくる。

　岬は全身で、雛藻を庇いつづける。だが理不尽なほど強大な暴力を防ぐには、岬の肉のすべてを捧げただけでは足りなかった。

　触手は岬の身体を難なく抉えぐり飛ばし、銃弾がその隙すき間まから飛びこんできて雛藻の全身を穿うがつ。そのうち、いくつかは致命的な部位──彼女の内臓や太い血管を破壊した。

　岬は、絶叫する。

　触手に貫かれた痛みからではない、未体験の喪失感に──絶望感に。

　だが岬の慟どう哭こくは、長くはつづかなかった。

「諦めないでください、岬」

　全身を貫かれ、抉り飛ばされながら、雛藻が血のかたまりとともに呼こ気きを吐はいた。

　こんな状況においてなお、光り輝くような澄んだ声こわ音ねをのせて。

「わたくしを、守ってくれるのでしょう……。できますよ、あなたになら。あなたはエチケット不足で、女性の扱いを知らず、ほんとうに乱暴で不作法で──見た目だけが取り柄えなのではないかと疑わせる、けれど、約束を破るようなひとではないはずですから」

　血と、激痛による涙を垂れ流しながら、黑沢〈サンジェルマン〉雛藻が言った。

「誠実で、純真な、御伽おとぎ噺ばなしの英雄のようなひとですから。わたくし、それを信じます。わたくしも心の清らかな、ハッピーエンドが約束された童話のお姫さまではありませんけど……。お互い、そうなれるように努力しましょう」

　掠かすれた声で囁いて、雛藻がそっと手を伸ばしてきた。

　まだ幼い彼女の、ちいさな手のひら。

「生きていきましょう、岬。安心してください──泣かないで、大丈夫ですから。あなたは興味がない部分でしょうけど、御伽噺にはいくつか浪漫ロマンちっくなお約束があるんです」

　いつの間にか流れていた岬の涙を拭ぬぐって、雛藻が顔を近づけてくる。

　そして内臓を貫かれたために、雛藻の食道を逆流してきた大量の血液を含んだ口元を──くちびるを寄せてきた。ふたりのそれが、重なる。

　どんな残酷な童話にもありえない、血の味しかしない口づけだった。

「『秘薬』とは、神の体液を培養したもの……。ならば、わたくしの血液は──この世で最も濃い『秘薬』でしょう。それを、岬、あなたにすべて捧げます。わたくしは死ねない、死にたくない。わたくしも、生きてほしいと望まれましたから」

　返り血に染まった幼気な顔がん貌ぼうを、痛ましいほど厳きびしくして──。

　生徒会長、黑沢〈サンジェルマン〉雛藻は必死に叫んだ。

「わたくしは、生きます！　世界中の人間にそれを望まれなくても、どれだけ呪のろいと血を浴びようとも！　他人を食い殺し、その屍しかばねを踏みつけにしてでも！　愛して、生きてほしいと望んでくれたひとがいます！　ならば、わたくしも白雪姫のように……！」
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　本来、雛藻の行為には何の意味もない。

　ぬくもりと、愛情は──たしかに伝わってきたけれど。

　だが瞬間、岬の体内に湧きあがってくるものがある。無限のちからが、こみあげてくるようだった。まるで魔法のように、奇跡のように、岬の体内で枯こ渇かつしかけていた『秘薬』が一気に満タンになる。否、それ以上に止め処どなく溢れてくる。

「何だか、ちょっと照れますね」

　雛藻は限界だったのか、何度か瞬まばたきをして、失血のために意識を失おうとしている。すこし感慨深そうに、己のくちびるを指で撫でていた。

「浮舟さんの狙いは、わたくし──ゆえに狙いはわたくしに集中しており、岬は致命傷じゃありません。攻撃が、意識的にか無意識的にか……急所を外しておりましたね。どれだけ他人を虐殺できても、家族は殺せないのでしょうか？」

　あぶくの混じった血を盛大に吐いて、雛藻はそれでも天真爛漫に笑った。

「まだ動けるでしょう、岬。ならば、己の任務を、為すべきことを為しなさい」

　毅然として命じてくる生徒会長に、岬は頷うなずく。

　そして何だか呆然としている浮舟へ、英雄的に向きあった。

「必ず殺す」

　殺し文句を口にすると、ありったけの全力で『秘術』を解き放った。

　岬の全身から、黒色細胞が溢れてくる。それは一瞬で、浮舟に達する。その全身を吞みこんで、貪欲に蝕むしばんでいく。

　起死回生の一撃を、それでも浮舟は防ごうとした。タートルから奪ったという、死んでも守る──という絶対防御の『秘術』を行使。物理的にはいかなるダメージでも傷つかないように、己おのれの身を強固にした。

　けれど、限界はある。浮舟は体内に大量の『秘薬』を貯蔵しているというが、所詮は培養された薄い代物──本物の、神の体液を得た岬のほうが『秘薬』の量は、濃度は勝まさる。先に枯渇するのは、浮舟のほうだ。

　どれだけ『秘術』を解き放っても、岬の『秘薬』は尽きる気配がなかった。太陽すらも覆い尽くせそうな、無尽蔵の殺意を──黒色細胞を放つ。

　迫りくる触手や銃弾を弾き飛ばし、黒色細胞は津波のように浮舟へ殺到する。

「家族は殺せない、か」

　岬は意識を失った雛藻を抱だき寄せて、何もわからぬ幼子のように呻いた。

「俺は、どうやら殺せるらしい。あなたのことを、あまりよく知らないせいだろうか──姉さん。あなたとちがって、俺は誰を殺しても何も感じない……。誰からも愛されないし愛せない、殺人マシーンのような人間なんだろうな」

　その発言に、返事はなかった。

　黒色細胞に蝕まれながら、浮舟は困ったように顔を歪ゆがめた。

　馬鹿で間抜けな弟の失言に、苦笑するしかない姉そのものの表情だった。
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　潮しお騒さいが聞こえる。

　寄せては返す波の音──否、これは誰かの心臓の鼓動だろうか。聞いているだけで心穏おだやかになる、人類が生まれる前からずっと聞いている原始のリズム。岬みさきはしばしその音色にひたっていたが、やや億おつ劫くうに思いながら両目を見開いた。

　吞気に、微睡まどろんでいられる状況ではないはずだ。

　何度か瞬きして、視界に映るものを確認する。最初に見えたのは、夜空だ。雲で覆われており、月や星は見えない。もはや見慣れてしまった豚小屋学園のある孤島──その浅瀬に生えた瘦せた木の根元に、岬は寝転んでいるようだ。

「雛ひな藻も」

　ぬくもりを感じて、岬は自分が雛藻を抱きしめていることに気づく。陽光を反射して目ま映ばゆく輝く白い髪は、泥や血、もろもろで汚れてほつれている。同様に無惨な有様の、元々は愛らしいデザインだったはずの制服。目を閉じて、深く寝入っているのだろう──こちらの呼びかけにも反応はない。

　寝息をたてているし、鼓動も感じる。生きている。

　その事実に、岬は安堵する。無性に愛いとおしくなって、雛藻をそっと抱き寄せた。嫌がるように身じろぎし、やがて諦めたように──雛藻は大人しくなった。赤ん坊みたいに、自分が顔を押しつけている岬の制服を、はむはむと食はんでいる。

　その様子を見ているだけで、何だか幸せな気分になってくるが──。

　のほほんとしている場合ではない。一瞬、何もかもすべてが夢だったのではないかと疑ったが……。そんなわけがない、つい先ほどまで自分は死地にいた。雛藻も、全身を銃弾で抉えぐり取られて致命傷を負っていたはずだ。

　慌てて雛藻の身体を手探りで確かめたが、見たところ怪我らしきものはなくなっている。服は破けているし、出血の跡あとはあるので、無傷というより治療され再生している──というふうに見えた。無意識で岬が手当てした、という感じでもない。

　不自然に、傷が癒いえている。

「あんまり触らないであげて、応急処置しただけだから疵きず痕あとが開ひらいちゃうかもだし。この子には『秘術』が影響を与えにくいしねえ──そんなに気軽に、女の子の身体をまさぐっちゃ駄目。嫌われちゃうよお、グンちゃん？」

「母さん？」

　声をかけられて、今さら気づいた。

　岬は、ゴスペル──見慣れた修道服を身にまとった、冥めい路じ舞ま夢むに膝枕されている。舞夢は樹木に背中を預け、何だか浮かない顔でこちらを眺めていた。

　普段の岬ならば、母と慕う舞夢と再会できた──その事実だけで小躍おどりしていただろうけれど。先ほどまで、彼女と同じ顔をした存在と命の遣り取りをしていたのだ。気を抜けず、むしろ全身を緊張させ、相手を睨みつけた。

　自分たちは無防備な状態で寝ていたのだ、殺そうと思えば簡単だったはずだ。ならば、この舞夢は本物か。疑うことすら罪深い気がして、何も口にできず、ただ岬は火が点つきそうなほどに彼女を注視した。

「安心して。あたしは、グンちゃんがよく知ってる冥路舞夢。本物──っていう表現でいいのかなあ、すくなくともグンちゃんたちに危害はくわえないよお。信じてもらう方法はないから、警戒してもらってもいいし、こっちも行動で誠意を示すしかないけどねえ」

　舞夢は語りながら、よしよしと岬の頭を撫でる。

「がんばったねえ、グンちゃん。任務、お疲れさま。無事に、あたしに生徒会長ちゃんを送り届けてくれたねえ……。任務達成、よくできました。い～こ、い～こ♪」

「無事ではありません──雛藻は、死んでいたはずです」

「治療が、間にあった。あたしが『秘術』で己の肉体を変化させて、生徒会長ちゃん──雛藻ちゃんの砕かれたり抉られたりして欠けた部分を補おぎなった。内臓とか血液とか、もろもろね。本来ならお医者さんでも助けることは無理だったけど、あたしにはできた」

　岬の不安を消し飛ばすように、舞夢は力強く断言した。

「だいじょうぶ。たぶん雛藻ちゃんは死なない、あなたが守り抜いたんだよお──グンちゃん。最後はあたしの手を借りたけど、ここまで彼女を送り届けたのはグンちゃん。誇ってもいい、雛藻ちゃんも感謝してた。……だから、そんな顔をしないで」

　自分はどんな顔をしているのだろう、と岬が己の頰に手を添えるのを、舞夢は何だか困ったように苦笑して見守っていた。

「経緯は、雛藻ちゃんから聞いてる。聡さとい子だね、わかりやすく説明してくれたよお。さすがに喋り疲れて、寝ちゃったみたい。グンちゃんのことを、とっても心配してた」

「筋がちがうように思います、護衛対象に心配されるなんて……。気苦労をかけたようで、申し訳ないぐらいです」

　岬は安らかに眠る雛藻を、そっと抱き直した。尊く熱い、彼女の生命を。

　もう、誰にも傷つけさせたくない。守り抜く、もう任務は終わったけれど。岬は、そうしたいと思った。それが赦されるならば──いつまでも、彼女の平和な眠りを誰にも邪魔させたくない。
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　舞夢が豚小屋学園に辿りついたときには、もうすべてが終わっていたらしい。

　大急ぎで現地に到着した舞夢は、浅瀬で倒れている岬と雛藻を発見──保護して治療を施しつつ、かろうじて意識のあった雛藻に事情を聞いた。岬の姉のようなひと、舞夢にとっては娘のような存在である浮うき舟ふねの末路についても。

　彼女は岬の放つ黒色細胞を必死に防御していたが、やがて『秘薬』が尽きて──全身が粉々に砕け散って消え失せたのだという。屍し体たいも残らぬ、壮絶な死を迎えたのだ。

　岬は、勝利したと言っていい。だが、後味の悪い勝利だ。雛藻の手助けがなければ確実に殺されていたし、家族と呼ぶべき存在を手にかけた罪悪感は重たい。こんなものを大量にその身に抱かかえこみ、浮舟は心を病んでしまった。

　その気持ちが、岬は今なら理解できる気がした。

　人殺しなど──決して、楽しいものではない。

「そんな顔をしないでねえ、グンちゃん。グンちゃんはあたしが命じた任務を果たしただけ──あの子が死んだのは、あたしの責任ってことにしていいから」

　暗い気持ちに支配されかけた岬の頭を、舞夢がそっと撫でてくれた。

「それに。話を聞いたかぎり、あの子は──浮舟ちゃんはタイタンちゃんの『秘術』を模倣できた可能性がある。タイタンちゃんと、交戦したっぽいし。その血肉を得て、命のバックアップができる『秘術』を手に入れていたかも。それを行使していたとしたら、生き延びてるかもしれない。その可能性がわずかにでもあるなら、あたしは泣かない。哀しまない、また会えるって信じてる。大事な大事な、あたしの子と」

　優しげな面貌かおを凜々しく、誇り高く引き締めて──舞夢はそう言った。浮舟が生き延びているとしたら、また襲われる可能性があって気が気ではないが……。あくまで生存している可能性があるだけで、今のところそんな気配もない。

　思わず周囲を警戒する岬を、舞夢は何だか可笑おかしそうに眺めている。

「トータルちゃん──タンスちゃんも、ぎりぎり生きてたよお。治療を施して……いちおう馬鹿な真似をしないように拘束したりしつつ、乗り物に放ほうりこんどいたから」

　タンスも、存命らしい。最初に出会ったときは何だかさっさと死んでしまいそうな小物に思えたが、意外と最後まで生き延びてしまったようだ。彼女は俗物的であまり見習いたくない人格だけれど、その強したたかさだけは尊敬に値する。

　彼女は、目的を果たしたのだ。この後は今回の報酬を元手に、彼女が望んだとおりの自由な暮らしを満喫していくのだろう。それを思うと、ちょっとだけ羨うらやましい。

　タンスが生き延びているなら、この空間からの出入りもできる。豚小屋学園に閉じこめられたまま、ここで干からびていく──みたいな絶望的な未来もなくなった。

　そんなことを考えつつ、岬は気になった点を問うた。

「乗り物、というと？」

「あたし、ここまで泳いできたわけじゃないからねえ。乗り物で、きたの。すぐにグンちゃんたちも乗せてあげるねえ、その前に一仕事──片付けとかないといけないけど」

　舞夢が真しん摯しにそう言った、瞬間だった。
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　耳障りな電子音が、響いた。

　携帯端末の、着信音だ。咄とつ嗟さに身を起こし、周囲を警戒した岬の肩に舞夢が手を添えて制止する。激しく動いたせいで、雛藻が「ふあっ？」と変な声をあげて目覚めた。

　目を白黒させて、雛藻が何事かという顔で岬を見上げてくる。

　見られても困る。何があっても対処できるように、岬は雛藻を抱き直して音の出所を探った。すぐに理解する、岬たちのすぐそばに見覚えのない携帯端末が転がっている。

　誰も通話ボタンなどを押していないのに、不意にその携帯端末から声が響いた。

『こんにちは、デジタルです。電話越しで恐縮です。……説明は必要ですか？』

「推測はできてる。あなたが、黒幕だったんだよねえ？」

　代表するように、舞夢が応えた。岬には意味がわからない──聡い雛藻は何かに勘づいたのか、身を硬くして岬に縋すがりついてきた。

　とりあえず何があっても彼女のことは守れるように、岬は身構える。

『黒幕なんて、とんでもない。私は、単なる連絡係です』

「誤魔化しは必要ないよお、だいたい理解できたからねえ。デジタルちゃんはそんな迂う遠えんな冗談みたいなことは言わない──あなた、だぁれ？」

　舞夢は地面に座りこんだまま、傍はたから見るとまるで緊張した様子はない。のんびりピクニックでも楽しむような雰囲気で、穏やかに言った。

「これは推測だけど、デジタルちゃんを謀ぼう殺さつして立場を乗っ取ったんでしょう。同じような能力をもつ、ちょっと下の序列の子──デーモンくんあたりかなあ？」

『ご想像にお任せしますよ。……こちらも忙しいので、手短に用件だけ告げましょう』

　声は変わらず平坦だが、やや早口になった気がする。焦っている、あるいは動揺を隠そうとしているのだろうか。

『生徒会長を、こちらに引き渡してください』

「こちらって、どちらかなあ？　具体的に言ってくれるう？」

『忙しいと前置きしたはずです、のらりくらりと時間稼ぎをしないでください。もう状況は詰みです──あなたたちは、こちらの用件を吞むしかありません。それを理解しているから、あなたもその場を動かずに私がコンタクトをとるのを待っていたのでしょう？』

　沈黙し、舞夢は否定も肯定もしなかったが、デジタル──あるいはデーモンらしき何者かは淡々と告げてくる。

『要求どおり具体的に言いましょう、我ら位階『Ｄ』に生徒会長を引き渡してください。否と言っても無駄です、すでに──皆さんは我々の手て勢ぜいに取り囲まれています。生徒会長の治療などのために『秘薬』を消耗した、あなたには突破できません』

「ふふ。侮あなどられたものだねえ、あたしも」

　舞夢はのんびりと起き上がって、周囲を睥へい睨げいしながら語った。

「すべての黒幕、デーモンくんって呼ぶよ……彼は最初から生徒会長の拿だ捕ほが目的だったみたい。けど防御特化の位階『Ｔ』にがっちり守られた彼女には、なかなか手がだせなかった。だから、あの手この手で攫さらおうとしたんだよねえ？」

『攫う、というのは人聞きが悪いです。まだ生徒会長には──いいえ、【特とく命めい生せい徒と会かい】には利用価値があります。デジタル……もとい錺かざ美みさんよりよっぽど、私はそれを有効活用できますよ。錺美さんは理想主義者でしたが、私は現実主義者ですから』

「物理法則も無視して奇跡を起こす殺し屋の集団だもんね、悪用しようとすればいくらでもできる。デジタルちゃんは──錺美ちゃんは、あくまで理性的に【特命生徒会】を運用してたみたいだけど。社会のため、正義のため、人類の健すこやかな未来のために」

　舞夢は深々と吐息を漏らし、携帯端末を火が点きそうなほど強く睨みつけた。

「そんな彼女が邪魔になって、始末して成り代わったのお？　あなたは錺美ちゃんのいちばんの腹ふく心しんだったから──殺そうと思えば、簡単だったよねえ？」

『殺してはいませんよ。彼女を目め障ざわりに思う人間は腐るほどいましたからね、自分の地位を脅おびやかしかねない娘に怯える愚かな父親など……。護衛役だった私は──そんな連中が送りこむ刺客から、あえて彼女を守らなかった。まぁ、それだけのことです』

　電話の声はまさに悪魔のように、いけしゃあしゃあと言ってのける。

【特命生徒会】の人間に、『秘術』を用いて殺されたのではないからこそ……。【生せい徒と会かい連れん盟めい】総長の暗殺は、世間の人間にも認識されたのだろう。いずれこの国の頂点になるはずだった人物の死により、世界には激震が走り、何もかもが歪んでいく。

　大量の血が流れ、陰謀と因いん縁ねんの果てに──世界は様よう相そうを変えていく。

『錺美さんは、生徒会長を移送しようとしていました……。それは知っていました、錺美さんに聞いていましたからね。私は、そんな生徒会長を迎え入れて手元に確保する。そして有効活用するのです、彼女は神ですからね──世界を手に入れるのに等しい』

　下げ卑びた欲望を隠しもせずに、声は呵か々か大たい笑しようしていた。

『まぁ、そういう計画でした。ヴィーナスという小物をそそのかして、豚小屋学園を汚染させて──生徒会長が移送される状況をつくったんです。また手出しできない場所に隠されては困りますから、錺美さんを始末して成り代わり、私が代わりに受け取る予定でした。ヴィーナスが殺されたりしてトラブルの連続で、なかなか苦労しましたけどね』

「デジタルちゃん──錺美ちゃんなら、もっと上手にやっただろうねえ。彼女は自分が殺されることも見越してたみたいだし、成り代わっても意味なかったしさあ……。あなたはやっぱり錺美ちゃんの予備、二軍、劣れつ化か模も造ぞう品ひんでしかない。ていうか女の子ひとり手に入れるために、ご大層なことだよねえ」

　舞夢の言葉に、デーモンはとくに異論を差し挟はさまない。

『ただの女の子、だったら苦労はしませんが……。その少女は、生徒会長は神なのです。決して、私は過剰に策を巡めぐらせたつもりはありません。何度も言いたくありませんが──生徒会長を、引き渡してください。それで、あなたがたの任務は終了です。生徒会長の命は保障します、我々が安全な場所までつれていきましょう』

「それでまた、永遠に飼い殺ごろし？」

　舞夢は表情を冷ややかにして、岬に「どうする？」と問うてくる。

「あたしとしては、どっちでもいい。デーモンくんに雛藻ちゃんを預けても、その要求を突っぱねて全力で抗あらがっても。だから、グンちゃんの好きにして。個人的には、平和に暮らせるはずだった浮舟ちゃんを……。『秘薬』を大量生産するための苗なえ床どこにして、結果的に修羅の道に叩き戻した相手に、唯い々い諾だく々だくと従いたくないけどねえ？」

『一方的に悪者扱いされたくありませんね、あなたも所詮は人殺ごろしでしょう？』

　デーモンがいけしゃあしゃあと言ってのけたが、舞夢はほぼ無視した。彼女はただ真っ直すぐに、岬を見つめている。高貴で優しい、母親の面持ちで。

「さぁ、どうしたい？　グンちゃんのしたいようにしてねえ、あたしは命令しない。グンちゃんが考えて、自分の意志でした選択なら、お母さんはそれを肯定する」

「…………」

　岬は、あらためて自分が抱だっこしている雛藻を見下ろす。ちいさくか弱い、けれど賢く愛らしい──生徒会長。短い間だが、ふたりでひとつの生き物のようにずっとそばにいた彼女を、守り通したその命を、自分はどうしたいのか。

　雛藻は交わされる会話に、理解できない点も多々あっただろうに──岬よりもよほど物わかりがよく何度か頷いた。そして、舞夢の言葉に重ねるようにして問うてくる。

「岬は、どうしたいですか？」

　甘えるようにいちどだけ頰を寄せてきて、すぐにそれを恥じるように離れると、彼女は年相応の純真な瞳で──こちらを見据えてくる。

「わたくしは正直、うんざりです。どうして皆さん、わたくしなどを陰謀を巡らせ大量の血を流してまで奪いあうのか……。求められて悪い気はしませんが、そこに愛がないなら願い下げです。わたくしは、便利アイテムではありません」

「あぁ……。そうだったな、雛藻。それは悪いことだ、おまえが教えてくれたんだ」

　岬は、決断した。

　自分でも意外なほど、あっさりと心は定まった。

「そういうことを、もっと教えてほしい。ううん──俺はもっと、おまえと一緒にいたい。綺麗なおまえが悪意や血で汚されようとしているなら、俺はそれを防いでみせる。おまえを守る傘に、壁に、盾になろう。人殺しよりは、よっぽど有意義な仕事だ」

「もっと、プロポーズするみたいな言い回しは選べないんですか？」

　雛藻が不満そうにしているので、岬は慌てて言い添そえた。

「難しいな、自分の気持ちをうまく言葉にできない。絵本には書いていなかったし──【特命生徒会】の任務に必要ないことは、あまり学ばずに育ってきたんだ」

「では、いろいろ教えてあげましょう。その代わり、わたくしを守ってくださいね」

　ちいさく幼いのになぜかお姉さんぶって、得意げに雛藻が言った。

　そして、今度こそ雛藻は頰を──全体重を預けてくる。彼女は致命傷を負って、かろうじて治療されて命を保っている状態である。自分では、満足に動けない。

　岬が、運ぶしかない。もうだいぶ慣れてきたし、楽しくすらなってきている。自然と微笑み、岬は雛藻を抱き直して退路を探る。絶海の孤島だ、逃げるのは容よう易いではないだろうが……。生きてさえいれば、何とかならないこともないだろう。
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　いつの間にか。

　周囲に、無数の人影が出現している。そのすべてが、殺し文句を口にした。つまり『秘術』を行使した気配がある──【特命生徒会】の連中だ。デーモンは策さく謀ぼうを巡らし、準備万端整えて、生徒会長を確保するためにあらゆる手を尽くすつもりだろう。

　逃れるのは、至難の業わざだろうけど。

「あはは。何かグンちゃん、雛藻ちゃんのお尻に敷かれそうだねえ──」

　舞夢は前言のとおり、岬の選択を肯定してくれた。それを、態度で示してくれる。岬のすぐそばで身構えて──あらゆる苦難から命懸けで子供を守る、強い母親の面貌かおになる。

「でもまぁ、たぶん大丈夫。愛が、ひとを強くする。愛が、ひとを壊してしまうこともあるけど。浮舟ちゃんは愛のために、他人に感情移入してしまったために、疲れて病んじゃった……。グンちゃんはあの子とはちがうけど、同じように、あたしの大好きな子供だから。できれば、あの子のぶんまで幸せになってほしいなあ」

　そう告げると、舞夢は浮舟もそうしていたように──祈りの言葉を口にした。

　同時に地面が隆起し、周囲の砂利などを跳ねあげながら巨大なものが出現する。浮舟の操っていた、肉でつくった潜水艦に似ている。細部のデザインが異なるが、同じようなものだろう。

「あの子にできることは、あたしにもできる。吞のん気きにお喋りしてるうちに、地面を掘り進ませたよお。あたし、これに乗ってこの島まできたんだあ」

　鯨くじらにも土竜もぐらにも似た、けれど地上のどんな生き物とも乗り物とも異なる存在──その表面を撫でて、舞夢が気け高だかく微笑んだ。

「先に、ふたりは乗りこんで。あたしは、とりあえず周りにいる連中をてきとうに蹴散らしておく。戦力を削いで、逃げきる確率を高める。あとで追いつくから、安心して」

「助かります、えっとお母さん……。あとで、きちんとご挨拶させてください」

　雛藻がかるく頭を下げながら言うと、舞夢は「あなたにお母さんって呼ばれる筋合いはないもん」とか、やや場違いなことを言っていた。

　直後、死闘が始まる。周りを取り囲んだ【特命生徒会】の面々が、それぞれの『秘術』を放ってくる。炎が、氷ひよう塊かいが雷らい撃げきが、もっと形容しがたい摩訶不思議な現象の数々が──殺到してくる。舞夢が対処し、払いのけて、道行きを切り開いてくれる。

　そんな彼女の踏ん張りを無駄にしないためにも、岬は雛藻をしっかりと抱き寄せたまま、肉でできた潜水艦に乗りこんでいく。浮舟のそれは掘くつ削さく機きのような歯並ならびが見えて踏みこむのを躊躇わせたが、舞夢のそれはふかふかの毛並みが敷き詰められた乗り心地のよさそうな代物であった。安心し、信頼し、そこに歩を踏みだした。

　未来へ。己の、人生へと。

「雛藻」

「何でしょう、岬」

　最後に岬は心をこめて、永遠の愛を誓ちかうように告げる。

「生きていこう。世界中の人間に、死んでほしいと願われても」

「ええ、もちろん。生きているかぎり、わたくしたちが正義ですから」

　雛藻が微笑み、これってお姫さま抱っこですね、と関係ないようなことを言った。
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